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社団法人日本理学療法士協会

設立40周 年にあたって

社団法人日本理学療法士協会

会長 中屋 久長

本協 会 は昭和41年7月17日 に僅 かllO名 の会員 で設立 され ました。大 変な難産 の末 に誕生

した理学療法士 とい う新 しい職種 に対 して,今 後 の リハ ビ リテー シ ョン医療発展 の力 と して大

きな期 待 が寄せ られ ました。平 成17年8月 現在 の理 学療法 士免 許登録 者 は,46,114名 です。

因み に平成8年 に は17,295名 であ り,10年 間で2.7倍 の増加です。 昭和41年 第1回 国家試験

合格者 は183名,1万 人 を超 したのが,そ れか ら25年 後 の平成2年,そ の7年 後 に2万 人,そ

の4年 後 に3万 人,さ らに僅 か3年 後 に4万 人 に達 してい ます。 この経緯 か らす ると4万 人 に

な る まで40年,今 後 は4～5年 で4万 人 の新 しい理 学療法 士が誕 生す る ことにな ります。何

れ にして も急速 な増加 傾向です。

医療 技術 の発展,疾 病構造 の変化,国 民 の健康へ の関心及 び意 識の高揚,医 療 費の高騰 少

子 高齢化社会 の到来 等/社 会 の仕 組みや情勢 の変化が リハ ビリテー シ ョン医療 ・福祉 のニ ーズ

を高 め理学療法 士需 要を高 めた と考 えます。 関連 して大学や専 門学校 に応募す る学生の意識 の

変化,学 校 の経営 や財 政 ・経済 的戦 略を包含 しなが ら養成校 が急増 した ことが理学療 法士 の急

増 の要因で あると考 え ます。養成校 は現在186校,1学 年定員9,088名 で,大 学42校,短 期大

学2校,4年 制専 門学校61校,3年 制専 門学校80校,私 立学校 が学校 数で83%,一 ・学 年定員

で93%を 占めてい ます。本協会員 は,17年8月 現在38,498名,勤 務す る施 設数 は12,906施 設

です。 医療機 関に28,665名,74.5%,医 療福祉 中間施設 に3,313名,8.6%,福 祉施設 に1,038

名,2.7%,教 育 ・研 究施設 に1,493名,3.9%で あ り,特 筆 すべ きは理学療 法士養 成施設 勤務

者 が1,341名 と教 育 ・研究領域 の90%を 占めてい ることです。 行政機 関に は,368名,1.0%,

保健(健 康 産業 等)100名,0.3%,そ の他,7.9%で す。 さらに平均年齢 は31.9歳 で40歳 以下

が85%を 占め る大変若 い集 団です。 これか ら先 の40年 は全 く今 までの流 れ と異 な り厳 しい状

況 にな るか,ま たその状況下 に活路 を開 き自律性 のあ る専 門職 として位置付 くかは,国 の社会

保 障制度 の方 向性 と協会 の活動 や個 々 の理学療法 士の知識 ・技術,専 門性及び思想 と哲学 に委

ね られてい るとい って過 言で はない と思い ます。

国が進 めるヘル ス プロモ ーシ ョンも理学療法士 が最 も専 門 とす る領域 であ り,卒 前教 育,卒

後教 育に取 り入 れ,ヘ ルス プロフェッシ ョンとしての位置づ けを確立すべ きと考 えてい ます。
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祝 辞

厚生労働大臣

尾辻 秀久

社団法人日本理学療法士協会の設立40周 年にあたり,一 言お祝いの言葉を申し上げます。

はじめに,貴 協会におかれ ましては,設 立以来,会 員の皆様の御努力により年々発展を遂げ,

国民の健康の確保に大 きく貢献 してこられたことに心 より敬意を表 します。

今日,我 が国では,急 速な少子高齢化,国 民の生活や意識の変化等大きな環境変化の中にあり,

国民皆保険制度を堅持 しつつ,制 度を持続可能としてい くため,医 療制度の構造改革が課題と

なっております。

このため,厚 生労働省においては,患 者 と医療関係者の信頼関係の下,予 防か ら治療 までの

ニーズに応 じて,安全 ・安心で質の高い医療サービスが提供される患者本位の医療 の確立のため,

平成18年 に向け医療提供体制の改革の検討を進めてお り,去 る10月19日 には,厚 生労働省

として,国 民各層の幅広い議論に資するため,医 療制度構造改革試案を公表 したところであり

ます。

この改革では,医 療機能の分化 ・連携を推進 し,急 性期から回復期を経て在宅療養への切れ

目のない医療の流れをつ くり,患 者の方々がで きる限 り早 く,住 みなれた地域での日常生活に

復帰できるようにすることにより,患 者 ・国民の生活の質の向上させることを柱の一つとして

おります。

こうした中で,リ ハビリテーションを適切に行 うことは重要なポイン トであり,理 学療法士

の担 うべ き役割やこれに対する国民の期待はますます大 きくなってい くものと思われます。

理学療法士の皆様におかれ ましては,こ れ まで培ってこられた信頼を基礎として,今 後 とも
一一層の研鐙を積 まれ,国 民の保健衛生の向上に寄与 していかれることを期待 してお ります。

最後に,貴 協会のます ますの御発展 と皆様の御活躍を祈念いたしまして,私 のお祝いの言葉

といたします。

(2)



祝 辞

厚生労働省医政局長

松谷 有希雄

社団法人 日本理学療法士協会が設立40周 年を迎 えられ ましたことに,心 からお祝い申し上げ

ます。

貴協会におかれましては,昭 和41年 の設立以来,長 年にわたり理学療法の普及発展,国 民の

保健衛生の向上に大きく貢献 してこられ ました。 これまでの関係者の皆様の並々ならぬ御尽力

に対 し,改 めて敬意を表します。

顧みますと,昭 和40年 に理学療法士及び作業療法士法が制定され,我 が国の理学療法の礎が

築かれ,そ の翌年 に貴協会が設立され ました。それ以来,貴 協会におかれては,理 学療法士の

学術技能の研鐙や人格の陶冶に資するための学会,研 修会,講 習会等の開催をはじめ,理 学療

法士養成機関と連携 した教育向上や調査研究等の各種事業を展開し,今 日の理学療法の地位を

確立 してこられました。我が国の理学療法の発展における貴協会の果たした役割 は多大なもの

であったと言えます。

近年,国 民の健康に対する意識が高まり,保 健医療サービスへの需要が多様化,高 度化する

中で,理 学療法の果たすべ き役割やこれに対する紺民の期待はますます大 きくなってきており

ます。

我が国の理学療法が今後とも国民の期待に応 えてい くためには,理 学療法に直接携わってお

られる皆様の常 日頃の自己研鎖が不可欠であ り,そ れ らを通 じて質の高い医療サービスが提供

されることを心 より御期待申し上げますとともに,理 学療法の一層の発展につながることを願

う次第であ ります。

終わ りに,貴 協会のます ますの御発展と皆様の御健勝 御活躍を心か ら祈念いたしまして,

私のお祝いの言葉といたします。

(3)



祝 辞

日本医師会

会長 植松 治雄

日本理学療法士協会が設立40周 年を迎えられ,こ こに記念誌を発刊されますことを心か らお

慶び申し上げます。

理学療法士及び作業療法士法が,昭 和40年 に制定されましたが,こ れを受けて,日 本理学療

法士協会が昭和41年 に設立 され,今 日まで,リ ハビリテーション医療の一一翼を担 って学術的

にも社会的活動においても多大な貢献をされて来 られ ました。このご貢献 ・ご尽力に対 しまし

て衷心より敬意を表 します。

理学療法士 と作業療法士 は,一 つの法律で規定されてお り,同 時に協会を立ち上げられ,ま

さに兄弟関係にあります。 これか らも,互 いに協力され,か つ,切 磋琢磨 されることを期待 し

てお ります。

法律では,理 学療法は,身 体 に障害のある者 に対 し,主 としてその基本的動作能力の回復を

図るため,治 療体操その他の運動を行わせ,及 び電気刺激,マ ッサージ,温 熱その他の物理的

手段を加 えること,と 定義 されていますが,ご 承知のように,我 が国は今,高 齢社会が進行中

であり,高 齢者等のお一人お一・人が自立 し,地 域社会に積極的に参加できるよう,地 域で支援

してい く体制を確固たるものにする必要があ ります。その中で中心的役割を担うのが皆様方で

あります。医療施設においてだけではな く,高 齢者の住み慣れた地域における日常生活におい

てもリハビリテーションが重要であることは,言 うまでもありません。

このように皆様方の職務に期待するところが大であ りますので,現 在,医 療制度改革が検討

されていますが,そ の結果 としてどのような体制になろうとも,こ れからも弛まない資質の向

上と研鐙を重ね られ,国 民の期待に応えていただ くよう,お 願いいたします。

おわ りに,日 本理学療法士協会のます ますのご発展を祈念いたしまして,お 祝いのご挨拶 と

いたします。

(4)



祝 醇

社団法人日本 リハビリテーション医学会

理事長 江藤 文夫

社団法人日本理学療法士協会な らびに社団法人日本作業療法士協会の設立40周 年を心 よりお

祝い申し上げます。

日本 リハビリテーション医学会は昭和38年 に設立されましたが,そ の同じ年にわが国最初の

理学療法士,作 業療法士の養成校が開校 され,理 学療法士,作 業療法士の養成を待って本格的

なリハビリテーション医療の提供が可能 にな りました。当時は,正 式の資格を持つ指導者がわ

が国にはいないために,在 日米国人や英国人 の中か ら有資格者を探 しだして教師になっていた

だき,英語による教育が行われ,ま さに蘭学事始的な状況にあったとうかがってお ります。以来,

わが国の医療ニーズに応 えて着実に発展 し,数 年後には年間1万 人近 くの有資格者を生み出す

までに至 りましたことは,両 協会の日ごろの努力の賜物であり,衷 心 より敬意を表するもので

あります。

わが国ではリハビリテーション医療の展開にあわせて理学療法士や作業療法士の養成が促進

されてきましたが,そ れぞれの職種誕生の背景には歴史的に固有の側面があり,そ れぞれ国際

的な活動と連動 して個別性が強調 されることは自然の成 り行 きと思われます。医学の進歩によ

り救命,延 命技術の飛躍的拡大をみた現代医療で,延 長された生命の年数に充実 した生活を付

加することが重要な医学的課題として認識 される中で,リ ハビリテーション医学が確立され,

その医療を担 う中核的専門職として両職種が急成長 したことも事実と思われ ます。わが国では

両者の資格制度が機を一にして制定 されたことは象徴的でもあります。医療技術の進歩と市場

の拡大に伴い医療職が専門分化することで,近 親の専門職ほど,差 を強調 して両者の敷居を高

くしがちでありますが,救 命だけでな く障害からの生活の救出を目指す リハビリテーション医

療の中核的専門職 として,こ れまで以上に両者が協調 して発展されることを願います。

近年,リ ハビリテーションに対する社会的認知度 は高 まってきましたが,一 方で医療や福祉

に対する公的支出を削減 し抑制 しようとす る政策があらわにな りつつある今 日,社 会的弱者の

生存権や個人の健康権への保障は不安にさらされようとしています。この社会経済情勢の中で

分化の促進された診療科や専門職が自らの集団の利益を主張して競うことは患者や障害者を益

するものではあ りません。 リハビリテーションの対象は肢体不自由などの身体障害,知 的障害,

精神障害などに分類されてきましたが,い ずれもその個人の生活活動が制限され,社 会参加が

制約され ることで総合 リハビリテーションの取 り組みを必要 とするものであ ります。日本 リハ

ビリテーション医学会はリハビリテーション科専門医の質の一層の向上に努めるとともに,臓

器別専門診療科の医師への リハビリテーション知識と技術の普及も視野において活動の展開を

図ることを心がけています。そのためには,理 学療法士,作 業療法士両協会の組織拡充,教 育

と研修,研 究活動の発展の成果にも大 きな期待を寄せ るものであり,こ れ まで以上に協力を惜

しまないものであります。われわれは協力 して課せ られた責任 と社会的要請の意義を十分 自覚

し,こ れに答える努力をしなければならないと考えます。

終わ りに,本 日一堂に会 された皆様のご健康を祈念いたしますとともに,今 後も一層 ご活躍

され,両 協会が ます ます発展され ます ことを期待 して祝辞 とさせていただきます。

(平成17年10月28日 記念式典祝辞 よ り)
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祝 辞

社団法人日本看護協会

会長 久常 節子

社団法人 日本理学療法士協会が設立40周 年を迎 えられるにあた り,心 からお祝いを申しあげ

ますとともに,専 門職能団体 として発展 してこられたこの40年 間の貴協会な らびに会員の皆

様の歩みに,と もに保健医療福祉を支える看護職能団体として,深 く敬意を表 します。

わが国は今,か つてどの先進諸国も経験 したことのない速 さで,超 高齢社会,少 産多死社会

に突入 しつつあ ります。かつての 「成長 」が基本的な価値であった時代とは,異 なる価値観に

基づいた社会のあ りよう,そ して保健医療福祉のあ りようへの転換を,い やおうなしに迫 られ

ています。

この時代にあって,「 リハビリテーション」の概念は,単 に身体的な機能の回復を目指すの

みならず,人 々の生活と人生の再構築を手助けするという,よ り深 く重い意義を持 って捉えな

おされつつあると認識してお ります。その根底にある価値観を,看 護もまた,共 有 してお ります。

病院 ・診療所で,訪 問看護 ステーションをべ一スに在宅の場で,あ るいはさまざまな介護保

健施設で,理 学療法士の皆様とわた くしたち看護者 とは,つ ねに保健 ・医療サービスを担うチ

ームのメンバーとしてご一緒に仕事をして きました。時代がわた くしたち保健医療専門職 に求

める大 きな課題への取組みにあたっては,関 係専門職種が互いに,そ れぞれの職種の医師とは

異なる専門性を尊重 しつつ連携 し,チ ーム医療の内実をより豊かなものにしてゆくことこそが

求められ ましょう。

平成6年,日 本看護協会は,貴 社団法人 日本理学療法士協会を始め,日 本医療社会事業協会,

日本作業療法士協会,日 本聴覚言語士協会など関係ll団 体とともに,「21世 紀のヒューマンサ
ービスを支 える専門職の会 」を誕生させました

。保健 ・医療 ・介護 ・福祉をめ ぐる状況が大き

く変動する時代にあって,こ の会は保健 ・医療専門職団体が集う貴重な場であ り,各 団体の情

報交換 と議論の場として,貴 協会を始め皆様のお力を借 りながら今後 とも息長 く大切にしてま

い りたいと考えています。

社団法人 日本理学療法士協会のます ますのご発展を祈念 して,お 祝いの言葉 とさせていただ

きます。
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祝 辞

社団法人日本作業療法士協会

会長 杉原 素子

日本理学療法士協会創立40周 年を心からお祝い申し上げます。

日本理学療法士協会の今 日のご発展の姿には目を見張 るものがあり,ま ことに感嘆いたして

お ります。日本に理学療法士が誕生 して以来40年 にな りますが,今 日のわが国における理学療

法士の立場は他のリハビリテーション専門職を牽引する役割を担 うまでに大 きくなられ ました。

この目覚 しい発展には,理 学療法士お一人おひとりのご努力はもちろんのことではありますが,

歴代の日本理学療法士協会会長のご尽力 と,そ れ ら会長を直接支えて こられた協会役員の方々

の弛まぬご努力があったことと拝察いたします。

思い返せば今から42年 前,東 京都清瀬市に国立東京病院付属 リハビリテーション学院が設立

され,こ の地でわが国の理学療法士及び作業療法士の養成が厚生省管轄において開始され まし

た。「清瀬」という地名は日本の理学療法士と作業療法士にとっては理学療法 ・作業療法のメッ

カとして長い間私どもの問で共有されて きました。昭和38年 にこの学院が設立された時は,未

だ理学療法(士)と 作業療法(士)の 日本語は正式に誕生 しておらず,英 語のphysicaltherapy

およびoccupationaltherapyのPTとOTが 使われ,昭 和40年 の 「理学療法士及び作業療法士法」

の成立を待って日本名が明示されたと伝えられています。以来,理 学療法(士)と 作業療法(士)

とい う名称は臨床や養成教育の場で並んで語 られ,社 会の需要 に応 じて各々配置され,現 在に

至っております。ただ40年 の年月は,「清瀬」の名で親 しまれたこのリハビリテーション学院

を理学療法士 ・作業療法士養成の役割を終 えたものとして,他 の国立の学院とともに,漸 次閉

校に至 らしめました。 しかし理学療法士と作業療法士のメッカであるこの地名を風化させ るこ

とな く,共 に語 り継ぎ,私 たち職種の記憶に留めさせたいと願っております。

理学療法士及び作業療法士を取 り巻 く状況は著しく移 り変わ りました。そして今後も社会の

要請に応 じて変化し続けることと思われ ます。制度や体制が変化するたびに,こ れまでの既得

権を守 らねばならないことも多々あるとは思いますが,現 在の理学療法士の力は,む しろ新た

な制度や体制の定着を推進できるほどに大 きな存在になっていると確信 してお ります。日本理

学療法士協会が,こ れからもますます堅固な組織として成長を続 け,わ が国の医療サービスの

質に積極的に貢献されることを祈念し,祝 辞といたします。
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祝 辞

日本義肢装具士協会

会長 栗山 明彦

社 団法人 日本理学療法士協会が設立40周 年を迎 えられ ますことを心よりお祝い申し上げま

す。

昭和41年 に国家試験制度の開始と同時に協会設立とな り,こ れ まで着実に発展 され ましたの

は,す ばらしい指導者の下,会 員の皆様方が一致団結 し適進 してこられた結果だとご推察いた

します。 また医療 福祉の発展にも理学療法を通 し貴協会の活動が大 きな役割を果たしてこら

れました。今後,高 齢化社会を向かえ,ま す ます皆様の活躍が期待され ますことは,さ まざま

な分野で活躍 されている理学療法士の方々の姿や会員の増加をみても明白であ ります。 これ ら

はすでに理学療法学(士)と いう認識が社会に十分定着 していることの表れでもあると思われ

ます。

日本義肢装具士協会は設立12年 目というまだ若い団体であ り,昭 和63年 から義肢装具士の

国家試験制度が開始され,そ の5年 後に日本義肢装具士協会が設立され ました。義肢装具その

ものは古 くから用い られていますが,義 肢装具士の資格制度が確立するまでに長い年月が費や

され,日 本義肢装具士協会の設立も遅れ ることとな りました。資格制度が開始 され,ほ っとす

る間もな く,医 療の高度化,義 肢装具の発展 と高機能化など,そ れ らに対応すべ く10数 年間

を費や してきましたが,ど れほど達成できたのか,ま た今後の方向性を含め,更 なる展開をし

ていかなければな りません。

貴協会の設立40年 という史実における運営や体制など,わ れわれの協会にとり誠に見習 うこ

とばか りであ り,さ まざまな場面で協会運営の見本とさせて頂いてお ります。 また臨床の場に

おいて も,コ メディカルスタッフの一員 としてより一層チームワークを保ち,学 術や研修,研

究においてもお互いの知識や技術の交流を深めていきたいと考えております。

義肢装具士協会としましても今後益/患 者 さんや障害者の方々のため,努 力 してい く所存で

はありますが,上 記を含め今後 とも貴協会のご理解とご協力を賜 りますようお願い申し上げま

す。また貴協会の更なるご発展をされ ます ことをご祈念 し,お 祝いのご挨拶 とさせていただき

ます。
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祝 辞

日本言語聴覚士協会

会長 深浦 順一

この度,社 団法人日本理学療法士協会におかれましては,発 足以来40年 という記念すべ き年

をお迎 えにな りましたことを,日 本言語聴覚士協会を代表いたしまして心 よりお喜び申し上げ

ます。

日本理学療法士協会は昭和41年 の第1回 国家試験で誕生した理学療法士110名 の参加で同

年7月17日 に設立されたとお聞きしてお ります。昭和46年 には社団法人とな られ,現 在では

会員 も3万 数千名 という会へと大 きく躍進されておられます。その活動 も各都道府県を基盤 と

した地域での活動から,世 界理学療法連盟での活動や諸外国との国際交流などの活動 までと幅

広いものであ り,常 日頃より敬服いたしているところであ ります。このように貴協会が発展 さ

れ ましたのは,リ ハビリテーション医療の普及,介 護保険制度創設などにより理学療法の必要

性が急速に増 したことによると思います。それ と同時に,多 くの先達のお力があったことを40

周年記念式典で感 じさせていただきました。

私 ども日本言語聴覚士協会は,平 成ll年 の第1回 国家試験で最初 の言語聴覚士が生 まれた

のを契機に平成12年1月 に発足いたしました。理学療法士,作 業療法士 と同時期に国家資格

化が検討 され ましたが,実 現す るまでに30年 以上の時間を要 しました。協会発足か らまだ6

年 と短 くはありますが,皆 様方のご支援のお陰で約6,000名 の会員を有する団体 となることが

できました。生涯学習 システムの構築,学 術誌 「言語聴覚研究」 の発行,日 本言語聴覚学会の

創設,個 人損害賠償責任保険制度の創設 と活動も急速に拡大して参 りました。また,公 益法人

化に向けた取 り組みも始めたところであります。

これ らの活動と同時に,私 どもは非常に重要な活動と位置づけてお りますものに3協 会共同

の活動があります。 「介護保険フォーラム」,「回復期 リハビリテーション研修会」,「早期在宅 リ

ハビリテーション研修会」などの公益事業を3協 会合同で行 っていることは非常に意味あるこ

とであろうと思ってお ります。わが国の様々な分野で起 こっている大 きな改革の中,対 象者の

方々に提供する専門的サービスを充実 させてい くために,今 後 もさらに協力関係を深めさせて

いただきたいと考えておりますので,よ ろしくお願い申し上げます。

最後 にな りましたが,社 団法人 日本理学療法士協会がますます発展されます ことを祈念 し,

お祝いのことばとさせていただきます。本当におめでとうございます。
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 On behalf of the World Confederation for Physical Therapy I send most sincere congratulations 

on the 40th anniversary of the JPTA. This anniversary is a major milestone in the association's 

history and is acknowledgement of the maturity of the profession in Japan. 

 WCPT was founded in September  1951 by  11 national physical therapy associations. In 2005 it 

has a membership of 92 organisations representing over 250,000 physical therapists. Throughout 

its history WCPT has been committed to improving the health of people by supporting the sharing 

of information among member organisations and encouraging high standards of physical therapy 

education, practice and research around the world. JPTA joined WCPT in this mission when it 

became a Member Organisation in 1970. 

 JPTA is a highly respected and valued member of the Confederation. JPTA has grown 

significantly since it joined WCPT and it is now the fastest growing and fourth largest Member 

Organisation of WCPT. In the same period the development of the profession in Japan has also 

been remarkable with an increase in the number of universities offering Master and PhD degrees 

and a rise in the level and standard of internationally recognised research. 

 In 1999 JPTA hosted a very successful WCPT Congress in Yokohama. For many years JPTA has 

played an active role in international affairs and in the work of WCPT including the membership 

of Mr. T Morinaga, and Dr. Isao Nara on WCPT's Executive Committee. The congress in 1999 

further demonstrated your international commitment to the world of physical therapy. Participants 

at that congress will never forget the hospitality and generosity shown while they were in Japan. 

That event also raised interest in WCPT among JPTA members and as a result there were more 

delegates registered from Japan for WCPT's 2003 congress in Barcelona Spain than from any 

other Member Organisation. 

 WCPT sincerely appreciates the support JPTA has shown WCPT over the years. We send warm 

wishes and greetings on this special anniversary to be celebrated in Tokyo on 28th October 2005. 

We look forward to many more years of partnership between WCPT and the JPTA. 

 Yours sincerely

    2t4w.-

Sandra Mercer Moore 

         President
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 I congratulate the Japanese Physical Therapy Association and am pleased to send you best 

wishes for your 40th anniversary and celebrations in October. You can take pride in the fact that 

you have achieved so much as a profession in the past forty years. In 1963 when your first School 

of Physiotherapy opened there were already several countries where physiotherapy had been a 

recognised health profession for 50 or more years. However since the 1960' s physiotherapy has 

developed rapidly in Japan and you can be proud of your current ratio of physiotherapists per 

head of population. As well, your research outputs are making a significant contribution to the 

international physiotherapy literature.

 As an association, the JPTA has been instrumental in moving the profession forward and in 

setting ethics and best practice guidelines. The fact that you can boast a membership of 80% 

of physiotherapists is an excellent statistic and is testimony to the strength of the JPTA and the 

advantages that your Association provides for your 37,000 members.

 Now that the physiotherapy culture is well established in Japan it is important to explore 

new avenues to keep the culture enriched. One of these ways is to develop more international 

collaborations. We in the Asia Pacific Region of the WCPT are surrounded by a host of countries 

full of different peoples, rich in their own traditions, cultures and ways of life, yet sharing the same 

problems including back pain, stroke and lung disease. One of the challenges for our member 

organisations is to develop ways to share our physiotherapy resources, research projects and 

outputs and strive to make a difference to the physical well-being of all our Asia Western Pacific 

peoples.

Again. best wishes for the 40th celebration of your Association.

it,fe-g),„
                   Chairman 

WCPT Asia Western Pacific Region
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社団法人日本理学療法士協会 ・社団法人日本作業療法士協会

設立40周 年記念式奥にご出席 くださった関係団休

社団法人日本医師会

社団法人日本整形外科学会

社団法人日本リハビリテーション医学会

社団法人日本看護協会

社団法人日本視能訓練士協会

社団法人日本歯科技工士会

社団法人日本臨床衛生検査技師会

社団法人日本介護福祉士会

社団法人日本精神保健福祉士協会

社団法人日本精神神経学会

社団法人全国老人保健施設協会

社団法人日本医療社会事業協会

社団法人日本精神科看護技術協会

財団法人全国精神障害者家族会連合会

財団法人テクノエイ ド協会

財団法人国際医療技術交流財団

財団法人日本訪問看護振興財団

独立行政法人高齢 ・障害者雇用支援機構

日本運動器リハビリテーション学会

日本言語聴覚士協会

日本障害者協議会
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厚生労働大臣表彰を受けた日本理学療法士協会員

　繍1欝
一冨ぐ継 ∵1∵ 這

灘蓑懸 懸 灘

平 成17年 度 表 彰

宮本 重範(北 海道)田 口 順子(東 京都)

伊藤日出男(青 森県)瀧 野 勝昭(東 京都)

佐藤 幹城(岩 手県)柳 澤 健(東 京都)

工藤 俊輔(秋 田県)君 嶋 武司(神 奈川県)

藤沢 しげ子(栃 木県)岡 西 哲夫(愛 知県)

丸山 仁司(栃 木県)稲 本 武(三 重県)

黒川 幸雄(新 潟県)森 永 敏博(京 都府)

居村 茂幸(茨 城県)上 田 陽之(大 阪府)

溝呂木 忠(埼 玉県)藤 林 英樹(兵 庫県)

平 成7年 度 表 彰(厚 生 大 臣)

福田 修(北 海道)山 北 雅一(東 京都)

竹村 和(福 島県)大 内 二男(神 奈川県)

谷岡 淳(栃 木県)松 澤 博(神 奈川県)

遠藤 文雄(群 馬県)村 井 貞夫(神 奈川県)

横山 隆幸(埼 玉県)谷 島 朝生(神 奈川県)

菊地 延子(東 京都)今 井 章夫(石 川県)

篠原 英二(東 京都)野 々垣嘉男(愛 知県)

星 虎雄(東 京都)旭 輝雄(大 阪府)

細田 多穂(東 京都)紀 伊 克昌(大 阪府)

高橋 輝雄(東 京都)砂 川 勇(滋 賀県)
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議洗馨、懇

稲垣 稔(兵 庫県)

古賀 友彌(兵 庫県)

奥村 建明(徳 島県)

中山 彰一(福 岡県)

半田 一登(福 岡県)

橋元 隆(福 岡県)

大峰 三郎(福 岡県)

高橋清0郎(福 岡県)

大原 泰基(大 分県)

木下 賢治(和 歌山県)

馬場 久夫(広 島県)

奈良 勲(広 島県)

松本 隆之(香 川県)

中屋 久長(高 知県)

下畑 博正(福 岡県)

(敬称略)



誤立40周 年記念式典 記念講演

Zれ からのわが国の理学療法士および作業療法士

東北大学

名誉教授 中村 隆 一

は じめに

わが国の理学療法士および作業療法士は,こ れからどのような道を歩むので しょうか。この

問いに直ちに答えることは,お そらく誰 にもできないことです。はじめに,理 学療法士及び作

業療法士法の制定に至るまでの経緯,そ の後の変遷を振 り返 り,そ の過程 に影響を及ぼした諸

要因を分析します。っついて,現 在の理学療法士と作業療法士を取 り巻 く諸条件を掲 げ,ど の

ように対処すべ きかを示唆できればと思っています。

理学療法士および作業療法士法

わが国の理学療法士と作業療法士は,昭 和40年(1965)6月 に制定 された理学療法士及び作

業療法士法で定義されています。理学療法士は医師の指示の下に理学療法を行うことを業 とす

る者であり,作業療法士は医師の指示の下に作業療法を行 うことを業 とする者です。そして 「理

学療法は,身 体 に障害のある者に対 し,主 としてその基本的動作能力の回復を図るため,治 療

体操その他の運動を行わせ,及 び電気刺激,マ ッサージ,温熱その他の物理的手段を加 えること」,

「作業療法は,身 体又は精神に障害のある者に対 し,主 としてその応用的動作能力又 は社会的適

応能力の回復を図るため,手 芸,工 作その他の作業を行わせること」 とされています。昭和40

年(1965)10月 に厚生事務次官から各都道府県知事宛に出された 「理学療法士及び作業療法士

法の施行について」 という通知があります。そこでは 「本法制定の趣 旨は,近 年身体又は精神

に障害のある者を社会生活に復帰させ るために行なわれ る医学的 リハビリテーションが目覚 ま

しい発達をとげたにもかかわらず,こ れに関与する専門技術者 の資格制度が従来わが国にはな

く,こ のことがわが国における医学的 リハビリテーションの本格的な普及発達を阻害す る要因

ともなっていたことにかんがみ,そ の専門技術者 として理学療法士及び作業療法士の資格を定

めてその資質の向上を図るとともにその業務が適正に運用 されるように規律 し,も って医療の

普及向上に寄与 させることに存するものであること」 と記 されてい ます。わが国の理学療法士

と作業療法士は,医 学的 リハビリテーションの専門技術者として位置づけられたのです。

世界各国の障害者施策は,障 害 にかかわ る専門職 と障害者団体 との国際的関係 によって大 き

な影響を受けてきました。Groce(1992)は,リ ハビリテーションは実際問題として,国 際的

関係の発明によるものであると論 じています。アメ リカの指導者たちが国内で展開した概念,

アプローチなどが諸外国へ と移 され,そ の逆の現象も起 きています。わが国では,医 学教育が

昭和22年(1947)に アメリカの制度を取 り入れるように改正 され,理 学療法士及び作業療法

士法制定のころには,第 二次世界大戦前や戦時中のような ドイツ医学の影響ではな く,ア メリ

カの影響が著 しくなっています。

リハ ビリテーション,理 学療法士,作 業療法士の誕生

現在,理 学療法 あ るい は作業療法 の一 環 と して用 い られ てい る技術 には,マ ッサー ジ,温 熱
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や水浴 の利用,身 体 運動 の よ うに古代 ギ リシ ャや 中国 の人 び とが用 いて いた もの も数 多 く含

まれ てい ます。 しか し,現 代 に連 な る理学療 法 や作業 療法 の業務 に携 わ る人 び とが現 れ たの

は,第 一次世 界大 戦後 の こ とで す。 ア メ リカのAlbeeは,ド イ ツの整形 外科 が確 立 した原則

を取 り入 れて,再 建 病 院(reconstructionhospital)を 設立 し,理 学療法 医学(physicaltherapy

medicine)を ア メ リカ 国内 に紹 介 して い ます(0'Brien2001)。 わ が 国で は,1920年 代 に ド

イ ツ留学 か ら帰 国 した高木憲 次 が肢体不 自由児療育 の理 念 を提 唱 して,医 学 的治 療 と教 育 と

職 業 訓練 との結合 を主張 してい ます。精 神 科領域 で は,1916年 に呉 秀三 が作 業療 法(Besha

ftigungsthrapie)を 紹介 してい ますが,秋 元(1975)は これ を入 院治療体系 に位置 づけてい ます。

20世 紀前半,ア メ リカで リハ ビ リテー シ ョンを語 ったのは,身 体 障害者 の職業訓練 などに従

事 した人 びと,そ れ に政府機 関の関係者や一部 の作 業療法士 です。職 業 リハ ビ リテー シ ョン法

は1920年 に制定 され てい ました。 その後,障 害者 が職業 訓練 を受 ける前 に,そ の者 のケ アに

関係 した療法士 やケー スワーカーな どが リハ ビ リテ ーシ ョンに医学的側面 を含 む ように概念 を

拡 大 して,そ れ を医学 的 リハ ビ リテ ーシ ョンと呼ぶ ようにな ります(Lichtl968)。 しか し,医

師た ちは医学 モデル に基づ いて,専 ら疾病 や外傷 の治癒 に関心 を抱 き,障 害へ の対 応 はあ まり

試みてい ません。

Gritzeretal.(1985)は,ア メ リカの リハ ビ リテ ー シ ョン医学 の起 源 をさかの ぼ り,そ れ を

3期 に分 けて い ます。 第1期 は19世 紀末,電 気療 法(electrotherapy)の 医師 が急 性疾患 の治

療 に電気機器 を利 用す る専 門家 として集 団を形 成 します。第2期 は第一次世界大 戦か ら第二次

世 界 大戦 開始 まで の期 間で あ り,理 学療 法(physicaltherapy)が 制 度化 され ます。 この間 に

医師 は,は じめ 自分達 を電気療 法士(electrotherapist)と 呼 んだの ですが,そ れ を理学療 法士

(physiotherapist)と 代 え,さ らに理 学療法 医(physicaltherapyphysician)に 変更 してい ます。

第3期 は1940年 代 であ り,1947年 に物理療法 医(physiatrist)と して専 門医制度 も発足 し,そ

の後 に物理 医学 と リハ ビ リテー シ ョン(physicalmedicineandrehabilitation)へ と発展 します。

他方,現 代 の理学療 法や作業療法 の起 源 は,第 一次 世界大戦 中のア メ リカ軍 隊の病 院で利用

され た再建助手(reconstructionaide)に あ ります(Keith1991)。 この時期,戦 傷者 が受 けた社

会復 帰へ 向 けたケア は,post-careあ るい はaftercareと 呼 ばれて い ま した。理 学療法 士 は,理

学療 法技 師(physiotberapytechnician)と して 出発 し ます。 そ の後,理 学療法 士 は,マ ッサ ー

ジや徒手療法 を行 う者 あ るい は理 学療法 医 と自分た ちとを峻別 しな けれ ばな らなか ったのです。

作業療法 も軍 隊で用い られて いた治療法 か ら発展 して,作 業療 法士 は,1920年 代初期 に誕生 し

ます。 しか し,作 業療法 が受入れ られたの は精神病 院や結核サ ナ トリウムであ り,物 理 医学へ

の取 り込 み は1930年 代 になってか らです。 こ うして,理 学療 法士 は移動 の能 力低下 を,作 業

療法 士 は上肢 の能力低 下を治療 す るとい う機能 分化 も生 じます。 その後,第 二次世界 大戦中 に

理学療 法士数 の不足 か ら,体 育教 師が精 神障害者 に運動療法 を行 うた め,動 員 され ます。体育

教 師 は矯 正療 法士(correctivetherapist)と な り,退 役軍人病院 において体育 と理 学療法 に従事

します。理学療法 が矯 正療 法 の民 間部 門へ の拡大 を防止す るのには,理 学療法士 はかな りの苦

労 を したのです。作業療法 もレク リエー ション療法(recreationaltherapy)と の相違 を明 らか に

しな けれ ばな りませんで した。物理 医学 と整形外科 との問で も,ど ち らが リハ ビリテー シ ョン

の主導権 をとるかの争 いがあ りました(Keithl991;0'Brien2001)。 専門職 が出現 し,さ らに専

門分化 す ることは,科 学 的進歩 の必然 的な帰結 ですが,同 時 に正統性 の承認 を求 め,排 他 的 に

なる過程 には,多 くの闘争 があったのです。 その後 に,新 たな協 力関係 が形成 され ます。

第=次 世界大戦と匡学的リハ ビリテーションの展開

第二次世界大戦 中,Ruskは 陸軍航空隊 の回復期 プログラムを担 当 し,傷 ついた兵士が体力 に

見合 った新 たな技能 を獲得す るよ うに,コ ンデ ィショニ ング と呼んだ訓練 を推 奨 します。この頃,
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使 用 された術 語 はreconstruction(再 建,復 興),reconditioning(回 復),reeducation(再 教 育),

convalescentcare(回 復 期 ケア),そ れ にrehabilitation(リ ハ ビ リテー シ ョン)で した。戦後 に

な って,こ れ らが リハ ビ リテ ーシ ョンに統一 され ます。 リハ ビリテーシ ョン医学 とい う術語 は,

1950年 代前 半に現 れ,1960年 代後半 にな って急速 に広 まります(Lichtl968)。

第二次世 界大 戦後,RuskやKessler,行 政官 のSwitzerな どが戦 時中の経験 に基 づ いて,リ

ハ ビ リテ ー シ ョン運動 を推 進 します。 当時 の リハ ビ リテー シ ョンの考 え方 は,科 学 と医学 と

社 会科学 が民 主化 を推進 す るとい う意見 に基 づいて い ます。 医師 は,患 者 の 自我形成 が患者 自

身 の身体 的 ・精神 的欠 陥を代償 す るのに役立 っ と想定 したのです(0'Brien2001)。Ruskた ち

は,0般 病 院 とは別 に リハ ビ リテー シ ョンセ ンター構想 を立 てて,多 くの専 門職 によって構 成

され る学際 的チー ムに よるチーム ・アプ ローチ,日 常生 活活動 な どの機能 評価,ケ ース会 議,

さらに包括 的ケア の重要性 を説 いて い ます。 リハ ビ リテー ションの任務 は,障 害者 が自分 の諸

問題 に対 して,潜 在 能力 を最大 限 に発揮 して対処 す るのを支援 す る ことで した。 これ は全人 理

論(wholemantheory)と して知 られ てい ます が,そ の背後 に ある理論 構成 は,当 時 のアメ リ

カで流行 していた精神分析,心 身 医学,ゲ シュタル ト心理学,文 化人類学 や社 会学 で した。精

神 分析や心 身医学 に従 い,障 害者 のパ ーソナ リテ ィは未 熟であ ると して,医 師 はパーソナ リテ

ィの強化 に努 めたのです(Goldbergeretal.1946)。 パー ソナ リテ ィは,傷 つ いた身体部 分で は

な く,心 身全体 を支配 してい るか らです。 身体 的喪失 よ りも,そ れ に代償 で きるパーソナ リテ

ィを形成す るため の知 的手段 を重視 したのです。 こ うして,リ ハ ビ リテー シ ョン運動 は障害者

の施設収 容 に対 抗 し,1940-50年 代 の アメ リカにお け る民主化 運動 や平等主 義 に協 力 します。

同時 に,リ ハ ビ リテ ーシ ョン医学 は物理 医学 や整形外科 を超 えて進 み,疾 病 あ るいは機能 障害

の治療 に集 中す るので はな く,全 人(wholeperson)を 治療 しよ うと した のです。 リハ ビ リテ

ー シ ョン運動 は,解 剖学 的完全 性の概念 を放 棄 して,身 体 の機能 的概念 を選択 しました。 これ

は伝統 的な医学モデル の枠組 みを逸脱す る立場で あ りますが,「 癒す」 ことを強調す ることで,

辛 う じて 医学 の縁 に とどまることがで きたのです(0'Brien2001)。 しか し,リ ハ ビ リテー シ ョ

ンセ ンターは一般病 院とは区別 されてい ま した。1970年 には,リ ハ ビリテー ション運動 は終焉

を迎 えて,リ ハ ビ リテー シ ョンの草創期 も終 りを告 げ ます(Rusalemetal.1976)。 雇用 を求 め

た障害者達 の関心 は,医 療 で はな く,法 律 や社 会制度へ移 ります。 自立 生活運動 な ど,障 害者

運動が拡大 します。

わが国におけるリハビリテーシ ョンセンターの始まり

わが 国におけ る,現 代 に連 な る リハ ビリテー シ ョンは,第 二次世界大戦前 の傷疲軍人援 護 か

ら出発 して い ます。戦後 にな り,昭 和24年(1949)に 国立身体 障害者更 生指 導所 が設置 され

てい ます。更 生指導所 とい う名称 は,高 木 憲次が身体 障害者 に対す る社 会復 帰 を図 るため の訓

練指導 を更生指 導 と呼んだ こ とに由来 して い ます。 その後,昭 和41年(1966)に 身体 障害者

福祉審議会 が国立身体 障害者 リハ ビリテ.._一.ションセ ンター の設置 を答 申し ます。 そ こで は 「各

種 リハ ビ リテー シ ョン施設 のモデル と して身体障害者 の医療 か ら職業 訓練 まで を同一施 設 内に

お いて,一 一貫 して実施す る国立施設 を設 けるべ きであ る… 医学 的,社 会的,職 業 的 リハ ビ リテ

ーシ ョンや評価 の部 門を整備 す ると ともに,補 装具 を含 め リハ ビリテー シ ョン技術全般 にわ た

る研究,開 発 部門 と リハ ビ リテ ーシ ョン事 業 に従事す る技 術者 の養成部 門 につ いて も今 後 国が

積極 的に推 進すべ く,こ れ らすべて の機能 を総合的 に結合 した大規模 の国立 リハ ビ リテ ーシ ョ

ンセ ンターとす る ことが適 当であ る」 と提言 されてい ます(苅 安 ・他1984)。 そ して昭和54年

(1979)に 国立 身体 障害者 リハ ビリテ ー シ ョンセ ンターが設 立 され ます。 この答 申の検 討段 階

で は,ヘ ル スケア専 門職 の制度化 は,ま だ進 んでいなか ったのです。
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理学療法士及び作業療法士法成立の前後

理学療法士と作業療法士の養成訓練については,1943年 にアメ リカのBaruch委 員会が国際

的な提案を行ってい ます(小 島1978)。1951年 には世界理学療法士連盟が,1952年 には世界

作業療法士連盟が設立 され,第 二次世界大戦後に世界的規模でこれ らの専門職種の必要性が叫

ばれ ます。

わが国では,昭 和35年(1960)に 厚生省が医学的 リハ ビリテーションの重要性を説 き,翌

年には リハビリテーションの専門技術者養成の必要性を掲げています。昭和38年(1963),医

療制度調査会が厚生大臣に 「医療制度全般についての改善の基本方策に関す る答申」 を提 出

し,そ こで機能療法士,物 理療法士 または理学療法士,職 能訓練士 または職能療法士等につい

て,教 育,業 務内容の確立など,そ の制度化の必要性に触れています。それが昭和40年(1965)

の理学療法士及び作業療法士法の制定によって結実 します。

こうしてみると,リ ハビリテーションセンターであれ,理 学療法士あるいは作業療法士であれ,

わが国はアメリカで完成 していたシステムや制度を導入 したように思 えます。個人的体験です

が,昭 和37年(1962),整 肢療護園(現:心 身障害児医療療育センター)で は,複 数の専門職

によるチームアプローチが実施されていましたが,リ ハビリテーションの理念や基底にあった

諸学問および技術論は理解されていませんでした。

その後,リ ハビリテーションセンターやそれに類似 した施設が都道府県に設立され,理 学療

法士や作業療法士も参加 した包括的リハビリテーションが開始され ます。 しか し,一 ・般の医療

機関への浸透は遅れ ます。

ヘルスケア ・システムの改革へ

過去50年 間,医 療 には劇 的な変化 が起 こってい ます(Haasl993)。 科学 技術 の進歩 は,多

くの新 しい治療法を開発 しました。今 では,か つ ては死 に至 ったよ うな感染症 をは じめ として,

多 くの疾病 を治癒 させ る ことがで き ます。他 方,慢 性疾患 あ るい は高齢 に よる生活機能 に問題

を有 す る人び とが増加 してい ます。Andersonetal.(1981)は,予 防 ・保健 一治療 一 リハ ビリ

テー シ ョン ・ケア とい うヘル スケアの3領 域 に携わ る専 門職 の分布 にふれ て,1970年 代 までは

大多数の者が治療 の領域 に属 していたのですが,1980年 代以降 は予防 ・保健お よび リハ ビ リテ

ー シ ョン ・ケアの領 域 に従事 す る専門職 が増加 し,治 療領域 の専 門職 は減少 す ると予言 してい

ます。

ア メ リカ で は,1973年 に健 康 維持 機 構法(HMOA)が 制定 され て い ます。 診 断別 疾病 分

類(DRGs)の 導入 に よ り,急 性 疾患 の患者 は,病 状が安定 すれ ば,直 ちに リハ ビ リテ ーシ ョ

ン施 設 に送 られ るようにな りました(Haas1993)。1980-87年 の間に,リ ハ ビ リテー シ ョン病

院や リハ ビリテー シ ョン部 門の数 は倍増 してい ます。急性期患者 のベ ッ ド数 は減 り,リ ハ ビ リ

テー シ ョンのベ ッ ド数 は著 し く増加 し病 院収入 も改善 して い ます。慢 性疾患や高齢 化 による障

害者 数の長期 的な増加 は明 らかです。 リハ ビ リテー シ ョンの新 たな活気 は,そ の価値 の認識 と

収益 の多 いことに依存 して いたのです。施設 の急増 によ り,理 学療 法,作 業療法,看 護の専 門

職 の不足 は著 し くな ります(Keith1991)。1990年 代 に は,managedcareの 導入 によ り,リ ハ

ビ リテ ー ションの患者 は,急 性 期 医療 か ら直接,理 学療 法や作業 療法 を備 えたskillednursing

facilityへ の移 され るよ うにな ります。Segedy(1996)は,managedcareplanで は,リ ハ ビ リ

テー ションの費用負担 は60日 分 が普通 で あると報告 してい ます。Diller(1990)は,こ の よう

な状況 について,リ ハ ビ リテ ーシ ョンのイデオ ロギ ー と最重要項 目であ ったチ ーム ・ア プロー

チ は,経 済 的制約 に直面 して衰 退 した と記 してい ます。1990年 代 中頃か らは,理 学療法士や作

業療法 士の数 と リハ ビ リテー シ ョンの帰 結 との関係 に疑 問が抱 かれ,チ ーム ・ア プローチの中

核 に据 えられて いた学 際的ア プローチに代 わ って,超 学 際的ア プローチ として,専 門職 に は各
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自の領域 の枠を踏み 出る ことが望 まれ るよ うにな ります(Manley2000)。 この ような急速 の変

遷 には,1970年 代か ら発展 した臨床疫学 や 医学判 断学 が1990年 代 にな って,科 学 的根 拠 に基

づ く医療(EBM)と して開花 した こと の影 響 で もあ ります。21世 紀 にな り,医 学的 リハ ビ リ

テー シ ョンは,己 が掲 げた理想 を実現 すべ く,そ れ を証 拠 によって示す こと,す なわ ち説明責

任 を迫 られ てい るのです。

わ が国において も,1980年 代以降,理 学診療科(現:リ ハ ビ リテー ション科)を 標榜す る医

師が増加 します。 リハ ビ リテー シ ョン病 院 も目立つ ようにな ります。平成4年(1992)に は,

病 院機能 を重視 した医療法 改正 が行 われ,療 養病床が制度化 され ます。その後,平 成12年(2000)

の診療 報酬改正 で回復 期 リハ ビリテー シ ョン病棟 が設 け られ,医 療保 険制度 の枠 内 にお ける リ

ハ ビ リテー ションの状況 は,外 見的 にはア メ リカの経過を後追い して いるように見 え ます。

介謹保険法一部改正の意昧するζと

平成7年(1995)に 制定された高齢社会対策基本法は,健 康および福祉にかかわる基本的施

策のひとつに,「 国は,介 護を必要とする高齢者が自立 した日常生活を営むことができるように

するため,適 切な介護のサービスを受けることができる基盤の整備を推進す るよう必要な施策

を講ずるものとする」を掲げています。

昭和57年(1982)に は老人保健法が制定され,「 国民の老後における健康の保持と適切な医

療の確保を図るため,疾 病の予防,治 療,機 能訓練等の保健事業を総合的に実施 し,も って国

民保健の向上及び老人福祉の増進を図ること」が目的とされていたのです。医療等以外の保健

事業に,機 能訓練があります。対象者 は,40歳 以上の者であって疾病,負 傷などにより心身の

機能が低下 しているもののうち,心 身の機能の維持回復を図 り,日 常生活の自立を助けるため

の訓練を行 う必要のある者です。医師の判定を受けた上で,医 師,理 学療法士,作 業療法士,

保健師その他の者により,歩 行や上肢機能などの基本動作訓練,食 事や衣服の着脱などの日常

生活動作訓練,転 倒予防など介護を要す る状態になることの予防を目的とした訓練,手 工芸に

よる応用動作訓練 レクリエーション,ス ポーツを通 じた体力増強および交流の促進が行われ

るようになってい ます。老人保健法における機能訓練を行 う者 は,理 学療法士や作業療法士に

限定されていません。専門職の人数が少ないことかも知れませんが,こ こにはアメリカの理学

療法と矯正療法あるいは作業療法とレク リエーション療法 との関係を想起 させる状況があ りま

す。

他方,平 成12年(2000)に 施行された介護保険法には,居 宅サービスに訪問 リハビリテー

ションや通所 リハビリテーション,福 祉用具貸与 などの事業が掲 げられています。いずれも,

居宅要介議者 について,… その心身機能の維持回復を図 り,日 常生活の自立を助けるために行

われ る理学療法,作 業療法,そ の他,必 要な リハビリテーションのことをいうと定義 されてい

ます。 また,指 定訪問リハビリテーション事業所には,理 学療法士あるいは作業療法士を置か

なけれ ばな りません。通所 リハビリテーション施設は,介 護老入保健施設,病 院および診療所

です。 ここには,理 学療法士 と作業療法士の活動が期待 されている,大 きな領域があ ります。

平成17年(2005)6月,介 護保険法等の一部を改正する法律が成立しました。改正の趣旨は,

「…高齢者が尊厳を保持 し,そ の有する能力に応 じ自立 した日常生活を営むことができる杜会の

実現に資するため,予 防給付の給付内容の見直 し,… その他の措置を講ずる」 ことです。これ

までの 「要介護状態 となるおそれがある状態」 は 「要支援状態」 とな り,「身体上若 しくは精神

上の障害があるため,… 日常生活における基本的な動作の全部若 しくは一部について厚生労働

省令で定める期間にわた り継続 して常時介護を要する状態の軽減若 しくは悪化の防止に特に資

す る支援を要す ると見込まれ る状態…」 となりました。今回の改正は予防重視型 システムへの

転換であり,訪 問 リハビリテーションや通所 リハビリテーションの重要性が示唆されています。
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予防給付 は,要 支援 と要介護1の 者 に行われ ますが,該 当する人びとは,立 ち上がりが困難

歩行に苦痛を伴 う者が多 く,下 肢機能 の低下や閉じこもりなどによって,生 活機能が次第に低

下する,い わゆる廃用症候群あるいは生活不活発病を示 しています。これ らの人びとに対 して,

適正なサービス利用を促すことです(中 村2005)。 平成16年(2004)12月 に要介護認定者は

およそ405万 人,そ のうち要支援 と要介護1の 者が200万 人とされています。認知症,そ の他

の理由で予防対策の適応ではない人びとを除いて,予 防給付がなされることになります。 また,

マネージメン ト体制の見直 しにより,介 護予防マネージメン トはこれまでのケアマネージャー

から切 り離され,市 町村を責任主体 とする地域包括支援センターの職員が作成 します。新たな

サービスとして,筋 力向上や栄養改善などの実施が検討されています。理学療法士や作業療法

士の業務として,要 支援者の生活機能の維持 ・向上を図 り,同 時に社会参加を促進することが

期待 されています。予防重視型システムへの転換を支 える基礎的データは,1990年 代になって

から,公 衆衛生や老年医学の領域か ら多数の報告がなされています(辻2004)。 高齢者のコミ

ュニティ ・ケアの拡大を考 えれば,こ れら領域の研究に,常 に目を向けてお くことが必要です。

理学療法や作業療法 は,高 齢者の虚弱あるいは病弱 とされる健康状態を改善す るのに役立って

いるのです。 ここでは既存のリハビリテーションの枠組みを超えた領域が展開されようとして

います。厚生労働省老健局長(中 村2005)は,介 護保険制度のケア ・モデルは医療の中の長期

療養あるいは長期入院,ま た慢性期のケア ・モデルと重なると指摘 しています。慢性疾患モデ

ルでは,病 理の治癒 ・回復 はな く,進 行の予防 ・遅滞を目標にしています。これには伝統的な

医学モデルでは対応できません。そのため,1980年 代以降,世 界中で障害モデルの導入が図ら

れてい ます。 リハビリテーション技術 は,障 害のある人びとの健康増進,生 活の質の向上を図

る手段 として位置づけられます。

世界保健機関(1946)は 「疾病予防と健康増進」を憲章に掲げました。世界保健機関専門委

員会(1981)は 「障害予防とリハビリテーション」 と取 り組みました。最近,米 国疾病管理セ

ンター(CDC)のLollar(2001)は,「 障害者の健康問題に対 して,二 次障害の予防と健全 な

行動および健全な環境の促進」を呼びかけています。障害者および高齢者へ のヘルスケア対策

では,理 学療法と作業療法は医療や リハビリテーション ・ケアだけでな く,予 防 ・保健の分野

への参加 も要請され る時代になっているのです。

障害者施策の改革

平成16年(2004)6月,障 害者基本法の改正が行われ,障 害者の福祉 に関する基本的施策と

して,「 国及び地方公共団体は,障 害者が生活機能を回復 し,取 得 し,又 は維持するために必要

な医療 の給付及び リハビリテーションの提供を行うよう必要な施策 を講 じなければな らない」

という条項が盛 り込 まれました。以前の条項は 「…障害者が生活機能を回復 し,又 は取得する

ために必要な医療の給付を行うよう必要な施策…」であ り,リ ハビリテーションという文言が

なかったのです。 しかし,状 況は変わ りました。

平成14年(2002)12月 には,障 害者基本計画が閣議決定され,平 成15年 度(2003)か ら

24年 度(2012)ま での10年 間に講ずべ き障害者施策の基本的方向が示されてい ます。 「21世

紀に我が国が目指すべ き社会は,障 害の有無 にかかわ らず,国 民誰もが相互に人格と個性を尊

重 し支 え合 う共生社会 とする必要がある…」 という考え方の下に,複 数の重点的に取 り組むべ

き課題が掲げられてい ます。分野別施策の基本的方向のうち,保健 ・医療では 「障害者に対 して,

適切な保健サービス,医 療,医 学的 リハビリテーション等を充実するとともに,障 害の原因と

なる疾病等の予防 ・治療が可能なものについては,こ れ らに対する保健 ・医療サービスの適切

な提供を図る」とされています。なお,平成15年 度(2003)か らの前期5年 間の重点施策では,

医学的 リハビリテーションに間接的にかかわるものとして,「福祉用具等の研究開発 とユニバー
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サルデザイン化の促進」,「情報バリアフリー化の推進」があ ります。理学療法士や作業療法士は,

利用者あるいは擁護者の立場から,積 極的な発言を行 うべ きでしょう。

リハビリテーシ ョン技術の科学性とは

臨床医学では 「科学的根拠 に基づ く医療(EBM)」 が強調されてい ますが,そ の前提 として,

介入手段 とその帰結 との関係を保証す る理論的根拠があるはずです。呼吸循環器系の運動生理

学と体力(フ ィッ トネス)向 上,神 経筋生理学と筋力強化訓練,動 作分析 と補助具の適用や環

境調整,さ らに社会参加 とバ リアフリー法のような制度改革など,理 学療法や作業療法にも関

係する多 くの介入手段が,障 害者や高齢者の自立 と社会参加の促進に役立っています。しかし,

その多 くは基礎的理論からの推測や経験的事実に基づ くものであり,各 種の技法と帰結 とを結

びつける理論的根拠は明確ではないのです。

リハ ビ リテーシ ョン技術 に対す る問いかけを まとめてお きます(中 村 ・他1991,1992,

1996)。 大切なことは,リ ハビリテーション技術を法則 として確立す ることです。そのさいに

考慮すべ き点は,(1)技 術の科学性を検証することの意味,手 続とは何かを考えること,お よ

び(2)研 究の対象 は人間の行動という複雑なシステムであり,実 験的研究とは別の研究方法を

必要 とすることです。ある技術の臨床的有効性を多 くの療法士が認めたとします。それ は,技

術Xに よる治療が患者の機能回復Yを 伴い,XとYと を適切な変数で表わ したとき,両 者 の

問に一定の関係があるという意味です。 この関係を追試することが可能であって,一 般的に成

り立つことが療法士の間で知 られている場合,XとYと の関係を記述する言説を法則 と呼んで

います。法則は,多 くの例 と領域でテス トされて,そ れに伴 って明確に表現 されるようにな り

ます。テス トとは,観 察と実験による経験的帰納のことです。 しかし,XとYの 関係が認め ら

れたとしても,技 術の科学的基礎づけが得 られたとは言いません。ある法則の科学的基礎づけ

とは,理 論 による法則の説明です。理論 とは,一 組の構成慨念による言説です。能力,学 習な

どの術語がその例です。理諭 は,構 成概念の関係 として記述される仮定であるとも言えます。

理諭的仮定から,諭 理的な演繹操作によって,い くつかの予測が可能にな ります。

科学的理諭は,テ ス ト可能でなければな りません。それには,理 論を構成する概念が操作的

に定義されて,測 定できることが必要です。どのような尺度で機能的制限あるいは能力低下を

測 るのがよいかという問題です。ある技術法則がどのような理論によって説明されているのか,

理論がテス トによってどれだけ支持 され,あ るいは反証 されているのかを検討す ることが,技

術の科学性を確かめるという問題の核心です。私たちは,暗 黙のうちに,科 学的,経 済的ある

いは倫理的などの立場か ら現象 と法則 とを捉え,技 術を評価 しています。 これ らの性格の異な

る評価のうちで,技 術の評価が科学的と言 えるためには,技 術法則の検証の レベルに留まらず,

評価を科学的理論のテス トのレベルへと移すことが必要です。

リハビリテーションが研究対象 とする人間の機能は,無 数の変数の統合によって,は じめて

規定 される複雑なシステムです。現在のところ,私 たちは,機 能的制限あるいは能力低下に影

響する多 くの変数の非決定諭的関係を知 ることができるだけです。そのため,こ の領域の研究は,

多変量解析を利用することにな ります。

おわ りに

リハビリテーションの関心は,患 者や障害者のよ りよい生活への自立を促す ことです。障害

を軽減したい,機 能的制限あるいは能力低下を改善 したい。これはリハビリテーション専門職

に共通する願いです。生活機能改善のための介入方法 に改良を加 えたい。この関心は技術の領

域であ り,経験 と主観的な判断がいつまでもついて回 ります。それに対 して,身 体の構造と機能,

疾病や病理を対象 とする研究は,経 験か らは独立 した法則の確立を目標としています。二つの
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知識の レベルを混同することな く,研 究は研究として,自 他の厳 しい吟味を受けながら進むこ

とが大切です。同時に,世 界規模で生 じているヘルスケア領域の改革,臨 床における技術の科

学性を追求することの重要性を認識 して,明 日に向かって進まれることを願 っています。
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日本 理 学 療 法 士協 会 発 会 式 一昭和41年7月 一

(左より)岩 本副会長,遠 藤会長、保田副会長
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▼ 初代役員一同

山口(庶 務) 保田(副 会長) 遠藤(会 長) 岩本(副 会長)

欝

矢谷先生 リドレー先生 佐久間先生

佐々木先生

〉

日
本
理
学
療
法
士
協
会
の
正
式

マ
ー
ク

鳶 議
芳賀先生 上田先生

A

糞 療 窃

慶

μ

小林副学院長

<設 立時役員

▼ 駒澤先生のケーシーに後藤先生が

協会ワッペンを付けている場面
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コニーネ先生

<国 立療養所村山病院の見学

懐かしい清瀬の一期生の若々しい姿

▼ 創設期の教育は,外 国人女性教員による

英語での講義が普通でした

嚢 一

鰭鮮鞠 車

呼 婁 ・

黛 嚢 断 緯 一憂
碑魑 箋}、磁 撫 纏縄瞬

鞍撫 腰

講灘謎一 鱒輪議1輪

解剖学実習風景 レ

田口順子先生の若き日の真剣な一コマ
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WCP'r総 会へ初の代表団参加,そ して加盟へ

▼ 第6回 アムステルダムWCPT総 会 昭和45年4月

▼ アムステルダム大会レセプションに参加した日本の関係者

矢郷

関川

江原

▼ 第7回WCPTモ ン トリオ ール 大会

昭和49年6月WCPTに 加盟

難麗麟 繕

雪 ぜ嘉,
`

睡舳

?
斎

曝

《
ノ

ぎ
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日本 で 初 め てのACP'r総 会 開催 一昭和63年g月 一

▼松村会長挨拶

懲 騨 継 鐡
繋　k鯨 £

}

嚢

▼ACPT役 員と参加者

r

竃」三
ヘドア

凹 緊
⑳ の.欝 篇

▲ 渡辺事務長,松 村ACPT学 会長
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第13回 世界理学療法連盟(WCP'r》 横浜学 会 一 平 成11年5月 ～
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▼ 米国理学療法士協会ブース 、
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設立40周 年記念式奥 一 平 成17年10月 一

▼ 中屋会長挨拶

▼厚生労働大臣表彰受賞者記念撮影
▲ 五味先生

中村先生 レ

記念講演
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第40回 学術大会 ・全国研修会

喬 乙擁 ☆!婁

∴ 甑_へ ざ ・∴__.,

▲ 第40回 全国研修会(愛 知県)平 成17年10月

▼ 第40回 学術大会(大 阪府)平 成17年5月

ア げ セ に
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▼ 林 義孝学術大会長基調講演
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現(平 成17～18年 度》協会理事会の風景

鎗ご ・ 』響

瞬 塵Pご

柳澤,井 上 、菅原

幽
福田監事,旭 監事,(八 木監事)

欝
だ

,〆璽
丸山副会長,中 屋会長,日 下副会長

(小川),(内山社会局長),林教育局長,藤 原常任理事,中 山学術局長

4e`,
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鈴木,黒 川,柳 澤,井 上,(西 村)

▲ 現 日本理学療法士協会会館

(平成10年6月 竣工)

趣

＼ぞ蝋

鉱 穿潔
▲ 協会出版物

▲協会事務局の方々
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羅 撒
鰍

聾

流 れ

初代会長 遠藤文雄

10年 ひと昔,早 いものである。清瀬の片田舎でうぶ声をあげた赤んぼうも,ハ イハイ,お す

わ り,よ ちよち歩きを経て今や小学生になったことになる。元気な小学生か,た よりない小学

生かの評価はともか く生きてきた歴史の重みに逆 うすべはない。

思い起 こせば日本のリハビリテーションの黎明期にあって生みの苦 しみともいえる陣痛のあ

ったことを忘れ得 ない。昭和41年 春協会設立準備委員会 は学院の卒業生 とすでにこの職域で

働いていた有志によって持たれ,副 学院長の小林先生をまじえ,学 院や肢体不自由児協会で数

回にわたり会合を持ったのである。準備委員会の主旨にのっとり,第1回 の国家試験の合格発

表を待って設立趣意書を全合格者に発送 し,設 立総会は5月,古 ぼけた清瀬の看護学院講堂で

行った。80余 名の賛同者が集まり熱気みなぎるうちに総会は終了 し,思 いがけな くも若輩者の

小生が会長に選出され るはめになった。保田,岩 本の両先輩を副会長にお願い して,東 京,大

阪を中心 としたブロック構想がうちたてられ,組 織作 りと入会を うながしたのである。 この会

員獲得をめ ぐって病院マッサージ協会(現 全国病院理学療法協会)に はずいぶん迷惑をかけた

ようである。その後は国家試験の合格者には当協会の案内状を発送す るにとどめ無理な勧誘 は

いっさい行わなかったのである。昭和41年10月 には東大において臨時総会,第1回 学会 とい

うよりは研修会を開 くまでにな り,定 款が出来,WCPT加 盟のための代表派遣の件や協会機関

誌に関する件が論議された。

当時のことを思い出す と楽 しいことは一つもな くて,皆 がやたら苦労 していたように思 う。

私 は当時神奈川県の七沢病院に勤務 していたので(1年 生),事 務局のある清瀬 まではるばる通

ったものである。月給は交通費でな くなって しまう何年かが続いたのである。

当初かかげた目標 は会員諸氏 の努力により組織はブロックか ら県単位におちつ き,念 願の

WCPT加 盟と社団法人の認可がなされ,協 会機関誌の発行をみ,経 過措置における特別法 も打

ち切 られ,当 協会の土台は安定 したと考えられ る。 ここに至るまで長い長い歴史の1コ マ1コ

マを作 りあげてきた先達の努力 に,あ らためて感謝と敬意を表するとともに,日 本の風土にな

じむべ くリハビリテーションの原点を見出し発展 させることが当協会のあるべ き姿と思 う。最

後 に,協 会の限 りなき発展と会員諸氏の健康を祈 ります。

(「協会十年史」 より)
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インタビユー

日本理学療法士協会のめざすもの

新会長松村秩氏に聞く

ゲス ト(第2代 会長)

イ ンタ ー ビューアー

松村 秩

砂原 茂一

今度,松 村 さんが日本理学療法士協会の会長になられましたが,協 会にとって重要な時期の

重要な仕事だと思 うので松村 さんの感想や抱負をうかがってみたいと思います。(砂 原)

社会に対して飛躍の年

砂原 この まえの会長の遠藤君 は何年 くらいや って い ましたか。

松村3年 で,私 は2代 目です。

砂原 もうそ ろそ ろ協会の基礎 も固 まって きたところですね。

松村 ええ。遠藤前 会長 の下 で3年,協 会 も揺藍期を過 ぎて,一 応,形 の うえで基礎 固めはで きて,

これ か ら4年 目に はい ったと ころで私 が引 き受 け,協 会 の本 当のあ り方 について,私 が これ

か ら2年 間任せ られた形 になったのです が,い ろい ろな面で重大 な期間で あ ると思 って い ま

す。

砂原 どうい うような問題が 目の前 に待 って いると考 えてい らっ しゃい ます か?

松村 日本理学療 法士協会の一番大 きな 仕事 は,ま ず第1に,会 員 の実力,学 術技術 の向上 です。

だか ら,こ の協会 は学術 的な団体 で もあ るのです。 そ して,そ のほかに,会 員 の利益 を保護 し,

会員 のために尽 くさなければいけない協 会で もあ ります。

また,対 外 的な面 で協会 が しなけれ ばな らない仕事が あ ります。今後,社 会 に対す る協会

の もつ性 格 な り意 義な りを,は っ き りと した形 で問わ なけれ ばな らない。 そのため には,協

会 として ど うい うことをや るか とい うこと も大 きな問題 で,対 社 会的な面 も考 えていか なけ

れ ばいけない と思 ってい ます。

具体 的 にど うい うことをや るか とい うこ とまで は,ま だはっ き りした形 にな ってい ませ ん

が,そ うい うことも今後 の運営 の中に織 り込んでい こうと思 ってお ります。

正 しいP'rを 社会 に定着 させ るζと

砂原 な んとい って も理学療 法士 とい う職業 は,日 本 の社会 の中で は若 い職 業 で,こ れ は作業

療法 士 も同 じですが,平 田さんの コ トバでいえば,日 本 の社会 の中で成熟 す るには,ま だ多

くの努力 の年月 が必 要で しょう。 しか も,そ れ が 日本で は,プ ロフェッシ ョンー 専門的 な職

業 とい うものの権威,役 割 り,社 会的な あ り方 が定 着 していないか ら,な かなかむずか しい

と思 うのです。 た とえば,日 本 医師会で も,武 見 会長 はよ く学術 団体だ,学 術 団体 だ と言 う

けれ ども,外 か ら悪 口を言 う人 は,`あ れ は医者の利益擁護 団体 だ'と い うで しょう。専 門の

職種 の団体 であれ ば,当 然,学 術 的な レベル の向上 維持 とい うことがお もな任務 にな るけれ

ども,社 会 にそ うい う専門職種 を認 め させてい くとい うための努力 も必要ですね。
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松村 その とお りですね。欧米 におけ るように理学療法 が 日本 の社 会の中に定着す るためには,

協 会 と して非常 に積極 的に取 り組 んでい かなけれ ばな らない と思 い ます。1つ 例 をあ げて み

ます と,ま だ 日本 で は理学療法士 に,正 規 の学校 を出な くても,あ る程 度経験 を もった人 が

なれ る道が あるんです。理学療法 の正 しい全貌 が 日本の 中には,ま だ植 えつ け られてい ない

ことは確 かだ と思 い ます。

た と え ば,intenSiVeCareUnitの 意 識 不 明 の 患 者 に対 す る理 学 療 法,あ るい はgeneral

surgery,臓 器手 術の術前術後,あ るい は産前産後 の理学療 法が,日 本 では行 なわれてい ない

ですね。欧米で は こうい う方面 の理 学療 法 が,ご く常識的 に行 なわれて いるのです。 日本 で

は整形外科 とか神経 内科 だけの理学療法 にな ってい る傾 向があ ります。

現在,日 本 にはい ってい る理学療法 は理学療法 の全体で はないのです。一部 だ けはい って

いて少 し経験 があれ ば理 学療法 がで きるとい うよ うな形で はい って きてい る面 があ ると思 い

ます。

砂原 そ うい う意 味で は,日 本 の理学療法 は歴史 的にい うと,整 形 外科 と物療 内科 とい う2つ

の系統 か ら出て きていて,現 在 で もなかな かそ こか ら抜 け出 られない のです。 だか ら,こ う

い う創成期 に理学療法 の正 しい概念 と,そ の範囲を確 立 しておかない と,変 なほうに固 まって,

あとで抜 き差 しな らな くな るとい うことに もな りかねない。

それ と ともに,こ れか らのひ とつ のむず か しさ とい うのは,リ ハ ビ リテ ー シ ョンだ とか,

理学療 法だ とか,作 業療 法 とい うのは,実 質 的には まだ どれ ほ どの効 果 も,日 本 ではあ げて

いないの に,も うそ ろそ ろ珍 し くな くな るん じゃないか とい う心 配です。 中味が育 たない う

ちに流行 がす ぎ去 って しまうよ うな ことにな らない ともか ぎらない。

取 り残 され た問題 として,待 遇 問題,身 分 問題 な どい ろいろあ り,社 会 の理解 を得 て変 え

ていかなけれ ばな らない。

そ うい う意味 で,や は りこの数年 間 とい うのは,理 学療 法士協会 に とって非常 にたいせつ

な歴史 的時期 だろ うと思 い ます。

松村 確 か に先生 の ご指摘 な さったよ うに,今 までの理 学療法 は,ひ とつ の新 しい流行 的な面

があ ったよ うに思 い ます。 それ を 日本 の土壌 に合 った理学療法 と して定着 させ るために は,

協会 と して どう した らいいかとい うよ うな大 きな問題 も出て きます。

目先 の ことは今 まで行 われて きたのですが,こ れ か らはほん と うの意 味 の地 味な理学療 法

が必要 にな って きます。 そ うい うものを,会 員1人1人 が 自覚 してや ってい く時期 にはい っ

て きて いると思 い ます。

協会 として は,会 員 の技術 向上 のために,各 地 区の研修 会を全 国的な規模 で計画 してお り

ます。今年 は協会 の方針 として,各 地 区に支部み たいな ものを結成 しつつ あるのですが,各

支部 のや らな けれ ばな らない ことは,各 地 区の理学療法 士の ための研修 会です。 それ は協 会

の本部 で極 力バ ックア ップして,各 支部 の研修会 の内容 を充実 させ てい く。 これ を協会 とし

て どんどん推 し進 めてい こうと思 って い ます。地域 に よって は,す でに本部 に講師を要請 して,

それ に応 じて本部か ら行 ってや って い ます。

それか らもう1つ 大事 な ことは,プ ロフェ ッションに対 す る自覚 つ ま り,会 員 の意識です。

そ うい うものが 日本 ではは っき りした形 で意識 され ていない。 だか ら,会 員 の意識 の改革 も

や って いかな けれ ばな らな い問題 だと思 ってい ます。

(「理学療法と作業療法」第3巻 第5号 より)
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経過処置と休育学部卒業者

第3代 会長 野 本 卓

私がよく聞 く声に,日 本のPTは 技術面ではよいが,基 礎的な学問が足 りないと云 う事がある。

この声の対象となるのは矢張 り私 と同様の経過処置によってPTに なった人々についてではな

いかと考 える。それはPT試 験における基礎学免除が最大の原因ではないか。即看護師,マ ッ

サージ師などの基礎医学の教育時間とPT及 びOTの 教育時間とを考 え免除を行ったようであ

るが,各 々の分野に於て必要 とする内容の差によるものと考 えざるを得ない。経過処置で資格

を得た人々の中にはこの様な問題のない方々が多数居るのも事実であるが,又 問題 とされ る人

の居 ることも現実である。この現実を私共は素直に認めて不足する処の充実に努力を して前者

の言を改めさせる可きであると考える。

聞 く処によると,日 本体育大学など体育学部卒業者を短期養成の道を考え,う こいて居 ると

云 う事であるが,事 実であろうか,事 実とすれば経過処置延長の問題と結びつかないものであ

ろうか。

大学卒で,体 育学部で基礎医学を勉んで居 ると云 うことで,簡 易な方法によるPT速 成を考

えることは,前 者の轍をふむ危険はないのか,萬 一体育学部卒業者就職先の解決策として この

様な方法を取 られ るならば私共は絶対に反対すべ きである。内容は異なるかもしれないが,PT

法が出来 る時盲人の職業のため,盲 人の福祉のためと云われ,又PT業 務 に関係の全 くない開

業マッサージ師の受験を認めた時の様にPT及OT法 を曲げるものではないか。

PT及OTの 不足を補 う道は正規の養成所の増設に心すべきで安易な方法にたよるべ きではな

いと考 える。PT協 会がW.C.P.T.加 盟大学制度への問題 と併行 してこれ らの問題にも確立 した

方針を打出す可き時期が来ているように思われる。会員諸覧の御意見を望みたい。

(「理学療法」 日本理学療法士協会会報 創刊号 第1巻 第1号 より)
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"切 磋 琢 磨"

第3代 会長代行,第4代 会長 矢 郷 弥 太 郎

大人 になった ことを自覚 し,自 ら生 を抜 こ うとす る青年達 を,祝 いはげます とい う"成 人の 日"

を明 日に迎 え,昭 和48年 初頭 の所感 を優 雅 に飾 りた く思 ったが,あ い に くシメ ッボ クなって

しま った こ とを御許 し願いたい。

御 承知 のこ とと思われ るが,野 本会長,昨 年12,月11日 業務 中突然胸 部に激痛 を訴 えその場

に倒れ,専 門医ス タ ッフの手厚い診療,最 新 医療器械 の導入,そ して本 人の生へ の執着(強 固

な意志)に よ り九死 に一生 を得 て現在絶対安静 の身 として入 院 され て居 る。

協会 の柱 として,会 員一 同が信 頼 しきって居 る野本会長,矢 で も鉄砲 で も寄せつ けぬあの立

派 な身体,そ れが,い とも簡単 に崩れ,倒 れ よ うとは誰 もが予想 し得 なかった ことであ る。

会長 として の在任期 間は僅か1年6カ 月 であるが,そ の残 され た業積 は,立 派な ものであ った。

尚これ か ら頑 張 って頂 き,彼 本来 の本領 を発揮す る段 階 におい て,病 に倒 れた ことは,さ ぞ 口

惜 しい こ とだった と思 われ る。又協会 として も非常に残念 に思われ てな らない。

会長 は常に"相 手 の心を,一 早 く読む ことが大切 だ,そ してそれ が間違 いない読み であ るこ

とが"と 口に していた。私 は永 い間の深 交か ら,そ の読み の深 さ,そ して会議 中の腹芸 には常々

感服 させ られ た。
一 日も早 く回復 され

,御 意 見番 として,元 気 な姿 で我 々の前 に出 られ るよ う会員 一同 して祈

り願 わず にはい られ ない。

野本会長 は,協 会 の御膝 下で ある貴士会 を非 常に重 要視 され,各 士会の リー ダー としての風

格 を切望 され ていた。

歳 月の流れ と共 に,貴 士会の充実 と向上はみ るべ き ものが あるが,然 し,未 だ一 つ欠 けて居

る よ うに見 られ る。 それは何 か。 それ は私 にも解 りかね るが,強 いて言 えば,士 会員 と して の

自覚 が足 りぬ よ うに思われ る。

それ では,自 覚 を うながす のは,愛 会 心 は どうした ら,会 としての魅力 を,と 種 々 と考 え さ

せ られ るが,要 は各 自の士会会員 としての 自覚 しかない よ うに思われ る。

士会 の充実 は,協 会 の発展 に通ず る。

ど うか,士 会 を育 て るの は 自分だ,自 分 の会 だ と 自負 し,昭 和48年 には去年 以上 に 自覚 の

もとに生き抜 いていきた く思 う。 終 りに
"死 んだ ライオ ンよ り

,生 きた犬"と い う言葉が ある。 これ は野本会長 を皮 肉るわけではない

が,あ えて付加す る。

旧約 聖書"伝 導 の書"か ら出た言 葉で,日 本 で も"死 んで花実 が咲 くものか"と い う下世話

にい うの と同様 で,無 茶な 冒険,成 算の ない行 動 は慎 め,天 か ら授 か った生命 を大切 に しろ と

い うわ けであ る。

い くら人 を押 しの けて出世 し,偉 くな って も,死 んで しまえばそれ まで,ま あ無理 しないで,

平凡 な人生 で も大切 に生 きることに しよ う。然 し,人 間 と して天 授 され た職務 に は互 に切磋琢

磨 して 日々を感謝す ること1思 うが!!

(日本理学療法士協会会報 第2巻 第2号 より)
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リハ ビリテーションを推進 してゆ くもの

第5代 会長 松 村 秩

医療行為は太古の昔か らあった。病 める者傷ついた者 があれば,ま わ りの人,あ るいは家族の も

のが一生懸命 に看病 してやる姿がそれである。そ して医療行為 を専門的に行 う者が必要 となってき

て医者 とい うものが出現 した。 しか し医者 は患者 に年 中ついているわけにはゆかない,そ こで医者

のできない患者 の世話 とか,医 者 がついておれないけれ ども,し なけれ ばな らない医療行為,そ の

よ うな行為は,最 初 は家族 の者がや っていたのだけれ ども,だ んだん専門的になってきて家庭の人

の知識 では出来ない とい うこ とか ら看護 師 とい う専門職業が分離 してできてきた。 医学,医 療技術

の進歩 から医師1人 ではできない分野がだんだん と増 えてきて,薬 剤 師,検 査技師,レ ン トゲン技

師が誕生 してきた。つま り医師の治療技術の機能分化 である。 ところで医療行為 としての リハ ビリ

テーシ ョンも医師の医療技術のある別の側面であって,本 来は医師がやってきた ものであるが,そ

の治療技術の進歩発展 とともに別の次元の治療活動が必要 とな りこ ㌻にPTOTが 生れてきた。 この

よ うにパ ラメデ ィカルスタ ッフはいずれ も医療活動のなかで医療技術 の進歩発達のなかで機能分化

とい うかたちで生れてきたものであるが,治 療行為 を患者に直接お こな う点で,PT,OTは 他 のスタ

ッフ と相 当異 っている。特にPTは 急性期か ら患者 を とり扱 う点で患者の生命 にもかかわ り合 うこ

ともある。 リハ ビリテーシ ョン医療はPTと か医師だけで出来るものではなく,い ろいろな専門家

のチー ムアプローチによっては じめて障害者を全人間 として復権 させ ることが可能 にな り社会へ復

帰できるのである。PTは 医師がかつてや ってきたよ うに患者 を直接 に検査測定 して評価 し,そ の評

価 によってPTが 治療計画を立てそ して治療 を行 うのである。治療行為 中にお こる色々な反応 にPT

は対処 し,更 にその治療が実際に効果 を有 して患者 の状態を改善 してい るのか,あ るいはその患者

にはもっ と他の方法が より効果的だ とか,の 判断を分析 して行 う能力が必要 とされ又そのよ うなこ

とを行 わなければな らない。それができないPTは 単なるテクニシャンにすぎない。PTは 病める患者,

悩める障害者の手を とり足を とって治療 を行 うのであって病み悩 める患者はPTに 全 面的に頼 って

いる。PTと 患者の関係は全 く強者 と弱者のそれであ り,弱 い立場 にある患者 を利用 しよ うと思えば

いつでも出来 る立場にPTは いる。た とえPT研 究のため とい う大義名分があっても強者 とい う立場

を利用するこ とは許 されない。そ うい う意 味でPTは あ くまでもヒューマニズムの立場 に立って病

み悩める者 を少 しでも救い和 らげる者でな くてはな らない。だからPTは 病院で働 く人は勿論 のこと,

学校で教えてい る人もあるいは行政的な管理者 であ る人 も,そ の人がPTで あれば,す べての立場

は常 に患者 をなお し,い やす ことにつながるものであってそれがPTと しての原点でもあ り出発点

でもあることを忘れてはならないだろう。

私 は 日本理学療法士協会の会長 として,日 本の リハ ビ リテーシ ョンを推進 してゆくために,本 協

会 に所属 してい るPTは さきに述べて きたよ うな ことを可能 にし又実践出来 る理学療法士であって

欲 しい と願 っている。

よ りよい治療をす るために何をなすべきかをいつ もみつか ら問えるPTで あ りたい と思ってお り

ます。 国家試験 に合格 したか らと云って一人前のPTで ある とうぬぼれてはならない。医師は学校

卒業后5,6年 の研修を してやっ と一人前になれ るのである。PTに もそのような研修が どうしても必

要である。

今 日看護師,検 査技師,レ ン トゲン技師,マ ッサージ師,ど の職 業をとって,み ても正規の学校

教育を終えなければ免許試験 も受 けられない ことになっている。ひ とりPT,OTだ けが 日本の特殊事

情があるにせ よいつまで も学校教育を受けないで国家試験が受験 出来る とい うのはあるべき姿では

ない。特殊事情に より5年 間特別措置を とってきたのであるが,そ れ を更に延長す る とい うよ うな

ことがあってはな らない。 ながい眼でみれば このよ うな特例措置は 日本の リハ ビリテーシ ョンを推

進 してゆくものにはならないことは明 らかであ る。今 こそ協会員は未来に対 してはっき りとした展

望をもっべき ときではなかろ うか。

(「理学療法」 日本理学療法士協会会報 創刊号 第1巻 第1号 より)
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日本理学療法士協会

創立40周 年記念によせて

第6代 会長 現 神戸学院大学総合リハビリテーション学音B奈 良 勲

は じめ に

筆者 は昭和48年 度か ら昭和63年 度 までの16年 間日本理学療法士協会(以 下,本 会と略す)

の理事を務め,平 成元年度から平成15年 度 までの14年 間本会の会長を務めた。よって,こ の

30年 という期間は本会の歴史の3/4に あたることになる。本会の創立40周 年記念史を発行す

るにあたり,本 会の役員を30年 間務めた視点から本会の40年 の足跡を振 り返 り,本 会の今後

を展望 してみたい。

理 事 を 務 め た 時 代

筆者が米国留学から帰国(昭 和46年)し てまもな く,当 時の野本 卓会長に依頼されて,現

在でも続いている現職者講習会を立ち上げた。そして,理 事になってからもその推進に関与した。

その他,理 事を務めた16年 の間に,理 学療法士・作業療法士養成施設等長期講習会の立ち上げ,

臨床理学療法編集委員,学 術部員 ・部長,大 学制度化対策委員会委員,教 育部員 ・部長,教 育

規定委員長,倫 理規程委員会委員 ・委員長など主に学術 ・教育に関連した活動を推進 してきた。

また,第8回 全国研修会長(東 京),第19回 日本理学療法士学会長(金 沢)も 務めた。つまり,

本会の目的として掲げられている 「理学療法士の人格,倫 理及び学術技能を研鐙 し,わ が国の

理学療法の普及向上を図るとともに国民保健の発展に寄与する」 ことを理事のひとりとして推

進 してきたことになる。

昭和54年 には金沢大学医療技術短期大学部の中に,理 学療法学科が設置された。筆者は理事

でもあ り,か つ個人的にも大学における理学療法学教育の実現を推進していたこともあ り,教

授 という立場で赴任 した。その後,主 に国立大学の医療技術短期大学部の中に理学療法学科の

設置が相継 ぎ,後 の四年制大学における理学療法学教育の実現への布石となった。また,筆 者

自身,将 来的に四年制大学 ・大学院が設置され ることを見据えて,教 授資格の要件 に対応すべ

く昭和58年 度に金沢大学医学部にて博士号を取得 した。

社会的危機としては,昭 和60年 にいわゆる 「B案」(理 学療法従事者を助手にする案)に 対

して本会が一丸 となって阻止する運動を展開 したことが想起される。

会 長 を務 め た 時代

筆者 は,理 事を務めていたある時期 に理事を辞めようと考 えたことがあった。その理由は理

事会の雰囲気がギクシャクしていて建設的な活動が遂行されているとは思 えないことが多!あ

ったからである。それでも理事に留まったのは,本 会の行方を懸念 していたからであろう。

そのような時期に周囲の会員から会長職に挑戦 してみてはとの話 しがあった。

筆者 は,そ れだけの理由で会長職 に挑戦することの意義を見出せなかったことか ら,本 会の

課題を分析 し,筆 者な りの展望を整理 してみた。すると,本 会が到達すべ き課題が山積 してい

ることを認識 し,そ れ らをマスタープランとして掲げ,到 達課題 を会員 と共有 して本会の事業

運営にあたる必要性を強 く感 じた。
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このことが会長職 に挑戦することを決意 した最大の理由であった。

平成元年度の総会で会長選挙 に当選 し,最 初の理事会で短期 ・中期 ・長期にわたるマスター

プランを提案 し,そ の後2年 毎 にそれを改正 して本会の事業を運営 してきた。筆者が会長を務

めていた14年 間に実現 した主な到達課題 は,① 生涯学習システム(新 人教育 ・理学療法専門領

域研究会)② 日本学術会議法に基づ く学術研究団体 としての承認 ③都道府県士会の法人化の

推進 ④四年制大学 ・大学院の実現 ⑤理学療法週間の実施 ⑥理学療法学英語版 の発刊,⑦

会館建設 ⑧世界理学療法連盟学会の開催 ⑨ 日本理学療法学術大会と改名(大 会のオープン

化)な どである。'

この14年 間は,高 齢社会か ら超高齢社会へと変遷 してきた時期であり,理 学療法士に対する

社会的要請が顕著に高まって きたこともあり,マ ンパワーの確保 という点か ら理学療法士の養

成校が急激に増加 してきた時期でもあった。 しかし,医 療保険の抑制 と介護保険制度の立ち上

げが行われた時期でもあ り,な かでも理学療法 ・リハビリテーション関連の診療報酬支払いシ

ステムが簡単 ・複雑から一単位20分 に改正された時期でもあった。

訪問リハビリテーション専門機関(仮 称)の 設置については,筆 者が会長を退任する数年前

か ら,そ の実現に向けて関連団体と協働のもと厚生労働省に要望 してきた課題であるが,そ の

道は険 しいものがあり,未 だ実現 していない。

本会は,長 年が学術的 ・社会的活動を基軸 にして事業を運営 してきた。 これ自体を否定する

ものではないが,世 の中の現実として,い わゆる 「政治力」を発動 して組織の強化を図ってい

る団体は多い。本会は,過 去政治連盟設立の是非について第19回 総会でq決 したが,数 票の差

で可決されなかった経緯がある。平成14年 には有志により日本理学療法士連盟が設立されたが,

その会員数や財政力などからして現時点では 「政治力」を発動するまでには至っていないとい

える。 また,国 会議員を送 り出している医療関連団体 もあるが,こ れ も組織の 「政治力」を強

化する一手段といえよう。

おわりに

本会創立40年 周年を迎 え,筆 者はその3/4を 理事 ・会長という立場で微力ながら本会の発展

に関与 してきたことになる。本会はその目的に沿 って,着 実に理学療法の普及向上を図り国民

保健に多大な貢献を成 し遂げてきたと確信す る。 しか し,時 代は常に変動 していることから,

各都道府県士会を含む本会の リーダーをはじめ会員 は社会の動向を的確にとらえなが ら,社 会

の要請に応 えられるような展望を掲 げ,本 会の事業運営が展開されることを期待する。



鮒 翻郵譲懸騰 墾る蒙灘 灘継 ⑳1灘鵜簾
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Zの10年 間の歩み

行岡リハ ビリテーション専門学校

武富 由雄

私 は昭和41年2月 に行われた第1回 理学療法士国家試」験,合格183名 の内の一人,平 成7年 か

らの10年 間も理学療法士 として歩みつづ けている。

平成7年1月17日 午前5時46分,突 然家を全壊す るのではないかと思 うほどの上下,左 右の揺

れ と大音響に目を覚 ます。起 き上 がろうとして四つ這いにな るが,そ のままの姿勢でバウン ドす る

ほどの大揺れ,震 度7の 激震,阪 神 ・淡路地方を襲 った。我が家 は半壊。水道,ガ スのライフ ・ラ

インはすべてス トップ。家屋 の圧壊 と二次的に起 こった大火災で5,500余 人 の死者。その多 くは老

年者で,88%は 圧死であった。混乱す る被災地では救援 ・支援活動が行われた。在宅高齢者 ・障害

者の非難状況 と生活上 の変化 を調査 した結果,被 災者の多 くは健康状態 に大 きな影響 を及ぼ し,全

身運動機能の低下が予測 され た。大規模 災害時に高齢者や障害者 の救援 に当たる場合,初 段階 とし

ての緊急通報システムの拡充 のもと対象者 の状況把握が重要である。更 に リハ医療相談 と援助窓 口

の設置,保 健 ・リハ医療サ ービスの内容 をメデ ィアを通 じて敏速 に情報伝達 をす るべ きことが教訓

として残った。

平成9年 春,短 大設置から15年 間,協 会創設当時か らの念願であった理学療法の高等教育,4年

制大学制度化と大学院(修 士 ・博士課程)の 設置を果た し,神 戸大学 医学部保健学科を定年退官 した。

リハ医療 の一翼 を担 う理学療法士の学際的な教育と研究の前途に希望の輪が広 がることが期待 され

る。

平成10年 に,3病 院,4老 人保健施設を擁する医療法人 「愛仁会」 の リハ病 院の副院長 として就任,

リハ従事者の管理を系統的に行 うための組織化 に取 り組む。各病院 ・各施設毎 に雇用 された リハ従

事者か ら反発があったが,経 営組織 の効率化や生産活動 の向上を目的 とした組織内部 の統制 システ

ム 「リハ連絡協議会」が設置 された。 リハ医療 の効果 ・効率を向上 させるためには,リ ハ専門職の技術・

技能を高 める努力をするだけでは不十分で,病 院内の医療チームや病院外 の各種施設,あ るいは在

宅 を含 めたさまざまなサー ビス提供機関 との連携をはか ることが不可欠 であることを管理業務 に携

わった6年 間に学ぶ ことがで きた。

「介護保険法」 が平成12年4月1日 か ら施行,要 介護老年者 の不安要 因である介護問題に対 して,

生活 に関わ る援護を介護保 険を活用 して地域社会全体で対応 してい く仕組みが実施 された。高齢者

が寝た きり状態 にな ることを予防す るために,理 学療法士は保健 ・医療 ・福祉 の関係者やボランテ

ィア等,地 域住民 と共 に地域 リハ ・サー ビスを適切 に行 う必要が生 じた。地域 リハ ビリテーシ ョン

推進事業の一環 として,愛 仁会 リハ病院が大阪府か ら 「地域 リハビリテーシ ョン広域支援 センター」

として指定を受けた。早速,大 阪府北部の三島圏域の医師会,病 院協会,理 学療法士 ・作業療法士,

言語聴覚士,看 護師,MSW等 の関係 団体,保 健所等の代表か らなる 「大 阪府三島圏域 リハ ビリテー

シ ョン協議会」 を設置。その代表者(会 長)と して,三 島圏域地域 リハビ リテーション病院連絡協

議会の立 ち上げ,急 性期か ら回復期,回 復期か ら維持期へ の途切れ ることのない地域 リハの展開を

目指 し,リ ハ従事者 に対 しては 「リハ合同研修会」(研 修会72回 以上開催)を,「 大阪府脳卒中等地

域 リハ ビリテーシ ョン実践モデル事業」,「退院後の リハ ビリについての追跡調査」な どを行い,地

域 リハの中核機関となった。 この地域 リハ活動が理学療法の社会性を広 くアピールする機会 と捉 え,

現在 も理学療法士が事業活動に参画 している。

平成16年,学 校法人 ・行岡保健衛生学園 ・行岡 リハ ビリテーション専門学校 ・副校長に就任,こ

れ まで培 って きた貴重な経験 を活か して,発 展途上国(ア フ リカ,東 南 アジア,中 南米)の 研修員

や後輩 の教育,臨 床指導にゆっ くりとした歩みであるが未だ進 めてい る。
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地域 リハ ビリテーションの拠点作 りの

パイオニアを目指 して10年

日本健康機構株式会社

森本 榮

平成17年 介護保 険の見直 しに伴 い,介 護予防が注 目を集めている。なぜ介護予防が叫ばれてい る

か に関 しては,介 護保険開始か ら増加す る要介護認定者,そ の介護者 の介護度 の悪化が大 きな要因

となっている。

そもそも介護保険の創設の基本的理念には リハ ビリテーシ ョン(以 下,リ ハと略す)等 による要

介護状態の軽減 ・予 防が盛 り込 まれてお り,介 護予防は リハ活動で もあった。 しか し,一 部 の発言

ではあるが 「リハは介護保険では効果を発揮 しなかった」 と言われ る現状がある。

10年 前 までは医療保 険において も 「リハの効果は何か」 と言われた時期があった。 しか し,現 在

回復期 リハ病棟の開設で リハの流れが良 くな り,医 療保険 における リハの効果を示 し始 めてい る。

この背景には,医 療機関で就労 している理学療法士が約30,000人 に達 し慢性的なマンパワー不足解

消が貢献 してい ると考 える。

そ こで,現 在の介護保険を振 り返 ってみると,介 護サービスに関与 している理学療法士は,平 成

16年 度の本協会会員 の動向で は,常 勤で4,000名 に満たない。在宅 に絞 ると1,000名 を下 回ってい

る。 これで効果が出せ るかと言 えば,出 せ るわけがないと筆者 は考 えている。効果 を出すためには,

この領域で50,000人 程度 まで増す必要があると考 える。

訪問 リハ,通 所 リハ等のサービスに関わっている理学療法士数は少な く,ま た兼務が多いために,

効果 的な運営方法や活動内容が確立 されていない。 さらに,教 育研修体制 も整 っていないために魅

力的な職場 にはなっていない。 これ らを解決するには理学療法士が専門職種 としての力を発揮で き

るシステムを構築 し,働 き甲斐 のある職場へ と変貌 させ る必要がある。

筆者 は10年 前 か ら医療法人 の在宅サー ビス運営 を支援す る業務 と,直 営で介護 サービスを開設

し運営す る業務に携わ っている。 その経験の蓄積か ら,在 宅 において療法士が活動で きるモデルの

構築 と経営指標 も合わせて検討 してい る。それ は 「自立支援型小規模多機能事業所」 と呼んでい る。

通所介護,訪 問看護 ステーション,居 宅介護支援,訪 問介護事業所 を組み込み,リ ハの理念の基 に

介護予防を実践 する事業所 である。 これ らのサー ビスは有限会社,株 式会社で も開設 できるため,

療法士が起業す ることも可能である。すで に,通 所介護 と訪 問看護 ステーシ ョンを組み合わせた事

業所経営を行 っている理学療法士 も出て きている。独立経営 まではなかなか到達で きないが,勤 務

している法人 に在宅サービスの拡大を提案 し,経 営参画す ることで理学療法士の活動場所 を構築す

るチャンスは多 くある。専門職種 の拡大 は,介 護保険領域 での リハ効果が認め られ る一一翼を担 うこ

とになると期待 している。

しかし,地 域での活動は想像以上に厳 しい現状がある。理学療法士 という職種 の名称 は理解 して

いて も,理学療法が どこまで理解 されてい るかと言 えば疑問が残 る。他 の職種に取 って代われる技術,

知識であれ ば消滅 して しまうかもしれない。養成校 の増大に伴 う大量の新卒者が知識 技術を伴わ

ないまま大量 に輩 出され,無 秩序 に拡大す ることだけは防がなけれ ばな らない。 そのために筆者 と

して は訪問 リハや通所 リハが一人前に行 えるまでの長期的な卒後教育システムの構築を望んでいる。

また,多 くの経験者が この領域 に参画 し,後 輩を現場で育成す る体制づ くりも必要 と考 える。理学

療法士の将来 は,こ の領域での確固たる職域 の確立 にかかってい ると言 っても過言で はない。 まだ

まだ始まったばか りである。できるだけ多 くのパイオニアの参画を期待 したい。

私 は昭和41年2月 に行 われ た第1回 理学療法士 国家試験,合 格183名 の内の一・人,平 成7年 か

らの10年 間 も理学療法士 として歩みつづ けている。
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イ ン ドネ シ ア ・ソ ロCBR(地 域 に根 ざ した リハ ビ リ

テ ー シ ョンCommunityBasedehabilitation)

海 外 技 術 協 カ プ ロ ジ ェ ク トに参 加 して

秋田大学医学部保健学科

工藤 俊輔

平成5年(1993年)か ら平成10年 までの5年 間に亘 り行われたイン ドネシア ・ソロCBR海 外技

術協力 プロジェク ト(国 際医療技術交流財団 ・社団法人 日本理学療法士協会協同企画)は 協会 とし

ての初めての大規模 な国際協力活動であった。 この協力活動 の派遣施設 はソロ市にあるCBR開 発 ・

訓練セ ンターで,こ この施設長 はイン ドネシアのCBR活 動の創始者 であるハン ドヨ博士であった。

小 生は,第3次 派遣者 として,平 成7年7月19日 よ り10月16日 までの3ヵ 月間,こ の技術協力

プロジェク トに参加 した。本 プロジェク トは第一次派遣が山本正義,第 二次派遣が久野研二,第 三

次派遣が久野研二 ・工藤俊輔,第 四次派遣が首藤奈保,第 五次派遣 が大澤諭樹彦 である。 プロジェ

ク ト全体の調整役 は,当 時,国 際部部長であった田口順子がその任 を務めた。 また,本 プロジェク

トのための国内支援委員会(委 員長:小 林義文)が 組織 され,イ ン ドネ シアか らの研修 生受 け入れ

の体制を整 え,五 年間で14人 の理学療法士 ・フィール ドワーカーを日本 に受 け入れ研修を行 うこと

がで きた。 さらに,派 遣者以外にもCBRに 関心 のあ る者を募 り,CBRス タディツァーを編成,15

名のメンバーが現地で実際の活動 を見学 した。その際 日本理学療法士協会か らCBR開 発 ・訓練セン

ターに活動の補助 としてCBRモ ービルカー(ト ヨタワゴン車)を 寄贈 している。派遣事業が終了 し

た後平成10年 には戸山サンライズにおいてハ ン ドヨ博士ご夫妻を,お 招 きし,プ ロジェク ト終了総

括会議を開催,博 士か らこのプロジェク トの成功 と理学療法士が重要な役割 を果た した ことについ

ての指摘があった。勿論,当 事者 のひと りとして幾つか反省点 がないわ けでもないが,当 初,こ の

プロジェク トについてやや無謀な企画ではないかとい う批判や意見 もあった中,期 待以上 の成果 と

実績 を上げることがで きたと思 ってい る。成功 の理由として,ひ とつは現地 にハン ドヨ博士 とい う

強力なキーパーソンを見つけ,博 士の作 ったCBRの システムを利用 できたこと。二つめは厳 しい財

政事情 の中で国際医療技術交流財 団が最後 までこのプロジェク トの意義を理解 し事業継続 に力を尽

くして くれたこと。そして,6人 の派遣者が国際部や国内支援委員会の大 きな協力を得なが ら連携 し,

活動 の継続性や一貫性 を保つ ことに精一杯努力 したことではないかと思われ る。さ らに,筆 者 は第3

次派遣終了後,翌 年の平成8年6月1日 か ら平成9年3月31日 までの10カ 月間,イ ン ドネシア共

和国におけるCBRの 取 り組みとその特徴について調査,研 究する目的で平成8年 度文部省の在外研

究の機会を得,再 度CBR開 発 ・訓練センターに訪れ ることがで きた。そのため,第 四次派遣 の首藤

奈保,第 五次派遣 の大澤諭樹彦 と,こ れ までの取 り組 みについて引 き継 ぎを行 うことがで き,本 プ

ロジェク ト活動の継続性を保つことに一定の役割を果たす ことがで きた。そ して,こ のプロジェク ト

に関わ る報告 として,筆 者は平成8年(1996年)ウ ジュンパンダンでのイン ドネシア理学療法学会,

平成11年(1999年)のWCPT学 会,平 成12年(2000年),14年(2002年)のACPT学 会で発表

を行 った。第二次派遣 ・第三次派遣 の久野研二 はその後イギ リスに留学 し,開発学 の研鐙に努め,現 在,

日本福祉大学COE客 員研究員 とな り,第 五次派遣の大澤諭樹彦 は秋 田大学 に勤務 しなが らイン ドネ

シアのCBR開 発 ・訓練 センターを再々度訪問,CBRを テーマに 日本福祉大学の修士課程 を修了 し

ている。 さらに,昨 年,タ イ国立コーケン大学講師Orawan女 史を同様 にCBRの 研究をテーマに秋

田大学 に招聰 し,今 年度 は大澤が同大学 を訪問 し交流 を深めている。従 って,こ の海外技術協力プ

ロジェク トか ら生 まれた 「種(seed)」 は今 も広 が り続 け,芽 を生みだ しているのである。 このプロ

ジェク トの取 り組 みが過去 の記録 としてで はな くさらにこの経験を生か した国際協力活動に大 きく

発展す ることを強 く望む。

協会創立40周 年を記念 し,HealthforAllを 願 って。



32

行政に奉職して

館林市役所

内藤 康三

行政に奉職 して,13年 目を迎 えようとしています。臨床経験を活かし,理 学療法士として行

政の保健事業や健康づ くりに反映できればと意気揚々と入職 したもので した。

しかし,現 実は驚 きで した。訪問 リハでは 「なんで,寝 たきりになっているのだろう。歩け

ないのだろう。」 と疑問だらけでした。総合病院は早期退院 ・転院を,他 の病院はリハビリスタ

ッフがそろっていない。地方の リハビリを標榜する病院等に転院するが,治療技術が充分でない。

まだまだリハビリテーション,理 学療法士等の声 はあまり聞かれず,対 象者が充分に納得す る

リハビリテーション治療技術の提供を受けられない状況でした。

機能訓練に参加するかたも 「なんで,こ んな格好で歩 くのだろう。歩こうとせず,車 椅子ば

かり使 うのだろう。」等々のかたが主で した。 しかし,私 にとって当時は,臨 床で培 った経験,

治療技術を充分に生かせるかたがたばか りだったので,幸 いでした。また,一 匹オオカミ的存

在で楽 しく,機 能訓練や訪問 リハビリを中心に取 り組んだものでした。

しかし,少 子 ・高齢社会を向かえ行政 も様変わ りです。平成12年 に21世 紀における国民健

康づ くり運動 「健康日本21」 とともに介護を必要とするかたを対象に介護保険制度がスター ト

し,「健康寿命の延伸」や 「介護予防」といった言葉が生 まれ ました。保健事業は一次予防の重視,

生活習慣の見直 し ・改善の推進,疾 病予防,元 気高齢者づ くりと方向転換され ました。そして,

介護を要す るかたは,介 護保険制度の介護サービスを利用するようにとなりました。平成15年

5月1日 には健康増進法が施行 され,各 地で健康づ くり運動が推進されています。理学療法士

としての活動の場が変化するとともに職域が広がってきました。今後 は,主 に障害を持 ったか

たから0般 健常者,虚 弱者,元 気高齢者のかたが対象となります。行政で働 く仲間も日々,国

の動向にかき回され,事 業への取 り組みに大変苦労 していることでしょう。 しかし,理 学療法

士+行 政マンとして培 った能力を持 ってすれば,新 しい分野への取 り組みは職域や人 と人との

輪 も広がり楽 しいものです。

最近,要 介護者の在宅生活をのぞ くと,医 療機関での リハビリスタッフは充実 され,各 職種

は切磋琢磨 し,治 療技術の質的向上 ・指導は,こ の10年 す ごいものと感 じています。著名人

を対象にすることで理学療法士の名称 もよく聞かれ るようになりなした。反面,患 者 さんへの

接 し方や対応はどうかというと疑問を投げかけるかたが少なからずいるものです。理学療法士

の量産化 はまだまだ進んでいます。私達の仕事は,人 と人とが直接関わ りを持ち,厳 しくつ ら

い状況の中にわずかでも光明,喜 びや勇気を与えるものと思っています。本市保健福祉部のモ

ットー 「目くばり,気 くば り,心 くばり,思 いや り」をもった理学療法士を養成 していただ き

たいものです。

今 まさに介護保険制度の見直 しの時期にあり,行 政理学療法士だけでな く一般職員 も大変な

時期にあ ります。国の動向ひとつでいいように振 り回され,こ の2～3年 の保健 ・福祉関係は

特に大変です。私 も立場が変わ り老人保健事業 は?介 護予防事業は?地 域包括支援センターは?

と企画の実践 ・参画者として右往左往 している今 日この頃です。

私にとっていろんな経験や人との輪を広げることができた10年 でした。今後は,リ ハビリテ
ーションの名のもと埋没 しそうな理学療法士の名称を独 占するだけでな く,質 的向上,職 域拡

大や市民権を得るため,開 業権の取得に向けての協会活動に期待 してお ります。

最後に50年 ・60年 ・70年 ・・と益 々の理学療法士協会の発展 と会員各位並びに40年 史編

集委員の方々のご健勝を祈念いた しますとともに40年 の歴史を築き上げた先人達の活動に敬

意をはらうものです。
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理学療法士が育つというzと

専門学校 東京医療学院

吉井 智晴

私 は養成校 の教 員 になって4年 目を迎 えました。学生 と接 してい て最近思 うことは,学 生 の

置かれ てい る状 況 は,大 き く変 って きてい るとい うことです。 医学 の進歩 で教 科書 は年 々厚 く

な り,職 域 の広 が りと共 にあ らゆる場面 での理学療法 の授 業が必要 です。 また,実 習 時間は減

少 し,短 期 間でそれ ぞれ の段 階の課題 をク リア しなけれ ばな りませ ん。更 に,実 習 を受 けて く

だ さる病 院で も,診 療報酬 の改定が あるたびに忙 しくな り,患 者 さんは権利意 識が強 くな る傾

向 にあ り,学 生担 当 を拒否 され る方 も増 えてい ると聞 きます。私 が今学生 だ った らこの厳 しい

環境の中で,無 事 に理学療法士(以 下,PTと 略す)に なれ るのだろ うか と考 えさせ られ ます。

しか し,変 らない もの は 「人がPTを 育 て る」 とい うことです。人 とは指導者 と して のPTば

か りで はな く,他 職種 のスタッフや患者 さんなど,PTが かかわ る全 ての人 と言 って も過言 では

あ りませ ん。 その為,学 生 は実 習を経験す ると大 き く変 って きます。学校 で繰 り返 し指導 して

変 らなかった ことで も,身 を もって経験す ることによ り大 き く育つ よ うです。 色々な人 か らの

刺激 を受 け,時 に はそ の刺激 に負 けそ うにな りなが らも自分 な りに考 え,気 付 くことが一番大

切な のだ と思 い ます。 自分 で考 えて,気 付 くと人 の行動 は変 ります。 そ して,こ れ は学生 時代

に限 った ことで はな く,PTで い る以上一生 その繰 り返 しです。 それ らの中で,時 に自分 が大 き

な影 響を受 ける人 に出会い,育 ってい くの だと思い ます。

私 には忘 れ られ ない恩 師がい ました。新人 の時 か らかれ これ19年 お世話 にな りました。 同

じ職場 で10年,そ の後 も 自分 が困 った と きや元気 が無 くな ると何 かにつ けて は会 いに行 って

い ました。 しか し,昨 年の秋 に山での事故 で突 然亡 くな りました。人 とい うのは,全 く勝手 な

もので,居 な くな ると 「あ の時 もっと話 を しておけ ば良か った」 な どと後悔 ばか りが先立 ち ま

す。 その恩 師は,よ く言 えばおお らか悪 く言 えばいい加減 という性格 の持 ち主で,私 も若 い頃は,

そのいい加減 さばか りが気 にな りよ く反発 しました。 しか し,年 を重ね る毎 に,共 感で きる こ

とが増 えてい き,更 に職場 が変 ると上司部下 とい う関係 か ら,一 一人 のPTと して 同 じ立場 で話

がで きるよ うにな り,多 くの刺激 をいた だ きました。 今改 めて思 い起 こ して み ると,良 い と こ

ろは褒め,悪 いと ころは注意す るとい う当 た り前 ですが重要 な ことを教 えて いただいた と思 っ

てい ます。例 えば,人 が10行 動 した とき,全 てが間違 ってい ることは多 くあ りませ ん。9は 間

違 ってい るけれ ど1は 正 しい。その ような時,普 通 は9に 目が行 き1は 忘れが ちです。 しか し,

1は しっか り認 めて あげなけれ ばな りませ ん。9は 注意 され るけれ ど,1認 めて も らいなが ら,

私 は ここまで育 って きたのだ と思 い ます。

今後,養 成校 の増加 に伴 い,PTは ます ます増 えてい きます。次 の10年 を待 たず して10万

人 の大 集 団とな ります。 大 きな集 団 として の力 は紛 れ もな く,___.人 一人 の力 の集結 です。一人

のPTで いる以 上,こ れ か らも止 まることな く育 って い きた いと思 って い ます。私 が多 くの人

に育 て られつ つ,そ の私 が多 くの人 を育 てていけれ ば とい うのが理想 です。

稿 を終 えるにあた り,こ の ような機会 を与 えて ください ました関係者 の方 にお礼 申 し上 げま

す。 も しか した らその中に恩師 も居 たのか もしれ ません。



34

第13回 世界理学療法運盟学会の思い出

横浜市立脳血管センター リハビリテーション部

松葉 好子

平成11年(1999年)5月23日 より28日 まで,奈 良勲学会長 の もと 「文化を越 えて(Bridging

Cultures)」 をテー マに,ア ジア地 域 で初 めて とな る第13回 世界理 学療法連 盟(WCPT)学 会

がパ シフィコ横 浜にて天皇,皇 后 両陛下をお迎 えして厳か に開催 され ました。

開催 会場が地元横 浜 とい うことで,神 奈川県士 会員 は交代 で学 会準備や当 日の運営を手伝 い

ました。その時の裏 方の顛 末を,自 分が関わ った事柄か ら振 り返 ってみ ます。

学 会場で の私 の担 当のひ とつは,会 場入 口の案 内で した。両 陛下をお迎 えす る管 理上 の理 由

で出入 口を一 つに した ため,締 め切 りに した扉 か ら入 ろ うとす る参加者 に,正 面入 口を説 明す

る係 です。「この入 口か らは入れ ませ ん」,「そち らの階段 を降 りて,ぐ るっ と廻 った所 が入 口です」

な どと説明す るのですが,何 しろ英語 もおぼつかない うえに,海 外 か らの参加者 は英語 圏の方 々

だ けで はあ りませ ん。 たどた どしい単語 と身振 り手振 りを駆使 して説明 し,相 手が笑顔 で 「あ

りが と う」 と言 って説明 した方 向 に歩 き出 した時の安堵感 は忘 れ られ ませ ん。 それで も時には

参 加者 が説 明 した階段 を通 り過 ぎて しまい,追 いか けた こともあ りました。学 会場で は,両 陛

下 にお会 いで きた ことも貴重 な思い 出です。 お帰 りにな る際にお見送 りを したのです が,両 陛

下か らは`紫 色のオ ーラ'が 出ていた ことを今で も覚 えて い ます。

また この他 に,学 会開催期 間中の公式 プロ グラム と して施設 見学会 が行 われ ま した。私 の勤

務す る横浜市 立脳血管 医療 セ ンターが学会 開催 と同年 の開所 だ ったため,最 新 ・最先端 の施設

として見学対象 とな り,そ の準備 と施設案 内も担当 しました。

施設見学 の訪問 日は5月26日 で したが,手 元 にあ る資料 では,5月21日 決 めた こと ・確認

した ことの中 に,「買 出 し準備:団 子→和菓子屋 に注文済 み(当 日受 け取 り)」とな ってい ます(笑)。

海外 か らの参加 者 に,日 本 の味を味わ って も らお うと苦心 した結果 です。 また,当 セ ン ターの

トイ レはすべ て洗浄機能付 き便座 なのですが,海 外在住経験 の ある医師か ら,洗 浄機能付 き便

座 は海外 で はあ ま りメジ ャーで はない との情報を得 たため,試 行錯誤 して英語 表記 の使用説 明

を作成 した こともなつか しい思 い出です(今 でもその説 明書 は設置 してあ ります)。

当 日は,31名(デ ンマー ク,フ ィンラン ド,ベ ル ギー,ス ウェーデ ン,ア イスラ ン ド,ア メ

リカ,ス ロバニ ア,フ ィージー,マ ル タ,ク ウェー ト,オ ラ ンダ,イ ギ リス,台 湾,ボ ツ ワナ,

ハ ンガ リー,南 ア フ リカ,ブ ラジル,ネ パール,韓 国)の 参加 者 があ りました。説明役 として

語学 が堪能 な当センター神経 内科部長 と神奈川 リハ ビリテー ション病 院理学療法 士の北村啓 氏,

港湾病 院理学療法 士 の稲坂 恵氏 に協力 して いただ き,2時 間強 の見 学会 を行 い ま した。参加 者

か らの質 問 は,ス タ ッフ数 や検査 の種類,在 院期 間や医療 費,海 外研修 の受 け入れ な ど大 変活

発で した。 中には,日 常 生活動作(ADL)室 の畳 の値段 や 日本人 の何%が 畳で生活 してい るか,

洗浄機能付 き便座 なのに どうして トイ レッ トペ ーパーが置いて あるのかな どのユニ ークな質問

も受 け ました。 また,休 憩 時間 にお 出 しした 日本茶 とお団子 は大変好 評で,あ っとい う間 にな

くな り,参 加者 か ら 「団子 は中華街 で も買 えるのか」 と聞かれ ました。

つつ がな く見学会 が終 了 し,見 送 りの際 参加者 か ら 「親 切 に感謝 す る」 と小 さな ヨッ トの

飾 り物 をいた だ きました。今で も机 の上 に飾 ってあ りますが,見 るたびにそ の時 の参加者 の笑

顔 が思 い出され,こ の学会 のテーマに少 しだけ貢献 で きたかな と思 ってい ます。
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Asia Western Pacific 

 Australia : Australian Physiotherapy Association 
 Fiji : Fiji Physiotherapy Association 

 Hong Kong : Hong Kong Physiotherapy Association 
 India : Indian Association of Physiotherapists 

 Indonesia : Indonesian Physiotherapist Association 

 Iran : Iranian Physiotherapy Association 
 Japan : Japanese Physical Therapy Association 

 Korea : Korean Physical Therapy Association 
 Kuwait : Kuwait Physical Therapy Association 

 Malaysia : Malaysian Physiotherapy Association 
 Nepal : Nepal Physiotherapy Association (NEPTA) 

 New Zealand : The New Zealand Society of Physiotherapists 
 Philippines : Philippine Physical Therapy Association 

 Saudi Arabia : Saudi Physical Therapy Association 
 Singapore : Singapore Physiotherapy Association 

 Sri Lanka : The Sri Lanka Soceity of Physiotherapy 
 Taiwan : The Physical Therapy Association of the Republic 

    of China (Taiwan) 
 Thailand : The Physical Therapy Association of Thailand

North America Caribbean 

 Barbados : Barbados Physical Therapy Association 

 Bermuda : Bermuda Physiotherapy Association 

 Canada : Canadian Physiotherapy Association 

 Costa Rica : Asociacion Costarricense de Terapeutas Fisicos 

    de Costa Rica 

 Curacao :  Curacaose Vereniging van Fysiotherapeuten 

 Guatamala Asociacion Nacional de Fisioterapistas de 

     Guatemala 

 Jamaica : Jamaica Physiotherapy Association 

 Panama : Asociacion Panamena de Fisioterapia  Y/O 

    Kinesiologia 

 Suriname : Surinaamse Vereniging voor Fysiotherapie 

 Trinidad & Tobago : Physiotherapy Association of Trinidad 

    & Tobago 

 Puerto Rico : Asociacion Puertorriquena de Fisioterapia 

 United States of America : American Physical Therapy 

     Association   

: Asociacion de Fisioterapeutas del Uruguay

Croatia : Croatian Association of Physiotherapists 
Cyprus : Cyprus Association of Physiotherapists 

Czech Republic : Union of Physiotherapists of the Czech 
   Republic 

Denmark : The Association of Danish Physiotherapists 

Estonia : Estonian Physiotherapists Association 

Finland : Finnish Association of Physiotherapists 
France : Federation Francaise des Masseurs Kinesitherapeutes 

   Reeducateurs 
Germany : Deutscher Verband fuer Physiotherapie 

Greece : Panhellenic Physiotherapist Association 
Hungary : Association of Hungarian Physiotherapists 

Iceland : Felag Islenskra  sjukrakjalfara 
Ireland : Irish Society of Chartered Physiotherapists 

Israel : Israeli Association of Physiotherapists 
Italy : Associazione Italiana Fisioterapisti (AIFI) 

Jordan : Jordanian Physiotherapy Society 
Latvia : Latvian Physiotherapists Association 

Lebanon : Order of Physiotherapists in Lebanon 
Liechtenstein : Physiotherapeuten Verband Furstentum 

   Liechtenstein 
Lithuania : Lithuanian Kinezitherapy Association 

Luxembourg : Association Luxembourgeoise Des 
   Kinesitherapeutes 

Malta : Malta Association of Physiotherapists 

Netherlands : Koninklijk Nederlands Genootschap Voor 
   Fysiotherapie 

Norway : Norwegian Physiotherapist Association 
Poland : Polish Society of Physiotherapy 

Portugal :  Associacao Portuguesa de Fisioterapeutas 
Romania : Roumanain Federation for Physiotherapy 
Serbia and Montenegro : Association of Physiotherapists of 

   Serbia and Montenegro 
Slovenia : Slovenian Association of Physiotherapists 

Spain : Asociacion Espanola de Fisioterapeutas 
Sweden : Legitimerade Sjukgymnasters Riksforbund 

Switzerland : Swiss Association of Physiotherapy 
Syria : Syrian Physical Therapy Association 

Turkey : Turkish Physiotherapy Association 
United Kingdom : Chartered Society of Physiotherapy

South America 

 Argentina : Confederacion de Kinesiologos y Fisioterapeutas 

    de la Republica Argentina (CONKIFIRA) 

 Bolivia : Sociedad Boliviana de Terapia Fisica 

 Brazil : Associacao Brasileira de Fisioterapia 

 Chile : Colegio de Kinesiologos de Chile 

 Colombia : Asociacion Colombiana de Fisioterapia 

 Ecuador : Federacion Ecuatoriana De Fisoterepia (FEF) 

 Mexico :  Asociacion Mexicana de Fisioterapia 

 Peru : Ascociacion Peruana de Terapistas Fisicos 

 Venezuela : Federacion Venezolana de Colegios de 

     Fisioterapeutas 

 Uruguay : Asociacion de Fisioterapeutas del Uruguay

Europe 

 Austria : Austrian Physiotherapy Association 

 Belgium : Association des Kinesitherapeutes de Belgique 

 Bulgaria : Bulgarian Association of Kinesitherapists and 

    Rehabilitators

Africa 

 Botswana : Botswana Physiotherapy Association 

 Cameroon : Cameroon Society of Physiotherapy 

 Egypt : The General Physical Therapy Syndicate of Egypt 

 Ethiopia : Ethiopian Physiotherapists Association 

 Ghana : Ghana Association of Physiotherapists 

 Kenya : Kenya Society of Physiotherapists 

 Malawi : Physiotherapy Association of Malawi 

 Namibia : Namibian Society of Physiotherapy 

 Nigeria : Nigerian Society of Physiotherapy 

 South Africa : The South African Society of Physiotherapy 

 Swaziland : Association of Physiotherapists of Swaziland 

 Tanzania : Association of Physiotherapists in Tanzania 

 Uganda : Uganda Association of Physiotherapy 

 Zambia : Zambia Society of Physiotherapy 

 Zimbabwe : Zimbabwe Physiotherapy Association



理学療法士国家試験合格者累計,

協会員数,協 会組織率の推移

合格者累計数
会員数
合格者数(人)
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聯1合 格者累計 一轍一 会員数 一△一 組織 率

(協会資 料 よ り40年 史編集委 員会調べ 平成17年12月3日 現在)

理学療法士養成施設数と

理学療法士国家試験年間合格者数の推移

養 成 施 設 数(校)
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(協 会 資 料 よ り40年 史 編 集 委 員 会 調 べ)



都道府県別協会員数(対 人口10万 人比》
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[〕o～9人
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国3～39人

國 ■4～49人
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協会員の所属する施設(協 会員数)

医療施設
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(協会資料よ り40年 史編集委員会調べ)
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協会員の所属する施設(施 設数)

医療施設
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(協会資料 より40年 史編集委員会調べ)
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協会員の所属する施設の協会員数

施設
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(協 会 資 料 よ り40年 史 編集 委 員 会調 べ)

協会員の年齢分布

平成6年 度

71歳 以 上
一

66-70
一

61-65
一

56-601
一

51-55

46-501
41棚

圏男性

■女性
一

36.凝 鍵
国 墾,

一一一

3麟醗 ■
簡

醗.顛■
21羅 ■

6,0004,0002,000 2,0004,0006,000

平成16年 度

6,0004,0002,0002,0004,0006,000

(協 会 資 料 よ り40年 史 編 集 委 員 会調 べ)



44

都道府県士会の法人化状況

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

is.

16.

高知県

北海道

福岡県

沖縄県

山口県

石川県

東京都

茨城県

広島県

宮崎県

奈良県

熊本県

和歌山県

岩手県

長崎県

埼玉県

平成2年12月6日

平成3年4月6日

平成3年4月19日

平成3年12月12日

平成4年1月30日

平成4年3月3日

平成5年1月18日

平成5年7月ll日

平成5年8月10日

平成5年10月4日

平成5年ll月19日

平成6年3月23日(協 会)

平成6年6月8日(協 会)

平成6年8月2日

平成7年4月1日

平成7年6月7日

17.

18.

19.

20.

zi.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

神奈川県

新潟県

岡山県

大阪府

滋賀県

大分県

香川県

岐阜県

愛媛県

鹿児島県

佐賀県

秋田県

兵庫県

長野県

平成8年4月1日

平成8年4月1日

平成8年4月9日

平成8年8月22日

平成8年11月21日

平 成8年12月26日(協 会)

平成9年4月18日

平成10年3月31日

平成10年7月7日

平成11年3月29日

平成13年3月30日

平成14年6月26日

平成14年7月1日

平成17年4月1日

(40年 史編集委員会調べ 平成17年10月 現在)
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医療関連職国家試験合格者数の推移

平成10年 平成ll年 平成12年 平成13年 平 成14年 平成is年 平成16年 平成17年

理学療法士

作業療法士

看護師

診療放射線技師

臨床検査技師

臨床工学技士

視能訓練士

言語聴覚士

義肢装具士

救急救命士

はり師

きゅう師

あん摩マッサージ指圧

柔道整復師

2,2152,566

1,2261,589

44,36453,821

1,8721,916

3,6323,537

725640

323318

-4
,003

7067

,1321,059

2,2662,138

2,2332,136

1,8671,902

1,0711,091

3,0483,1403,354

2,2542,3472,587

46,81740,62544,820

2,0151,7571,992

3,3402,9893,046

9179361,070

332343333

6649361,137

9310089

1,3041,2611,325

2,2302,2]72,237

2,2142,2332,255

1,8411,8551,796

1,0241,0411,128

3,6294,199

2,9373,313

49,71444,874

2,1251,851

2,5703,894

1,1211,183

415484

1,0271,130

113]00

1,3791,594

2,6632998

2,6272,958

1,9031,767

2,1082,215

4,843

3,443

44,137

..

3,164

1,343

494

1012

92

..

3396

3,382

1,750

2,902

(40年 史編集委員会調べ)

医療関連職国家試験合格率の推移

平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

理学療法士

作業療法士

看護師

診療放射線技師

臨床検査技師

臨床工学技士

視能訓練士

言語聴覚士

義肢装具士

救急救命士

はり師

きゅう師

あん摩マッサージ指圧

柔道整復師

96.9

97.1

83.6

83.6

7LO

74.7

.;
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82.0

..

.,
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.,
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.;
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.,;
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;,.
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100.0
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..
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97.9

95.5

91.2
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(40年 史編 集委員 会調べ)
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第13回 世界理学療法連盟学会の開催

神戸学院大学総合 リハビリテーション学部

奈良 勲

は じめに

世界理学療法連盟(WorldConfederationforPhysicalTherapy;WCPT,以 下WCPTと 略す)

主催 に よる第13回WCPT学 会(以 下,本 学会 と略す)は,そ のテ ーマを 「BridgingCultures,

文化 を超 えて」 と して,日 本理学療法 士協会(以 下,本 会 と略す)と 日本学術会議 との合 同で

平成11年(1999年)5月23日 ～28日 にパ シ フィコ横浜 で開催 され た。 この大会 の開会式 に

は天皇皇后両 陛下 の ご臨席 を賜 り,天 皇陛下に は 「お ことば」(表)を いただいた。

本会 は,昭 和41年(1966年)に183人 の理学療法 士 によって創立 され,8年 後 の昭和49年

(1974年)に は,WCPTの 会員 国となった。定 款に定 めてあ る本会の 目的 は,「理学療法士 の人格,

倫理及 び学術技能 を研鐙 し,わ が 国の理 学療 法 の普及 向上を図 ると ともに,国 民保健 の発展 に

寄与す る」 とな ってい る。 しか し,本 会 は,創 立以来,WCPTの 会員 国にな り,わ が国の理学

療法水準 を国際的水準 にすべ しとの志 向性 も堅持 して きた。 この こともあ り,昭 和55年(1980

年)に はAsianConfederationforPhysicalTherapy;ACPT,以 下ACPTと 略す)が 創立 されたが,

本会 はそ の実現 に大 きな貢献 を して いる。 そ して,昭 和63年(1988年)に は松村 秩氏を学会

長 として第3回ACPT学 会を東 京で開催 してい る。

本 論 は,本 会創立40年 史 に過去10年 間の トピックスのひ とつ として掲載 され るとの ことで,

要点を記載 してお く。

第13回WCPT学 会の誘致の経緯

筆者(奈 良 勲)は,平 成元年(1989年)に 本会の会長に就任 した。会長就任 に際 し,本 会

が到達すべ き課題や展望を短期 ・中期 ・長期にわたるマスタープランとして掲 げ,そ れ らを会

員や役員 と共有 してより民主的かつ効率的に本会の事業を運営することが大切であると考えた。

平成元年(1989年)の マスタープランの長期到達課題のひとつとして,10年 後の平成11年

(1999年)に 本学会を日本で開催することを掲 げた。当然のことながら,マ スタープランに掲

げた到達課題については,そ れぞれの時期に実現すべ く準備や行動を起こす必要がある。本学

会については,そ の誘致方策を計画 し活動を展開した。その最初の活動は平成3年(1991年)

にロン ドンで開催された第11回WCPT学 会に際 し,当 時のWCPTの 役員を本会主催のパーテ

ィに招待 し,日 本の魅力や日本での開催が可能であることをスライ ドなどでアピールして開催

誘致を表明 した。さらに,平 成5年(1993年)に パシフィコ横浜で開催された第28回 日本理

学療法士学会(学 会長:田 口順子氏,学 会テーマ:国 際的視野に立った理学療法)の 会期 にあ

わせてWCPT理 事会開催を誘致 し,会 場候補のパシフィコ横浜を視察してもらった。また,田

口順子氏には上記の学会テーマに沿 ったシンポジウムで当時のフェルナン ドWCPT会 長とオヘ

ア事務局長にも発言の機会を与えていただいた。 これ らの活動の成果かどうか定かではないが,

結果として上記 したWCPT理 事会で平成11年(1999年)の 本学会の開催地が日本に決定した。
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本学会開催に向けての準備

本学会を日本に誘致できたことで,ひ とまず安堵 した。 しかし,そ の後平成11年(1999年)

の開催 まで6年 間の猶予があるとはいえ,大 きな国際学会を開催 したことのない本会として,

国際学会の開催準備を請け負 って くれる委託会社を探す必要があった。同時に早めに実行委員

会を発足 させて準備万端を図る必要性を感 じた。

平成6年(1994年)に は本会理事会で奈良 勲が本学会長として承認 され,そ の年の後半に

は実行委員会(委 員長:丸 山仁司氏)が 設置 された。実行委員会の主な部門の委員長は意思疎

通と会議出席の経済性をと考慮 して当時の理事に担当していただいた。なお,日 本学術会議と

の合同開催 とい うことで,平 成10年(1998年)に は別の組織委員会も設置 され,本 学会長は

組織委員長という立場にもなった。

平成7年(1995年)に は本学会のテーマや会期などが決まり,最初の案内を英文で作成 して,

WCPTの 会員国に配布 した。 また,こ の年に第12回WCPT学 会がワシントンDCで 開催され

たことから,実 行委員会の各部門の委員長をワシン トンDCに 派遣 して,WCPT学 会の運営な

どの視察をすると同時に,大 々的な広報活動を行 った。

平成8年(1996年)に は本学会の委託会社として日本コンベンションサービスが決定 した。

第1回 実行委員会を平成7年(1995年)に 開催 して,本 学会開催 まで通算14回 開催 している。

その間,プ ログラム,ソ ーシャルイベン ト,展 示,会 期中の運営などについて各部門別の打ち

合わせ も行ってもらった。

さらに,大 規模な国際学会の経験がない本会にとって,2億 弱の予算立てを したことか ら財

政面での懸念があった。幸い,本 会会員からWCPT特 別会費5,000円 を供出いただくことが総

会で承認 されたことで,本 学会の登録費を通常より低 く設定できた。その他,会 員や関連団体 ・

企業などに寄付金をお願いした。 また,日 本学術会議との合同開催 ということで,会 場使用料

の一・部を日本学術会議に負担していただいた。これ らのことと,必 要以上に委託会社に頼 らず,

実行委員会の努力で支出を抑制 したこともあ り,懸 念 していた財政面での赤字決算にはならな

かった。

天皇皇后両陛下の開会式 ・特別レセプシ ョンへのご臨席

国際学会 とい うことで,実 行 委員 会で は開会式 に皇室 の どなたか に ご臨席 いた だけ ることを

願 って いた。天 皇皇后両 陛下 の ご臨席 な ど実 現す るわ けがない と考 えていたが,と もか く駄 目

で もともと,と い う姿勢で 日本学術会議 か ら宮 内庁 を通 じて申請 した。 す ると,平 成10年(1998

年)の12月 に両 陛下 にご臨席 いただ ける可能性が あるとの通知 を受 けた。 まさか と思われたが,

その ときに は,天 にも昇 るほ どの感激 であ った。 しか し,警 備 な どの関係 で この公 式発表 は平

成11年(1999年)の5月17日 に行 われた記者 会見の ときまで待つ ことにな った。 それ に先立

ち同年5月6日 には筆者 と接遇委員長 の田口順子氏 とが皇居 を訪 問 して,約1時 間の 「御進講」

(両陛下 に理学療法 や本学会 について説 明す ること)を 行 った。

平成11年(1999年)5月23日,い よい よ開会式(午 後5時)で あ る。 午後4時30分 には

パ シフィコ横浜 の大 ホール の玄 関に両陛下 が車 で到着(グ ラ ビアペー ジ参照)さ れ,控 え室 に

ご案 内 した。 そ して,午 後5時 には開会式場 のステー ジにご案 内 した。最初 に丸 山実行委員長

の力 強い開会宣言が あ り,そ の後,筆 者 が挨拶 を した後,4番 目に天皇陛下 の 「お ことば」(52

ペー ジ参照)を 賜 った。開会式 が終 了す ると,参 加者 の ほとん どは レセ プシ ョンの会場 に移動

した。両陛下 は,特 別 レセ プシ ョン(国 内か ら100人,海 外か ら100人 に限定)に もご臨席 い
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ただ き,参 列 者 と和や かに会話 を交 わ された。 そ して,両 陛下が午後8時 過 ぎにパシフ ィコ横

浜 を無 事御 発 ちにな られた。 この瞬間,筆 者 のここ ろのなかで は深 い感 謝の気持 ち と感 激,安

堵 が交錯 していた。 そ して,こ のと き筆者 の心 のなかではすでに本 学会の60%は 終了 してい た。

会期中の内容

学術 プログラムの進行 は,国 際学会 ではめず らし くな い一般 演題 のキ ャンセル が5%ほ どあ

ったが,そ の他 のプロ グラム,展 示,ソ ー シャル イベ ン トな どは順調 に進行 した。特 に,ス ラ

イ ド受付 や スライ ド係 りの担当 と して,神 奈川,東 京 の養 成校 の教員 と学生 の協力 が得 られ た

ことは大 きなパワーとなった。

本学 会 には,延 べ5,700余 の参加者 を得 た。一・般 演題 は1,217(内 日本 の理 学療 法士 の演題

524),日 本語演題252。 それ に加 え,基 調講演6件,シ ンポジウム7件,ワ ー クショップ7件,

セ ミナー13件 で あった。

おわ りに

本学会を開催するにあた り,実 質的には4年 余 りの期間をかけて準備 して きた。 しかし,マ

スタープランの長期到達課題としてその開催を掲げてから10年 かけて実現 したことになる。こ

の間,会 員をはじめ実行委員会,組 織委員会の委員,関 係各位などの暖かい支援 と協力を受け

てきたことで,盛 大に本学会を開催できたものと確信する。つ まり,本 会の総力をあげて取 り

組んだ大きなイベン トであ り,か つわが国の理学療法水準が国際的水準に到達 したひとつの証

でもあったといえる。

さらに,天 皇皇后両陛下に開会式にご臨席いただき 「おことば」を賜 ったことは,両 陛下に

理学療法(士)を 認知 していただいたという意味であり,そ の意義は極めて大 きいといえる。

平成15年(2003年)に スペインのバルセロナで開催された第14回WCPT学 会においても,

わが国の理学療法士の一般演題報告数は200を 超 えた。第15回WCPT学 会はカナダのバンク

ーバーで開催 されるが,こ の学会でもわが国の理学療法士の活躍が期待され る。WCPT会 員国

の会員数からみても,今 や日本は米国に次いで2番 目であ り,こ の点か らしても本会のWCPT

への貢献度はます ます高 まるといえよう。
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天皇陛下のおζとば

第13回 世界理学療法連盟学会が世界の各地から多数の参加者を迎 えて,こ こ横浜に

おいて開催 され ることを誠に喜ばしく思います。

第1回 の学会 は1953年,25か 国か らの参加者をロン ドンに迎え,開 催 され ました

が,当 時我が国においては,ま だ理学療法士 という制度があ りませんでした。それか

ら10年 を経た1963年,米 国や世界保健機関の協力の下に初めて理学療法士や作業療

法士を専門家 として養成す る学校が我が国に設けられ,2年 後,理 学療法士及び作業

療法士法の制定により,理 学療法士,作 業療法士という国家資格を持つ医療 の専門職

が誕生しました。 このようにして国の内外の協力を得,理 学療法という新たな世界を

切 り開き,現 在19,000名 に達する多 くの理学療法士を育てた人々の努力に深 く感謝の

意を表す るものであります。

今 日,国 内各地の福祉施設で理学療法士や作業療法士が心を込めて障害を持つ人や

高齢者の治療に当たっている姿 に接 し,寝 たきりであった高齢者がよい看護を受けた

結果,起 きて生活が出来るようになった話などを耳にし,そ の目覚 しい働 きに深い感

慨を覚えます。理学療法が,今後 とも,急速な医学の進歩の成果を取 り入れながら,人/

の生活の質を向上させるためにさらに貢献 してい くよう願 ってお ります。

今回の学会には,世 界の理学療法士が,そ れぞれの地域や人種,文 化の違いを認め

あいなが ら,そ の枠を超えて,理 学療法学や治療技術の進歩 という共通の目標によっ

て結ばれてい く願いを込めて 「文化を超えて」 とい うテーマが掲げられてい ます。理

学療法が対象 とするものは人類に普遍的なものであり,様 々な道を歩んできた国々の

人1が 一堂 に会 し,研 究成果を分かち合 うことは極めて意義深いことと思われ ます。

そして,こ の学会がわが国においては比較的歴史の浅いこの分野で,日 夜真剣に努力

を続けている我が国の理学療法士に大 きな刺激 とな り励 ましとなることを期待 してお

ります。

この度の学会が参加者にとって実 り多いものとな り,理 学療法の発展 と普及に大 き

く貢献す ることを心から願い,開 会式によせる言葉といたします。
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学術大会のオープン化,名 称変更

名古屋大学医学部保健学科

鈴木 重行
(社団法人理学療法士協会 理事)

学術大会のオープン化と名称変更

学会オープン化は平成15年 度の協会組織改正が施行される以前に,そ れまでの理学療法士学

会の企画 ・運営に指導的立場であった学会評議員会(半 田健壽幹事長)で,集 中的に論議され,

理事会(奈 良勲前協会長)お よび総会の議を経て,平成13年5月 に開催された第36回 学術大会(広

島)で 試行され,学 術大会の1つ の形式として受け入れられた。

第36回 以前の学会の名称は 「日本理学療法士学会」と呼称されていたように,発 表者は理学

療法士だけに限定され,い わば身内の者だけが集 まり,研 鎖する場であった。日本理学療法士

学会の発表 レベルは理学療法士養成校の増大,理 学療法士養成のための大学および大学院の設

置などにより学会の回数を重ねるごとに高 まりつつあった。一方,他 領域の学会に参加すると,

複数の専門職種が集 まり発表することは一般的であり,発 表の機会も均等に与えられ,発 表会

場での質疑応答によりその後の研究に大いに役立つ助言を頂 くことが多いことを多 くの理学療

法士が経験 していた。 これ らの背景を踏 まえ,理 学療法士以外の人達にも理学療法領域に関す

る発表の機会を与え,理 学療法学の向上を図ることを目的の1つ として,学 会オープン化が検

討された。

学会オープン化に対する検討事項 は,1.名 称,2.理 学療法士で協会に所属 していない人達へ

の対応,3.理 学療法士以外の発表者の学会参加費,4.理 学療法士免許をもつ学生の参加費,な

どであった。

名称は協会理事会でも検討され,最 終的に 「日本理学療法学術大会」 に決定 し,第35回 日

本理学療法士学会(内 匠正武学会長)か ら第36回 日本理学療法学術大会(佐 々木久登大会長)

へ と移行した。

理学療法士以外の発表者の学会参加費が問題 となったのは,理 学療法士協会組織の特殊性に

よるものである。すなわち,通 常の学術大会は学会組織そのものが独立 して企画,運 営 し,会

員 はそれぞれの所属する学会に年会費を納め,学 会参加時に参加費を支払うシステムとなって

いる。 しかしながら,理 学療法士協会では,会 員の職能 と学術との両面について向上を目指 し

ているため,会 員は協会員であると同時に学会員でもある位置づけとな り,学 会年会費を特別

に支払うシステムとはなっていない。その結果,学 会オープン化で参加 し発表す る理学療法士

以外の研究者は会員外の参加費を支払 うこととなった。さらに,現 時点で理学療法学術大会時

に開催されている総会は日本理学療法士協会の総会であ り,学 会の総会ではないので,会 員外

の研究者は総会に参加できないばか りか,学 術大会の諸問題を検討する機会を与えられていな

い。今後,さ らなる理学療法領域の発展を望むなら,学 術大会に実際に参加 ・発表 し,示 唆を

与 えて頂ける研究者の協力体制が必要であると考 える。

理学療法士で協会に所属 していない人達への対応策は学術大会における演題発表 までに協会

員の登録を済 ませることが条件として決定され,そ の結果,協 会員でない理学療法士の発表の
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道は閉ざされることとなった。このことは,通 常の学会においても,会 員が学会年会費 と参加

費を支払うことを考えると,妥 当な決定であると考えられる。

また,理学療法士養成のための教育システムの変遷に伴い,理学療法士の免許を取得 しながら,

大学の編入学生や大学院生である人達が増加 してきている。学会参加費には,「会員」「会員外」「学

生」の3種 類が設けられているが,理 学療法士免許を取得 している人は,た とえその時点で学

生の身分であっても 「会員」の参加費を徴収することとした。当初は,各 学会場の学会受付で

特に学生参加費について混乱がみられたが,現 時点では参加す る学生にも周知 されてきている。

なお,学 会オープン化に伴う会員外発表者人数は,第36回(広 島)6名,第37回(静 岡)17名,

第38回(長 野)26名,第39回(宮 城)25名,第40回(大 阪)37名 と着実な伸びを示してお り,

医師,工 学部出身者,作 業療法士,義 肢装具士,健 康運動指導士などの他職種の参加により今

後一層学術大会が発展することを期待 したい。

オ ン ライ ン 演 題 応 募

学会オープン化に伴い,学 会演題応募方法が第36回 学術大会(広 島)か ら改革された。そ

れ まで,学 会演題応募方法 は専用用紙に抄録を書いたものをフローッピーディスクとともに学

会事務局 に送付す るものであった。学会事務局では応募演題の整理のために多大の時間を費や

す必要があった。世の中がIT産 業の発展 とともに,病 院あるいは個人でもコンピュータの使

用が一般的にな りつつことを背景として,第36回 学術大会ではインターネッ トによるオンラ

イン演題応募を従来の方法と選択できる形で開始 した。オンライン演題応募は,学 会開催側か

らの担当者が理学療法学術大会の演題応募にふさわしいソフ トの開発をはじめ周到な準備 の末,

J.STAGEが 開発 した登録システムを使用 して行われた。その結果,全 応募演題数の約60%が

インターネットを利用 したオンライン登録 によるものであった。演題応募の締め切 り日近 くに,

大量の演題応募が集中したため,サ ーバーの停止などの混乱が一時的に発生 したが,無 事受付

が終了 した。 これ以後,オ ンライン演題応募は継続 し,第37回 学術大会(静 岡)で は92%の

会員が利用す ることとな り,応 募演題の処理もコンピュータ2台 を使用 して,わ ずか3時 間で

完了で きるまでになった。 さらに,第38回 学術大会(長 野)で は演題募集要項 にオ ンライン

応募不可能な方への説明を加 え,郵 送希望者のための問い合わせ窓口を設けたものの,オ ンラ

イン演題応募100%を 達成 し,わ ずか3年 目ですべての会員がオンラインによる方法を選択す

るようになった。 この場をお借 りして,オ ンライン登録システムの開発や運用指導に当たって

頂いた会員の先生方に深謝いたします。

演 題 査 読

理学療法学術大会では理学療法士学会から引き続 き,応 募 された演題について査読するシス

テムを採用 している。査読方法は徐々に改良され,平 成15年 に開催 された第38回(長 野)か

ら大きく改革 された。それまでは3項 目からなる査読基準に沿って点数化 し,査 読者は担当し

た演題についてコメン トを書き添えるものであった。点数化 された演題は大会運営事務局で集

計され,あ るボーダーライン以下の点数であった演題をピックア ップし,重 複演題,倫 理上問

題 ある演題な どとともに演題審査委員会で検討 し,最 終的な発表演題が決定 される。第38回 大

会か ら3項 目についての点数化は廃止 され,倫 理的な問題が含まれている演題に査読の重点が

置かれるようになった。この改革の準備期間として,第35回(鹿 児島)の 演題募集要項からは
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研究対象者へのインフォーム ドコンセン ト,倫 理上の問題についての注意事項が掲載 され るよ

うになった。特に,第38回(長 野)か らは演題募集要項の注意 として,「ヘルシンキ宣言」の

語句が掲載 されるとともに,所 属施設の倫理規定に則っていることや倫理委員会で承認を得た

演題に関しては,そ の旨を抄録に掲載す ることとしている。これ らの流れは,発 表内容の不備

は発表会場での質疑 とともに,査 読者からのコメン トを担当座長ヘフィー ドバ ックす ることに

より指導性を発揮 していただき,発 表者の研究の質を高めることを目指すとともに,倫 理的な

諸問題は研究する者の基本姿勢 としての重要性を明確にしたものであるといえる。

演 題 数 の 推 移

演題数は会員数の増加あるいは査読方法の改革とともに,近 年増加傾向が著 しい。第36回 学

術大会(広 島)で は850題,第37回(静 岡)で は837演 題,第38回(長 野県)で は865題 と

推移 していたが,平 成16年5月 に開催 された第39回(宮 城)で は1059題 とな り,理 学療法

学術大会史上初めて1000題 を超え,さ らに第40回 学術大会(大 阪)で は1242演 題 となった。

この傾向は今後も継続すると思われ るが,発 表内容の質が今後は問われることになると考えら

れ,発 表の場での質疑応答がますます重要となる。

PCプ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン

学会 での発表形 式は第37回(静 岡)ま でスライ ドを使用 した 口述発表,ポ ス ター発表,ビ デ

オ発表 の形 式 を採 用 していた が,第38回(長 野県)か ら口述 発表 に コン ピュー タプ レゼ ンテ

ー シ ョンが採用 された。 この ことに よ り,発 表者 は従来 のスライ ド作製 の必要 が無 くな ると と

もに,時 間 と経費 が軽 減で きるようにな った。 また,発 表者 か ら事前 にCD-ROMを 提 出 して

頂 くことによ り,学 会運営側 も動作確認が可能 とな り,発 表時 の混乱 が回避 され た。第40回(大

阪)で は口述発表 はすべ てコ ンピュー タ プ レゼ ンテ ーシ ョンだ けにな り,今 後 もこの形式 は継

続 してい くと思 われ る。

組 織 改 正 に伴 う学術 大 会 部 へ の 移 行

平成15年5月 に開催された総会において,協 会組織改正が承認 されたことに伴い,そ れ ま

での学会評議員会は発展的に解散され,学 術大会は学術大会部が担当す ることとなった。

学術大会部では学会評議員会 と同様に,学 術大会時と学術研修会(旧 全国研修会)時 に全国

学術大会調整会議を開催 している。学術大会部の役割は,1.各 学術大会より提案された企画に

ついて確認 ・検討 とすること,2.こ れ までの学術大会で培われた基本的考 え方 ・システムの継

続性について検討 してい くことで,学 術大会参加者の停滞を防ぎ,良 い企画案を作成 してい く

こととしている。これにより,学 術大会は各担当士会の独 自性がより鮮明に発揮 しやす くなる

反面,そ の運営は大会長の責任の下で行われることになった。

また,学 術大会の今後の検討課題は,膨 大化する学術大会の参加者への対応 と専門領域研究

部会の分科会化の実現である。学術大会の参加者 は現状でも2,000名 をはるかに超え,会 員数

の増加にともない,近 い将来4～5,000名 規模に対応できる会場の確保に迫 られる。これ とと

もに,専 門領域の分科会化 とを考え合わせ ると,年 度毎の各専門領域研究部会あるいは複数の

専門領域研究部会の合同分科学会の早期開催,従 来の学術大会開催地の複数地での固定化 と開

催頻度の見直 し,な どが当面の課題となると考 えられ る。
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介護保険導入

社団法人日本理学療法士協会

介護保険部長 金谷 さとみ

人口推計から見た介護保険

平成12年 の 日本 の総人 口は同年 の国勢調 査に よれ ば1億2,693万 人 であった。 中位推計結果

では この総人 口は増加 を続 け,平 成18年 に ピークに達 した後,長 期 の人 口減少過程 に入 り,平

成62年 にはお よそ1億60万 人 になるものと予測 され る。一方,65歳 以上 の高齢者人 口の割合 は,

平 成12年 には17.4%で あったが,平 成29年 には27.0%に な る。 これ は,平 成30年 以降,お

お よそ3,400万 人台 で推移 し,高 齢者人 口割合 は低 出生率の影響 を受 けて上昇 を続 け,平 成62

年 には,35.7%の 水準 に達す る。 すなわち2.8人 に1人 が65歳 以上人 口となるものとみ られ る。

生産 年齢人 口に対 す る年少人 口 と高齢者人 口の相対 的 な大 きさを比較 し,生 産年 齢人 口の扶

養負担 の程度 をあ らわす ための指標 として従属人 口指 数が ある。 中位推 計 に基 づ く老 年従属人

口指数(老 年人 口を生産年齢人 口で除 した値)は,現 在 の26%(働 き手3.9人 で老人1人 を扶養)

か ら平成42年 代 には50%台 に(2人 で1人 を扶養)に 上昇 し,平 成62年(2050年)に は67%(1.5

人 で1人 を扶養)と な るもの と予測 され る。

高齢者 の増 加 に伴 い,介 護を要す る高齢 者 も増加 す る見込み であ る。 これ らの背景 か ら我 が

国の社 会保障 は 、その既存 施策 の見直 しにとど まらず,国 民経済 を含 め,新 たに生 じて来 る課

題 に対処 す る為 の ものでな けれ ばな らなか った。平成12年4月 に施 行 され た介護保 険制度 は,

これ ら社会保 障構造改革 の重要 な第一歩 とな った ことは言 うまで もない。

制度の変遷と介護保険

従来,日 本の高齢者における保健 ・医療 ・福祉の制度 は,老 人福祉法,老 人保健法あるいは

身体障害者福祉法など,別/の 枠組みの中で重層的に発展して きたが,そ の手続 きの不便 さや

矛盾,連 携の不備などが生じ,そ の整備の必要性が示唆されていた。一方,医 療機関では,昭

和60年 の医療法改正で都道府県 ごとの地域医療計画を策定することにな り,こ の頃から関係

機関相互の連携など地域システムの総合的なあり方についての関心が高 まってきた。

急速な要介護者 の増加 に対応 し,行 政が本格的に介護サービスの基盤整備 に着手 したのは,

平成元年のゴール ドプランの策定からといえる。その後,平 成2年 の福祉関係八法改正を契機

に着々と地域 システムを築 く基盤整備が進 められ,地 方 自治の推進とともに,各 自治体の地域

福祉計画を策定するよう方向づけされている。今後,保 健 ・医療 ・福祉は地域の中でより一層

連携を強化 していくことになる。
一方

,現 在注 目されている介護予防事業(後 述)は,介 護保険制度施行時はそれ までの 「在

宅高齢者保健福祉推進支援事業」を整理 し,介 護予防・生活支援事業として,要 介護認定の結果,

保険の対象外 となる高齢者のサービスの充実をはかるものとして展開されはじめた。現在 は市

町村で実施 されて きた老人保健事業(健 康教育,健 康相談,健 康診査,訪 問事業,機 能訓練事

業等)と の整合性を検討されている。平成14年 には健康増進法が施行され,医 療機関でも 「予

防」が重視されるようになっている。
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少 路 ・高 齢化 の進 行

家 族(7)ノ」・規案莫イヒ

藁働 き 撤帯 の増 加

低 経 済 成 長

疾病構造の変化

(退行性疾患の増力口)

聴年期からの予防

価値観の多様化

理学療法対象範囲の拡大

質の高い技術提供

予防施策の重視

地方自治の樵進

入院から在宅ケア

措置から利用制度へ

図1理 学療法における概念の変化(文 献1よ り引用)

平成17年 度の介護保険制度改正では,障 害者施策と介護保険制度の再編が最大の課題であっ

たが,被 保険者 ・受給者の拡大については,法 附則に 「社会保障全般の一体的な見直 しと合わせ

て検討 し,平 成21年 度を目途に所要の措置を講 じる」 旨を盛 り込むにとどまった。障害者施

策にはあらゆる制度が存在 し,未 だに縦割 りの取扱いが残っており,「制度の谷間」の問題が生

じている。 しか し,支 援費制度と介護保険制度を包括 した再編成に関しては,「 充分な時間をか

けて議論 していない」「より具体的な検討が必要」などの意見が出され,現 時点では一定の結論

を得るには至 らなかったのである。

現在,保 健 ・医療 ・福祉の方向性 は,予 防の重視,入 院期間の短縮と在宅ケアの推進へ,そ

して中央機関か ら地方機関へ と大 きく流れを変えている。 これ らの社会構造の変化に伴い,理

学療法のあり方を考えるとおのずとその提供範囲は拡大 してい くものと考える(図1)。

介護保険制度の求めるもの

介護保険制度 は社会保険方式で運営され,そ の大 きな特徴 は,利 用者の立場 に立って介護サ

ービスの提供を行 うためにケアマネジメン トが位置づけられたことである。また,介 護保険法

の"運 営に関する基準"を 垣間見 ると,利 用内容及び手続 きの説明及び同意,身 体拘束の禁止,

苦情処理 に関する適切な措置などが明記 され,介 護保険施設ではユニ ッ トケアが評価 されてい

る。制度全般 にわたって感 じられ ることは 「質の重視」である。さらに,リ ハビリテーション

が重視 されているにもかかわ らず,介 護保険法上では,理 学療法の専門性を明確にする表現は

なく 「リハビリテーション」という言葉で包括 されているのは最 も気になるところである。

また,訪 問看護事業所において看護師が事業所の管理者 になることができ,介 護保険分野で

看護師が事実上の開業権を得 るようになったのも見逃せない。

制度施行後のあゆみ

介護保険制度では,3年 ごとの保険料と介護報酬の見直 しと,5年 ごとの制度の改正が義務付

けられ,社 会変化に応 じて柔軟 に運用 される仕組み となっている。平成12年 の施行から現在

までの経緯を見 るために,5年 間を2つ の時期に分けて説明する。
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1制 度が浸透するまでの時期(平 成12年 ～平成14年 頃まで)

介護保険制度施行時の最大の懸念は,要 介護高齢者のニーズに対応できる介護サービス事業

所が整備 しきれ るかどうかであった。 しか し,介 護サービスの整備 は予想以上に早 く進み,在

宅サービスは施行後3年 で2倍 以上 に事業が拡大 し,認 知症高齢者を対象とするグループホー

ムは最 も急激な拡大を見せた。介護保険は市町村が主体 となってその運営や財政を担 うものと

して設計 された制度である。近年,国 は地方分権を推進 していたため,介 護保険はその試金石

となり,精 力的な地方自治の取 り組みを加速させ,こ こに市町村合併問題が絡 まってきたのも

見逃せない。

当初,理 学療法士の多 くは,人 員配置基準が設けられている介護老人保健施設に勤務 してい

たが,訪 問看護事業所や通所サービス事業所 に勤務す る理学療法士が増 えている。当初は理学

療法士 ・作業療法士等の専門職 の人員不足 が問題 となっていた。施設 ・事業所に理学療法士 ・

作業療法士を従事させ るために厳格な監査指導等を行 ったため,介 護保険の浸透とともに結果

的にはある程度の人員は確保 されたと言 える。しか し,こ れはあくまでも最低の基準を満たす

もので,事 実上必要となる人員が確保されているとは言い難い。(人 員基準のないサービス事業

所,特 老などでも必要性はある。)

2保 険料と介護報酬の見直しの時期(平 成14年 頃～平成16年 まで)

この時期は,介 護サービス利用の拡大が著 しく,そ れとともに費用も急速に増大 した。平成

15年,制 度施行後初めての(3年 ごとの)介 護報酬改定が行われ,各 市町村は1号 保険料を改

定 した。保険料の全国平均 は約13%の 上昇となり,報 酬改定は全体 として2.3%の マイナス改

定となった。制度が定着す るとともに課題が明らかになり,過 去の老人医療費をしのぐ勢いで

介護費用が増大する中で,そ の持続性についての懸念も高 まってきた。

一方
,介 護保険サービスの設計を担当するケアマネージャーが リハビリテーションの必要性

を認識 し始めたのもこの時期であろう。その必要性 とともに介護施設 ・サービス事業所の理学

療法士等の従事者が徐々に増えてきた。特に平成15年 度の介護報酬改定で,介 護老人保健施

設の リハビリテーション強化加算が12単 位から30単 位に増 え,理 学療法士の採用が利益につ

ながるようになったのは大きな変革であった。

また,事 実上の開業を認められた訪問看護の利用 は想像以上に伸び悩み,訪 問看護事業所か

ら提供 される理学療法士 ・作業療法士の訪問 リハビリテーションが着実な伸びを見せ始めた。

当然,訪 問看護事業所 と同様の訪問 リハビリテーション事業所の必要性も叫ばれ,理 学療法士

協会,作 業療法士協会,言 語聴覚士協会は3団 体が一体となって厚生労働省に 「訪問 リハビリ

テーション事業所」開設権利の要望を続 けている。

様々な問題が明らかになってきたが,や はりこの時期に見えてきた 「大きな問題」は,要支援,

要介護1な どの軽度要介護高齢者の急増とそのサービスのあ り方であろう。 この問題は,① 要

介護認定基準の焦点が不明瞭(何 を要支援 ・要介護ととらえるか)で あること,② 本人 ・家族が

悪化を懸念 してサービスに依存 し,そ のサービスに指導的内容が不足 していること,③ 日常生

活活動(以 下,ADLと 略す)自 立が多いために 「悪化」の予測ができてないこと,④ 活動範囲

が狭 くな り体力 ・意欲が著 しく低下する時期にある,な どの理由が考 えられる。介護予防を強

調 しなければならない状況 となった。
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介 護 保 険制 度 見直 しの概 要

今回の改正 は,前 述 した理由から,介 護予防重視システムへの転換,施 設における居住費 ・

食費の利用者負担の導入,地 域密着型サービスの創設など新たなサービス体系の確立,サ ービ

スの質の向上などが柱となっている。

1介 護予防重視システムへの転換

介護保険サービスの利用状況は給付費べ一スで年10%以 上の伸びを示 し,こ のまま行 けば平

成24年 度には保険料がほぼ2倍 になると見込 まれ る。そこで,最 も重度化が深刻な軽度要介

護高齢者の給付の効率化 ・重点化を行 う必要性が生 じ,今 回の改正の柱 となった。このほか,

地域支援事業,新 予防給付の実施にあたっては介護給付 と同様に介護予防マネジメン トを実施

し介護予防プランを作成する。その中核として,在 宅介護支援センターを再編 して機能強化を

図った 「地域包括支援センター」の構想が検討され,全 国に五千ヵ所設置することになっている。

2施 設における居住費 ・食費の利用者負担の導入

施設における居住費・食費については,短期入所 も含 めて平成17年10月 から利用者負担 とし,

現行の基本食費サービス費は廃止となった。但 し,栄 養管理については見直 した上で引 き続 き

保険給付の対象とする見込である。施設入所者の負担が軽いため 、在宅生活者 との偏 りを解消

して行き,在 宅復帰を促進する意図が見える。

3地 域密着型サービスの創設など新たなサービス休系の確立

新たなサービス体系の創設 に関 しては,認 知症高齢者の増加などに対応するため,市 町村が

事業者の指定 ・監督を行い,報 酬も設定できる 「地域密着型サービス」を創設する。

小規模多機能型居宅介護 はいわゆる 「宅老所」を制度化 したもので,通 所を中心に希望に応

じて訪問介護や宿泊を組み合わせて在宅生活を支援すると言うものである。医療ニーズの高い

重度者在宅生活を支援す る医療型の多機能サービスについても検討 されている。

4サ ービスの質の向上

介護保険制度の創設時か ら強調 されてきた 「質の向上」 については,全 事業者を対象に情報

開示を進め,事 業者の指定に6年 間の有効期間を設 けるなどの案が出ている。ケアマネージャ

ーについても5年 間の資格更新制を導入 し,更 新時に研修受講を義務化 し,資 質向上を図る予

定である。このほか,新 規認定調査に関 しては,原 則 として市町村が実施す ることが検討され

ている。

介護保険制度の課題と介護予防

¶ 介護保険制度の課題

今後10年 間は,「戦後のベビーブーム世代」が高齢期を迎えるため,急 激なスピー ドで高齢

化率が高 まる。その状況をみると,独 居世帯の増加,都 市での高齢化,認 知症高齢者の増加が

あげられ,家 族介護よりも公的介護を選択するのは,む しろ若い層の高齢者 に多いことが明ら

かになっている。このような課題から,現 在 は与えるだけの 「介護」は 「介護+予 防」へ転換

することを求められ,脳 卒中などの高齢者を対象 とす る 「身体介護」は 「身体介護+認 知症介護」
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表1日 本理学療法士協会の介護予防事業(老 人保健健康増進等事業におけるもの)

① 高齢者に向けた 「介護予防」に関する認識を高めるリーフレットの作成

「高齢者」の介護予防に対する認識を高めるため、「介護予防」の本来の目的とその重要性に

ついて,介 護予防リーフレットを作成する。

介護予防研修のための資料作成および評価基準の開発
・介護予防教本の作成

地域で介護予防を計画、管理、実践 して行くにあたり必要と思われる介護予防教本を作成す

る。内容は理学療法士の専門的知識 ・技術を考慮 し、現に就労 している理学療法士の視野を広

げることを念頭においた。具体的な課 目は、「介護予防の社会学的、医学的背景」から転倒予防

や失禁予防などの 「具体的方法論」までを含んで構成する。
・研修会の開催

研修会参加対象者は都道府県理学療法士会の推薦を基本とし、都道府県理学療法士会の活動

を支援するための位置づけとする。参加者には、理学療法士会の介護予防事業協力等の活動に積

極的に関わるだけでなく、E-SASの開発過程で実際に使用するなどの協力をしてもらう。
・高齢者健康状態評価票(E-SAS)の 開発

高齢者健康状態評価票ElderlyStatusAssessmentSet(E-SAS)は,高 齢者の複雑な

健康状態を把握 し適切かつ効果的な運動 ・生活指導を展開し効果を検証するための指標とする。

E-SASを 開発する為の委員会(2名 の医師を含む)を 開催する。

都道府県理学療法士会による市町村等への支援体制強化

都道府県理学療法士会の介護予防支援体制を強化することを推進する。将来的には、士会組

織等が中心となり、市町村や通所事業所への理学療法士の派遣ができるシステム作づ くりを目

指す。

資料 社団法人日本理学療法士協会

へ,「 家族同居介護」から 「家族同居介護+独 居介護」へ と転換することを求められている。

また,介 護予防を効果的なものにするためには,個 別性を重視 し一人一人 にあったサービス

を提供する必要があ り,軽 度要介護高齢者のみならず,老 人保健事業,介 護予防 ・地域支 え合

い事業,予 防給付(要 支援者),介 護給付(リ ハビリテーションの0部),医 療給付(リ ハビリ

テーションの一部)な ど現行の制度 ・事業を根本的に見直し,す べてを整理して 「総合的な介

護予防システム」の確立を目指す ことが求められている。

2介 護予防とヘルスプロモーション

「21世紀における国民健康づ くり運動(健 康日本21)」 は平成12年 から推進され,そ れを中

核とする国民の健康づ くり・疾病予防を更に積極的に推進するため,平 成16年5月 には,平

成17年 ～平成26年 までの10年 間を実施期間とし,「生活習慣病対策の推進」 と 「介護予防の

推進」を柱 として健康寿命を2年 程度伸ばすことを基本目標 とす る 「健康フロンテ ィア戦略」

がとりまとめられた。健康フロンティア戦略は,① 疾患の罹患 と死亡を減 らす(が ん ・糖尿病

20%改 善,心 疾患・脳卒中25%改 善)② 介護予防の推進(要 介護者7人 に1人 から10人 に1人 へ)

という目標 と以下のような政策の柱を掲 げ具体化 されている。

○ 働き盛 り層:働 き盛 りの健康安心プラン

○ 女性層:女 性のがん緊急対策
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○ 高齢者層:介 護予防10ヵ 年戦略

○ 健康寿命を伸ばす科学技術の振興

この中で,高 齢者層に関 しては介護予防10ヵ 年戦略として高齢者が要介護となる主な原因で

ある 「生活機能低下」 「骨折」や 「脳卒中 」「認知症 」をできる限り防 ぐために,効 果的な介護

予防対策を推進することとなった。

介護予防に取 り組むべ き専門職は多々あるが,そ の中でも特に理学療法士の役割が大 きいの

は誰もが知 るところである。高齢者の健康増進のために,各 々の対象者の持つ問題点を評価 ・

分析 し,将 来起 こりうる問題を予測し,効 果的な介護予防(運 動指導,生 活指導)を 実践でき

るか らである。従来の治療を中心 とした理学療法業務に加 え,高 齢者に限らず障害児(者)を

含め介護予防(生 活機能低下予防)・自立生活支援の専門職として,大 きな役割を果すことが 「21

世紀の新たな理学療法士像」の構築につながると考える。

日本理学療法士協会では,介 護予防に関す る取 り組みとして,国 庫補助により表1の ような

事業を展開している。 また,管 理者 の職種の縛 りがない通所介護事業所において,事 業所を開

設 し経営する理学療法士が増 え,自 立を支援する活力ある事業所づ くりを実現 させている。 日

本理学療法士協会は,こ れ らの事業所を 「自立支援型事業所」 と名づけ,そ の成果を取 りまと

めている(表2)。

理学療法士の視点

平成15年 度,日 本理学療法士協会で実施した 「介護保険施設 ・事業所における理学療法の実

態調査」の調査結果と,先 に述べた介護保険制度改正の方向性を照 らし,理 学療法士 として取

り組むべ き方向性を簡単に整理 してみた。

理学療法の対象者の要介護 となってか らの期間をみると53%が2年 以上の長期の対象者であ

る。 しかし,3ヵ 月未満のケースも存在 してお り,医 療機関において専門的な理学療法を受 け

たことがない対象者も3割 存在 している。多様な状況にある対象者が存在することを考えると,

維持期にあっても急性期,回 復期の技術獲得が重要である。

また,理 学療法の対象者の要介護となったきっかけは,脳 血管疾患以外では転倒 ・骨折,骨

関節疾患などが非常に多 く,介 護保険分野での整形外科的疾患の知識 ・技術の獲得が必至とな

ることも見逃せない。 このような複雑な状態像に対する理学療法は,「体力」への関わ りも踏ま

え,要 介護高齢者のどの点に着目してケアマネジメントを検討するかがポイン トとなる。

平成16年 度老人保健事業推進費等補助金事業 『高齢者の 「起 き上が り」 「立ち上がり」能力

と自己効力を高めるケアに関す る調査研究事業報告書』(文 献3)に よれば,要介護高齢者の 「起

き上が り」 「立ち上が り」動作能力の可否により,「領域1:起 き上が り,立 ち上がり,歩 行の

いずれ も不可」,「領域H:起 き上が りのみ可能」,「領域皿:起 き上が り,立 ち上が りのみ可能」,

「領域rv:全 ての動作が可能」の4つ の領域に分類した場合,こ れ らの動作能力は要介護度との

関連を示唆するものであり,生 活の基盤とな り得るADL,認 知症 との関連性 も示された。つ ま

り,領 域1か ら領域IVに 示され る 「起 き上が り」 「立ち上が り」の動作能力は,複 雑な評価過程

から導き出される要介護度を反映している可能性が高 く,こ れ らの動作 はケアのポイン トを明

確にする上で意義深いものであることが明 らかになった。 また,動 作の可否は次の動作の可能

性を示唆することもでき,ケ アの現場でそのケアマネジメン トのポイン トを絞 り込む際に有用

となる。

理学療法士はこれ らの結果を踏 まえ,基 本となる動作を的確に評価 ・分析 し,効 果的かつ効

率的な理学療法プログラム,ケ ア指導,生 活指導を0層 充実させる必要がある。
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表2自 立支援型事業所の試み

～自立を目指す リハ ビリテーション重視の事業所を目指 して～

要支援、要介護1、2な どの要介護高齢者では、筋力や関節可動域などといった身体機能が生

活機能と結び付かなければ介護度が進行することが予測 される。また、介護度の進行抑制には、

身体機能のみならず意欲 ・自己効力などといった精神機能が重要な役割を果すものと思われる。

しかし、統合された身体、生活、精神機能の維持、向上には、多様な専門職の関わりが必要であ

るにも関わらず、十分な状況 とは言いがたい。

そこで、生活の再建や活性化、社会参加の促進な どの生活場面を念頭に、理学療法士の視点か

ら要介護度の進行抑制、さらには再び要介護状態 とならないように助言、指導に努める試行をす

ることとした。それは、通所介護のケースに対 し、理学療法士等が在宅を訪問し、要介護状態と

なった原因はもとより、生活機能の適切な評価、分析を行い、筋力、体力強化や転倒予防などの通

所におけるリハビリテーションをより効果的なものにすることを目的としたものである。

なお、この取 り組みは、リハビリテー ション重視の 「自立支援型事業所」により、通所および訪

問による的確な評価と分析に基づ くリハ ビリテーションの提供方法を明らかにし、在宅での要介

護高齢者の効果的かつ継続性のある自立支援 を目指すものでもある。

事業の内容

自立支援型事業所

通所によるリハビリテーシ ョン

(通所介護事業所)

自己効力を高める自立支援重視の通所

生活再建のための リハビリテーション

(個々の生活に合ったメニュー)

自立支援重視のケアとリハ ビリ

社会参加の促進 生活機能の維持

導指活生

立

・

自
ー
ウ
育教的防予

訪問によるリハ ビリテーション

(訪問看護事業所)

適切な評価 と指導のための訪問

訪問指導

生活場面での評価 ・分析

生活再建のための助言 ・指導

自主 トレーニング指導

介護方法の指導

福祉用具の有効活用 等

*非 該当になった利用者を

市町村の予防事業に繋げる。

資料 社団法人日本理学療法士協会

要介護高齢者の終末期にどう関わるか

要介護高齢者の一部は介護が必要な高齢者 としてだけでな く,そ う遠 くない時期に死を控 え

た存在でもある。日本では制度上ターミナルケアの受け入れを目的とした施設は,末 期の悪性

腫瘍患者又は後天性免疫不全症候群に罹患 している者が利用する 「緩和ケア施設」 しかな く,

介護保険施設の保険給付ではターミナルケアに対す る経済的 ・制度的担保 はない。現在,在 宅
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での終末期医療が静かに広 まっている。訪問診療のみの開業医も増えてきてお り,訪 問看護事

業所の大きな役割とな りつつある。理学療法士がその終末に関わる機会も増えてい くであろう。

回復の見込みがな く死を間近に控えた高齢者の終末を幅広 く捉 え,た とえ施設で死を迎えるこ

とがな くとも,そ の過程では,関 節可動域の確保,褥 創や呼吸機能を念頭に置いた理学療法など,

理学療法士 としての役割は幅広 く,専 門的な部分も多 くなる。終末期にある要介護高齢者への

理学療法の提供について真剣に考えていく必要がある。

さいごに

今後は社会全体の医療 介護に対す る意識の高 まりを見据 え,そ の質を向上させ る取 り組み

が必要 となって くる。理学療法の取 り組みも例外ではな く,サ ービスを提供する上では,イ ン

フォーム ドコンセン ト(説 明と同意)を 技術提供上の当然の過程 と認識し,確 実に行使 しなけ

ればならない。様!な 要求や感情を持ち,価 値観も多様な要介護高齢者の個別性を重視し,質

の高い理学療法を提供するためには,悪 化防止のための自立支援を主軸とした関わ り(予 防的

視点),複 数職種の柔軟なや りとり(連 携),そ して,理 学療法士自身がその質(知 識 ・技術)

を高めてい く努力をすべ きであろう。

参考文献

1)金 谷さとみ:標 準理学療法学(奈 良勲監修,牧 田光代編集),医 学書院,2003

2)社 団法人日本理学療法士協会:介 護保険施設 ・事業所 における理学療法の実態調査(平 成

15年 度),2003

3)社 団法人 日本理学療法士協会:平 成16年 度老人保健事業推進費等補助金事業 『高齢者の

「起 き上が り」 「立ち上が り」能力 と自己効力を高めるケアに関する調査研究事業報告書』,

2004
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診療報酬抜本的改定

佛教大学新学部準備室

日下 隆一
(社団法人日本理学療法士協会 副会長)

はじめに

ここ約10年 における最 も重要な政治的課題の一つは,医 療費の抑制である。増加の一途をた

どる医療費(図1)で あるが,昭 和36年 に国民皆保険が開始 された直後か ら健康保険の赤字が

発生している。 これを高度経済成長 による税収の伸びがカバーしてきたが,次 第に増 え続ける

医療費を国家財政で支えることはできないとの認識が強 まり,医 療費抑制政策が始まることと

なる。 しか し,こ のような医療費抑制政策は当初は緩やかであったが,経 済の低調が著 しい平

成に入ると急速な展開をみせることとなる。その象徴 と思われ るのが平成14年 の診療報酬マ

イナス改定(以 下,平 成14年 度改定 と略す)で ある。

ここでは平成14年 度改定を中心に,こ こ10年 の医療の状況,診 療報酬の推移,理 学療法料

等について述べ る。

日本の医療費抑制の動向

昭和55年 頃より,日 本は他の 「先進国」 と同様 にこれまでの医療保障の拡充か ら一転 して

その削減,抑 制の方向へ進む事になる。それは,昭 和48年,54年 のオイル ・ショックが引 き

金となって急速な経済情勢の悪化を招 き,財 政赤字へ と進展するなかで,最 も突出して伸びて

きた医療費の抑制が,国 家の最重点的課題 とな りはじめて きたからである。経済成長率(図2)

では平成2年 を境に総 じて低い値を推移 し,平 成5年,10年,13年 はマイナス成長であ り,

名目国内総生産(図3)で は,平 成10年 頃から横 ばい,わ ずか減少傾向を示すように,平 成2

年か ら日本の経済は停滞,減 退期にあり,「平成の不況」を経て現在にある。

そもそも国民皆保険以後,易 受療性(高 い受療回数),医 療機関の多 くが市場原理の働 く民間
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病院(病 床数の増加),文 化的に診療所と病院の区別がない(医 療機関の機能分化),病 院が社

会的入院機能を果たす(長 い在院日数),老 人医療 に対す る拠出金制度(複 雑な保険システム)

などの問題は,指 摘 はあったものの高度経済成長の影に隠れて きたため,昭 和56年 に医療費

抑制の具体的な方策が行われ るまで据え置かれてきた。 しかし,医 療費高騰が及ぼす影響が懸

念され るようにな り,昭 和56年 の診療報酬改定による出来高払い制にかわる定額制 ・逓減制

の導入,薬 価の大幅切下げに始まる医療費抑制政策は,現 在 も続いている。

ただ,医 療費抑制 に関 して,政 府 としては 「国庫負担を軽減する」 という命題のもとに政策

が展開されるため,医 療費抑制 は国庫負担分に限定されるということが重要な側面である。医

療水準の維持には 「自然増」を加味した相応の医療費が必要であるとす るならば,国 庫負担を

軽 くすれば必然的にシステム改善の方法はあるものの 「保険料の値上げ」 「患者窓口負担増」の

いずれかの方法で補わなければな らないということである。 したがって,今 後,「 診療報酬の切

り下げ」「自己負担増」 「新たな老人保健」などが示唆されているが,社 会保障制度改革の全般

を鑑みた上で国民負担のあ り方が論議されなければな らないと思われる。
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表1日 本 の医師,病 院,医 療制度 ランキ ング

年 世界 OECD内

医者 H2-H11年 60位 26位

看護師 Hl-H11年 25位 16位

医者と病院 助産婦 S57-H119年 67位 19位

歯科医 S59-Hll年 18位 8位

平均入院日数 H13年 1位

パ フ ォー マ ン ス H9年 10位 5位

医療制度 医療支出 Hl3年 33位 16位

公的医療支出 H13年 31位 9位

表2医 療スタッフの日米比較

ボス トンSE病 院 日本S国 立病院

病床数

職員

医師

看護師

看護助手

栄養士

レジデン ト

秘書

ハウスキーパー

患者運搬係 り

その他

350床

2,011人

371人

620人

64人

120人

113人

90人

75人

17人

541人

310床

200人

39人

85人

15人

7人

0人

0人

0人

0人

54人

(高岡 善 人:病 院 が消 え る.講 談 社,1993よ り引 用)

日本の匡療制度

日本の 医療制度 は,世 界 的 には 「安価 ・良質」 の評価 を得てい る(表1)。 す なわち,少 ない

支 出で 良質 な医療を提供 してい るとい う評価 で あ り,医 療制度 のパ フォーマ ンスも常 に上位 に

位置 してい る。 しか し,支 出は抑 制 され てい る反面,医 師数 を は じめと した医療 スタ ッフ数 は

極 めて少 な く,日 本の 医師数 は,OECD加 盟 国の下位 に位置 してい る。 これ を一例 的に,ほ ぼ

同数 の病床数 に対 す る日米の 医療 スタ ッフ数 で比較 す ると(表2),保 険制度 の相違 はあ るもの

のそ の差 は歴然 と してい る。 このよ うな医療 スタ ッフの状況 に 「一人年 間受診 回数」(図4)と 「年

間一人 当た り医療費」(図5)を 加味す ると,さ らに医療 の場 が明確 になる。 いかに 日本 の 医療

にお いて 「少ない スタ ッフ」 で 「安価」 に 「多数 の患者」 に対応 してい るかがわ か る。換 言す

ると,こ れ は 「少数 医師 によ る薄利多売」 の医療 とい える。平均寿命 と健康寿命 は世界第一位,

乳児死亡率 世界最低 の医療 を誇 る日本 の医療 は,少 ない医療 スタ ッフに よって成 し遂 げ られて

い るので ある。

診療報酬改定

診療報 酬 は,医 療 サ ー ビスの単価 で あ り,そ の改定 は医療費抑 制や 医療 機 関の成長

利益,収 益 の確保 とい う面か ら常 に最重要課題 であ る。 したが って,診 療報酬改定 は,
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中央社 会保 険 医療協議 会(以 下,中 医協 と略す)に おいて旧厚 生省 と日本 医師会(以 下,

日医と略す)が 主体 とな って2年 ごとに協 議,決 定 され て きた。 この診療報 酬改定 が,

現在 のよ うに重要 な意 味を もつ ようにな ったの は,昭 和33年 に全 ての医療機 関へ の支

払方法 が診療報酬 に一本化 されて か らで あ り,こ の診療報酬 改定 をめ ぐって は,医 療

政策決定 の重要 な部 分を担 って きたの は旧厚生省 で あ り,常 に指 導 的な役 割 を果 た し

て きた とい え る。 これ に対 して 日医は,医 療 の 中枢 に位 置す る専門職 として の立場 か

ら,こ れ まで の診療報酬改定 を有利(引 き上 げ)に 展 開 して きた。 しか し,昭 和50年

代後半 か らその影響力 に陰 りが出始 めた とされてお り,こ こ10年 の中医協 において も

その感 がある。 と りわ け中医協 におけ る平成17年 の 日本歯科 医師会贈賄事件 は,中 医
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表3セ ラピス トー人当 た りの増減

理学療法 作業療法 言語療法

I

H

皿

準

準

準

基

基

基

几
又

几
又

几
又三

施

施

施

D20%(n=77)

0.23%(n=152)

D22%(n=27)

△8%(nニ71)

010%(n=61)

73%(n=34)

54%(n=54)

表4H2年 以降の理学療法料の推移

H2 H4 H6 H8 H10 H12 改定 H14 H16

心 疾 患 リハ ビ リテ ー シ ョ ン 335 480 490 530 550 550 550 S50

施設基準1

複雑なもの 580 580 640 660 660
個別療法 250 250

(超6月) 550 550 570 570 570

簡単なもの 170 170 185 185 185
集団療法 100 100

(超6月) 160 160 170 170 170

早期理学療法 690 710 Flo
加算 100,80,30 100,80,30

CVA加 算 60

施設基準H

複雑なもの 345 480 480 520 530 530
個別療法 180 180

(超6月) 335 450 450 480 480 480

簡単なもの 145 155 155 170 170 170
集団療法 80 80

(超6月) 135 145 145 155 155 155

早期理学療法 570 590 590
加算 100,80,30 100,80,30

CVA加 算 60

施設基準Ⅱ1
複雑なもの 220 220 240 240 240 個別療法 100 100

簡単なもの 70 70 75 75 75 集団療法 40 40

施設基準IV
複雑なも 100 110 110 115 115 115 個別療法 50 50

簡単なもの 65 65 65 65 65 65 集団療法 35 35

回復期 リハ病棟入院料 1,700 1,680 1,680

協 のあ り方 を問 う結果 となってい る。 この ように して決 定 され る診療報酬 単価 の決定

は,多 様 な要 因 はあ るものの限 られ た枠 の中で分配 され る もので あ り,枠 が決 まれ ば

そ の分配 を巡 っての駆 け引 きが行 われ ることにな る。平 成14年 度 改定で は,「 医療費

抑制」 「財政優先」 が強 く反映 され た結果,史 上初 であ る診療 報酬本体 の引 き下 げがな

されたが,枠 が縮小 され るとその分配方法次第で影響 を大 き く受 ける部分 が出て くる。

リハ ビリテーション料 と理学療法料

リハ ビ リテ ー ション(以 下,リ ハ と略す)医 療 は,平 成以後 の診療 報酬改定 に よ り,民 間医

療 機関 の リハ 医療へ の取 り組み が次 第 に活 発化 し,急 速 に広 く地域社 会へ浸透 しつ つあ った。

しか し,平 成14年 度改定 は過去 に例 をみ ないマイナ ス改定 であ り,リ ハ料 も大幅 に引 き下 げ ら

れ た結果(表3),リ ハ医療 の急速 な進展 に歯 止めがかか るので はないか とい う危惧 さえも感 じ

られた。 ここ数年 の年 国民 医療 費 は約30～32兆 円程度 であ り,そ の うち リハ 医療費 は1.1～

1.3%を 占めるにす ぎない。 医療機 関 は 「労働 集約型産業」 の代表 的な ものであ り,と りわ け機

械化 の計れな い リハ医療 はその最 た るものであ る。 この リハ医療 において,そ の質 を高め るた

めにはセラ ピス トが手をか ける こと以外 の方 法は極 めて少 ない。 このよ うな リハ料 が,平 成14
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(上 よ り,施 設基 準1,H,皿,IV)

表5理 学療法部門の状況

一人当たり増減 施設基準別増減 病床別増減

単純集計 △17%

常勤一人当た り △22%

常勤+非 常勤一人当た り △22%

施設基準1△20%

施設基準H△23%

施設基準III△22%

19～99床 △34%

100～199床 △21%

200床 以 上 △19%

年度改定において,大 幅に引き下げられたということは,わ ずか1.1～1.3%の リハ医療をさら

に圧縮 しようとする意図があるものと考 えられる。 リハ医療 は,今 後,高 齢化の進展と共に予

防から治療にいたるまで,幅 広い役割を担 う必要があるなか,労 働の対価 としての診療報酬が

引 き下げられることは,大 きな問題である。また,理 学療法 ・作業療法 ・言語聴覚療法の点数

が同一化 されたこと,セ ラピス トが医療職において最 も増加する職種であること,後 期高齢者

の増加に伴うリハ医療費の増加が予測 されることなどを考慮すると,将 来,3部 門を包括 した

診療報酬の設定が考えられていると思わざるを得ない。

ここ10年 の理学療法料の推移 は低調である(表4)。 その中で,「複雑なもの」から 「個別療法」

への転換が行われ単位制になったこともあ り一概に比較はできないが,平 成4年 か らの施設基

準別の 「複雑なもの」:「個別療法」の点数の推移(図6)は,平 成14年 度改定によって落ち込

んでお り,理 学療法部門は全て減収 となっている(表5)。 この理学療法料は年度,経 済成長率,

国民医療費などと関連 しているとは言い難 く(表6),他 の多 くの診療報酬項目と同様に特定の

指標ではな く医療費総枠の中か ら分配 されたものと考 えられる。 したがって,理 学療法の診療

報酬基準は極めて不明瞭であるが,こ こ数年の取 り組みである 「エ ビデンスに基づ く理学療法」

の結果を,広 く公表 していくことも大切であろう。

診療報酬上のリハ医療の定義

平成10年 の 「医科点数表の解釈」では,「 リハ医療は,基 本的動作能力の回復を目的 とする

理学療法や,応 用的動作能力,社 会的適応能力の回復を目的とした作業療法,言 語能力の回復
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表6施 設基準別理学療法料(複 雑:個 別)と 年,医 療費,経 済成長率,GDPと の関係

施設基準 施設基準 施設基準 施設基準 経済 国民 国内年
IIIIIIIV成 長率 医療費 総生産

年

施

施

施

施

斐基 準1

斐基 準II

斐基 準III

斐基 準IV

経済成長率

国民医療費

国内総生産

1.000

.507

.106

- .131

- .320

- .156

.954

.838

.507

1.000

.904

.775

.631

- .387

.goo

.745

.106

.904

1.000

.969

.902

- .318

.348

.440

一.131

.775

.969

1.000

.978

- .219

.126

.260

一.320

.631

.902

.978

1.000

- .174

- .073

.oss

一.156

- .387

- .318

- .219

- .174

1.000

- .241

-.081

.954

.goo

.348

.126

- .073

- .241

-1 .000

.938

.838

.745

.440

.260

.osg

- .081

.938

1.000

を 目的 と した言語療 法等 の治療 法 よ り構成 され る。(平6.3.16保 険発25)」 とあ り,リ ハ 医

療 の構 成要素 だけが示 されて いた。 しか し,平 成14年 度改定 では,「 リハ 医療 は,基 本 的動作
　 　

能力の回復等を目的とする理学療法や,応 用的動作能力,社 会的適応能力の回復等を目的とし

た作業療法,言 語聴覚能力の回復等を目的とした言語聴覚療法等の治療法より構成 され,い ず

れ も実用的な日常生活における諸活動の実現を目的として行われ る。」 となっている。 これは,

従来の文章に新たな一文と 「等」が加わ り,構 成要素に目的が加わったものとなっている。こ

の文章は,「理学療法士及び作業療法士法」の定義にあえて 「等」を加 えなければその意味的理

解がはなはだ困難である。旧厚生省医務局医事課の理学療法の定義は,① 対象:身 体に障害が

ある者,② 目的:基 本的動作能力の回復,③ 手段:運 動療法(治 療体操を含む)お よび物理療

法であり,こ の定義にあてはまらないものは理学療法とはいえないとされているが,平 成14年

度酬改定において,理 学療法,作 業療法,言 語聴覚療法 と 「実用的な日常生活における諸動作

の実現」 とを結び付けなければならなかったものと思われ る。 「日常生活動作:ADL」 いう用

語を用いず 「日常生活における諸動作」 とした背景には,「 できるADL」 ・「しているADL」 が

伺われ るところであるが,そ の結果 として,診 療報酬上において 「理学療法 は,基 本的動作能

力の回復だけを目的としたものではない」 ということが示唆されたことになる。

理学療法士の職域は,こ こ数年来,拡 大傾向にあるが,「理学療法士及び作業療法士法」の規

定が時代に合わなくなってきていることは明確であり,こ のような解釈をさらに進展させるこ

とも重要である。

平成14年 度改訂の重要課題 とその後

1病 院病床の機能分化

平成14年 度改定では,「質の高い効率的な医療提供体制の構築」の111と して 「医療機関の

機能分化」がある。そこでは急性期,回 復期 リハ,長期療養・在宅療養に区別 した上で,一般病床,

療養病床,老 健等の位置づけがイメージされていた。背景には,一般病床約50万 床の達成があ り,

強 く病床区分を求めていた。 しか し,病 院病床の機能分化の歩みは遅 く,急 性期病床の確立 も

同様の感が強い。そこには,欧 米と異なり,医 療機関に対する文化の違いがあ り,住 民の病院

志向はまだまだ根強いものと思われる。

もうひとつ重要な課題であった平均在院日数の短縮は,進展 している状況である(図7)。 また,

紹介率,入 院外来患者比率などに関しても地域差 はあるものの順調に達成され る医療機関が増
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えてい る。そ の他,介 護保 険へ の対応 が示唆 され てい ると思われ る項 目につ いて は,評 価 の分

かれ るところであ るが,そ の意 図を達成 してい るとは言いがたい状況 にある。

2リ ハの体系的見直 し

リハの体系的見直しのなかで最も重要なものは,こ れ までの治療時間を中心としたものから,

疾患特性とその経時的回復状況や患者 の症状に焦点を置いたものになっていることであり,換

言すれば 「厚生労働大臣が定める患者」 と90日 間の 「早期 リハ加算」,1単 位20分 の自由な組

み合わせ(最 大6単 位120分)を 主体 としたものといえる。また,医 師の定期的な計画の見直

しと効果判定をカルテに記載することが算定用件に追加され こと,各 セラピス トの記録も患者

ごとに同一ファイルで管理 し,常 に医療従事者による閲覧が可能 とする義務規定が加わった。

これ らは,診 療情報 の提供やチーム医療の促進には,情 報の共有化が不可欠であるとの認識に

よるものと思われ る。施設基準の見直 しで,総 合 リハB施 設が新設 され,面 積は緩和されたも

のの人員基準のハー ドルは高 く設定されていることも見逃せない点である。本来,施 設基準で

はな く専門職の技術に診療報酬が支払われるべ きなのである。

これらの中で,患 者1人/1日 につき個別療法4～6単 位,集 団療法では2単 位以内かつ月に

8単 位以内,セ ラピス ト1人/1日 につき個別療法18単 位以内,集 団療法54単 位以内という算

定制限が厳 しく設定されたことは,収 益のみならず業務そのものに直面するものとして重大な

意味を持つものであった。 さらに,早 期 リハ加算の算定 に伴って病棟ADL加 算の算定が可能

となったが,リ ハ(総 合)計 画書の様式を含めこれ らは,「活動」の概念を強調したものであ り,

その理念の浸透と理解,活 用には多 くの問題を提示 したと思われ る。

3慢 性瘍痛疾患管理料と処置

「慢性痺痛疾患管理料」は今回,新 設されたものであ り,痙 痛を主病 とする外来患者に,痙 痛

による運動制限を改善する等の目的で,マ ッサージまたは器具等による消炎鎮痛療法を行 った

場合に月1回 算定できる管理料であった。これを算定すると,同 一月に行なわれる消炎鎮痛等
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処置および理学療法IVを 算定す ることはで きない。 この管理料は,消 炎鎮痛処置料や再診料な

どの算定 と比較すると有利であるが,平 成14年 度改定前と比較す ると約20%減 となる。 また,

処置では湿布処置と消炎鎮痛処置,介 達牽引が統合 され,200床 以上の病院では,外 来診療科

に消炎鎮痛処置が包括された。 これは,200床 以上の病院における簡単な牽引等の療法を規制

したもので,外 来機能の見直しでもある。 さらに,診 療所や200床 未満の病院においても,消

炎鎮痛等処置に対する月5回 目以降の点数の逓減 は約50%で あり,こ れは長期牽引への対応と

考えられる。 しか し,平 成14年 度改定以前の開業整形外科施設 における消炎沈痛処置,介 達

牽引などが収益の20～30%を 占めていただけに,こ れは整形外科医のみならず理学療法士に

与えた影響も大 きい。

現実に,こ れ以後,臨 床整形外科をはじめとする整形外科関連学会 ・団体 と理学療法のあ り

方をめぐって紆余曲折,摩 擦が生 じ,所 謂 「運動器 リハ」へとつながっていったと思われ る。

おわりに

診療報酬 は介護報酬とな らんで,理 学療法士にとって労働 の対価であるばかりか,専 門性,

専門技術の評価でもある。 したがって,診 療報酬への取 り組みが理学療法の専門職 としての社

会的,医 学的評価 に結びつ くことを心に留め置かなければならない。
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理学療法士養成施設の急増

国際医療福祉大学保健学部

潮見 泰藏
(社団法人日本理学療法士協会 教育部 前部長)

わが国における理学療法教育の歴史的変遷を顧みる時,最 近10年 間の教育環境の変化はやは

り特筆に値するものといえよう。少子化が進み,18歳 人 口が減少する中で,各 専門学校,短 大,

大学は軒並み志願者数を減 らしている。既に定員を満たせない大学 ・短大が少なからずみられ

るという。一般に,卒 業時に資格の取得できる学科の人気は高い傾向にあるものの,そ の中で

も理学療法学科の人気は高 く,専 門学校,大 学を問わず志願者は比較的多い。平成17年 度の全

国養成施設の入学定員 は8,987名 とほぼ9,000名 近い数 に達 しているにもかかわ らず,社 会の

高齢化を受けて社会的要請が高 く,就 職 も比較的容易であるといった好条件 もあってか,来 年

度以降も専門学校や大学の設置計画が次々と出されている。表は養成施設数の年次推移を示 し

たものであるが,こ の表を注意 してみると,過 去40年 間で特に平成7年 以降平成17年 までの

10年 間に,養 成施設数は100校 以上,入 学定員数では実に6,000名 以上と増加の割合が著 しい

ことがわかる。

協会創設以来,長 年の悲願であった4年 生大学による教育が行われるようにな り,さ らに大

学院教育が開始されたのもこの10年 あまりのことである。修士号や博士号をもつ理学療法士が

既に多数,輩 出されている。大学院についても,現 在設置 されている大学に順次設置され,修

士号や博士号の学位を取得した理学療法士の数も今後,ま す ます増えていくものと予想され る。

卒後教育に目を転じると,生 涯学習システムが定着化す るとともに,「専門理学療法士」の称

号をもつ理学療法士も生 まれている。こうした情勢は専門職 として本来望 ましい方向に向かっ

ていると考 えられるが,そ の一方で,理 学療法士の教育に関して新たな問題や課題に直面する

こととなった。

ここ最近の養成施設の特徴 として,4年 制の専門学校が増 え,1学 年40名 を超える定員をも

つ養成施設がみ られ るようにな り,さ らに昼間部と夜間部を併設する養成施設が多 くなってい

る点が挙げられる。その是非はともかくとして,こ うした傾向は今後 も続 くことが見込まれる。

平成11年 に行われた指定規則改正では,大幅な教育の大綱化が進められた。それと前後して,

この5～6年 もの問にかつてない勢いで養成施設が急増 し,そ の結果,教 員不足や教員の資質,

臨床実習施設な らびに指導者の不足,等 の問題が浮上 してきた。現に開設後何年にもわたって

教員定数を満たせずにいる養成施設があ り,一 方,臨 床実習では臨床経験が3年 に満たない者

が学生指導にあたっているケースも少な くない。 このように,教 員や実習指導者について計画

的な養成や資質を向上するための取 り組みに着手する間もなく,大 量の養成定員を抱 える事態

を迎 えることとなり,現 在はその対応に苦慮 しているというのが実情である。

わが国では少子化が進み,平 成19年 には全国の大学定員に全入学可能な水準 まで18歳 受験
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人 口は落ち込むことが予想 されている。既に,一 部の短大や大学では定員に満たないところも

あると聞く。 さらに,一 時ほどではないにしても就職難を反映してか,国 家資格(免 許)を 取

得できる学科に人気が集中する傾向がある。それでもなお,理 学療法士養成施設については専

門学校 ・大学とも新設や学部 ・学科増設の数はとどまるところを知 らない。

このように短期間に養成施設が急増 したことによって,上 述 したように様々な弊害を生 じて

きていることから,教 員と臨床実習指導者の基準づ くりとその養成 システムの構築については

早急に検討 され るべ き課題である。

教員養成については,既 に理学療法 ・作業療法士養成施設教員等講習会が過去30年 あまりに

わたって行われてきた。毎年,東 京 と大阪で各1回 開催されてきたが,こ こ数年,養 成施設の

教員数が急増 したため,定 員に対 して大きく上回る数の受講希望者があり,経 験の浅い教員が

受講できる可能性は低いのが実情である。この点についても,両 協会が独自に 「教員養成のた

めの研修会」 を開催 し,教 員の質を担保すべ く努力が払われな くてはな らない。理学療法教育

の水準を維持するには,教 員の努力に負 うところが大 きいことは言 うまでもないが,教 員養成

については協会の手によって計画的に行われ る必要がある。

指定規則に定める教員や臨床実習指導者の資格基準については極めて緩やかであることから,

臨床実習施設 ・指導者を含めた教育環境の適正化をはかるためには,協 会独自の基準があって

然るべ きである。この点については,今 後,協 会が 「諮問機関」 としての役割を果たす必要が

あろう。

教育の自由裁量化は本来,望 ましいことであるが,専 門職教育ではその教育水準を維持 して

い くための方策が取 られな くてはな らない。現在,協 会内で検討されている「教育ガイ ドライン」

は早急に整備 されな くてはなるまい。わが国のように養成形態が多様であればこそ,基 本的な

教育内容を明確 にした 「ガイ ドライン」に依拠 した教育が必要となる。既に,医 学教育や薬学

教育では教育ガイ ドライン(コ アカリキュラム)が 策定 され,教 育のスタンダー ド化が進めら

れている。これは医学教育 レベル全体の底上げをね らいとしたもので,全 国のどの医学部で教

育を受けても,基 本的な最低限度の知識や技能を習得することが可能となることを目指 したも

のである。理学療法教育もこうした医師をはじめとする専門職教育全体の大 きな潮流に乗 り遅

れ ることな く,教 育のスタンダー ド化を推進することが望 まれ る。理学療法士 という専門職が

将来にわたって社会から必要とされる魅力ある職業 として存在 していくためにも,ま ず理学療

法の養成教育のあり方を見直し,本 腰を入れて教育環境の改善に努めることが必要である。



表 理学療法士養成施設の入学定員数等の推移

入学定員 卒業者数 四年制大学 短期大学 養成校数

昭和38年

昭和39年

昭和40年

昭和41年

昭和42年

昭和43年

昭和44年

昭和45年

昭和46年

昭和47年

昭和48年

昭和49年

昭和50年

昭和51年

昭和52年

昭和53年

昭和54年

昭和55年

昭和56年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

平成7年

平成8年

平成9年

平成10年

平成11年

平成12年

平成13年

平成14年

平成15年

平成16年

平成17年

20

40

40

75

75

95

115

135

135

135

185

205

205

205

245

275

395

455

580

760

880

960

980

1,010

1,010

1,010

1,035

1,115

1,125

1,585

1,815

2,000

2,640

2,970

3,290

3,520

3,625

4,230

4,903

6,156

7,182

8,027

8,987

0

0

0

20

40

40

75

75

95

115

135

135

135

155

205

205

185

245

275

395

455

580

760

880

960

980

1,010

1,010

1,010

1,035

1,115

1,125

1,430

1,745

1,930

2,220

2,710

3,130

3,200

3,530

3,695

4,491

5,253

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

3

8

9

10

12

16

18

20

25

31

36

42

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

3

5

7

9

10

12

12

12

13

14

15

15

14

15

15

14

15

13

12

10

10

9

6

4

2

1

3

3

5

5

6

7

8

8

8

10

11

11

11

13

14

18

20

24

29

31

33

33

33

32

32

31

34

34

38

43

46

57

66

72

79

79

90

101

114

126

132

139

注:短 期大学数が平成10年 以降減少 しているのは,四 年制大学に移行されたことによる。

合計総数

1

3

3

5

5

6

7

8

8

8

10

11

11

11

13

14

19

22

27

34

38

42

43

44

44

44

44

48

49

54

59

64

80

89

97

104

107

118

131

148

163

172

183

75
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理学療法効果に関するプロジェクト活動について

新潟医療福祉大学医療技術学部

黒川 幸雄
(社団法人日本理学療法士協会 理事)

は じめに

21世 紀最初 の理 学療法 白書(第5版,2000年 度版)に おいて,「理学療法 の効果実証 と啓発 活動」

い うテ ーマが提示 され たことは,我 が国の理学療法 が新 たな発展段 階に入 ったと理解 してよい。

この時点 で2万5千 人 の理 学療法士 が,社 会 に対 して どの ように責任 を果 たそ うと してい るの

か,そ の責 任 の性格 を明確 に した点 で意義 深 い。 また平成15年(2003)に は3万5千 人,平

成17年(2004)に は4万 人 を超 え る理 学療法 士が保健 ・医療 ・福祉 の分野 で働 いてい る。協

会 の倫理 的行 動指針 に流 れ るもの は,理 学療法 の質的向上 のためのEvidence-BasedMedicine(科

学 的根拠 に基 づ く医学医療:以 下,EBMと 略 す)で あることを社 会的 に宣言 した ことになる。

その意 味で2000年 は大変重要 な年 にな るわ けである。

本稿 で は 「40年 史」 の最近10年 の協 会活動 にお ける,理 学療 法の効果実証 の プロ ジェク ト

活動 を概 括す る。特 に,理 学療法効果検 討委員会 の活 動 による,今 後 の方 向性や課題 について

述べ る。

協会活動に医学医療におけるEBM動 向を導入する必然性

EBMは 近年,急 速に広 まってきた概念であるが,EBMの 導入をめ ぐっては多 くの批判もある。

批判の背景には医療経済 と医学の効果の健全な関係への模索がある。すでにアメリカをはじめ

とす る欧米先進諸 国においてはEBMあ るいはEBH(HはHealthCareの 略),そ してEBPT

(Evidence-BasedPhysicalTherapy)と いうコンセプ トすら導入 されはじめ,保 健 ・医療 ・福祉 ・

経済にわたる医学的介入の効果に関 して厳 しくその質的検討がなされ始めている。国民は医療

の質の向上と医療費の削減を期待 している。 しかし,EBMを 医学医療の技術の有効性を問 う

手段 として用いることは当然のこととして,EBMを 医療経済的コス ト削減の隠れ蓑的ね らい

から生み出され るものとする綾小的視点とは一線を画することも必要である。隠れ蓑的視点か

らの捉 え方では,本 当に必要な医療費削減をねらった意見に対 しても説得力を欠 くものとなる。

米国において科学的根拠が示されない治療に対 しては保険会社が絡む診療報酬が支払われな

いとする現象が全面的に生 じている。 このことは医学医療が病気や障害に悩む人々が望む挑戦

を諦めてしまうことになる。そうなれば確実に科学的証明がなされ,し かもその患者について

効果のあった治療のみしか処方 しないということになってしまう。その結果,治 療医学や リハ

ビリテーション医学から患者を遠ざけることになるとしたら,そ れは大 きな社会的問題である。

そうではな く,医 学医療のモラルとして,客 観的に効果の期待 され る治療や指導を行 うことが,

医学医療の供給者側に求められる理想的要件であり,EBMの 真の目的でもある。

しか し人間の個体差,環 境差,疾 患の個別差などを考えると,ど のような治療法が理想的に

適合性を有 した治療法かは確定 しにくい側面 もある。それゆえ,絶 えず試行錯誤的側面を包含

しなが ら治療を進めることに蓋然性がある。治療に対 しての怠慢や中断は,モ ラル上許されな
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いのである。その点か らすると,ど んな患者に対 してもEBMは 極めて重要な当然な要求であり,

それに抵抗す ることは困難である。EBMが 医療費抑制のためにのみ機能するとした ら,そ れ

は汎経済主義の社会に対する悪意である。

理学療法効果実証に関する歩み

20世 紀は日本に理学療法士が誕生 し,そ の社会的役割が法的に定められ,理 学療法士の存在

が一・般社会に認知され,リ ハビリテーション医学の領域 に確固たる位置を得た時代であった。

我が国における理学療法士誕生 と本協会設立から40年 余が経過 したが,今 日までに理学療法士

と本協会は我が国の医学医療 ・保健 ・福祉の発展に大 きな役割を果たしてきた。 しかし,理 学

療法士はリハビリテーション医学医療における役割 と経験 のみによる実績の蓄積に甘んじてい

るわけにはいかない。少子高齢化にともなう社会的ニーズの変化,国 民の医療に対する権利意

識の高揚,医 療費の高騰 と財政赤字の蓄積,急 速な医学の進歩など現実の厳しい変化を認識 して,

改めて臨床疫学的観点に立って理学療法の質的検証を行なう必要 に迫られている。

理学療法士が担ってきた理学療法 という領域は新 しい分野であった。本協会は,理 学療法士

が行 う理学療法の科学性や専門性をめざして,こ の40年 余の学術活動の促進を図って きた(表

1)。 その科学性を探求する活動実態は,学 術研究活動の歴史的検証によって明確にすることが

できる。今日までの社会的背景や医学医療の動向を考 えると,本 協会と理学療法士が進めて き

た学術活動の方向性は正 しかったといえる。

しかしその過程において,私 たちは経験主義に基づいて理学療法の社会的認知を広 めて きた

部分があったことも否 めない。 これは時代発展の過程でどこにもあることで,意 図的に経験主

義を怠惰に見過 ごしてきたわけではな く,安 易な妥協を続けてきたわけでもなかった。その時

点での力量のなかで,理 学療法士に問われている社会的ニーズを的確に感知する努力をし,社

会的ニーズに対する取 り組みを行 って きた。経験 とその蓄積による過程は,一 元的に決 して否

定 されるものではない。

今後理学療法士数が増加 し,理 学療法士の量的不足が解消されると,理 学療法士や理学療法

の質的問題がこれまで以上に注目される。国民の医療に対する関心はます ます高まり,安 全で

効果のある医療が適切な負担で提供されることが望まれている。 こうした社会からの問い掛け

に対 しての本協会の敏感な対応の蓄積の上に,今 後の理学療法士の社会的な責任の一環として,

理学療法効果検討委員会が生 まれることとなった。この委員会 は理学療法の効果検討の社会的

緊急性を配慮 しつつ,ま た広い視野に立って学問的観点から理学療法の効果の検討を数年から

数10年 かけて行 う性格のものである。あまり短兵急に結論 ばかり急 ぐものではない,一 段一一

段確実に理学療法の科学的根拠を確立 し,現 実の理学療法の臨床に応用できるように技術的に

もほとんどの臨床家に実践 されるものとしなければならない。また教育分野においても科学的

根拠に基づ く治療方法が,学 生の学習の対象と方法に成長 していかなければならない。

理学療法効果検討委員会発足の背景

理学療法の効果実証を目的とする理学療法効果検討委員会発足には,我 が国における理学療

法士の発展的背景や今日的な社会状況などが関連する。 ここではそのい くつかについて述べ る。

表1は,協 会の学術活動の変遷である。
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表1日 本理学療法士協会の学術活動(理 学療法の効果判定と関連して)

1966年

1983年

1984年

1985年

1987年

1988年

1989年

1991年

1993年

1994年

1997年

1999年

2000年

2002年

2004年

2010年

第1回 日本理学療法士学会開催学会:学 会活動の開始

第18回 日本理学療法士学会:「理学療法"学"の 確立」をテーマに開催

第19回 日本理学療法士学会:「理学療法"学"の 確立」をテーマに開催

第20回 全国研修会:「理学療法の治療効果」をテーマに開催

第22回 全国研修会:「理学療法の有効性」をテーマに開催

第23回 全国研修会:「痛みに対する理学療法の可能性」をテーマに開催

第25回 全国研修会:「理学療法の専門性」をテーマに開催

第26回 日本理学療法士学会:「科学からのメス」をテーマに開催

第28回 全国研修会:「理学療法の課題と展望」をテーマに開催

生涯学習部発足:新 人教育プログラム,7専 門領域研究会など

生涯学習システムの新人教育プログラムを全都道府県士会で本格的に実施

理学療法効果検討委員会プロジェク ト発足

第35回 日本理学療法士学会:「理学療法の効果判定」をテーマに開催

大型理学療法効果研究プロジェク ト

教育分野へのEBMの 反映

EBPT(Evidence-basedPhysicalTherapy)の 日本情報センター ・ネットワークの構築

1理 学療法士の35年 間の学術教育活動の歴史

理学療法士協会が発足すると同時に学会 ・研修が開始 され,平 成12年(2000)に は,そ れ

ぞれ35回 の開催を数えた。理学療法士学会の演題数は500題 を越 え,参 加者 も2,000人 に達

する規模となっている。 また各地方ブロックや都道府県士会 レベルの学会活動 も定着 してきた。

平成11年(1999)に は,ア ジア地域で初めて横浜で世界理学療法士連盟(WCPT)学 会が開

催された。本協会では学術活動の蓄積記録を目的としてとして学術誌 「理学療法学」を発刊 し

ているが,査 読システム等,学 術誌編集体制を整え,1999年 か らは年1回 ではあるが英文誌の

発刊を開始 した。このように,理 学療法に関する学術 レベル は他の先行諸学会な らびに諸各国

の レベルに匹敵するまでに向上 してきた。

理学療法士教育においても,平 成元年(1988)お よび平成11年(1999)に 理学療法士養成

施設の教育改革が実施され,カ リキュラム改正,教 育備品改正,各 養成施設の個別性を重視す

るカリキュラムの大綱化がなされてきた。また,平 成4年(1992)か らは大学における理学療

法士教育も開始され,現 在では大学院前期後期課程 の設置が進み,よ り高度な専門的研究が実

施できる人材の育成や研究体制が推進されている。これ までの理学療法士の学術活動の進展は,

理学療法効果研究の課題を大学院 レベルの研究段階に達 している。

2日 本理学療法士協会の生涯学習システムの構築と専門領域研究会の今後の発展

本協会では会員の知識 ・技術の向上を図 り,国 民保健 に寄与す ることを目的に生涯教育シス

テムを構築 し,平 成6年(1994)か ら試行を開始した。生涯教育システムは新人教育システム,

生涯学習基礎プログラムおよび理学療法専門領域研究会から成 る。新人教育システムでは,卒

後3年 間で理学療法士としての基本的事項について学習する。理学療法専門領域研究会は基礎

系,神 経系,骨 ・関節系,内 部障害系,生 活環境支援系,物 理療法系,教 育 ・管理系の7領 域
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から成 り,よ り専門的な立場から理学療法の研究を行うものである。

各研究会においても理学療法の効果検討は重要な研究課題になっている。理学療法の効果実

証は理学療法士の生涯学習課題 としても重要である。

3職 能領域の課題解決のための突破口の探索的意義

我が国の理学療法士には,診 療報酬改善 ・介護報酬設定,業 務独占,開 業権など多 くの職能

的課題が存在する。本協会 はこれ までの30数 年間,理 学療法士の職能的役割や社会的ニーズ

の拡大に努力を重ねてきたが,こ れ らの課題 は,理 学療法の科学性や技術的基盤が拡充強化 さ

れてはじめて構築されてい くものであり,社 会的信頼と地位向上の突破口となるものである。

4理 学療法の質の保証の今日的意昧

近年,理 学療法士の養成施設は急速 に増加 し,平 成18年4月 現在200施 設(大 学約50校)

を越えるに至っている。急激な養成施設の増加に対 して,教 育の質的低下が懸念されているが,

む しろEBEd(Evidence-basedEducation)が 重要で,早 急に教育内容の質的向上が保証 されな

ければならない重要な段階にある。

また理学療法の質的向上には,理 学療法士の生涯にわたる卒後研修制度の充実と臨床技術の

質的向上や見直 しが行われてゆかなければな らない。 しかし,日 本においては理学療法の質の

担保 となるEBMレ ベルの高い効果検証論文が殆どな く,経 験則 として理学療法の質的判断が

なされ ることも多い。理学療法の客観的効果実証は,理 学療法の質の保証する意味でも,今 日

の状況において重要な課題である。

5DRGIPPC,FRCの 進展

日本 においてもDRG/PPS(DiagnosisRelatedGroup/ProspectivePaymentSystem,診 断群別

包括払 い制度)の 導入が検 討 されてい る。 リハ ビ リテ ーシ ョン医学 の領域 ではFRC(Functional

RelatedGroup,機 能 的分類)が 適当 とも考 えられてい る。 また,ク リテ ィカル ・パス(Critical

Pathway)の 導入 も開始 され てい る。 これ らは医療 の質 を保 証す るため に医療 の標準化 を図 る

もので,EBMの 流れ とも関連 してい る。理学療 法 の標 準化 を行 うため には,そ の基礎 とな る

理学療法効果 の客観 的検証 が不可欠 であ る。

理学療法効果検討委員会の目的及び具休的目標

理学療法効果検討委員会が理学療法効果検討に係わる全ての活動を直接担 うことはできない

が,理 学療法と理学療法士に課せ られた今後の課題について現段階レベルで明 らかにすること

により,会 員の学術活動の方向性を示し,そ の活動を刺激 ・支援 し,将 来の理学療法の発展に

寄与できると考 えられる。 また,社 会的ニーズに的確 に対応す るという社会的責任 に対 しても

一定の価値を有する。

理学療法効果判定の困難性と課題

理学療法の効果検討を実施す る場合,臨 床疫学的方法論を基盤 としつつもその適応や実際の

研究には多 くの困難性が伴 う。今後の理学療法の質的展開の重要性を考えると,対象,治 療手段,

割 り付 け,効 果,評 価尺度,目 的,理 論的根拠など多 くの点で検討を要する課題が考えられる。
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表2理 学療法効果検討委員会の目的として以下の6項 目を掲 げている

① 医学医療分野における理学療法の効果についてEBM立 場で明 らかにする。

② 保健 ・福祉分野における理学療法の効果についてEBMの 立場で明 らかにする。

③7専 門研究部会の基本的事業の一環 として,諸 テーマにそって効果検討を行い,EBM

を位置づけ臨床技術の発展を図る。

④ ①～③の目的にそって年度 ごとに報告書を作成し,理 学療法の役割,意 義,そ して効

果についての理論的整理を行い,そ れをもって理学療法士の学術活動の啓蒙を図る。

⑤ 理学療法の治療技術がEBMに 裏付 けられたものか報告することで,利 用者の立場に

立った理学療法の社会的啓蒙を図る。

⑥ 理学療法の効果検討を通 して理学療法士の職能課題の改善を図る。

以上のような目的をもって理学療法効果検討委員会の活動を進め,波 及する情報が理学

療法士の日常臨床の質的改善に繋がることを期待 している。表2は これ らの目的を達成

するための具体的な目標(表3)を まとめたものである。

表3理 学療法検討委員会の具体的目標
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月1

国内の先行理学療法効果研究の概括(review)

国外の先行PT効 果研究の概括(review)

理学療法効果研究プロ トコールの作成

平成12年 度以降,理 学療法効果検討のパイロットスタディの立ち上げ

平成13年 度以降,前 向き研究やRCT研 究課題の実施準備

エビデンス ・レベルの少 しでも高い研究活動の援助

その他関連する諸課題に対応する活動

今後の方向性

理学療法効果検討委員会の方向性には,臨 床,教 育,研 究分野理学療法士会員の活動に対 し

て何 らかの影響を与 ええるものとなることが期待 される。委員会の性格付 けによっても変わっ

て くるところである。単なるプロモーターの役割を果たすのか,具 体的プロジェク トをおこし

て遂行 してい くのかで,活 動形態が異なって くる。そのためには,委 員会が何を期待 されてい

るのか,第35回 鹿児島学会の理学療法効果判定 に関するシンポジウムの論議の方向性なども

参考にして,今 後の方向性を検討する必要がある(表4)。

この理学療法効果研究プロジェク トを成功 させるには,時 間も,予 算も,多 くの会員の協力,

及び社会的,倫 理的承認 も得なければならない。様々の面でのコンセンサスの確立,協 力体制

の確立が課題となって くる。特に大規模臨床介入試験を行 うような場合には,多 くの本協会会

員の協力が必ず必要になってくる。

理学療法の効果実証には今後5年,10年 単位の息の長い研究活動を要する。 この40年 間の

理学療法士の役割や実績に対する社会的評価 は,概 ね理学療法士にとって肯定的に推移 してき

たといえる。 しか し反面にある厳 しい側面を確認 して,患 者 ・障害者,そ して多 くの国民か ら

信頼され る理学療法の確立をさらに図ってゆく必要がある。そのためには,理 学療法の質的な

検証が重要であることを深 く認識 してゆかねばな らない。それが今後の学術 ・職能専門集団の
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表4理 学療法効果検討推進の方向性

1)全 体のプロモーター役(そ のために何をしたらよいかを検討)

2)会 員の理学療法効果研究の促進

・大型研究プロジェク ト研究助成

(筋力増強効果,心 肺機能改善効果,鎮 痛効果などインパク トのあるもの)

・単年度研究,・継続的研究プロジェク ト

3)理 学療法効果検討に関する会員 コンセンサスの確立,協 力体制の啓蒙 ・推進

4)学 術活動への積極的参加に対する援助

5)EBM推 進への啓蒙活動

・手引 き作成

・研修会開催

6)教 育分野へのEBM反 映

・根拠に基づ く教育(EBEd)へ の移行の努力

表5理 学療法効果検討に係わる活動 ・組織

1)7専 門領域研究会における理学療法効果検討の進展

2)脳 血管障害(CVA)効 果研究大型プロジェクトの設置

3)保 健 ・福祉分野効果研究班の設置

4)理 学療法効果検討研究プロジェク トに対する研究費助成制度

5)研 究助成審査委員会の設置

6)教 育部における教育分野へのEBMの 普及活動

7)組 織改正に伴 う理学療法効果検討委員会の位置付けの再検討

8)そ の他の関連事項の組織的課題への対応

発展の鍵であることを新ためて,初 心に帰 って,脳 裏に刻み込んで理学療法業務をすすめてゆ

くことが肝心である。一人一人の理学療法士の日1の 臨床 ・研究 ・教育業務の視点が質的に変

化 をしてゆき,全 体 の理学療法業務の標準化が進み,ク リティカル ・パスの確立につなが り,

かつ改めてEBMの 検証につながってゆ くことを期待 したい。そうした成果が理学療法士の教

育分野に早 く反映され,よ り有能な理学療法士の育成に繋がっていくことが望 まれる。

そして何 よりも協会という組織がそのシステムに則ってEBM的 に活動 し,EBMの 蓄積がお

こなえる組織にすすむことが望まれる(表5)。

以上2000年 版理学療法 白書の 「理学療法の効果実証と啓発活動」を下敷 きにして本文は記

述 された。当時の奈良勲協会会長のイニシアチブで立ち上 げられ,平 成10年 度から始まって

平成14年 度で終了したプロジェク ト活動のPT効 果検討委員会は,「理学療法効果検討委員会

報告書」(平 成16年2月)に 有るような作業を行った。 また若干の今後の課題を提起 した。
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理学療法週間

九州 リハ ビリテーション大学校

(社団法人 日本理学療法士協会 平成7～14年 度

橋元 隆
理学療法週間推進委員会 委員長)

事の起 ζり

高齢社会の担い手として理学療法士のニーズが高まる一方で,理 学療法の業務,理 学療法士

という職種が一般の方々に本当に理解されているのであろうか。 リハ ビリテーションという言

葉が先行する中で 「リハビリをする」 「訓練」という言葉で理学療法が表現され る,そ れでいい

のだろうか?そ うした疑問が奈良勲前協会長から投げかけられた。そうした経緯か ら理学療法

週間が話題にな り始めたのは平成4年 度であ り,平 成5年 度には広報部に理学療法週間推進委

員会(予 算10万 円)が 山田純生委員長(当 時広報担当理事)の 下で発足 した。 この年には"理

学療法週間"の 実施にあたり各都道府県士会長にむけて理学療法週間構想に対するアンケー ト

も実施された。平成6年 度にはこれ らアンケー トの意見 も取 り入れ,日 本理学療法士協会設立

総会がおこなれた7月17日 を「理学療法の日」と定め,そ の日を挟む1週 間を理学療法週間とし,

活動が開始 された。当時は士会活動の活性化,士 会法人化推進(10士 会が法人化を取得),生

涯学習システムの実現,そ して平成ll年(1999年)WCPT学 会開催に向けて協会が動いてい

た時代である。

委員会発足当時の委員 は部長:山 田純生氏,委 員:秋 田裕氏,潮 見泰蔵氏,半 田一・登氏,網 本和氏,

西沢利広氏であった。平成6年 度には予算が19万 円とな り,具 体的な活動が開始 され,協 会

ニュースを通 じて理学療法週間の意義,意 見などが掲載され,理 学療法週間事業 の実現可能な

モデル地区を選出,パ ッケージ ・プログラム作成のための調査,方 法論の整備が行われ,米 国

理学療法週間に関する情報収集,養 成施設に対する公開授業や公開講義などの働 きかけが行わ

れた。 また,理 学療法週間事業の趣 旨を,『1965年 わが国に理学療法士(PT)の 資格制度が誕

生して以来,30数 年の年月が過 ぎました。その間に理学療法の知識 と技術はより高度に進歩し,

医療サービスの水準も確実に向上して きています。人口の高齢化,医 療の高度化 に伴いリハビ

リテーション対象者の増加や保健 ・福祉の分野での新たな需要の拡大など,理 学療法士の果た

す役割の重要性 はます ます高 くなると考 えられます。 しかしなが ら私達たちの役割は,一 般の

方々に十分に理解されていない面があることも事実です。 このような観点により,私 たちは専

門家 としての責任 において,必 要な情報をより適切に社会に還元することで,国 民全体の保健 ・

医療 ・福祉の向上に寄与したいと考えてお ります。

私たち日本理学療法士協会では,協 会が設立された日7月17日 を 「理学療法の日」 と定め,

この日を中心 とする一週間を 「理学療法週間」 として,全 国各地 において種1の 行事を開催す

るなかで,理 学療法に関す る社会的認識を高めるとともに,こ れか らのリハビリテーションの

あ り方を考 える機会としたいと思い ます。』と掲げ,各 士会に事業への参加が促された。
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理学療法週間 パイロッ ト事業時代

平成7年 度 よ り特別委員 会 として広報部 よ り独立 し,"理 学療法週 間"事 業 が正式 にスター ト

し,7月17日(月)か ら23日(日)「 理学療法週 間 ・パイ ロッ ト'95」 を実施,北 海 道 ・青森 ・

秋 田 ・埼玉 ・神奈川 ・愛知 ・大 阪 ・兵庫 ・岡 山 ・高知 ・福 岡 ・宮崎 ・沖縄 の13士 会が参加 し,

モデル事業 にあた ってのマニ ュアル,ポ ス ター,リ ーフ レッ ト,ス テ ッカーを作成 し配布 され た。

この啓 発 ポスターに は山田担 当理事 の尽力 でチ ャック.ウ ィル ソ ン氏が無償 で,モ デルを務 め

ていただい た経緯 があ る。 また,財 政 的支援 を得 るためOG技 研(株)・ 酒井 医療(株)・ ミナ

ト医科学(株)に もご支援 いただいた ことを付 記 してお きたい。

この年 よ り,新 しい委員 と して全 国各 ブロックか ら石川孝 幸氏(青 森),宮 前信幸氏(千 葉),

鈴木康 三氏(京 都),赤 松 満氏(愛 媛),千 代丸信一氏(福 岡),高 橋精 一郎氏(福 岡),委 員長

に橋元 隆(福 岡)が 拝命 した。

平成8年 度 には宮 城 ・千 葉 ・静 岡 ・石川 ・岐阜 ・鳥取 ・徳 島 ・熊本 ・宮 崎 士会 が加わ り21

士会 が参加,理 学療法週 間実 施士会 には5万 円の援助金 が支 出され,ポ ス ターや リー フレッ ト

作成 として60万 円な ど事業費 と して210万 円 あ まりが組 まれ,さ らに は名古屋 市で 開催 され

た学 会中 の5月16日 に初 めて各士会担 当者会 議を 開催(の ちに学 術大会 時 に開催 され ること

が定例 とな った),32名 の参加 があ り理学療 法週 間の普 及が促進 され,協 会 の重点事業 のひ と

つ と して位置づ け られ るようになった。 また この年初 めて学会 で理学療法週 間に関す る演題 『当

院 にお ける 「理学療法週間」 の試み』(浦 上遊子氏 ・他)が 発表 され た。

平成9年 度 にはポスター(8,000部),パ ンフ レッ ト(PTの 世界),リ ー フレッ ト(15,000部)

を作成,「 理学療 法週 間'97」 と して,7月14日 ～20日 を中心 に新 たに岩 手 ・山形 ・福 島 ・栃

木 ・新潟 ・富 山 ・京都 ・滋賀 ・広 島 ・島根 ・愛媛 ・長崎 ・大 分の13士 会が加わ り34士 会 にて

実施。 また,全 国理 学療法士学校養 成施設 に本事 業へ の協力 とポス ター等 の掲 示依頼文書 が発

送 され るようにな り,年 間予算 も280万 円を超 えるよ うになった。 この年 よ り奈須 田鎮雄氏(福

井)が 推 進委員 として加 わ り全 ブロックで推進委員が構成 され た。

平成10年 度 は担 当理事 に磯 崎弘 司氏 が就任,46士 会が参加。 後援 団体 としてOG技 研(株)・

酒 井医療(株)・(株)日 本 メデ ィックス,パ ナマ ン トベ ッ ド(株),ミ ナ ト医科学(株)の5社

に ご協力 をいた だいた。 ポ スター(11,000枚),リ ーフ レッ ト(22,500部)お よび協 会パ ンフ

レッ ト 「理学療法 ってなんだ ろう」 を参加士会 な らび に関係機 関へ の配布.ま たTBS作 成 の理

学療法紹 介 ビデオ も配布 された。 この年 よ りと啓発 用ボ ールペ ン(30,000本)を 記念 グッズと

して施設訪 問の参加者 な どに配布 す ることが始 まった。

全士会参加へ

平成ll年 度 はWCPT学 会 が横 浜 で 開催 され た年 であ るが,理 学 療法 「理学 療法 週 間'99」

を実施,全 士 会(47士 会)で 開催 され るよ うにな った。7月17日(土)に は 日本 テ レビズー

ムインサ タデ ーのエ ンデ ィングで 「理学療法 の 日」 が放 映 された。平成7年 にパ イロ ッ ト事業

を開始 し,全 士会で開催 で きるまで に5年 間を要 した。 この年を機 にパイ ロッ ト事業 としての

理学療法週 間事業 を終 了,こ れ まで ポスター作 成な どで ご支援 い ただいて きた業者 さん等 の協

賛 も打 ち切 ることになった。 中国 ・四国ブ ロックの推進委員 が赤松満氏(愛 媛)か ら野村充彦

氏(徳 島)に 変更 され た。



84

平成12年 度 にはポスターや ロゴマー クなどのデザ イ ンコンペの開催 を計画,さ らにはマスコ

ミや行政へ の積極 的働 きかけ,ま た協 会 ・士会(新 潟 ・秋 田 ・長野 ・富 山 ・大 阪 ・岡山 ・福岡 ・

鹿児 島が掲載)ホ ームペー ジなどで本事業 のPR活 動が行 われた。事業推 進の ためのポ スター

(15,000枚),ボ ールペ ン(30,000本)の 作 成,お よび パンフ レッ ト 「理学療法 ってなんだろ う」

(32,000部)を 参加 士会,な らびに関係機 関へ配布。各 士会の事業 内容 も施設 開放,障 害体験,

訪 問講座な ど多 岐に亘 り,こ の頃 よ り対象者 も高校 生や高齢者 に限 らず,中 学 生や小学生,さ

らに は7月17日 を挟 んだ 「理学療法 週 間」 期 間のみの活動 で はな く,地 域 の祭 りな どの行事

に参加 す る士 会 も増 え,恒 常的な活動展開が行われ るよ うになった。推進委員会 に古 島譲氏(福

岡)が 加 わ った。

平成13年 度 か ら担 当理事 に半 田一登氏 が就任 した。 ポス ターや記念 グッズ(カ ラーボールペ

ンと蛍光 ペ ン),パ ンフレッ ト(理 学療法 ってな んだろ う)に 加 えて,協 会作成 ビデオ 「家庭 で

で きる リハ ビ リテー ション」 を各士会 に2本 ずつ配布 した。 また,ス カイパー フェク トTV(医

療 福祉 チ ャンネル774)に て各士会 の理学療 法週 間事業 が取 材 され,放 映 され た(9月6日 前

編 と9月13日 後編)。 協 会ホ ームペ ー ジで広 報活動 を展 開す るとともに士会 レベルで のホーム

ペー ジで の広報 活動 も拡大 され,広 報部 との連携 による理学療法 啓発用 ポス ター ・協会 ロゴな

どのデザイ ンを会員 よ り募集 ことにな った。

平成14年 度 には,広 報部面角 昌実氏 の尽力 によ り協会 のロゴマークが完成 した。 その ロゴマ

ー ク入 りの付箋紙4万 冊 ,ポ スター も2万 枚,さ らに理 学療 法紹介 ビデオ30秒 編 と4分10秒

編:「 理学療 法 って知 って ます か?」 が製作 され,各 士会へ配付 した。広報活動 として讃責 新聞

(山 口 ・九州 全県版)の 見開 き2面 に理学療法啓発広告 が掲載 され た。 また,前 年度 同様 ス カイ

パー フェク トTV(医 療福祉 チ ャンネル774)に て各士 会の理学療法週 間事業 が取材 され,放 映

された。

広 報 部 担 当 へ

平成15年 度からは協会組織改正と理学療法週間事業が各士会に定着 し,推 進する目的は一応

達成されたことか ら恒常的活動を含め広報部へ引 き継がれることになった。 内山田悟朗広報部

長のもと情報誌 「PTあ!」 の発行,国 際福祉機器展への出展など対外的にも幅広い広報活動を

展開するに至っている。

望 まれ る公 的 制 定

理学療法週間がパイロット事業として計画 され,ま さに10年 の歳月が流れた。将来,理 学療

法士 としての道を志 して欲 しい高校生を対象に始められた本事業 も高齢者,そ して小 ・中学生

へ とその対象も拡大 され,地 域に密着 した事業として定着 してきた。本事業は,理 学療法 ・理

学療法士の普及活動 として大 きな役割を果 してきたと確信 している。理学療法週間推進事業の

実施中に実現できなかったことに 「理学療法週間」の公的制定がある。今後,公 的に制定され,

会員のみのパフォーマンスにとどまらず,地 域住民がともに参加できるような理学療法週間に

なればと望んでやまない。
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阪神 ・淡路六震災 における

巡 回 リハ ビリテ ーシ ョンチ ー・ムの活動

兵庫県立総合リハビリテーシ ョンセンター

神沢 信行
(社団法人兵庫県理学療法士会)

巡 回 リハ ビ リテ ー シ ョンチ ー ム の経 過

平成7年1月17日 午前5時46分,ま った く予期していなかった阪神・淡路大震災が発生 した。

兵庫県士会事務局は当初,会 員 の安否確認と勤務先施設の被害状況調査に追われていた。1月

23日,兵 庫県より 「災害復興に向けて理学療法士 ・作業療法士のできること」 について意見を

求められ,本 会としてもでき得る限 りの努力をしたい旨を伝えた。1月26日,避 難所に高齢者,

身体障害者(以 下,身 障者),お よび震災により障害を受けた方々が多数避難されているため,

兵庫県庁 にて今後の対応方法と組織について検討 し,巡 回 リハビリテーションチームはボラン

ティアチームとして活動することとなった(理 学療法士 ・作業療法士 ・言語聴覚士 ・医師より

構成:最 終協力者数550名)。1月27日,鉄 道および道路の交通路遮断のために,阪 神地 区(6

市),神 戸地区(9区),淡 路地区(1市9町)の 各地区に分かれて活動を開始した(平 成7年1

月17日 現在の市区町数)。

巡 回 リハ ビ リテ ー シ ョンチ ーム の 目 的 と支 援 内容

当初は1,100カ 所の避難所に30万 人以上が避難 してお り,そ の中には高齢者と身障者が含 ま

れていたが,そ の実態は行政機関でも十分に把握できていなかった。それは,震 災による一次

医療 とインフルエ ンザの流行への対処が急務であったことと,行 政機関自体が被災していたこ

とから,や むを得ない状況であったと思われる。

1.目 的

避難所 に高齢者,身 障者,お よび震災により障害を受 け寝たきりに近い状態,ま たはそのお

それのある方々が多 く避難 しているため,寡 動等による二次障害の予防および身体機能 ・能力

の低下を最小限にす ることを目的に避難所への巡回を行 った。

2.支 援内容

① 動作方法の練習(床 上動作 ・起立動作 ・歩行など)

② 寝たきりにならないための環境調整(ト イレ ・椅子 ・段差などの住環境調整)

③ 相談(情 報収集 医療 ・福祉情報などの提供)

④ 現場の状況に応 じて専門性を生かした対象者のニーズに合 った支援

⑤ 管轄保健所 ・福祉事務所および避難所の災害本部 ・医療班 との連携

など
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3.基 本的姿勢と配慮点

① 押 し付けであってはならない

② 避難者の気持ちを考慮す る

③ 布団などを踏んだり跨いだりしない

④ ドアの開閉は迅速に行 う

⑤ 周囲に配慮 して大声を出さない

⑥ で きるだけすべての人に当たる

とし,こ れ らの内容を書面にてスタッフが確認で きるようにした。 また,避 難所 には多 くのボ

ランティア,医 療班,行 政機関などの訪問のみならず,悪 質な訪問販売 もあったようであ り,

当チームの目的を理解 していただくように努めた。

巡 回 リハ ビ リテ ーシ ョン の 実 際

対象者 は1,079名(男 性299名,女 性705名,不 明75名)で,平 均年齢は62.6歳 であった。

また,身 体等の状態により対象者を表1の ように分類 した。巡回時にはチームを2～4人 で編

成し,で きるだけ対象者のニーズに合わせた職種を派遣 した。阪神地区では当初より保健所 と

ともに活動を行 うことができ報告会も毎 日開催されたが,神 戸地 区では保健所 と活動をともに

することが困難だったため,巡 回終了後に事務局で毎晩報告会を行い当チームで得た情報は管

轄保健所 ・福祉事務所に口頭およびFAXに て報告 した。全国から送 っていただいた義援金で

購入 した機器類は,支 援にあた り非常に有用であった。機器類の配布状況 としては杖と立ち上

が り台の需要が最も多 く,ま た,手 押 し車,エ アクッション,座 椅子,車 いす,装 具なども配

布 した。これ らの配布と動作練習により,寝 たきりの予防と家族を含めた精神的な安定に貢献

できたと考 えている。 また,動 作や介助方法の練習により身体状態が改善 して終了 した対象者

は442名(41%)お り,当 チームの専門性を生かすことができたと考えている。なお,巡 回 リ

ハビリテーションの終了は,表2の ような理由に分類 された。

表1対 象者の分類と評価

群

群

群

I

H

皿

第

第

第

分

類

被災前 より障害を有する人

被災により障害を受けた人

寝たきりになりやすいを思われる人

評

価

A

B

C

入院 ・入所が必要 と考 えられる人

避難所等での継続指導を必要とする

避難所等で1回 の指導で終了した

移

動

形

態

a

、D

C

10

寝たきり群

歩行不能群

歩行困難群

歩行可能群
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表2対 象者の転帰形態

1自 宅転帰(市 内の親戚宅を含む)

2動 作練習,家 族への介助指導等の終了と確認

3入 院,入 所(緊 急避難を含む)

4通 院医療,通 所事業所の再開

5福 祉機器の導入(杖 ・洋式便器 ・ベッド・立ち上が り台等)

6福 祉サービスの紹介 と関連機関への連絡および確認

7対 象者 または家族の拒否

8所 轄住所外への移転(一 時的移転を含む)

9所 在不明(追 跡不可)

10そ の他

表3事 務局の班別役割

統括

スケジュール班

情報班

記録班

ファイル整理班

巡回ゾーニング班

データ整理班

会計班

事務局全般の統括

スタッフ数による巡回チーム分けと巡回する避難所の予定の立案,巡 回予定ス

タッフへの連絡

スタッフ ・保健所 ・福祉事務所 ・その他よりの情報を整理 してスタッフに提供,

必要機器の発注と管理

記録,申 し送 り書等の書式の検討 と記入された記録の内容確認,巡 回終了者と

継続必要者のファイル分類

翌日の必要書類 ・機器の準備,避 難所 リス ト・地図等の必要書類の整理

避難所の位置確認と巡回する避難所の地図の作成

記録,申 し送 り書に記載された内容のコンピュータ入力とデータ分析

義援金の出納管理

まとめ

活動は手探 り状態で開始されたが,毎 日の検討を重ねる中で最良と考えられる方法をその都

度取 り入れ,事 務局 の仕事 も班別 に役割分担 した(表3)。 しかし,活 動の開始が地震発生10

日後であったことを考えると,1日 でも早い立ち上がりが必要であったことが反省 される。また,

多 くのスタッフが関わるために対象者に関する記録表を作成 したが,そ れ 自体の不備と記載漏

れなどのために十分な申し送 りがで きなかったことは大 きな反省材料である。また,報 告書や

各種の書類等を新潟県理学療法士会に送 り,活 動の参考にしていただいた。

最後になりましたが,新 潟県,福 岡県,兵 庫県をはじめとした被災された皆様の1日 でも早

い復興をお祈 り申し上げます。
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中越大震災被災者への支援活動
一新潟県士会からの報告

新潟県立新発田病院

深川 新市
(社団法人新潟県理学療法士会 会長)

は じめ に

死者51人,重 軽傷者約4,800人 を出した新潟県中越大震災から1年 がたった。大勢の命を飲

み込み多 くの涙を吸い取 った被災地にはあの日と同じ空が広がっている。「心をひとつふるさと

復興」のスローガンのもと復興作業が始 まっている。 しか し,い まなお大勢の人たちが仮設住

宅で暮 らしている。中越豪雨では老人や障害者など,災 害弱者の救済 と避難所生活後の介護保

険申請の増加が問題になった。私たちは地震被災者の運動機能の低下を予防す るため,県 や市

町村 と協力 して避難所ならびに仮設住宅での 「巡回相談 ・指導」活動を行った。

介 入 方 法

避難所で生活 している被災者の閉 じこもりや生活機能の低下を予防し,健 康です ごすには,

私たち理学療法士がどのようにかかわれるのか,ど のような支援活動ができるのか。それは全

く未知の取 り組みである。被災住民の身近で避難所での生活状況を一番 よく理解 している保健

師 と連絡を取 り会 うことが最善の方法と考 えた。そこで新潟県を始め,被 災市町村の担当課,

社会福祉協議会,ボ ランティアセンターなどを回り情報収集と支援活動について意見交換を行

った。新潟県か らは 「廃用症候群の発生予防の取 り組みにかかる市町村支援 の協力要請」をい

ただき,それにもとづ き山古志村避難所の支援活動から開始した。今回私たちは避難住民に対 し,

保健師から 「高齢者の生活活動に心配な人がいるので診てほしい」 という要請を受けてかかわ

った。支援活動終了後も継続的なケアに役立てられ ることを目標 とした。

県 士 会 活 動 経 過

震災直後はライフラインもとまり,電 話などの連絡網 も途絶えた。新潟県士会事務局 も被災

地のため,一 時事務局機能を移転 した。被災をまぬがれた理事と一・般会員が早期対応のため現

地避難所で一般ボランティア活動をおこなった。新潟県士会としての組織的支援体制は数回に

及ぶ現地避難所などの調査後 に整えた。兵庫県士会の震災時のマニュアルを参考に,個 別対応

の活動記録用紙も作成 した。避難所での活動記録は今後に継続で きるよう,コ ピーで残 して保

健師活動にも利用 した。

震災直後は理事会の開催 もままな らず,新 潟近隣の理事により臨時理事会を開催 し,被 災地

の現地調査を決定 した。そして第一に会員の被災状況調査を行った。新潟県作業療法士会など
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友好団体 と被災地の現地調査に入 り,新 潟県言語聴覚士会も交えて合同対策会議を開き活動方

法を議論 した。3士 会合同による長岡市市民センターでの電話相談の開催を決定 し,マ スコミ

への広報,プ リペイ ド電話の購入,チ ラシ作成,相 談記録用紙も作成 した。電話相談当日は避

難会場での実技指導の依頼もありこれ らにも対応 した。 また,新 潟県庁に出向き仮設住宅担当

課では,建 設予定の仮設住宅の手す りや段差の個別対応を要請するとともに,必 要 に応じ県士

会も協力することを表明 した。福祉保健課では関係市町村との調整をお願いした。新潟県より

の 「廃用症候群予防の市町村支援」要請を受け,現 地 の保健師に相談者の調査,相 談所の調整

をお願いした。

被 災 者 支 援 内 容

新潟県理学療法士会の新潟中越大震災に伴 うこれ までの活動は 「大震災対策委員会立ち上げ」

「会員の安否と被災状況の確認」「地震被災地視察,調 査」 「県,市 町村行政 との支援方法の調整」

「作業療法士 ・言語聴覚士との合同委員会開催」 「一般被災者向け電話相談」 「ボランティアの応

援体制の確保」「被災支援資金の確保」「避難 所・仮設住宅での巡回相談・指導」「支援物資の提供」

が主なものである。「相談 ・指導」の支援内容は次のとお りである。① 山古志村避難所での支

援活動はll月25日 ～12月9日 までの計5回 にわたり,述 べ46名 の会員が,7ヵ 所の避難所

で述べ133件 の個別相談等を実施 した。②長岡市の 「元気出していこう教室」は1月11日 ～3

月3日 までの12回 にわたり,延べ24名 の会員が165名 の参加者に対応 した。③山古志村の 「転

倒予防教室」 は3月2日 ～10日 までの5回 にわた り,述 べ8名 の会員が93名 の参加者 に対応

した。④小千谷市の 「転倒予防教室」 は1月21日 ～3月24日 までの16回 にわた り,延 べ15

名の会員が310名 の参加者に対応 した。⑤その他 として,被 災市町村が行うホームヘルパー養

成講習会への協力要請がありこれらにも対応 した。

地 震 の 特 徴

特徴的なことは,生 活基盤の破壊である。被災地は基幹産業が農業 という自治体 も少な くな

い。問題 は,た だでさえ過疎化,高 齢化が進んでいる中山間地の農業をいかに立て直せるかで

ある。中越地震はその特徴を 「長期の強い余震 と地盤災害,豪 雪による複合的長期災害」とい

える。 また避難生活のス トレスと長引いた余震のため 「エコノミークラス症候群」が多発 した。

地震発生以降,被 災地で例年より間接死と思われる死者数が増加 している。直接的な因果関係

は不明だが,専 門家 らは震災後のス トレスや過労か らの心身への影響を指摘 している。小千谷

市では前年同月と比べて52%,川 口町では4ヵ 月間の死者数が前年同期より6割 以上 も増加 し,

長岡市でも15%の 増加となっている。

まとめ

災害時の医療は阪神大震災を契機に(ト リアージを含めた)細 やかな配慮がなされるように

なった。中越地震でも初期の段階か ら話題にもなった。7月 の中越豪雨でもお年寄 りや障害者

など大勢の災害弱者が亡 くなった。また避難生活後に3倍 近い介護保健の申請があった。災害
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医療の中でも中長期的な取 り組みが求められるものに,心 のケアと避難所生活の長期化による

生活不活発病の予防が挙げられる。私たち理学療法士の役割 は,1番 目は災害時に既に障害が

あって医療機関を受診 していた人への対応,2番 目は震災によって新たに障害 という問題を抱

える一般住民,3番 目に被災者や障害者を世話する立場の市町村職員や一般住民への対応であ

る。被災者や障害者への対応で大事なのは,ケ アの押 し売 りや押 し付けを避けることである。

支援は地味な裏方に徹す ることが要求され る。既に障害があった方々は介護保険によってその

ほとんどが施設 に入居された。 しか し施設は能力を超える入居者が集 まり十分な介護が受 けら

れない施設 も多 く,今 後どのように関わ るかが問題となった。 また新たな障害が予測される避

難者に対 しては,生 活不活発病予防としての取 り組みが重要である。

今後の課題

全 くの手探 り状態からの出発であった。中越大震災は住民の結び付きの強い中山間地で起 き

た。かかわ りの基本は近隣住民同士の助け合いや支 え合いが重要であり,今 後の課題は地域の

特性を考慮 して活動することが重要であろう。政府の中央防災会議は都心部で震度6強 の直下

型地震の発生を予測 している。

日本理学療法士協会 も協会本部機能の移転先と,緊 急体制について事前に防災戦略を立てる

など,災 害時の支援体制作 りに本格的に取 り組む必要性を感 じる。 また災害マニアルの作成 と

会員のボランティア登録や研修会を開き,会 員の意識啓発と万一の時の迅速な対応 と仕組みづ

くりの必要性を強 く感 じた。(理 学療法 ジャーナルに掲載の 「理学療法士の現場か ら」も合わせ

てご一読 ください。)

全国からのた くさんの励 ましと温かいご支援に感謝申し上げます。 また私たちの被災者支援

活動に対し新潟県知事より感謝状をいただきましたことをお知 らせします。



雛繊の灘藪





93

協会のマスタープランについて

高知リハ ビリテーション学院

中屋 久長
(社団法人日本理学療法士協会 会長)

は じめ に

平成元年以降,日 本理学療法士協会では協会や理学療法士の将来について短期 ・中期 ・長期

毎に一定の目標にしたがって協会事業及び運営を執行 して きた。基本的な目標は2年 ごと,つ

まり役員選挙後執行部が交代 した年に検討 し修正を加 えて きた。マスタープラン構築の基本的

な理念 ・方向性は大きく変わってはいない。30年 史を参照 しながら平成元年～16年 度 までと

17年 度に新たになったマスタープランを提示したい。

プ ロ フ エ ツ シ ョン の構 築 の基 盤

本協会定款,第1章 総則,第3条(目 的)に は 「本会は,理 学療法士の人格,倫 理及び学術

技能を研鎖 し,わ が国の理学療法の普及向上を図るとともに国民保健の発展に寄与することを

目的とする」 とあ り,第4条 にその事業として,(1)理 学療法の向上と改良発達に資す る事項,

(2)理 学療法を通 じて,社 会福祉の増進に資する事項,(3)理 学療法士学会,研 修会,講 習会,

研究会等の開催に関する事項,(4)理 学療法士の教育機関に協力 し,教 育の向上に資する事項,

(5)世 界理学療法連盟に加入 し,各 国との学術的友好的交流を図る事項,(6)理 学療法に関す

る刊行物の発行及び調査研究事項,(7)理 学療法士の社会的地位の向上と相互福祉に関す る事

項,(8)そ の他本会の目的を達成するために必要な事項,を 挙 げている。つまり,本 会は国民

保健の向上に寄与することを目的とした公益に資する団体であ り,理 学療法士 は知識 ・技術は

もとより倫理に徹 したプロフェッションであることが求められている。そのプロフェッション

構築の条件を四角錐のピラミッ ドに例えると,次 の4面 からなる。

面1:学 問的背景を持つ専門職業教育,人 格及び専門的技能の育成

面2:資 格,地 位の法的,社 会的承認 による責任を伴う選択権

面3:倫 理綱領(規 定)に よる自己規制,非 利己的態度の育成

面4:公 共へのサービスを誓う精神,思 想 ・哲学

本協会のマスタープランは 「プロフェッション」の構築をキーワー ドとし,4つ の面をその

基盤として作成されている。

マ ス タ ー プ ラ ン

本協会は昭和41年 設立以来,役 員 ・会員が一丸 となって監督官庁,関 係医学会,関 係団体各

位のご指導,ご 協力を得ながら協会設立の目的である国民保健の普及 ・向上に寄与するため学術 ・

職能活動を推進して きた。当初のプランにあった世界理学療法連盟学会開催や日本学術会議へ

の団体登録など既に達成 されたものも多 くある。 しかし,超 高齢社会に伴 う介護問題,高 齢者
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医療保険制度や障害者支援費法など国の社会保障改革に連動した理学療法士業務の構築,さ ら

に21世 紀に日本全体が推進 しな くてはならない健康維持 ・増進,疾 病予防,介 護予防などヘ

ルスプロモーション業務の構築も今後の急務であると考える。

マスタープランを推進するための協会組織改正 は平成7年 度か ら学術 ・社会 ・事務局の3局

制 とし,機 能分化を進めてきた。 さらに昨今の理学療法士の急増に伴 う会員増を鑑み,平 成15

年度より会員5万 人体制に向けての組織改革がおこなわれた。現在は,学 術 ・社会 ・職能 ・教

育 ・事務局の5局 制 とな り,よ り効率,効 果的な組織的執行を目指 している。 しか し,本 年10

月 には会員は約39,000人,養 成校は186校,一 学年定員9,088名 であ り,5～6年 後には会員

10万 人を超 えることが予測 され,17年 度 より 「10万人 プロジェク ト委員会」を設置しその体

制づ くりに入ったところである。都道府県士会の法人化は協会活動の地域での推進の意味で重

要な事柄であり,本 年10月 現在,知 事許可を受けた士会は30士 会である。協会事業と各士会

事業の役割分担を進め,日 本全国同 レベルでの理学療法サービスや事業が展開できるよう,な

お一層の努力が必要である。 また,理 学療法業務や職域 の拡大は今後増加する理学療法士にと

って重要な事柄である。当然,医 療職 として医療機関での診療報酬上の課題は大 きく,協 会で

は 「理学療法診療報酬」に関する提言を平成15年 度か ら行ってきている。「理学療法料 は理学

療法士が実施 した場合のみ算定」 「理学療法の技術評価」 「予防的理学療法の診療報酬」 「在宅理

学療法の評価」 などである。平成18年4月 に改正される診療報酬改定 に向けての要望 ・希望

も基本的方向性を中軸 とした展開を行っている。 また,介護保険制度に関しても 「介護予防」「福

祉用具」に関する要望や調査研究報告など積極的な活動を行 っている。加 えて,健 康維持・増進,

疾病予防に関す る国の施策,例 えば 「健康日本21」 「運動器の10年 」キャンペーンへの積極的

参画などである。そして,教 育養成の問題 は将来の理学療法士の位置づけを決定す るといって

も過言ではない。協会が示す教育ガイ ドライン(水 準)の 提示,コ アカリキュラムの作成 は急

を要す る課題であり,取 組みを急いでいる。学術活動は本協会の基幹的な事項であり,エ ビデ

ンスの蓄積 は科学的理学療法を構築す る生命線ともいえる。本年度よりそのシステム化が推進

され,ま もな く稼動する。学術大会,全 国研修会開催の見直 しも大 きな課題である。平成11年

世界理学療法連盟学会が本協会の担当により盛会に終了し国際的な評価を得たが,ア ジア ・オ

セアニア地区あるいはアジア理学療法連盟での学会の担当も遅からず行 うこととなろう。

その他

会員 管理 ・生涯学習推進の ための登録 システム,会 員 の福利厚生,研 修 セ ンター,出 版事業,

シンクタンク機能,業 務独 占 ・開業(自 立性 ある専 門職),行 政 ・立法府へ の提言機能,新 会館

建 設 などマス ター プランの さらな る推進 に向 けて は課題 が多 く残 され てい る。 さらに詳 しい具

体 的なマニ ュフェス ト版 の作成 も必要で ある。

おわりに

以上,マ スタープ ランにつ いて述べ て きたが,平 成元 年版 か ら現在 まで のプラ ンを見 られ た

うえで,そ の流れ と方向性 についての ご理解 をいただ き,会 員 としての協力体制 あ るい は ご意

見 を頂 けれ ば幸 いであ る。繰 り返すが 「マ スター プラン」 のキ ーワー ドは 「プロフェ ッシ ョン」

の構築 にあ る。
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協会の生涯学習システムについて

NTT西 日本東海病院

青木 一治

(社団法人理学療法士協会 生涯学習部 部長)

茨城県立医療大学大学院

居村 茂幸
(社団法人理学療法士協会 理事)

生 涯 学 習 シ ス テ ム 構 築 まで の 道 程

平成2年 に社団法人 日本理学療法士協会(以 下,本 会)は,当 時の本会会長(奈 良 勲)が 掲

げたマスタープランとして 「プロフェッション構築の基盤」を謳 った。その内容 とは 「本会の

基本目的が理学療法を通 して国民保健に寄与することであれば,本 会 または会員である理学療

法士は,そ れに相応 しい立場を築 く責任をもつ。そのためには公共へのサービスを誓い,宣 言

したプロフェッションとしての立場を築 くことである。」であった。そして,本 会の立場を構築

する条件をピラミッドに喩え(図1),そ れぞれの面が持つ役割 として,面1:高 等教育(卒 前 ・

卒後)に よる人格及び特殊な技能の育成。面2:特 権 または地位の法的,社 会的承認による責

任を伴 う選択権。面3:倫 理綱領(規 定)に よる自己規制,非 利已的態度の育成。面4:公 共

へのサービスを誓 う精神,哲 学。とした。 これ らの項 目で構成され るとき,ピ ラミッ ド(プ ロ

フェッション)は 構築されると仮定 した。

この面1に 謳った卒前,卒 後教育を捉 え,平 成2年 に 「卒後教育システム検討委員会」が設

置され,現 在の生涯学習システムの基盤作 りが始 まった。平成3年 には 「平成3・4年 度マス

タープラン」に即時(2年 以内)到 達課題として 「生涯教育システムの具体化(学 会の断層化,

専門領域研究会の発足準備等)」 が挙げられた。平成4年 には 「卒後教育 システム検討委員会」

の名称を 「生涯教育システム検討委員会」 と改め,生 涯教育検討委員会中間報告により,そ の

内容 ・骨子が出され,生 涯学習へ本格的に取 り組む姿勢を表 した。平成5年 には 「生涯教育シ

ステム」から,「生涯学習 システム」に改められ,新 人教育 プログラム教本の作成が始 まった。

平成6年 からは,生 涯学習システム最終案 として,基 本的枠組みは 「新人教育」および 「理学

療法専門領域研究会(専 門理学療法士)」 の設置 となり,新 人教育 プログラム教本を発行し,新

人教育プログラムが試行的に開始された。平成7年 には 「生涯学習システム検討委員会」を 「生

涯学習部」 とした。そして平成9年 には新人教育プログラムは本格運用 とな り,同 年専門理学

療法研究会 も7部 会が誕生し,そ の運用が開始され,基 本的枠組に則った生涯学習システムが

動きだした。
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図1プ ロフ エツションの構築

①卒前 ・卒後の高い教育水準

②地位の法的 ・社会的承認

③ 自己規制,非 利己的態度

④公共へのサービス

生 涯 学 習 シ ス テ ム の理 念

本会誕生か ら40年 を迎えたわけだが,す でに10年 前から,本 会は養成校の増加および定員

数の増加からくる新人会員の急激な増加を懸念 していた。40年 目を迎 えた平成17年3月31日

現在 の会員数は,こ の10年 間でほぼ3倍 の35,000名 に達 し,平 成16年4月 時点での養成校

数 は172校(入 学定員数8,027名)と 入学定員も3倍 以上に増 えている。本会 また会員は,期

待 される専門職 として自らにその責任を課すべ く,知識や技術の一層 の向上を図り,国民の医療 ・

リハビリテーション向上にさらに寄与するためにも,卒 後からの系統的な生涯教育のシステム

の構築は不可欠なものであり,上 述のような過程の中で,本 会独 自の生涯学習 システムを構築

した。

本会は平成2年9月 日本学術会議法第18条 第3項 に基づき,学 術研究団体 に登録 された。

この年は,生 涯学習振興法が制定 された年でもあ り,本 会の卒後教育システム検討委員会が設

置 された年でもあった。

本会が掲げる生涯学習システムの基本理念は,第1に,新 卒の理学療法士に対する,あ るべ

き基本姿勢への理解や資質の向上である。理学療法士としての基本的な態度や会員 としての意

識の高揚,更 に将来的な展望などを本会が提示 して,国 民保健の向上普及に寄与すべ く,新 人

会員の資質を高めることである。第2に,理 学療法の専門領域における学術交流の推進と水準

の引き上げである。広範囲におよぶ理学療法の業務領域を専門別 に分類の上,そ れぞれの領域

で活動する会員間の学術交流を推進 し,専 門領域における水準を高め,か つその領域における

指導的役割を担 う人材を育成 しなければならない。第3は,前 述 した二つの理念の基盤となる

大切な趣 旨としての自発的な学習の継続である。

1新 卒理学療法士に対する 「新人教育プログラム」について

立ち上げ当初,会 員歴10年 以上の会員は本プログラムを免除し,昭 和61年 から平成5年 に

入会した会員には特例措置を設けた。そ して,生 涯学習システムが本格運用されてか ら3年 経

った平成12年3月 末で特例措置 は廃止 された。現在 は新人教育プログラム未了,あ るいは入

会した会員 は 「新人教育 プログラム」の18単 位を全て取得 しなければならない。

新人教育プログラムのテーマについては,本 格運用 となった平成9年 頃から見直しの意見が
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表1新 人教育 プログラムテーマ

平成6年 開始テーマ 単位 平成13年4月 一部改訂

一年次 1.協 会組織と機構

2.職 業倫理 ・管理運営

3.人 間関係1

4.医 療法 ・理学療法士法

5.理 学 療 法 トピ ック ス1

6.症 例 検 討1

-

1

1

11

潮1
1

41
五

1.協 会組織と機構

2.職 業倫理 ・管理運営

3.地 域 リハビリテーション

4.理 学療法士 ・作業療法士法及び

関係法規(含 む介護保険等)

5.理 学療法 トピックス1

6.症 例検討1

二年次 1.理 学 療 法 の科 学 性 ・研 究

2.人 間 関係H

3.福 祉 関連 用具

4.地 域 医療

5.理 学療 法 トピ ッ クスH

6.症 例 検 討H

」11

4■1

1

冶■
ユ

ー

-

1.理 学療法の科学性 ・研究

2.人 間関係

3.生 活環境支援(含 む福祉関連用具)

4.社 会の中の理学療法

5.理 学療法 トピックスH

6.症 例検討H

三年次 1.理 学療法の専門領域

2.世 界の理学療法の動向

3.社 会の中の理学療法

4.臨 床実習教育

5.理 学 療 法 トピ ッ ク ス1Ⅱ

6.症 例 検 討m

1

1

1

1

1
■
4

4■
1

1.生 涯学習

2.理 学療法の専門領域

3.世 界の理学療法

4.理 学療法の教育方法論

(含む臨床実習教育)

5.理 学療法 トピックス皿

6.症 例検討皿

出され,平 成11年 か ら新人教育 プ ログ ラム教本見直 しの検 討 に入 り,平 成13年4月,一 部改

訂 して内容新 たに出版 され ることとな った(表1)。 新 しいテーマで の運用 は,3年 間の移 行期

間を設 け,平 成16年 度か らは,全 国の都道府県士会 が新 しいテーマでの実施 とな った。

新人教育 プ ログラム は,初 期 の運用 に際 して は本 会会員が少数 の都道府県士 会 も有 り,18単

位すべ てを各士会 に委 ね ることは難 しか った。そ こで本 会 は,平 成8年 か ら一部 ビデ オ教材(人

間関係1・H,世 界 の中 の理学療法)を 作成 した。 また 「生涯学習 システム・ガイ ドライ ン」,「生

涯学習手 帳」 を平成9年 度 に作成 した。平成ll年 には衛 星放送(ス カイパー フェク トTV医 療

福祉 チ ャンネル774)に よる新人教育 プログラム放 映が検討 され,平 成12年 か ら開始 され た。

この ように新人教育 プログラムは,多 くの会員 が修 了で きるよ うに,ま た都道府 県士会 の希

望 に添 えるよ うに システム の見直 しを図 って きた。新人 教育 プログ ラムが試行 の段 階を含 めて

10年 以上経過 した現在,そ れ ぞれ のテーマ も各都道府県士会 で開催 す ることがで きるようにな

ってい る。 また,会 員 の意 識 も当初 とは異 なって きて,本 システムが意識 の中では浸透 して い

ると考 えてい る。 しか し現状 は,本 システムが試行 の段 階か ら数 えて10年 が経過 して も,本 会

入 会後4年 以上 を対 象 に集計す ると,新 人教 育 プログラム修 了者 は49.5%で,よ り一層 の研鎖

をお願 い した い数 字で あ る。0方,本 会入会 後ll年 以 上 が経過 してい る者 の新 人教育 プログ

ラム修 了率は,昭 和60年 以前 の入会者 を免 除に してあ った こともあ り,77.3%が 修 了 してい る。
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表2専 門領域研究会

部会名 内容

①理学療法基礎系研究部会

②神経系理学療法研究部会

③骨 ・関節系理学療法研究部会

④内部障害系理学療法研究部会

⑤生活環境支援系理学療法研究部会

⑥物理療法研究部会

⑦教育 ・管理系理学療法研究部会

理学療法学理論,解 剖学 ・運動学 ・神経生理学 ・運動生

理学 ・運動発達学等の基礎医学系を含む

脳卒中,脳 性麻痺,脊 髄損傷,神 経 ・筋疾患を含む

切断,ス ポーツ外傷を含む

呼吸,心 疾患,糖 尿病を含む

健康増進 ・保健 ・福祉 と地域理学療法,ADL,補 助具,

福祉機器,環 境制御を含む

臨床実習指導を含む

そこで本会は,会 員歴が10年 以上あればある程度は本会の組織に対する知識,医 療人 として

の資質を備えているであろうとの観点か ら,「新人教育プログラム」が未了の会員 には,11年

目からの 「必須教育プログラム」を作成 した。これは6単 位を取得すれば 「新人教育プログラム」

を修了できるプログラムである。とはいっても,決 して緩和措置ではないことをご理解願いたい。

個人が過去を鑑みて,や る気を出したときにも対応できるプログラムとして考えられたもので

ある。

2理 学療法の専門領域における学術交流の推進と水準の引き上げ

「新人教育 プログラム」が修了すると,自 動的に 「生涯学習基礎プログラム」が開始される。

これは幅広い知識と技術の修得 と,生 涯 にわたる研修の継続を行 うため,学 術集会や研修会,

あるいは学術大会での発表や学術雑誌への掲載により,定 期の更新に必要な単位が取得できる

ようになっている。 また,「 生涯学習基礎 プログラム」が開始されるのと同時に,「専門領域研

究会」に入会す ることができる。これは現在7部 会あ り(表2),理 学療法分野におけるそれぞ

れの領域を専門的に深め,そ の集合体としての理学療法の多機能にわたる総合的発展を図るこ

とを目的にしている。専門領域研究会に登録 して7年 間その研究会に所属 し,一 ・定の条件を満

たして認定審査に通ると 「専門理学療法士」の認定が受けられ る。

3自 発的な学習の継続

これは第2に もあるように,「生涯学習基礎プログラムは」5年 毎の定期に更新 しなければな

らない。 この更新は,「専門領域研究会」の会員継続にも必要であるし,「専門理学療法士」を

継続する上でも最低必要条件である。更新するためには学術集会や研修会,講 習会に参加 した

り,発 表することで単位の取得ができる。 これ まで,平 成12年 に初めて生涯学習基礎プログ

ラムの更新を行 った。このときはまだまだシステムが浸透 しておらず,戸 惑った会員 もいたため,

平成15年 にはペナルティーを付 けて更新作業を行 った。 しか し,対 象会員のうち更新申請 し

たのは両年併せて25.7%で あった。本会が生 まれて40年 が経過する平成17年 は第2回 目の更
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新時期であった。今後多 くの会員が更新することを願 う。また,専 門理学療法士についても第

1回 認定者の更新が平成16年 に,平 成17年 には第2回 認定者の更新となっている。

生 涯 学 習 シ ス テ ム の 今 後 の 在 り方

生涯学習システムの基本的な哲学を考 えるなら,組 織 としての 「在 り方」や医療の専門職団

体としての 「在 り方」を問う意味でも,そ の運用は主体性を有す る個人及び会員の自主性 に期

待す るところが大である。個人 レベルで考 えるのであれば,理 性に目覚 めた人間で,か つ患者

に最善の理学療法を提供することを切望する会員で,な おかつ個人の責任で学習を継続するこ

とができるのであるならば,本 来 この種のシステムは不要であろう。しか し,各 々の人間の弱

さを認識し,組 織として力を活用 して己に目標を課することが会員及び本会の発展 につながる

ものと考 えるならば,こ の種のシステムは不可欠 となる。先に述べたように,こ れからは会員

数 も増え,本 会は10万 人に向けた組織作 りを今から進めている。そんな中,会 員相互に極端

な知識 技術の偏 りがあってはとても国民の医療・リハビリテーションに寄与するとはいえない。

医師会や他の医療団体の生涯学習システムでは,専 門性を問うような認定制度に重 きを置 き,

それを取得することによって,社 会的に何 らかの影響を与えるようにしているように見受けら

れ る。本会の生涯学習システムにおいても,専 門理学療法士の認定を目標にして学習するわけ

であるが,取 り沙汰 されるのがメリッ ト論である。取得すると何 らかのメリットはあるのかと

いうことである。現在 は残念ながら専門理学療法士を取得 しても社会的に何 ら影響があるとは

言 えない。 しかし,少 数ではあるが,職 場での地位,手 当て面で有利に働いたという情報はある。

まずは,そ の数を増やし実績を作 ることが必要なのであろう。我1は 他団体に比 して歴史的に

はまだまだ浅 く,歴 史を創っている状況である。 まずは,専 門職 として日1研 鎖を積み,個 人

は個人の努力を惜 しまず,個 人が参加す ることで,団 体が伸び,社 会に認知されるようになれば,

専門職 としての地位向上にも繋がるものと考 えている。
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理学療法士養成に関する変遷

国際医療福祉大学保健学部

(社団法人理学療法士協会

潮見 泰藏
教育部 前部長)

教育制度の変遷

昭和32年,厚 生大臣官房 に厚生行政の進め方について各局間の調整をはかることや厚生白書

の編集を目的として企画室が設置された。昭和34年 には 「医学的 リハビリテーションに関す る

現状 と対策」という課題を受けた当時の厚生省参事官である大村潤四郎氏が省内研究会を設け

た。そして医学的 リハビリテーションに関する現状を分析 し,リハビリテーション施設整備計画,

専門技術の養成計画などの提案を盛 り込んだ中間報告が昭和37年 に提出されている。昭和38

年3月,医 療制度調査会は厚生大臣宛に「医療制度全般についての改善の基本方策に関する答申」

を提出し,同 年5月 には,国 立療養所東京病院附属 リハビリテーション学院が開校 され,わ が

国で初めての理学療法士,作 業療法士の専門教育機関における養成が開始された。そして昭和

40年6月29日 には,法 律137号 が公布され,専 門職 としての定義,免 許,国 家試験,受 験資格,

業務規定,試 験委員,そ して罰則規定などを定めた。さらに昭和41年,養 成施設指定規則の

施行により,文 字通 り本格的養成の基礎が形成 され ることになった。

その後,教 育については,い くつかの答申や勧告がなされてきた。昭和45年 には,医 療関係

者審議会理学療法士作業療法士部会から,両 分野の養成を学校教育法に基づ く大学教育 に委ね

ることが望 ましいとの意見が出された。さらに,昭 和52年 には日本学術会議は 「リハビリテ

ーションに関する教育,研 究体制について」を勧告 し,4年 制大学教育を強 く要望 したが,教

育に当たる者が確保 し難い現状では少数の4年 制大学教育と並行 して3年 制短期大学教育を発

足す ることも必要とし,こ れを受けて昭和54年 に金沢大学医療技術短期大学部が開設 された。

ここに文部省の教育制度に沿った3年 制短期大学での教育が開始され ることとなった。教育施

設,教 員数 ともにそれ までの養成校より充実が図られ,将 来 はこれ らの短期大学部を大学に発

展させてい く構想のもとで本協会は関係機関に請願要望を行ってきた。 しか し,大 学の中に新

しい学部学科が設置されるためには,そ の学内で独 自に必要性が認められ,教員をはじめとして,

カリキュラム,図 書,建 物等 に関する計画書を作成 し,文 部省に概算要求を提出することが実

現に向けての第一歩であった。このためには,大 学関係者の努力とともに本協会による積極的

な支援が必要であり,事 実,協 会は常に4年 制大学化を推進してきた。

平成4年 に協会の長年の願いであった4年 制大学による教育が広島大学医学部保健学科で理

学療法学専攻が開設され ることで実現 し,将 来の専門職教育のあり方の一本化に向け,新 しい

スター トが切 られた。平成5年 には札幌医科大学医療技術短期大学部が札幌医科大学保健医療

学部への大学化を実現 した。 さらに理学療法学の専門性を高めるため研究を主体とした大学院

博士前期課程(修 士課程)が 平成8年 から広島大学で開設 され,続 く平成10年 には博士後期

課程が設置 された。 その後,4年 制大学が毎年のように開設 され,平 成17年4月 現在,養 成
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施設の総数 は183校 であり,こ のうち4年 制大学は42校,三 年制短期大学2校 となっている。

また,大 学院も修士 ・博士課程を設置 している大学の数 は10校 であ り,既 に理学療法分野の

学位をもつ者が多数輩出されている。 さらに,現 在では大学院の入学 には大学卒業を必須要件

とせず,専 門学校卒業者(卒 業後一定期間の実務経験が必要)で も入学可能となっている。

理 学 療 法 士 養 成 に 関 す る変 遷

昭和38年5月 に国立療養所東京病院附属 リハビリテーション学院が開校 され,わ が国で初

めての理学療法士,作 業療法士の専門教育機関における養成が開始された。

その後,国 立だけでな く私立の専門学校が各地 に設置されるようになった。 しか し,当 時の

1学 年の学生定員数が20名 程度に厳 しく制限されていたため,養 成教育が始 まって10年 が経

過した昭和48年 の入学定員でさえも185名 であった。

その後,20年 あまりの歳月を経て,金 沢大学に医療技術短期大学部(3年 制)が 開設された。

さらに平成4年 になって広島大学医学部保健学科が開設 され,わ が国初の4年 制大学による理

学療法教育が開始された。その後,私 立大学 も含めて多数の大学に理学療法学科(専 攻)が 開

設され,平 成17年 現在42校 に及んでいる。なお,か つて国立大学に設置されていた医療技術

短期大学部はすべて医学部保健学科に昇格することとなった。

大学院については,広 島大学に初めて理学療法学専攻の修士な らびに博士課程が設置 され,

その後,国 公立大学や私立大学で順次開設されるようになった。すでに多数の学位取得者が輩

出されてお り,そ の多 くは大学等で教育 ・研究に従事 している。かつてのように,理 学療法と

は異なる分野の大学院に在籍 し学位を取得 していた時代と比べ,理 学療法固有の領域 における

研究によって学位を取得できるようになったことはまさに画期的なことである。

協会設立20周 年を迎 えた昭和61年 当時の養成校の総数は44校,う ち短期大学11校,専 門

学校33校 で一学年学生定員数は1,010名 であった。その後高齢化社会を迎えて社会環境の整備,

厚生省のゴール ドプランの発表がなされ,そ の行政施策として,平 成3年 理学療法士需給計画

の見直しの中でマンパワー計画が立案され,再 度の養成校急増の時期を迎 えた。協会創立30周

年を迎えた平成7年 には,養 成校の総数80校,う ち4年 制大学8校,短 期大学15校,専 門学

校57校 で一学年学生定員数は2,640名 となった。翌平成8年 には更に10数 校の養成施設が認

可され,こ の10年 間に養成校の数で約2倍,養 成数で約3倍 と大幅に増加することとなった。

協会設立40周 年を迎 えた本年は4年 制大学が42校,短 期大学2校,専 門学校139校 とな り,

この10年 間でもやは り養成校の数 養成数はそれぞれ2倍 以上の増加がみ られ るが,特 筆す

べきことは4年 制大学の数が5倍 に増加 している点である。

理学療法士養成カリキコ.ラム

以前は,理 学療法士養成のカ リキュラムの基本形は,理 学療法士養成施設指定規則に示 され

ていた。当時の資料によると,当 初は総時間数 は3,300時 間であったが,昭 和47年 に一部改正

され2,700時 間に減少 している。 しかし,昭 和57年 に行われた学校 ・養成施設連絡協議会理学

療法部会カリキュラム専門委員会の調査によれば,総 時間数は2,700時 間を大幅に超 えている

ことがわかる。このようなカリキュラム総時間数の大 きな食い違いは適正な教育遂行に困難を

生 じるものとして,本 協会教育部 も参画 してカリキュラム改訂への検討 を鋭意進めた結果,平



102

成元年 の改訂 で3年 間 に3,000時 間の枠組 みの中 に新 し く編成 され る ことにな った。 カ リキ ュ

ラム構成 は,一 般教育科 目を中心 に した基礎 科 目360時 間,基 礎 医学,臨 床 医学科 目な どの専

門基 礎科 目810時 間,専 門科 目810時 間,こ の他 に 自由裁量 時 間200時 間 を加 え,総 時 間数

2,970時 間 とな る。 その後,平 成ll年 のカ リキ ュラム改訂 では,大 幅な大綱化 が進 め られ,従

来 の時間数 に よる表示 か ら単 位数 によ る表 示 に変更 され た。 これ は将来 的に専門学校 と大 学 と

間で単位互換を可能 にす るとい うね らいがあった。

本協会の教育への対策

昭和38年 の養成開始を経て理学療法士の教育は,養 成校の増加が必ずしも一面的に悪いもの

として捉えられてきたわけではないが,こ こ数年の急増は養成の質的側面に対 して明 らかな歪

みを生んでいることが指摘されている。本協会においても,教 育水準の引 き上げ,制 度の改善

について適宜対策を講 じてきている。

昭和47年 および昭和50年 には,厚 生省で進められていた二年間で理学療法士を養成 しよう

とするサーティフィケー トコース案に全国的な反対運動を展開 した。昭和47年3月 に,東 京

都議会へ向け,設 置準備委員会が前年に発足 していた東京都立保健大学の開校の請願を日本作

業療法士協会 とともに行った。昭和56年 には,養 成校および卒業生の急増 については理学療

法士の適正な需要と供給の観点から,本 協会内においても,今 までのような養成校の急激な増

設を抑制すること,良 好な教育施設を準備すること等の多 くの議論がなされ,理 学療法士養成

校設置に関する意見書を教育規定委員会で作成 し教育水準改善への提言を行 って きたが有効な

対策とはな らなかった。

平成元年以降には,現 行の養成校設置基準の教官資格,臨 床実習指導者資格,臨 床実習施設

の認定基準,教 育環境の改善が重要であることを機会あるごとに訴えてきている。そして,文

部省における短大設置基準や大学設置基準 との格差是正により,2つ の養成教育の単位互換を

推進 し,将 来的に学位授与機構や編入制度などといった教育制度の向上を強調 してきた。

平成5年 には遅れていた理学療法士養成校の教育上必要な機械器具および標本 ・模型等の備

品類の整備改善を審議会に答申を提出 し,平 成10年3月 までに既設校の整備を義務付 けるよ

う働 きかけた。 また,平 成6年 以降,理 学療法士需給計画に対する適正配置,教 員および実習

指導者養成コースの設置などの要望を行 ってきた。平成11年 には大幅なカリキュラムの改訂が

行われ,3年 間の教育科目は従来 の時間数か ら単位制が導入 され,実 質上,専 門学校 と大学と

の単位互換が可能 となった。 また教育科 目による規定から教育内容による規定に変更 されるこ

とにな り,こ れによって各養成施設が弾力的に教育科 目を設定できるようになった。最 も特筆

すべ き点 は,専 任教員の配置基準をそれ までの4名 以上から6名 以上 とすることであった。こ

れはコーディネーター(教 務主任)に 加 え,専 門領域を構成する5つ の分野 について教員を配

置することとされたものである。

さらに,老人保健施設をはじめとす る保健 ・福祉分野に職域が拡大 されつつある状況を受 けて,

それ まで医療機関に限定されていた実習施設を医療機関以外の施設等についても認めることと

なった。併せて,理 学療法士養成校の教育上必要な機械器具および標本 ・模型等の備品等の一

部見直しが行われた。
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今 後 の 課題

わが国における理学療法教育の歴史的変遷を顧みる時,最 近10年 の教育環境の変化は特筆

に値す るほど大きなものといえる。協会創設以来,長 年の悲願であった4年 生大学教育が行わ

れるようにな り,さ らに大学院教育が開始されたのもこの10年 あまりのことである。修士号

や博士号をもつ理学療法士が既に多数,輩 出されている。卒後教育に目を転 じると,生 涯学習

システムが定着化す るとともに,「専門理学療法士」の称号をもつ理学療法士も多数生まれてい

る。こうした情勢は専門職 として本来望ましい方向に向かっていると考えられるが,そ の一方で,

理学療法士の教育に関して新たな問題や課題 に直面することとなった。

わが国で理学療法教育が始 まって以来,約40年 が経過 している。 この間,特 に近年の社会構

造や疾病構造の大幅な変容によって,理 学療法を含む医療(人)に 対する社会的ニーズは大 き

く変化 している。現行の指定規則(カ リキュラム)は こうした社会のニーズを受けて,平 成ll

年4月 に改正 されたものである。その趣旨として,教 育内容の弾力化によって各養成施設の裁

量で独自のカ リキュラムを組むことができるようにして,独 自の付加価値を高め,競 争力を向

上させるねらいがあった。カ リキュラムの改正と前後 して,医 療 にとどまらず,保 健福祉分野

における理学療法士に対する期待とともにその需要が増大 してきており,今 日ではこの領域 に

は欠 くことのできない専門職 として認識 されるに至 っている。今後は,医 学 ・医療制度の進歩

な らびに社会福祉の充実に見合った高度の専門的知識 と技術とを兼ね備 えた包括的人材を育成

し,多 様化する社会的ニーズに対応す る高度の実践能力を強化するためのカリキュラムを整備

し,し かも教育内容のスタンダー ド化を進めることが,ぜ ひとも必要である。現行の養成制度

の下で,養 成教育をできる限 り実 りあるものとし,教 育水準を高 く維持するには,よ り現実的

な対応が検討され るべ きである。

今後の課題としては以下の点が挙げられ,協 会をあげて取 り組む必要があろう。

① 大学院(専 門職大学院)を 全国的に適正に配置し,研 究者および高度の実践能力をもった専

門職の養成をはかること。

② 社会的要請に応 じて保健 ・福祉,あ るいは地域社会において,障 害者や高齢者を含むすべて

の人1に 対 し予防的 リハビリテーションの観点か ら,質 の高い理学療法を提供で きる人材を

養成するシステムの確立を目指すこと。

③ 教員および臨床実習指導者を計画的に養成 し,研 修,研 究,管 理を行うためのシステムおよ

びそれを実現するための研修センターを設置すること。

④ 基礎教育 としての4年 間を修了して免許取得後,1年 ないし2年 間を研修理学療法士として,

指定 した保健 ・医療 ・福祉 ・行政 ・教育などの施設において研修するシステムを確立すること。

⑤ 専門領域研究部会の機能をさらに強化 し,卒 前から卒後にいたる一貫 した教育システムを確

立 し,よ り専門性の高い理学療法士の養成を推進すること。
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協会の対外活動

佛教大学保健医療技術学部

日下 隆一
(社団法人理学療法士協会 副会長)

は じめに

社 団法人 日本理学療 法士協会(以 下,協 会 と略 す)は,会 員数 の増 加や組織 の充実 に伴 い対

外 活動 の領域 を拡 大 して きた。理学療 法士 は新 しい,い わ ば新 生専門職で あ り医学界,さ らに

は地域社 会 か らの承 認を得 るには多岐 にわ た る積極 的 な対外活 動が必要 とな る。 と りわ け,学

際領域,関 連 団体 は もとよ り官公庁,さ らには政治へ も関心 を寄 せていかな けれ ばな らな いの

が現状 である。

ここでは,協 会 が後援,協 賛,団 体加盟,委 員推薦 を行 って きたこ こ10年 の状況 を述べ ると

共 に,重 要性 を認識 して きた 「訪 問 リハ ビ リテー ション ・ステー シ ョン」(以 下,訪 問 リハ ・ス

テ ーシ ョンと略 す)「 リハ ビ リテ ーシ ョン関連学会 ・団体」 「健康 日本21」 「運動器 の10年 世界

運動」等 の活動 につ いて述べ ることとす る。

10年 間 の 協 賛,後 援,団 体 加 盟,委 員 推 薦 の様 相

各学会 ・団体への協賛や後援,多 岐にわたる団体加盟,各 種委員の推薦などの件数を年度毎

にみると,い ずれも高い相関を示 し,こ れからも協会の対外活動の充実が伺われるところであ

る(表1)。 したがって,こ れ らの詳細にも,協 会の今後の方向性が示唆されているものと思わ

れる。

1協 賛と後援

協賛件数 につ いては,平 成12年,平 成15年 の件 数減少 はあ るが,緩 やか にその件 数を増加

させて い る(図1)。 協 賛 とは,「 事業 ・催 し物 な どの趣 旨に賛 成 し,協 力す る こと」 であ り,

医学 関連団体,特 に リハ ビ リテ ー ション関連 団体 や学 会が主催す る学 会 ・研修会 ・研 究会な ど

の催 しものの趣 旨に賛 同 し,応 援,援 助 の ことをい う。 したが って,協 賛金等 の費用 負担,人

的支援 な どを もってその催 しへ 関与 す るため,原 則 と して名義使用 の承認 に限 る後援 とは異な

表1経 過年 と協賛,後 援,団 体加盟,委 員推薦の相関

年 協賛 後援 団体加盟 委員推薦 後援協賛

年

協賛

後援

団体加盟

委員推薦

後援協賛

1.000

.853

.921

.803

.665

.962

.853

1.000

.712

.605

.652

・ …

.921

.712

1.000

.711

.619

.962

.803

.605

.711

1.000

.210

.723

.665

.652

.619

.210

1.000

.678

.962

.878

.962

.723

.678

1.000
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(件)

24

22

20

18

×16

墾14

12

10
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H6 H8 H10H12

年

H14 H16

図1協 賛件数の推移

表2協 賛学会 ・研修会等 と回数

学会 ・研修会等 回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

ホームヘルスケア

大阪府社会福祉協議会

日本FES研 究会 ・学術後援会

日本サーモロジー学会

運動生理研究会夏期研修会

きょうされん関係

バイオメカニズム ・シンポジウム

バ リアフリー

日本医療福祉設備学会

臨床歩行分析研究会定例会

バイオメカニズム学術講演会

医療情報学連合大会

国際福祉健康産業展

西日本国際福祉機器展

日本 リハ工学協会車いすSIG講 習会

国際福祉機器展

理学療法科学学会

国民の健康会議

リハ工学カンファレンス

3

3

3

3

4

4

5

5

5

5

6

6

6

6

6

7

7

8

9

るもので あ るが,明 確 で ない場合 もあ る。 こ こ10年 の協賛件 数 は133件 で あ り,3回 以上 の

協賛 を行 った学会 ・研修 会等 は19件 であ る(表2)。 内訳 は,医 療系 と福祉系 に大別 され るが,

理学療法 の職域拡大 を視野 に入れ るとすれ ば,今 後 は,医 療,福 祉 の分野 に とどまることな く,

広 く他学会 ・団体 との協賛 を考 慮 して い く必 要が ある と思 われ る。 ただ,協 賛の程度 や関わ り

方 の規定 がそれ ぞれ に異 な る状況 にあ るため,」 定 の方 向性,目 的性,計 画性 を もって協賛 を

考 えな けれ ばな らない。
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5

　

り0

件

30

25

畿2・

15

10

5

H6 H8 H10H12

年

H14 H16

図2後 援件数の推移

表3後 援学会 ・研修会 ・団体等と後援回数

学会 ・団体等 回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

きょうされん全国大会

バイオフィリア リハ ビリテーション学会

リハビリテーション ・ケア合同研究大会

高校生のための理学療法学科体験入学

日本ペインリリース技術講習会

日本感覚総合障害研究大会

日本訪問看護振興財団訪問看護交流会

介護保険推進全国サ ミッ ト

訪問看護 ・在宅ケア研究交流集会

共同作業所全国大会

全国宅老所 ・グルー プホーム研究交流フォーラム

日本言語療法士学会 ・総会

日本徒手的理学療法研究会技術講習会

日本物理療法学会 ・研究会

PNF研 修会 ・講習会 ・学術集会

国際モダンホスピタルショー

地域 リハ支援体制推 進セ ミナー

リウマチ研修会

日本作業療法士学会

日本医療社会事業全 国大会

ボバース法講習会 ・研究会

3

3

3

3

3

3

3

4

5

6

6

6

7

8

9

9

9

10

10

11

17

後援件数 は,平 成10年,平 成ll年 に減少傾 向を示 したが,そ の後 は増加傾 向を示 してお り,

年 間回数 も30回 を超 える状況 とな ってい る(図2)。 この後援 は,名 義使 用 に限定 され る こと

もあ り,比 較的 に容易 な もので あ るが,こ こ10年 で220回 を数 えて い る。 また,3回 以上 の

後援 を行 ったの は21学 会 ・研 修会等で あるが,協 賛 と同様 に偏 りが伺 える(表3)。 これ に は,

理学療 法士 の領域 でその専門性 が分 化 してい ること,多 様 な学 会,研 修会 が増加 した ことな ど
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図4団 体加盟の推移

が要因と思われる。今後 は,こ のような状況がさらに加速することが考 えられるが,こ のよう

な積み重ねも重要なものと思われ る。

この協賛と後援の合計件数は,年 度毎に確実に増加している(図3)。 このような状況の中で,

職能団体 としての側面を考慮する時代に移行 しつつあると考えられる。我々は,医 学を基礎と

して誕生 した専門職であり,理 学療法をもって社会に貢献することが第一義であることもあ り,

後援や協賛の対象が医療系,福 祉系となることが多かったことは確かである。 さらに,医 学(科

学)と しての理学療法の探求に力を注いできたが,職 能団体 としての認識が希薄であった感は

否めない。しか し,協 会が学会 ・学術と職能の両輪で運営 されている限 りにおいて,職 能 の面

を拡大する必要があるのではないだろうか。
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表4継 続 している団体加盟

団体会員

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

ACPT会 員

JANNET会 員

NPO再 生医療推進センター会員

WCPT会 員

アクセシブルデザインフォーラム会員

医療研修推進財団賛助会員

運動器の10年 日本委員会会員

健康日本21推 進全国連絡協議会会員

公益法人会会員

国際医療技術交流財団会員

全国病院団体連合会会員

日本医療技術者団体連絡協議会会員

日本障害者協議会会員

日本脳卒中協会会員

日露医学医療技術財団会員

訪問看護振興財団賛助会員

2団 体への加盟

協会が会員として加盟 している 「会」は,平 成14年 までは10以 下であったが,こ こ1～2

年で急速に増加 している(図4)。 これは,社 会情勢の変化によるものと考 えられるが,現 在加

盟 している状況 にあって(表4),ACPT,WCPT会 員のみならず,「運動器の10年 日本委員会

会員」 「健康 日本21推 進全国連絡協議会会員」 「日本脳卒中協会会員」 「訪問看護振興財団賛助

会員」 としての立場 も重要である。 また,協 会の果たす社会的役割を考慮すると,現 在の加盟

情況は,十 分とはいえない。日本社会や地域社会,医 療福祉さらにはヘルスプロモーションの

領域で協会の存在意義や価値の承認を得 るためには,積 極的なアプローチが必要であ り,社 会

公共の利益を目的とした教育文化,学 術,社 会福祉等に関与する 「会員」 としての充実が望ま

れるところである。

3各 種委員の推薦

ここ10年 間でこの各種委員の推薦件数は192で あ り,平 成6年 以来,急 速に伸びて きたも

のの平成14年 を境 に低下傾向にある(図5)。 この委員の推薦 は短期,数 年のものもあるが,

主たるものには継続性がある(表5)。 ここ10年 間で8年 以上継続 しているか,も しくは現在 ま

で継続 しているものは,「 日本 リハビリテーション病院施設協会理事」 「世界理学療法連盟学会

理事」 「日本障害者 リハビリテーション協会理事」 「日本障害者協議会協議員」「日本脳卒中協

会理事」「日本 リハビリテーション医学会関連職種委員会委員」 「日本学術会議推薦人」 「老人保

健健康増進等事業 リハ推進協議会委員」 「労働省医道審議会PT・OT部 会委員」「日本神経疾患

従事者協議会理事」「国際医療技術交流財団評議員」「日本義肢装具学会理事」であり,い ずれ

も協会にとって重要な役割を果たす委員といえる。今後は,リ ハビリテーション関連 との連携,

学際領域 との交流,社 会貢献,さ らにはリハビリテーション領域の拡大などを念頭に,委 員の

推薦 と活躍が必要である。
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表5推 薦委員 と年度

委 員 年

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

「地域保健総合推進事業」委員

PT・OT地 域保健福祉講習会運営委員

維持期におけるリハのあり方に関する検討委員

厚生省医療審議会議PT・OT部 会委員

厚生省公衆衛生審議会委員

労働省医道審議会PT・OT部 会委員

国際医療技術交流財団評q員

福祉用具 プランナー育成に関する調査研究員会委員

世界理学療法連盟学会理事

日本 リハビリテーション医学会関連職種委員会委員

日本 リハビリテーション病院施設協会理事

日本学術会議身体機能回復医学研究連絡委員

日本学術会議推薦人

日本義肢装具学会理事

日本障害者 リハビリテーション協会理事

日本障害者協議会協議員

日本障害者協議会障害者の情報保障に関する研究委員

日本神経疾患従事者協議会理事

日本脳卒中協会理事

訪問看護振興財団評議員

老人保健健康増進等事業 「リハ推進協議会」委員

6
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その他の課題

協会 会員 は,10年 で約2.6倍 とな って い る(平 成8年3月31日 の13,489人 か ら平成17年

3月31年 の35,172人)。 今後,加 速度 的 に協会 会員 が増加 す る ことは確実 であ り,こ の10年

の経 過 が これか らの協会 のあ り方 に影 響 を与 える ことも少 な くない。 そ こで,過 去10年 の経

過 を踏 まえ,現 在 も継続 中で将来 につなが る重要 な対 外活動の0環 について述べ る。
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1「 健康 日本21J

健康 日本21と は,21世 紀において日本に住む一人ひとりの健康を実現するための,国 民健

康づ くり運動であ り,そ れを地域社会の多様な健康関連グループが支援 し,健 康を実現するこ

とを理念としている。その期間は平成12年 から平成22年 であ り,健 康 日本21推 進全国連絡

協議会(平 成13年2月26日 設立)が その中心的役割を担 っている。この協議会には,平 成17

年5月16日 現在,124団 体が加入 してお り,協 会 も平成15年 か ら理事会で討qを 重ね16年

度からそこに参画 している。この健康日本21推 進全国連絡協議会が主催する全国大会へは第4

回か ら参加 しているが,現 在のところこの大会において重要な役割は果たしていない。今後は,

各団体の独 自性を尊重する協議会の活動基本方針にのっとり,理 学療法を広 く紹介す ると共に

健康に寄与 していく必要がある。

2「 運動器の10年 世界運動」

運動器の10年 とは,平 成ll年 に国連のアナン事務総長が支持を表明 し,平 成12年 には世

界保健機構により発足が宣言されたもので,運 動器に関わる病気の制圧(予 防法の開発 ・本質

的な治療)を 目指す運動である。現在,ア メリカ・ヨーロッパを含む世界85力 国が参加 してお り,

日本でも平成12年 より活動を開始 し,「運動器の10年 」 日本委員会へは平成17年 月現在,日

本整形外科学会を始め58学 会がこの運動に賛同 ・参画 している。協会は平成15年 度初旬から

委員会へ出席 し,平 成16年 から運動器の10年 の活動 ・組織強化のために,協 会内に担当者を

決め,活 動強化を行 うことが決定 している。協会内の組織は骨関節専門領域研究会を中心に推

進 して きたが,士 会へ の協力要請 も積極的に働 きかけている。今後は,運 動器に関する専門職

としての取組みが求められ ることになるが,主 体的な役割に加 えて,積 極的な提言もおこなわ

れている。

3「 訪問 リハ ・ステーシ ョン」

「訪 問 リハ ・ステ ー ション」 の設置 に関 して は,平 成11年4月 か ら理事会 での論 議が始 まっ

てい る。 この 「訪 問 リハ ・ステー ション」 は,理 学療 法士,作 業療法士,(言 語聴覚士)が 事業

主 とな り,訪 問 リハ ビ リテ ーシ ョンを展 開 しよ うとす るもので あ るが,訪 問看護 ステー シ ョン

がモデル とな ってい る。 この よ うなステー シ ョンを地 域 に設置す ることの承認 認可 には主 と

して厚 生労 働省 の同意 が必要 であったた め,厚 生労働省へ の要望書 の提 出を含 めた諸 活動が は

じまることとなる。 当初,協 会 と作業療法 士協会 の取組 み には必ず しも0致 す る もので はな か

ったが,速 やかに言語聴覚 士協会が加 わ り3協 会 の取組 み となった結果,協 力 ・連携体制が整 い,

以後,3協 会 の連名 で要 望書 を提 出 して い る。 また,「 訪 問 リハ ビ リテ ーシ ョン」 に関す る資料

の収集 に関 しても3協 会 で分担 す るようにな り,3協 会 の枠組み の基礎 が出来上 が り,後 に,「介

護保険 フォーラム」などの3協 会合 同研修 会の基盤 とな った ことは確かで ある。 この 「訪問 リハ ・

ステ ーシ ョン」に関 しては,現 行 のシステム,訪 問看護 ステー ションか らの訪 問 リハ,さ らには「医

師法」「保助看 法」「理学療法 士及 び作業療 法士法」な どとい った多岐にわた る問題 を含 んでお り,

厚生労働省,日 本 医師会,社 団法人 日本看 護協会,リ ハ ビリテー シ ョン関連 団体 と対話 と理解

を求 めていかな くて はな らない。
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4「 リハ ビリテーション関連学会 ・団休」

医学 の範 疇では 「日本 リハ ビ リテー シ ョン医学会」,職 能 の範疇 では 「日本 リハ ビ リテー ショ

ン病 院 ・施設協 会」 は,協 会 と最 も身近な存在 である。 この 「日本 リハ ビリテー ション医学 会」

が主 とな り,平 成12年12月 か ら,日 本作 業療法士協 会,日 本言語聴覚士協 会,日 本義肢装具

士協 会 とで構成 す る社会保険 に関す る委員会 に協会 も参加 してい る。討議 で まとめ られ た要望

は,外 科系学 会社 会保 険委員 会連合(外 保連)に て さ らに討議 され るシステムであ り,「 日本 リ

ハ ビ リテ ーシ ョン医学会」 との話 し合い は,平 成16年 度 まで継続 して きた。一・方,「 日本 リハ

ビ リテー ション病 院 ・施 設」へ は,協 会か ら平成9年 度 よ り理事 を推薦 してい ることもあ り,連携 ・

協 力体制 は充実 してい る。そ こには,「 日本 リハ ビリテ ーシ ョン病 院 ・施設」 の各委員会へ協会

会員 が少 なか らず参画 してい る状 況 もあ る。 ただ,専 門職 として最 も関係 が深 い整形外科 関連

学 会 ・団体 と接 点 は少な く,今 後の課題で あろう。

お わ りに

協会の対外的な活動の場は,次 第に拡大せざるを得ないが,そ のための組織づ くりとその方

略が重要である。 これ までは生 じた問題に対応すべ く活動の枠を拡大 してきた面がある。 これ

も重要であるが,方 向性を立てた上で計画的に行うことも大切であろう。
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協会の公益事業活動

多摩市役所

久富 ひろみ
(社団法人日本理学療法士協会 公益事業推進部 部長)

今まさに,公 益法人制度が改革されようとしている。公益法人改革関連3法 案が成立すると,

法人格を取得 している団体であろうと,そ の団体の事業に関して,真 に公益性 のある活動を行

っているかどうかが,問 われることになっている。

現行では,所 管省庁の許可制 となっているが,法 案がとおれば,登 記だけで法人格が得 られ

るようになる。しか しながら,社 団法人は2段 階となり,法 律や会計,公 益法人活動などの有

識者か らなる 「公益認定等委員会」が,「公益社団法人」か 「一般社団法人」かの認定作業を行

い,「 公益性がある」と判断され 「公益社団法人」に認められれば,税 制の優遇措置を受けられ

るようになる等の違いが出て くる。

法案によると公益目的事業の認定要件は,そ の法人の関係者向けの共益事業を行わないこと

や,特 定人に対する寄付の制限,内 部留保の規制など18に わたる。

この公益法人改革関連3法 案が平成18年 度中に成立すれば,平 成20年 から全面施行とな り,

既存の法人は5年 をかけて新法人に移行 となる。

当協会も社団法人としての活動が問われ ることとなり,真 に社団法人 としてあり続けてい く

のであれば,公 益事業を推進 していく必要性が増大す る。

このような状況 の中にあ り,公 益事業推進部が設立されたことは,や は り,協 会活動の過渡

期にあり,そ して,社 団法人 としての社会的な責任を再認識 していかなければな らないことと

思う。

この場を借 りて,当 協会の現在に至る活動を振 り返 りながら,社 団法人 としての公益性を担

ってこれたのか?ま た,今 後の公益事業活動について考 えてみたい。

日本理学療法士協会の設立

昭和40年8月,「 理学療法士」 を国家資格 と して認 め る法律 が公布施行 され た。

翌昭和41年 には第1回 の国家試験 が実施 され,日 本 の 「理学療法士」 が誕 生 したのであ る。

同年7月,日 本 で唯0の 理学療法 士 の専 門職集 団 と して,会 員数110名 にて,「 日本理 学療

法士協会」が スター トした。

無論,私 は当時 のことを知 る由もないが,先 輩方 々のお話 を伺 う中で,様 々な ご努力 があ っ

たことは言 うまで もな く,ま た,様 々な ご苦労 があった ことは,察 す るところであ る。

私が振 り返 ることは僧越 ではあるが,「 協会 の公益事業 活動」 を述べ るにあた って は,協 会発

足当初 か らの思 いが現在 に至 り,そ して今,私 が担 当す る社 会局公益事業推 進部 の誕生 に繋が

ってい ることと受 け止 めてお り,そ の経緯 か ら触れ てい きたい と思 う。

公益法人化

協会発足当時 は,ま ず組織 を作 ってい くことに様 々な紆余 曲折 があ った ようだが,そ の中で,

3本 の柱を立てて実行す ることを目標 と していた。
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・WCPT加 盟

・公益法人化の実現

・業務独占

である。

ここでは,特 に公益事業を進めてい くその考 えの土台となる,公 益法人化について主に触れ

ていきたい。

協会は何故,発 足当初から法人化を進めてきたのだろうか?

法人化することにより,社 会的な役割に変化が現れる。

・社会的な権利と責任

・社会的な評価(認 知度)

・情報公開と報告義務

・法人会計基準

・資産の保有

・公的資源の利用(事 業受託)

などがあげられる。

つまるところ,法 人格をとることで,理 学療法士の社会的な認知度を高め,ま た,社 会的な

責任のある団体 として認知され活動を していきたい。その積み重ねが理学療法士の社会的な地

位の確立にも繋がるところと考えたのであろう。

昭和44年10月 には社団法人化に向けての具体的な活動に入 り,昭 和47年1月,公 益法人 と

しての「社団法人」が当時の厚生省から許可された。協会の3大 目標の1つ が実現 したのである。

公益事業のは じまり

昭和43年,兵 庫県理学療法士会が結成され,昭 和45年 には21の 士会が誕生 した。そしてまた,

各都道府県理学療法士会も法人化の動きを示 してい く。

その中で,協 会当初の活動を10年 史の中から見てい くと,設 立当初はやはり組織作 りや学会,

研修会に関わ ることが多 く,公 益事業 と思われ る活動を見つけることが困難ではあったが,そ

の中で,昭 和46年 に東京都特別養護老人ホームへの理学療法士派遣,と いう記載があり,こ

の当時から地域活動へ広が りを見せていたことが印象的であった。

その後20年 史になると,協 会としての活動に加え,都 道府県理学療法士会が整備 され,そ れ

ぞれの地域での活動を始めている様子が伺 える。学会,研 修会,展 示会等の共催,協 賛,後 援,

講習会等への講師派遣が主であるが,そ の中でも,北 海道の 「札幌オ リンピック冬期大会の医

療班に参加」,東 京の 「モダンホスピタルショウへの参加」,兵 庫の 「脳卒中友の会主催事業へ

の講師派遣」,長 崎の 「長崎市脳卒中 リハビリテーション連絡協議会への参加」等々が先駆的な

事業 としてあげられるのではないだろうか。

社会局公益事業推進部の設立

このように述べて くると,「公益事業」 とはいかなるものか?共 通認識が得 られているかのよ

うに思われるが,公 益事業推進部が設立 されてきた経過の中で確認していきたい。

協会の組織改正の中で,平 成15年,社 会局に公益事業推進部が設立 された。

その背景には,社 団法人 と言いながらも 『公益事業』を意識 しての事業展開がなされていた

とは言 えなかった。 また,事 業は実施 されていたとしても,単 発的 ・散発的であり,そ こには
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表1公 益事業推進部の活動指針

1.公 益事業 の展開

① モデル的試行的事業の実施

② 他の全国団体との共催事業の実施

2.公 益事業推進のための事業

① リーダー育成

② 人材育成

3.都 道府県理学療法士会への協力 ・支援

① 事業の共催

② 情報収集,情 報交換,情 報提供

③ 公益事業のガイ ドライン作成

組織的な戦略は見当たらなかった。そして,40年 という歴史の中で,理 学療法士がリハビリテ

ーションの ・v,種という位置付けとしては認知 されつつあったが,独 立 した 『理学療法(士)』

という職域としての認知度をあげてい く必要性 も感 じ始めていた。このような事情の中で,協

会の公益事業全体を考え,協 会と都道府県理学療法士会が役割分担を しながら事業を推進 し,

意図的に展開 してい くための部署の存在の必要性が表出してきたため,社 会局に公益事業推進

部が誕生したのである。

協会の分掌規定では,「公益事業推進部」 について下記のような記述がある。

1.健 康増進に関すること

2.福 祉サービスに関すること

3.福 祉活動に関すること

4.福 祉関連法規に関すること

5.障 害者(児)お よび高齢者の社会参加に関すること

6.都 道府県理学療法士会の公益事業推進に関すること

7.そ の他

しかしながら上記内容では,具 体的な部の目的や活動はイメージしに くく,部 の設立当初に

都道府県理学療法士会宛にアンケー ト調査を実施 したが,そ の結果として,や はり公益事業を

担当する部の存在 は少な く,対 応する部は多岐にわたり,ま た,公 益事業に対する内容につい

ても様々な認識があることがわかった。例えば,「社団法人が行 う活動は全てが公益事業である。」

という位置付けで活動が行われている会 もあ り,そ もそも許認可をする都道府県の認識の違い

も感 じられた。

そこで,当 部 としての現段階での理解の中で,活 動指針(表1)を 作成 して きた。

また表1の 事業 については,一 般国民を対象として直接的に行う 「直接的公益事業」 と,会

員 または特定の条件の適合者が対象だが,そ の延長に一般国民への貢献が期待 されるものにつ

いては 「間接的公益事業」 という位置付けを行った。

この活動指針については,現 段階のものであ り,今 後,文 頭に述べたような状況の変化に即

して,当 部の考え方もより厳 しく検討 しなお していく必要性も出て くるかと思われ る。

公益事業を推進 してい くために

当協会 はマス タープランの中で,全 士会 の法人化 の実現 をあげている。 「法人」と言 って も様 々
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な形態があるが,現 段階で法人格を取得 した会は,協 会 も含めすべて 「社団法人」 を取得 して

きている。

前述してきたように,真 に公益性のある社団法人であり続けるためには,今 後その団体の公

益性が問われ ることになる。それぞれの団体がどの法人を目指 していくかは,当 部が依頼 して

い くものではないが,社 団法人である以上は,ま た社団法人取得を目指 してい く以上は,事 業

の精査が必要になって くると考 える。

そこで,当 部の重要な役割の1つ でもある公益事業推進の立場か ら,そ の具体的な役割を下

記のように考 えている。

① 公益事業の普及 ・啓発および理解を深める。

② 協会と都道府県理学療法士会との連携を図り,公 益事業に対する共通認識を持つ。

③ 公益事業推進のための情報提供 ・情報交換

④ 具体的な公益事業を企画 ・立案する。

上記役割を果たすべ く,平 成17年 度 には 「全国公益事業推進 リーダー研修会」を開催 した。

第一回ということで,参 加者 のすべてのニーズに応 え切れてはいなかったが,各 士会の実務者

からは,他 士会の情報はなかなか入ってこないため,貴 重な機会 となったようである。この研

修会については,そ の内容をより具体的な実務的な内容 とし,そ の趣 旨を明確に伝 えてい くこ

とで,必 要な担当者に参加 して頂けるように検討 していきたいと考 えている。物理的 ・経済的

な問題も抱えてはいるが,工 夫のできることを検討 しながら継続 して開催 していきたい。

また,会 員の会費か ら公益事業を実施 してい くためには,会 員の理解が必要であり,そ して

事業にも積極的に参加 ・協力 して頂 く必要がある。そのためには,社 団法人 とい う団体の会員

としての自覚と,会 員であることのメリットを伝えてい くことも重要であると考 えている。

公益事業を推進 していくことは,理 学療法士としての日1の 業務の中には,直 接的には反映

されないかもしれないが,国 民に理学療法(士)が 理解 され,必 要な場面での専門職の活用が

なされれば,自 ずと業務範囲も広が りを見せていくものと思 う。

まだまだ課題は重積だが,役 員のみな らず協会全体 としての公益事業に対するコンセンサス

が得 られれば,協 会と各士会 との共通性と独 自性を保ちながら,広 く国民に対 して,そ れぞれ

の地域の中で,理 学療法(士)に 対する理解が得 られ,障 害者(児)や 高齢者 の生活を支 え,

そしてすべての国民の健康的な生活を支えてい く専門職としての存在価値が生まれて くるので

はないだろうか。

おわりに

改めて最後に,公 益事業 とは 「純粋に我々の専門職 としての知識 ・技術をもって 『不特定多

数の国民の幸福に寄与する』ことを目的とした事業である」 と認識し,そ の上で,「理学療法」

という専門領域を駆使 し,如 何に国民の幸福,健 康に貢献で きるか?を 考え事業を実施してい

きたい。 またその活動が広が りを見せ,そ の役割を私たちに託されてこそ,理 学療法士の認知

度が上が り,そ の職域は確固たるものとなることと思 う。間接的には理学療法を周知 してい く

ことに繋がることにもなると考える。

当協会は,40周 年を迎 えるにあたっていろいろな意味で変革期にあると思 う。会員数の増大

やそれに伴 う組織の改正等々,様1な 課題がある中で,真 に社会的に認められた団体 としてそ

の社会的な役割を果たしてこそ,「理学療法士」の専門領域は確立するものと考 える。
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←114.3.29

H15.6.27

X16.1.19

H16.12.24

s年通常国会

資料1公 益法人制度改革のスケジュール

糠雛譲鱗翻獲 顯議難灘麟鐵 難翻 難獲灘綴灘 灘籔麟難

灘蘭灘 叢欝 繋

鱗難鱗灘翻獲纐議鎌鰻灘灘礫纒懇難灘灘 懸鎌

繕翻織鎌驚雛

険 一般 的な雰鴬利法人鋼度の創設と公益性を有する場 合の取扱いの検討等

険 平成16奪 末までを昌途にさらに基本釣枠継みを異体化、平成壌7鋸度末までに

法斜よの措置

皿
　　 　ミ 　　

縄華≡灘羅 灘難君慧≡盤

陣 基本方針を踏まえ、改革についての異体的な提案を行うためTM-政 改革担 当大臣
の下、平成15年11月 の初会合以来、有識者会議を計26園 にわたり開催

渉 有識者会議の下に奪門的観点から検討を行うため、非営利法人WGを14回 開催

獲鱗雛簸灘翻獲織灘縦難灘獺灘綴灘難難灘嚢鑛灘

響驚撲鐵継灘豫灘繊撚鎌鍵諜
蟻閣鐵鎌鑓 繋

@制 度の酵細や公益法人の移行等について検討

◇ 税制上の措置に係る尊門的検討

⑱ 法案立案作業

轍 韓鵯㎜
器 鞭

　ビリ

織
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資料2公 益法人制度の抜本的改革

民間非営利部門を我が国の社会経済システムの中で積極的に位置づけ、その活動の健全な発展を促進
現行の公益法人について指摘される諸問題に適切に対処する観点から、制度を抜本的に見直 し

◎現行の公益法人制度

O各 主務官庁の許可によ り設立(法 人格の取得 と公益性の判 断が一体化)

○ 各主務官庁の裁量 に基 づ く設立の許可、公益性の判断、指導監督

法凶潜の坂痔と公」益催の翔断 を分耀
.主務富庁傲の按本劣児厘 乙
透,_の 酒『`1」新たな仕轟9みの拶鍵

◎目 測獅闘 蹴 コ駈 田薩ヨO登 記のみで設立(準 則主義)、O公 益性の有無にかかわ らない、○自律的 なガバナ ンスを確保

'朋 闘 ゜9

0

尋 燃 蕪帥
■ ■ ■■ ■暉 日 灘 叢 灘

灘 灘.
1

○現在の主務官庁か ら中立的に判 断を行 うため に、内閣に民間有識者 か らなる委員会 を設置 し、当該委員会 の意見 に基づ

き、一般的な非営利法人について目的、事業等の公益性を判断(都道府県に も国に準 じた機能 を有す る体制 を整備)

○出来 る限 り裁量の余地の少ない明確な、公益性の判断要件

O適 切 なガバナ ンス、情報 開示の強化、適切な監督上の措置によ り、適正運営 を確保
t ノ

(注1)中 間法人制度は廃止。特定非営利活動法人制度は引き続き存置 。

(注2)現 行公益法人の新たな制度への移行 に当た っては 、現に公益活動を行 ってきていること等に配慮 しつつ、十分 な準備期

間及 び移行期間、簡易 ・円滑な転換手続 を設 ける等の必要な措置 を講ず る。

(注3)今 後 、更に具体的検討を行 うとともに、所管省において税制 上の措置 に係 る専門的検討を進 め、所要の法律案の平成18

年通常 国会への提出を 目指す。
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協会の国際協力活動について

(社団法人理学療法士協会

春木医院

田口 順子
国際部 前部長)

群馬県立心臓血管センター

高橋 哲也
(社団法人理学療法士協会 国際部 部長)

日本の理学療法は,昭 和36年(1961)か ら昭和50年(1975)の15年 間,理 学療法士の養

成 に対 して,世 界保健機関(以 下,WHOと 略す)や 世界理学療法連盟(以 下,WCPTと 略す)

から協力 ・援助を受けて きた。その後,多 くの会員がアメ リカ,カ ナダ,オ ース トラリア,イ

ギ リスなどを中心に,短 期 ・長期の技術研修や,大 学院への留学のために渡航 した。海外への

渡航 により経験を深めるものがいる一方,多 くの留学生や研修生の受け入れが大学問の姉妹校

提携や日本理学療法士協会の奨学金,更 には国際医療技術交流財団(以 下,JIMTEFと 略す)

により行われてきた。日本理学療法士協会は,現 在では,ア メリカ合衆国,英 国に次いで世界

第3位 の会員数を有する組織へ と発展 し,国 際協力を受けた国の理学療法がこれほどにも早 く

成長 した国は世界 にも類がない。WHOやWCPT,さ らには欧米の理学療法先進国から多 くの

協力を得て発展 してきた日本理学療法士協会は,今 後 も世界の発展途上国に対 して積極的に協

力す る立場にある。

日本 理 学 療 法 士 協 会 奨 学 金 給 費 生

日本理学療法士協会は平成5年 から海外の理学療法士に対 して奨学金を給費 してきた。奨学

金給費生は平成16年 までで14名 とな り,平 成17年 度 も3名 の海外の理学療法士が来 日予定

である。現在 までの奨学金給費生の詳細を表1に 示 した。ベ トナムとタイの順に受け入れ数が

多 く,最 近ではラオス,バ ングラディッシュなどの国へ広がっている。平成15年(2003)ま

ではアジアの国1に 対する奨学金の給費が多かったが,パ ーソナルコンピューターの普及 によ

る世界規模での情報化やボーダレス化に習って平成16年 度(2004)か らは全世界へ奨学金 の

公募を広 げた。その結果,平 成17年(2005)に はアフ リカのウガンダや南 アメリカのボ リビ

ア,ア ルゼンチンからの応募 もあった。 また,募 集要項や募集用紙 についても標準化を進め,

現在では国際部のホームページか ら(イ ンターネッ トアクセスさえできれ ば)い つでも世界中

の誰 もがダウンロー ドできるようになっている。 また,平 成16年(2004)ま では,日 本理学

療法士協会奨学金給費生の予算は,海 外の理学療法士と日本の理学療法士に対 して総額で1年

間100万 円と規定されていたが,平 成17年(2005)か らは,日 本人の海外渡航に関連する奨学

金は別枠 とな り,研 修部でその決定と給費が行われることとな り,国 際部では海外の理学療法

士に対する奨学金(100万 円)に ついてその募集 と審査(決 定 は理事会)を 行うこととなった。
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表1日 本理学療法士協会奨学金給費生

氏 名 国 籍 支給金額

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

平成5年

平成6年

平成7年

平成8年

平成9年

平成10年

平成11年

平成12年

平成13年

平成14年

平成15年

第12回 平成16年

黄 賢 淑

安 少 潤

Mr.QamarMahmood

Ms.Porntip

Ms.NguyenNgoc

Mrs.NguyenAnhchi

Ms.korakotHensanguilai

な し

Ms.ChantanaAkaratham

Mr.LekhanhDien

Ms.PhamthingocaiAi

Ms.SivisaySihabont

Ms.LuuThuanTrinh

Ms.OrawanBuranruk

Mr.A.H.NurulArefin

韓国

韓国

パキスタン

タイ

ベ トナム

ベ トナム

タイ

なし

タイ

ベ トナム

ベ トナム

ラオス

ベ トナム

タイ

バングラディッシュ

200,000

200,000

200,000

300,000

400,000

500,000

400,000

な し

400,000

400,000

400,000

400,000

200,000

200,000

300,000

今後,日 本理学療法士協会奨学金は費用効果を検証する時期 となって きている。奨学金がそ

の個人の技術と知識向上に加 えて,如 何にその国の理学療法の発展 に寄与 したかを検証 し,よ

り効果的な奨学金の給費を行 ってい くことになる。

国 際 匪療 妓 術 交 流 財 団(」 ■M'rEF)

国際医療技術交流財団(以 下,JIMTEFと 略す)は,開 発途上国の医療技術者を研修員とし

て日本に招 き,技 術研修を実施する研修員の受け入れ事業を行 っている。 日本理学療法士協会

は平成4年(1992)か ら,研 修員の個々のニーズに対応 した個別研修コースに対しての協力を

行い,現 在まで16名 の研修員の研修協力を行ってきた。 また,平 成13年(2001)か ら,集 団

研修,医 療技術スタッフ練成II(診 療放射線グループ,リ ハビリテーショングループ)が 定員

15名,研 修期間3ヵ 月で開始された。現在,JIMTEFは 政府開発援助事業 として独立行政法人

国際協力機構(以 下,JICAと 略す)よ り委託を受け,臨 床検査技術集団研修コース,病 院薬学

集団研修コース,医 療技術スタッフ練成コース(診 療放射線グループ,リ ハビリテーショング

ループ)の3コ ースを実施 している。診療放射線技師とリハビリテーション関連職種の合同プ

ログラムは斬新であるが,ど ちらの職種も開発途上国の医療技術者を研修には欠かすことはで

きず,5ヵ 年計画で開始された集団研修であるが延長も検討 されている。現在 までの研修員の

詳細を表2に 示 した。

3ヵ 月間の長期にわたる研修 のため,研 修員は文化や習慣の違 いについても困惑はあると思

われ るが,そ れを克服 し,自 国の医療環境 の向上に必要な技術,知 識を習得 し,帰 国後 は日

本国で学んだ技術,知 識の移転に努めてもらうために,日 本理学療法士協会は今後も積極的に

JIMTEFの 医療技術者研修員の受 け入れに対 して協力を続けてい く予定である。
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表2国 際医療技術交流財団(JIMTEF)に よる外国人理学療法士の研修受け入れ

No 年度 コ ー ス名 国名 氏名(英 文) 性

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

平成4年

平成5年

平成5年

平成6年

平成7年

平成7年

平成7年

平成7年

平成7年

平成8年

平成8年

平成9年

平成9年

平成12年

平成13年

平成13年

平成13年

平成13年

平成13年

平成13年

平成13年

平成14年

平成14年

平成14年

平成15年

平成15年

平成15年

平成16年

平成16年

平成16年

平成16年

平成16年

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

個別

集団

集団

集団

集団

集団

集団

個別

集団

集団

集団

集団

集団

集団

集団

集団

集団

集団

イ ン ドネ シア

イ ン ドネ シア

パ キ ス タ ン

イ ン ドネ シア

イ ン ドネ シ ア

イ ン ドネ シ ア

イ ン ドネ シ ア

イ ン ドネ シ ア

イ ン ドネ シ ア

イ ン ドネ シ ア

イ ン ドネ シ ア

イ ン ドネ シ ア

イ ン ドネ シ ア

ラオ ス

カ ン ボデ ィ ア

ボ リヴ ィ ア

ブ ラ ジル

エ ク ア ドル

ウ ガ ン ダ

ペ ル ー

タ イ

カ ン ボデ ィ ア

ラオ ス

マ レイ シ ア

フ イ ジ ー

ペ ル ー

タ ンザ ニ ア

マ ラ ウイ

パ キ ス タ ン

ス リラ ン カ

タ ンザ ニ ア

ウ ガ ン ダ

HeruPurboKuntono

MahammadMudatsirSyatibi

QamarMahmood
NawangsasiTakarini

Setiawan

Nurhaeno

YuliusHarminto

Maratmo

Sukadarwanto

NurHasyin

BambangPrasetyoNoegroho

SATRIANSYAH

WoroMURTHI

BouahongLuangkham

UNGSambath

AmparoFLORESMendoza

TaciaDeSOUZA

RamirezLuisANIBAL

JomasMWESIGYE

ErnaSOTELOMyrick

PornwarinPEINPITAK

SophornCHHIN

SENGVILAYBouaNgeum

KUITKhengHiong

KUDRUVITaukeiJoape

VILCARAOrtegaRaymundoEdgar

RWELAMIRAMubeeziDennis

ThandiweMarjorieMUGHOGHO

YasinWALI

VANNIYASINGAMSasiraj

RoseJohnKIMITI

RobertTayebwaKATSIGAZI

男

男

男

女

男

男

男

男

男

男

男

男

女

男

男

女

女

男

男

女

女

男

男

男

男

男

男

女

男

男

女

男

独 立 行 政 法 人 国 際 協力 機 構(JICA)

JICAが 行 っている青年海外協力隊員の派遣については,協会が直接関与する事業ではないが,

田口順子前国際部長がJICA技 術顧問に就任 し,JICAと 日本理学療法士協会の関係もより密接

になった。 また,関 心の高い協会員に対 して,本 年で13回 を数える海外技術協力セミナーが年

1回 開催 され,青 年海外協力隊員についての情報交換や現地での活動についてのフィー ドバッ

クが行われてきた。平成17年(2005)3月14日 現在,190人 の理学療法士が青年海外協力隊

員 として海外に派遣 されている。現在 までの青年海外協力隊員の派遣国と派遣数を表3に 示 し

た。



表3理 学療法士派遣国と派遣累計

(平成17年3月14日)

地 域 人数

〈アジア地域〉

中華人民共和国

フィリピン共和国

ラオス人民民主共和国

スリランカ民主社会主義共和国

マ レーシア

タイ王国

ネパール王国

パキスタン ・イスラム共和国

ベ トナム社会主義共和国

く中近東地域〉

ヨルダン ・ハンシェミット王国

シリア ・アラブ共和国

チュニジア

イエメン共和国

パレスチナ

〈アフリカ地域 〉

モロツコ王国

ジプチ共和国

エジプ ト・アラブ共和国

エチオピア連邦民主共和国

マラウイ共和国

タンザニア連合共和国

ジンバブエ共和国

〈中南米地域 〉

ボリビア共和国

チリ共和国

コスタリカ共和国

ドミニカ国

ドミニカ共和国

エクア ドル共和国

エルサルバ ドル共和国

グアテマラ共和国

ホンジュラス共和国

ジャマイカ

メキシコ合衆国

ニカラグア共和国

パナマ共和国

パラグアイ共和国

ペルー共和国

スリナム共和国

セントルシア

〈オセアニア地域〉

フィジー諸島共和国

パプアニユーギニア独立国

トンガ王国

ソロモン諸島

パラオ共和国

くヨーロツパ地域〉

ハンガリー共和国

ポーランド共和国

ウズベキスタン共和国

合 計

4

2

2

3

28

7

2

6

2

(∠
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J

l

つ
」

-

(∠

1

(∠
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戸う

く
」
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1

3

2

16

1

4

5

1

1

3

8

5

3

4

3

1

1

3

1
1

(∠

1
0

3

(∠

1

(づ

(
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1

091
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ζれ まで の 活 動 と新 たな 取 り組 み

これ までの国際部の活動を表にして年表にまとめた(表4)。 アジアでそして非英語圏で初め

て行われた第13回 世界理学療法連盟学会で,天 皇陛下のご臨席 を賜 り,陛 下の御言葉で理学

療法(士)の 名がはっきりと触れ られたことは,日 本の理学療法士の社会的認知度を高め,す

べての理学療法士にとって誠に感慨深いものであった。日本の理学療法 はその草創期 にWHO

やWCPT,さ らには欧米の理学療法先進国か ら多 くの支援や援助を受けて基盤が整備 され,そ

の後急速に発展 して きた。 そしてここ20年 間は,開 発途上国に対 してもいろいろな形で援助

や協力を行ってきた。40周 年を迎える専門職集団として,今 後はより効果的な援助の形を模索

していかなければな らない。 日本理学療法士協会がアジアの リーダとして更に発展 してい くた

めにも,世 界の理学療法士 と幅広 く交流 し,技 術や知識を交換 しながら,互 いの相互理解を深

めてい くことは必要不可欠である。日本理学療法士協会国際部では,草 創期 にわれわれが欧米

の理学療法先進国か ら受けたような実際的な支援や援助を恩返しの意味でも開発途上国に対 し

て行 っていこうと計画している。実際にはいまだWCPTに 加盟できていない国々を対象に,実

際的で効果的な援助がどのようなものか,対 象国の理学療法士 と相談しなが ら,WCPT加 盟 ま

での間,長 期的な視野に立って計画的に援助を進めてい く計画がある。その場合,日 本に招聰

して先進的な技術や環境の中で研修 を行ってもらうことに加 えて,実 際に日本か ら理学療法士

を対象国に派遣 して,よ り実践に即した形での支援や援助の取 り組みも行ってい く予定である。
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表4国 際部活動年表

年度 活動内容

昭和41年 ・協会設立当初より国際関係担 当として国内部に対 して国外部 として存在

・世界理学療法連盟(以 下,WCPTと 略す)加 盟に向けて本格的な申請手続を開始

昭和42年 ・WCPTメ ルボルン総会 ・学会に代表団を送 るための資金カンパ活動
・WCPTメ ルボルン総会 ・学会に遠藤文雄会長,武 富由雄理事を派遣

・ 国際交流始 まる,ア メリカ理学療法士協会ツアー来 日,WCPT理 事(イ スラエル)
・来日(6月)交 流会開催

昭和43年 ・独立行政法人国際協力機構(以 下,JICAと 略す)の 要請により専門家としてアフガニ

スタンに初の理学療法士派遣(阪 大,武 冨由雄,1年 間)

昭和44年 ・WCPT加 盟批准されず(特 例措置中止後 となる)
・JICA要 請により専門家としてアフガニスタンに派遣される(阪 大,浅 野達雄)

・極東医学学術会議(於 ・立川 米軍基地)リ ハビリテーション分科会に理学療法士12名 ,

作業療法士20名 参加

昭和45年 ・第6回WCPT総 会 ・学会(於 ・アムステルダム)に 日本から9名 参加

・WCPT加 盟に向けて厚生省医務局長のメッセージを代表団に託す

昭和46年 ・ アジア理学療法連盟(以 下,ACPTと 略す)の 結成を提唱
・ フィリピン理学療法士協会会長来 日懇談

昭和47年 ・韓国理学療法士協会代表団来 日(5名)

・ フランス理学療法士協会35周 年記念ツアーで30名 来日,交 流会開催

・理学療法士教育状況についてWCPTよ り報告書の提出を求められ提出

昭和48年 ・WCPT本 部との密接な情報交換

昭和49年 ・ 第7回WCPT総 会 ・学 会(於 ・モ ン ト リオ ー ル)に て 日本 のWCPT加 盟 が正 式 に認 め

られ る

昭和50年 ・海外からの日本における就労 問い合わせが急増
・ 日本の理学療法士教育事情を把握するためWCPT理 事会を開催 したい旨の申し入れが

あった

・WCPT定 款の翻訳

昭和51年 ・韓国理学療法士協会長ならびに国際部長来 日,日 本理学療法士学会に参加,関 係者 と懇

談

昭和52年 ・WCPT加 盟国との情報交換の増加

・途上国,先 進国を問わず理学療法士の日本での就労希望の問い合わせの増加

・ ドイツ,ス エーデン,英 国の学生実習希望の問い合わせも増 える

昭和53年 ・WCPT総 会 ・学会(於 ・テルアビブ)松 村会長出席

・外国人理学療法士として初めて日本の特例免許交付 され る

昭和54年 ・海外ジャーナル新着より順に 「臨床理学療法 」に紹介,掲 載
・海外か らの就労問い合わせ続 く

昭和55年 ・ACPTの 本格的設立準備

・結成式(於 ・台北)に5名 参加

・ フランス理学療法士協会35周 年記念事業としてアジアツアー実施,

て日本 ・フランス両協会の懇談会開催

30名 の来日に際し

昭和56年 ・第1回ACPT総 会がバンコクにて開催 され同時に学会も開かれる。
・アメリカの医療従事者就労斡旋機関より就労案内が届 く,患 者対応に全 く語学のハンデ

ィーのないことが条件
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年度 活動内容

昭和57年 ・第10回WCPT総 会 ・学会ス トックホルムにて開催,7名 参加
・ 日本がWCPT理 事国として推薦される

・森永敏博国際部長がWCPT理 事として承認される

・第19回 日本 リハビリテーション医学会特別講演者としてアメリカ理学療法士,ジ ャッ

クリン,ペ リー女史が招聰 され,日 本の理学療法士と各地で懇談

昭和58年 ・WCPT理 事会(於 ・ロンドン)森 永敏博理事出席

昭和59年 ・ 第2回ACPT総 会 ・学 会(於 ・ソ ウル)開 催 ,11名 の参 加

・ 各 養 成 校 の カ リキ ュラ ム を英 文 化 しWCPTに 送 付

昭和60年 ・WCPT理 事会(於 ・サンパウロ)森 永敏博理事出席

・第3回ACPT総 会 ・学会の日本開催が決定(昭 和63年)開 催準備

昭和61年 ・ACPT学 会,世 界 リハ学会(於 ・東京)開 催準備

昭和62年 ・WCPT総 会 ・学 会(於 ・シ ドニ ー)開 催

・ACPTパ ン フ レ ッ ト(英 文 ,和 文)作 成

平成元年 ・ 第3回ACPT総 会 ・学 会 開 催(於 ・東 京)学 会 長 ,松 村 会 長

・WCPT事 務 局 長0'Hare女 史 来 日

・WCPT総 会,理 事 会(於 ・ロ ン ドン)松 村 会 長,森 永 理 事 出 席

平成2年 ・ 第4回ACPT総 会 ・学 会(於 ・ジ ャ カル タ)開 催

平成3年 ・WCPT総 会 ・学会(於 ・ロンドン)開 催

・ ロン ドン総会にてWCPT日 本開催誘致活動を展開

・WCPT理 事会(1993年)の 開催が決定

平成4年 ・WCPT主 催 「開業PT会 議 」(於 ・香港)に10名 参加

・協会奨学金給付制度の発足 に伴 う海外奨学金給費生も公募

・諸外国PT法 律の収集(マ レーシア,イ ン ド,ド イツ,英 国,韓 国,香 港他)
・WCPT ,ACPT定 款の翻訳
・海外からの就労希望者に対 する就労条件を厚生省と確認のうえ文書を作成

・PT協 会会員の語学堪能者を各士会を通 じて調査(26都 道府県で452名)

・ 国際医療技術交流財団(以 下,JIMTEFと 略す)よ り初の海外研修員としてフィジーの

理学療法士受け入れ,3ヵ 月間,神 奈川 リハビリテーション病院にて研修

平成5年 ・第28回 理学療法士学会(於 ・横浜)メ インテーマ 「国際的視野に立った理学療法 」学会長,

田口順子
・WCPT理 事会の同時開催

・1999年 の第13回WCPT総 会 ・学会の開催が日本に決定

・ 障害分野NGO連 絡会(以 下,JANNETと 略す,所 属団体26)へ 日本理学療法士協会

加入
・第5回ACPT総 会 ・学会開催(於 ・台北)

・第1回 海外技術協力セミナー開催



125

年度 活動内容

平成6年 ・ 国際協力機構 国際医療技術交流財 団によるイン ドネ シアCBR(CommunityBased

Rehabilitation)技 術協力開始

・5ヵ 年プロジェク トとして日本理学療法士協会国際部が担当

・第1回 派遣 山本正義(七 沢 リハビリテーション病院)イ ン ドネシア地域 リハビリテー

ション実情把握のため村落をはじめ地方診療所などの現地調査

・ イン ドネシアCBRス タディーツアー実施9月 参加者14名

・ 日本理学療法士協会名義にて地方巡回用の トヨタワゴン車ならびにビデオ撮影機一式を

寄贈
・WCPTワ シン トン学会Wood会 長,学 会広報のため来日,懇 談

・WCPTア ジア太平洋地域(WCPTAWP)第1回 セ ミナー開催(於 ・イン ドネシア)

・横浜WCPT総 会 ・学会組織委員会,実 行委員会設置

・第2回 海外技術協力セ ミナー開催 国際エイズ大会(於 ・横浜)に 協力

・ インドネシアCBR第2回 派遣 久野研二CBRワ ーカーに対 して技術の伝達講習会開

催,お もちゃライブラリーの設置などを実施
・第3回 海外技術協力セ ミナー の開催

・ フィリピンヘスポーツ用車椅 子の寄贈,コ スタリカへ小児用補装具の寄贈

平成7年 ・第12回WCPT総 会 ・学会(於 ・ワシン トン)開 催,日 本から170名 の参加

・WCPT,ア ジア太平洋地域代表理事 として奈良会長が選出される

・ ワシントン会場にて日本の展 示ブース,次 期大会の広報宣伝

・ イン ドネシアCBR第3回 派遣 工藤俊輔 久野研二 現地のCBRワ ーカーとともに

現地に住み障害児,者 の リハ技術を指導,適 正技術も指導

・第4回 海外技術協力セ ミナーの開催

平成8年 ・ イン ドネシアCBRプ ロジェク ト4年 目派遣 首藤奈保 これ までの事業の効果確認と

継続事業の発展を目的に活動
・第5回 海外技術協力セ ミナー開催

平成9年 ・ インドネシアCBRプ ロジェク ト最終年5年 目派遣 大澤諭樹彦

・総括的な活動評価 ,今 後の協力関係の検討
・PT京 都学会において青年海外協力隊OBOGの ミーティング開催25名

・ インドネシアCBR総 括会議を東京で開催,イ ン ドネシア,ハ ン ドヨ博士ご夫妻を招聰
・第6回 海外技術協力セ ミナー開催

平成10年 ・青年海外協力隊隊員アンケー ト調査実施,調 査報告書発行
・ 国際部資料を清瀬,リ ハビリテーション学院より4月 にオープンなった理学療法士会館

に移転

・ 国際部部報(部 員内部資料)発 行継続

・ 第7回 海外技術協力セミナー開催,CBR創 始者Dワ ーナーの講演会と合動でJANNET

との開催

平 成ll年 ・ 第13回WCPT総 会 ・学 会(於 ・横 浜)開 催

・ 会期 中 にCBRフ ォー ラ ム を 開催,国 内 参加 者61名,

・ 第7回 海 外 技 術 協 力 セ ミナ ー 開催

国外参加者53名

平成12年 ・WHO国 際障害分類べ一タ2案 の翻訳,ア ンケー トに協力
・協会白書発行に伴 う国際部活動報告

・ACPT総 会 ・学会(於 ・マニ ラ)国 際部員3名 参加

・ 日蘭交流400年 記念行事 に伴 うオランダPT協 会代表来 日(長 崎),国 際部員と東京で

懇談

・第8回 海外技術協力セ ミナー開催
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年度 活動内容

平成13年 ・ 日本理学療法士協会 ・日本作業療法士協会国際部初の合同会議開催
・第9回 海外技術協力セ ミナー(日 本理学療法士 ・作業療法士協会合同)開 催

・JICA ,JIMTEF,日 本理学療法士協会,日 本作業療法士協会協力による海外研修員受け

入れ事業 「医療技術スタッフ練成コース,CBRコ ース」開始

平成14年 ・理学療法士,作 業療法士合同委員会開催

・ 日本作業療法士学会(大 阪)に 理学療法士田口国際部長,JANNET研 究会に大澤部員

が参加 し,PRAに ついて講演

・第10回 海外技術協力セミナー開催(第10回 記念セミナー,理学療法士・作業療法士合同)

開催
・海外研修員の長年にわたる受け入れ協力施設に感謝状贈呈(ボ バース記念病院,七 沢

リハビリテーション病院 横浜市総合 リハビリテーションセンター)

・JIMTEF個 人研修受け入れ

・第2回 医療技術スタッフ練成コース,CBRコ ース開催

平成15年 ・ 日本での就労希望者の問い合わせ多数

・ 国際部ホームページ英語版も立ち上げ

・第ll回 海外技術協力セ ミナー開催(初 めて大阪にて)

・第3回 医療技術スタッフ練成コース,CBR開 催
・第1回 国際教育夏季セミナー開催(教 育部との合同開催)

平成16年 ・ 日本理学療法士 ・作業療法士両協会国際部会議の開催
・第2回 国際教育夏季セミナーの開催(教 育部国際部合同)

・第12回 海外技術協力セミナーの開催(日 本理学療法士 ・作業療法士両協会国際部合同)

・第4回 医療技術スタッフ練成コース,CBR研 修開催
・海外技術協力セミナー継続事業としての資料作成提出(JIMTEF)

・ 国際部ホームページの継続更新(日 本語版)作 成準備(英 語版)

・JANNET研 究,研 修会開催協力
・ 国内外からの国際関係問い合わせに対する対応

・海外から講師を招聰して行う研修会やセミナーに対 しての援助協力

平成17年 ・第3回 国際教育夏季セミナーの開催(教 育部国際部合同)

(予定含)・ 第13回 海外技術協力セミナーの開催(日 本理学療法士 ・作業療法士両協会国際部合同)

・第5回 医療技術スタッフ練成コース,CBR研 修開催

・国際部ホームページの継続更新(日 本語版)作 成準備(英 語版)

・JANNET研 究,研 修会開催協力
・国内外からの国際関係問い合わせに対する対応

・海外から講師を招聰して行う研修会やセミナーに対 しての援助協力

・海外技術協力可能な国への会員の派遣の検討
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都道府県理学療法士会の活動

神奈川県立総合療育相談センター

井上 保
(社団法人理学療法士協会 理事)

都道府県理学療法士会(以 下,士 会と略す)の10年 間の活動は,急 激な会員数の増加に伴 う

組織の拡大へ の対応と社会の要請に応 えられる組織への質的変革にせまられた激変の時代であ

った。組織運営の軸となる事務局機能の充実,法 人化への取 り組み,新 人教育プログラムの実

施に伴 う履歴管理体制の確立,理 学療法週間の実施や法人化に伴 う公益事業の展開,協 会組織

の改正に伴 う組織運営の整合性の維持,組 織活性化を目指 した地域 ブロック化の導入,さ らに

新設理学療法士養成施設や介護保険制度などへの対応など組織の内外にわたる幅広い活動が行

われてきた。 このように都道府県士会は組織の量的拡大 と質的充実に対応 した運営 と体制への

変革を行い,社 会の要請に応 えられ る組織活動を模索 しなが ら,地 域に根 ざした活動を地域と

ともに歩むことので きる組織として確かな足跡を残 してきている。

都 道 府 県 理 学 療 法 士 会 に 関 す る規 程

都道府県士会は日本理学療法士協会(以 下,本 会と略す)の 定款および定款細則に以下のよ

うに規定されている。

定款には第3章 役員第12条(選 出)の(2)に 「代議員 は,別 に定めるところにより各都道

府県毎に士会総会において選出する」 という規程があるのみである。詳細 は定款細則に定め ら

れている。定款細則一1会 員に関す る項に 「定款第5条(1)に 規定す る正会員 は,都 道府県

士会に所属するものとする」「入会,退 会,休 会,復 会および異動の手続 きは,本 会所定の用紙

をもって所属する都道府県士会を経由するものとす る」,同H一 会費に関する項に 「入会金は,

5,000円 とし,都 道府県士会にその50%を 還付する」,同rv一 代議員に関する項に 「代議員 は,

定款第12条(2)に 基づき,本会の選挙規定を準用し,都道府県士会総会において選出する」「代

議員は,都 道府県士会を代表 し,都 道府県士会総会で決議 された事項を代議員会へ提出し,提

案理由を説明する」,同X一 都道府県士会に関する項に 「本会は,定 款第3条 の目的を達成する

ために,都 道府県に理学療法士会を置 く」「都道府県士会は,前 条(定 款第3条)の 目的を達す

るために定款第4条 の各項の事業を行 う」 「都道府県士会にそれぞれを代表し,そ の会務を統括

する会長を置 く」「都道府県士会の会長は,そ れぞれの総会において選出する」「都道府県士会は,

その事務所および会員所定の必要事項を本会に届け出る」「都道府県士会は,当 該年度の活動お

よび役員名を本会に報告する」(定 款細則より抜粋)と されてお り,さ らに関連する規程に都道

府県士会および都道府県士会の会長の実務的役割が定められている。

このように都道府県士会は会員管理の実務的窓口であるばか りでな く,本 会の定款に掲げら

れている目的及び事業を行 うことになっているが,し か し組織 としての位置付 けは本会の支部

組織ではない。むしろ各都道府県士会の独自性や地域性がより発揮しやすいような非常に緩や

かな関係 として規定 されている。
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都 道 府 県 士 会 の 会 員 数 の 変 化

本会 の会員数 は平成6年 度 が12,258名(平 成7年 度3月31日 現在),平 成16年 度 が35,172

名(平 成17年3月31日 現在)で あ り,こ の10年 間で22,614名 増加 し約187%の 増加 率で あ

った。 当然,会 員 の所属 す る都道府県士 会の会員数 も急激 に増加 した。 平成6年 度 に東 京都士

会 と大 阪府士会 の2士 会が1,000名 を超 える規模で あったのに対 して,平 成16年 度 には両士会

は2,500名 を超 え,さ らに福 岡県士会,北 海道士会,愛 知県士会,神 奈川 県士会,兵 庫県士会,

埼玉 県士会,千 葉県 士会 が1,000名 を超 えてい る。1,001名 以上 の士会 は2士 会 か ら9士 会 に

な り全 士会の約4%か ら約19%へ と増加 した。1,000～501名 の士会 は5士 会(11%)か ら15

士会(32%),500～301名 の士会 は5士 会(11%)か ら18士 会(38%)へ とそれ ぞれ増加 した。

一方300名 以下 の士会 は35士 会(74%)か ら5士 会(11%)へ と激減 した(図1)
。

都 道 府 県 士 会 の 予 算 面 の 変 化

会員数 の増 加 に伴 う組織 規模 の拡大 は会費収入 の 自然増 をもた らした。都道府県 士会 の予算

額 は急激 に膨 らみ,平 成6年 度 の士会予算額 の全 国平均 は約427万 円(最 高2,300万 円,最 少

42万 円)で あ った ものが平成16年 度 に は約3倍 の約1,230万 円(最 高3,300万 円,最 少295

万 円)と な り約188%の 増加率 を示 した。平成6年 度 と平成16年 度 の士会予算額 を比較す ると,

1,001万 円以上 の士会 は4士 会(9%)か ら20士 会(43%),1,000～501万 円は9士 会(19%)

か ら21士 会(45%)へ とそれぞれ増加 し,500～301万 円は12士 会(26%)か ら5士 会(11

%),300万 円以下 は22士 会(47%)か ら1士 会(2%)へ と激減 した(図2)。2,000万 円以上

の士会 は平成6年 度 に は僅 か に1士 会(2%)し かなかった ものの,平 成16年 度 には8士 会(17%)

に増加 した。

都道府県士会 の会費 の状況 をみ ると平成6年 度の会費 の平均額 は約6,300円(最 高12,000円,

最少4,000円),平 成16年 度 の平均 額 は約8,400円(最 高12,000円,最 少4,000円)で あ り,

額 として約2,100円,率 と して約33%の 会費 の値 上 げがあ った。 また,こ の10年 に実 際 に会

費 の値上 げが行われ た士会 は全体 の実 に7割 を超 す33士 会にな り,値 上 げ額 の幅 は最 高6,000

円か ら最 少1,000円 で平均額 は約3,030円,値 上 げ率 は最高120%(5,000円 →11,000円)か

ら最少約17%(6,000円 →7,000円)で 平均約57%で あった。

平成16年 度 にお ける平均的都道府県 士会 の状況 は会員数 が約748名,会 費 が約8,400円,予
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算額が約1,230万 円になる。47都 道府県士会の予算の合計額 は約5億7,806万 円にな り,こ れ

は会員数が同数で会費11,000円 を徴収 している本会の平成16年 度予算額約4億2,878万 円と

比べ ると大きく上回 り約135%に 相当してお り,両 者を合わせると既に10億 円を超 える規模に

なっている。会計処理方法に若干の違いがあるもののこの差は非常に大 きなもので,特 に予算

額 に占める会費収入の割合に大 きな差が生じている。都道府県士会の会費収入の割合は約51%

(平均士会員数748名,平 均会費8,400円,平 均予算額1,230万 円か ら算出)で あったのに対 し

て本会は約88%(平 成16年 度予算書の会費収入額を総収入額で除した)で あった。

都道府県士会には会費収入以外の何 らかの収益を伴う事業があることが伺 え,新 人教育プロ

グラムの実施に伴いその管理 と運営が都道府県士会に任されたことにより生 じた受講料収入 も

そのひとつになるであろう。 これまで都道府県士会の活動は会員へ の直接サービス事業である

研修会や講習会などの学術活動を提供することに力が注がれてきた。士会によ り若干の相違が

あるものの学術活動は受益者負担を原則に企画運営され,で きるだけ安い参加費で提供で きる

ように努力 してきた経緯があった。新人教育プログラムに続 き生涯学習システムが実施に移 さ

れ,新 人教育プログラムの受講に続 く研修会,講 習会や士会学会への参加が促進 されたため,

会員の生涯学習や学術活動にかかる受益者負担の受講料や参加費による収入が増加 して きた。

このような環境の中,こ れからも続 く新入会員の増加が拍車を掛けている状態である。

法 人 化 へ の 取 り組 み が も た ら した もの

本会のマスタープランに掲 げられた都道府県士会法人化の推進は,平 成2年12月6日 に社

団法人高知県理学療法士会が初めて社団法人の設立許可をうけたことに始 まり,平 成6年 度 ま

での5年 間に14の 理学療法士会が社団法人設立許可を得 ることがで きた。その後,政 府によ

る公益法人制度の見直 しの作業が始 まったことにより,主 務官庁である都道府県における公益

法人設立許可申請の手続 きに関する運用が厳 しくな り,担 当部局へ の相談や折衝場面での指摘

や指導内容が次第 に硬直化 し設立許可要件が0層 厳 しいものになって法人化の速度は著 しく停

滞 してきた。平成12年 度,15年 度,16年 度の3ヵ 年は法人設立許可が全 く得 られなかったが,

この10年 間では15士 会が法人設立許可を得て合計29士 会が社団法人化を達成 している(44

ページ参照)。

法人設立許可要件 は所管の都道府県の主務課によって若干の相違があるものの概ね,① 他に
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類似の団体が無い,② 団体 に永続性がある,③ 事業に公益性があることなどである。特 に②③

の要件 として一定以上の財政規模があることや一年間の会費相当額の基金をもつ ことを指導さ

れたところもあったが,多 くは法人運営に必要な事務所や事務員の確保,事 業費と管理費の比

率,事 業費に占める公益事業費の比率,事 業内容の公益性の有無などの指摘や指導が主であった。

また,同 一職種で役員を構成せず他職種を入れるようにとの強い指導がされたところもあった。

法人化の現状 について 「都道府県理学療法士会法人化に関するアンケー ト調査(組 織部:平

成16年4月 実施:法 人士会29・ 未法人士会18:回 収率100%)」 から抜粋する。未法人の18

士会の状況は,予 算規模 に問題がある:8士 会,公 益事業に問題がある:9士 会,登 記できる

事務所がある:2士 会,事 務員で困っている:13士 会であった。社団法人の29士 会の状況は,

理学療法士以外の理事がいる:4士 会,理 学療法士以外の監事がいる:5士 会,占 有事務所を所有:

18士 会(購 入2,賃 貸7,会 員所属施設間借 り9(有 料3,無 料6)),事 務員がいる:14士 会(常

勤:4士 会6名,非 常勤:13士 会22名),収 益事業を行っている:4士 会,都 道府県からの受

託事業がある:ll士 会,会 計処理に会計士などの指導を受けている:19士 会,管 理費で最 も

割合の大きいものは,事 務員の人件費:8士 会,事 務所 の賃貸料:3士 会,税 理士などの契約料:

1士 会,そ の他:13士 会(通 信 ・郵送 ・運搬費,旅 費 ・行動 ・交通費,会 議費,PCリ ース料,

事務所購入借入金の返済など)で あった。

理学療法週間関連事業以外で公益事業の核 としての位置付けを している事業があると回答 し

た24士 会の主なものは,公開講座・公開シンポジウムの開催,理 学療法相談事業,講 習会・研修会・

セ ミナー ・教室(地 域 リハビリテーション,介 護支援など)の 開催,マ ニュアルの作成(摂 食

嚥下 リハビリテーション,リ ハビリテーション介護普及),講 習会 ・研修会の講師派遣,介 護保

険認定審査員の推薦,訪 問理学療法専門機関設置プロジェク ト(ア ンケー ト調査 ・マニュアル

作成),国 際車椅子テニス大会フィジカルサポー トサービス,ス ポーツボランティア(マ ラソン

大会 ・車椅子バスケッ ト大会),肢 体不自由児を介護する府民への介護教室,親 子バ リアーブリ

ー体験,健 康フェアーへの参加,人 材バンクなどであった。 これ らの事業の中には,厳 密には

会員である理学療法士以外の都道府県民や市民を広 く対象にしたものでないものや自主事業で

はないと思われ るものも含 まれているようであるが,地 域の公益団体としての都道府県士会活

動の一端がよ く表 されている。アンケー トではスポーツへの関わ りは多 くの回答を得 られなか

ったが,法 人士会,未 法人士会にかかわ らず士会組織としての対応が広がってきている。 これ

までの主なものには世界体操選手権大会,ユ ニバーシアー ド大会,ア ジア大会,冬 季オ リンピ

ック ・パラリンピック大会などの国際大会や国民体育大会,全 国身体障害者スポーツ大会 また

各地で開催 されている高校野球等への組織的対応が報告されている。

都道府県(市 町村を含む)か ら委託を受けた受託事業の主なものには,機 能訓練事業,機 能

訓練事業への指導者の派遣事業,機 能訓練サービスの実態調査,介 護認定審査会審査員の調整

派遣,福 祉用具貸与に関す る検討事業,地 域 リハビリテーション調整者養成研修事業,地 域 リ

ハビリテーション推進交流会,介 護予防 リハビリテーション従事者研修会,転 等予防教室,障

害体験学習会,臨 床実習指導者研修会,水 中運動療法指導などがあった。

社団法人設立許可 申請に至るまでの貴重な経験 と許可後の公益法人としての組織運営の苦労

は,組 織とは何か,組 織のあり方,運 営の仕方,法 人とは何か,公 益性 ・公益事業とは何かな

ど自らの士会運営 について深 く考 える機会にな り大きな無形の財産として蓄積 されて きた。 さ
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らに法人許可後の公益法人会計基準に従 った会計処理や予算総会 と決算総会の開催,組 織決定

のあり方などは各士会の組織運営のみならず本会組織の運営にも大 きな影響を与 える事のでき

る底力となっているといえる。

本 会 と都 道 府 県 士 会 の 連 携

本会は平成5年 度から会員数の増加に伴 う組織運営の充実を図るべ く6万 人体制を想定 した

組織の検討を重ね,平 成15年 度から新組織体制となった。その後も新組織体制の運営面から新

たに必要とされる規程の作成や現行諸規程の見直 しと整合性をはかる作業を継続 している。新

組織の特徴はそれ までの事務局,学 術局,社 会局の3局 体制から事務局,学 術局,教 育局,社

会局,職 能局の5局 体制になったことにある。 これは本会の事業内容が広範で多岐にわたって

きたために学術局,社 会局として一括 りに出来な くなって きたこと,公 益団体である社団法人

としての本会活動のあ り方が求められるようになってきたことなどが背景因子 として挙げられ

検討が重ね られた結果である。さらに,検 討の過程ではそれぞれの事業活動の向いている方向

が主に本会組織の内向けなのか,外 向けなのかという切 り口でも論議がされた。会員の質の維

持向上を目的とした教育局と会員の生活権を守 り拡大を図る職能局が主に会員向けの本会組織

の内側 に向けた活動,会 員の主体性 に基づ く学際的活動である学術局と,広 く国民に理学療法

を普及啓発することを目指 した社会局が本会組織の外側に向けた活動であるとされた。 これ は

ひとつの切 り口からの見方であって,決 してこれに固執され るものではな く組織の活動には内

向けと外向けの両方向性があることを示して各局の活動の性格付けを明確にした。

都道府県士会は組織の独自性,地 域性,自 立性を保 ちつつ,本 会との組織活動の整合性を維

持 していこうとする調整力や修正力を常に働かせ,自 らの組織の運営や体制の見直 しの作業を

行 っている。この10年 間の士会組織の特徴的なものは,組 織検討委員会 ・法人化推進委員会 ・

規約検討委員会などの組織強化検討に関す る委員会の設置,診 療報酬部 ・保健福祉部 ・業務推

進部などの職能に関する部の設置,生 涯学習部 ・新人教育部などの会員教育に関する部の設置,

理学療法週間事業 に関する部署の設置などが前半の特徴 として挙げられ る。後半の特徴 として

は,IT化 推進委員会・マルチメディア部 ・ホームページ管理委員会などのITに 関する部署の設置,

介護保険部や介護保険関連に関する部署の設置,公 益事業部 ・スポーツサポー ト部などの社会

的活動に関す る部署の設置,専 門領域部などの学術活動に関する部署の設置,ブ ロック担当理

事やブロック長の選任などの組織活動の活性化に関する部署の設置などが挙げられ る。

今後 は,本 会と都道府県士会の連携の強化を図 りながら,そ れぞれの役割を明確にしつつ機

能分化 してい く段階に入ってきたといえる。
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社団法人日本理学療法士協会 倫理規定

日本理学療浩士協会は,本会会員が理学療法士としての使命 と職責を自覚し,常 に自らを修め,

律する基準として,こ こに倫理規程を設ける。

基本精神

1.理 学療法士 は,国 籍 人種,民 族,宗 教,文 化,思 想,信 条,門 地,社 会 的地位,

年齢,性 別 などのいか んにか かわ らず,平 等 に接 しなけれ ばな らない。

2.理 学療法 士 は,国 民 の保健 ・医療 ・福祉 のため に,自 己の知 識 技術,経 験 を社

会のため に可能な限 り提供 しなけれ ばな らない。

3.理 学療法士 は,専 門職 として常 に研讃 を積 み,理 学療法 の発展 に努 めな けれ ばな

らない。

4.理 学療法士 は,業 務 にあた り,誠 意 と責任 を もって接 し,自 己の最善 を尽 くさな

けれ ばな らない。

5.理 学療 法士 は,後 進の育成 に努 力 しなけれ ばな らない。

遵守事項

1.理 学療法士 は,保 健 ・医療 ・福 祉領域 におい てその業の 目的 と責任 の うえにた ち

治療 と指 導 にあた る。・

2.理 学療法 士は,治 療 と指 導の内 容 について十分 に説明す る必要 がある。

3.理 学 療法士 は,他 の 関連職種 と誠実 に協 力 してその責任 を果 た し,チ ーム全員 に

対 す る信頼 を維持 す る。

4.理 学療法 士 は,業 務 上知 り得た 情報 について の秘密 を守 る。

5.理 学療法士 は,企 業 の営 利 目的 に関与 しない。

6.理 学療法 士 は,そ の定め られた 正当な報酬以外 の要求 を した り収受 しない。

昭和53年5月17日 制定

平成9年5月16日 一部改正
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協会のシンボルマークについて

藤 リハ ビリテーション学院

両角 昌実
(社団法人理学療法士協会 組織部 部長)

平 成11年5月 に開催 され た理事 会 において,永 年使 用 されて きた協会 の シンボルマ ーク に

加 え,一 ・般 の方 々 に啓発活動 を行 う際,理 学療 法士 を容易 にイ メージす ることがで き,広 報 媒

体 に使用 しやすい新たな シンボル マーク(ロ ゴマーク)を 作 ってみては どうか との案 が示 され,

当時広報担当理事で あった磯崎氏 よ り広報部 の事業 と して部員 に伝 えられた。

ちなみ に,現 在 も使用 され てい る協会 シ ンボル マークが誕 生 した由来 であ るが,日 本理 学療

法士協会30年 史 によると,協 会発足 にあ た り,WHO顧 問 のナ ッシュ氏 より 「米 国理学療 法士

協会 に もシンボル マークがあ るので 日本 で も作 った方 が良い」 との薦 めが あ り,芳 賀氏,ナ ッ

シュ氏,田 口氏 が図案 を作成 され,協 会設立 準備委員会 にて決定 され た もので あ る。 これ らを

ふ まえ,平 成11年5月 に行 われ た広報部 会 よ り検 討作業 が 開始 され たが,協 会 シンボル マ ー

クを検討す るとい う大 きな課題 になかなか方 向性 が定 まらなか った。

しか し,当 時の広報部で は 「ひと」 「理学療法士 の世界」等 のパ ンフ レッ ト発行や国際モ ダン

ホ ス ピタル シ ョーへ の出展,イ ンターネ ッ トホ ームペー ジに よる広報 を手が けてお り,こ れ ら

の活動 を通 じ,一 般 の方 々に向 けた広報媒体 と して 「新 シンボル マーク」 が徐 々にイメー ジさ

れてい った。

平成ll年ll月 の部会 にて,① 協会員 か ら募集す る② デザイナ ーにサ ンプル を作成 して も ら

い投票 にて決め る③広報部 がサ ンプル を作成 し投票 にて決め るといった方法論 と広報媒体 に使

用す る とい った観点 か らソ フ トなイメー ジの マークにす るとい った方 向性 が提案 された。そ の

後,約1年 間 は部 内で試行錯 誤を繰 り返 し,平 成12年10月 の部 会 にて 「協会員 のみのア イデ

ア募集 だ とデザ インに偏 りが 出る」 とい う意見 か ら,懸 賞 金を設 け,募 集対 象 を一般 の方 にも

拡大す る案 を理事会 に提 出 し,平 成13年3月 に承認 を受 けた。

これ らを受 け,平 成13年7月17日(理 学療法 の日)に 公募 を開始,同 年10月31日 の締 め

切 りまで に予想 を超 える307と い う多 くの作 品が集 まり,広 報部 内で選考 し,6作 品が理 事会

に提 出 され,平 成14年2月 に現 在 のマー クが決定 された。 この作 品の コンセ プ トは 「理 学療

法士 を多 くの人 々に知 って も らいたい。私 た ちは今 日の社 会情勢 の中において いつ事 故に遭 う

か も しれ ない,こ んな とき理 学療法士 の人 々 にお世話 にな る。健康 な体 で社 会復帰 で きるよう

に と リハ ビ リに勤 め る人,手 を さ しのべ る理学 療法士 を ハー トで表現 しま した。」 とい うもの

で,一 般 のデザ イナ ーか ら公募 され たものであ る。

昨今,養 成定員 数 の急増 や診療 報酬改定等,理 学療法士 に とって厳 しい時代 が訪れ ようとす

る中で,こ のマ ークが持 つ意 味 を再認識 し,多 くの方 々に心の こもった理 学療法 サー ビスを提

供す ることで,私 たちの存在 をア ピール してい きたい ものであ る。
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国 ・自治休等へ の要望書 ・請願 書一覧

灘繍 麹 繋 鶴 雛 灘鎌 騨 榛・灘懇 難 懇

平成7年7月26日

平成7年8月15日

平成7年12月11日

厚生大臣

厚生省健康政策局長 ・医療

関係者審議会 ・他

糖尿病療育委員会委員長

理学療法関連診療報酬改定要望書

理学療法士養成校設置に関する要望書

糖尿病療養指導十(仮 称)制 度に関する要望

第25回 総会並びに代議員会資料

第25回 総会並びに代議員会資料

第25回 総会並びに代議員会資料

平成8年1月8日

平成8年1月17日

平成8年1月25口

平成8年3月7日

平成8年3月28日

平成8年4月8日

平成8年4月8日

平成8年4月8日

平成8年4月8日

平成8年5月23日

平成8年5月27日

平成8年7月17日

平成8年11月6日

平成8年11月7日

厚生大臣官房審議官 ・高齢

者介護対策本部事務局長 ・他

老人保健福祉審議会分科会委員

医療審議会委員

厚生大臣官房審議官 ・高齢

者介護対策本部事務局長

文部大臣・学位授与機構長

厚生省健康政策局長 ・他

厚生大臣

厚生省保険局医療課長

医療関係者審議会

青森県知事

3学会合同呼吸療法認定士

認定委員会

全国病院団体連合会

福島県知事

文部省学術審議会

新しい高齢者介護システムにおける理学療法士

の役割に関する要望(提 言)書

新介護システムに関する提言

第3次 医療改正に係わる要望

老人保健福祉審議会第2次 報告に対する意見書

専修学校(理 学療法士・作業療法士)卒 業生の学士号

取得に関する要望書

理学療法士養成校設置に関する要望書

老人保健事業等の推進に関する提言

平成8年 度診療報酬改定における意見書

呼吸療法士養成校設置に関する要望書

青森県立保健医療大学設立要望書

日本胸部外科学会,日 本胸部疾患学会及び日本

麻酔学会合同 「呼吸療法認定士認定試験」に関する意

見書

「21世紀の国民医療総合検討会」に関連した要望書

理学療法十教育機関に関する意見書

文部省科学研究費における分科細目新設のお願い

第25回 総会並びに代議員会資料

第25回 総会並びに代議員会資料

第25回 総会並びに代p員 会資料

第25回 総会並びに代議員会資料

第25回 総会並びに代議員会資料

第26回 総会並びに代議員会資料

第26回 総会並びに代議員会資料

第26回 総会並びに代議員会資料

第26回 総会並びに代議員会資料

第26回 総会並びに代議員会資料

協会ニュースno182

第26回 総会並びに代議員会資料

第26回 総会並びに代q員 会資料

第26回 総会並びに代議員会資料

平成9年3月14日

平成9年10月9日

平成9年10月20日

平成9年10月20日

文部大臣・文部省高等教育局長・

他

和歌山県知事

厚生大臣・厚生省老人保健

福祉局長 ・他

全国病院団体連合会

大学及び大学院(博 十 ・修十課程)で の理学療

法教育推進に関する要望書

4年制大学設置要望書

公的介護保険制度における介護サービス体制に

関する要望書

診療報酬改定要望書

第26回 総会並びに代議員会資料

第27回 総会並びに代議員会資料

第27回 総会並びに代議員会資料

第27回 総会並びに代議員会資料

平成10年7月6日

平成10年7月6日

厚生省健康政策局長

厚生省健康政策局長

平成10年9月21日 各都道府県知事

平成10年11月4日

平成10年12月15日

呼吸器障害の関連学会(日

本呼吸器学会長他6学 会)

新潟医療福祉大学設立準備室

医療関係者審議会理学療法士作業療法士部会の委員の

構成に関する要望書

理学療法士の需給計画に関する要望書

理学療法士養成校新設に係る管下団体の意向尊重に関

する要望書

「呼吸障害に対する理学療法」の診療報酬改定

に際するご協力のお願い

高等教育機関設立に関する要望

第28回 総会並びに代議員会資料

平成10年 度全国士会長会議資料

第28回 総会並びに代議員会資料

平成10年 度全国士会長会議資料

第28回 総会並びに代議員会資料

第28回 総会並びに代議員会資料

第28回 総会並びに代議員会資料
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雛講灘翻 縫 繊 難 灘薩隙騰 繭饗 縮 灘

平成11年1月5日 厚生大臣

平成ll年8月19日 厚生大 臣 ・他

平成11年8月19日 厚生大 臣 ・他

平成11年8月19日 厚生大臣

平成11年11月15日 厚生省

特別養護老人ホームなどにおける作業療法士 ・理学療

法士の配置要望書

理学療法関連診療報酬改定要望書

介護報酬に関する要望書

介護保険制度に関する要望書

「理学療法士」に紛らわしい名称の使用制限に関する

意見書

第28回 総会並びに代議員会資料

第29回 総会並びに代議員会資料

平成ll年 度全国士会長会議資料

第29回 総会並びに代議員会資料

平成11年 度全国士会長会議資料

第29回 総会並びに代議員会資料

平成ll年 度全国士会長会議資料

協会ニュースno203

平成12年5月22日 厚生大臣

平成12年5月22日 厚生大臣

平成12年5月22日

平成12年6月15日

平成12年8月4日

厚生大臣

文部省学術国際局 ・他

神戸大学長

介護保険制度に関する要望書(大 分県理学療法士会と

連名)

理学療法関連診療報酬改定要望書(大 分県理学療法士

会と連名)

介護報酬に関する要望書(大分県理学療法士会と連名)

「文部省科学研究費における分科細目新設のお願い」

神戸大学大学院医学系研究科保健学専攻博士(後 期)

課程設置に関する要望書

第30回 総会並びに代議員会資料

第30回 総会並びに代議員会資料

第30回 総会並びに代議員会資料

協会ニ ュースno206

第30回 総会並びに代議員会資料

平成12年 度全国士会長会議資料

平成13年3月1日

平成13年3月9日

平成13年3月21日

平成13年4月13日

厚生労働省

厚生労働大臣・厚生労働省

医政局長 ・他

厚生労働大臣・厚生労働省

老健局長 ・他

帝京平成大学 理事長

平成13年7月25日 金沢大学長

平成13年11月29日 厚生労働大 臣 ・他

「障害者等に係る欠落事 由の適正化等 を図るための医

師法等の関係法令改正試案」 に対する意見

訪問リハビリテーション専門機関設置 に関す る要望書

介護予防 ・生活支援事業の実施についての一部改正に

対する要望書

新学部健康メディカル学部(仮 称)理 学療法学科の設

置についての意見書

金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻博士後期課程

設置に関する要望

理学療法関連診療報酬改定要望書

協 会ニ ュー スno211

第30回 総会並びに代議員会資料

第30回 総会並びに代議員会資料

第31回 総会並びに代議員会資料

平成13年 度全国士会長会議資料

第31回 総会並びに代議員会資料

平成13年 度全国士会長会議資料

第31回 総会並びに代議員会資料

平成14年3月13日

平成14年3月13日

平成14年4月9日

平成14年5月1日

厚生労働大臣・他

厚生労働省医政局

厚生労働省保険局医療課長

NHK社 会報道局長

平成14年7月16日 厚生労働大臣

平成14年8月12日 厚生労働大臣

平成14年8月12日 厚生労働大臣

平成14年8月20日 厚生労働省保険局 医療課長 ・他

平成14年11月18日 厚生労働省医政局 医事課長

平成14年 度診療報酬改定 に関す る意見書

医事課労働者派遣事業に関する意見書

第7部 リハ ビリテーシ ョンにおける通則 の解釈につい

て(照 会)

NHKス ペ シャル 「車椅子か ら立ち上がれ」放映 に関

して(要 望)

介護保険におけるリハビリテーションサービスに関す

る要望

平成14年 度診療報酬改定 における 「肺機能訓練」 に

ついて(要 望)

平成14年 度診療報酬改定 における 「肺機能訓練」 の

解釈 について(要 望)

「訪 問 リハビリテーシ ョン専 門機関」の設置について

(要望)〈PT・OT・ST連 名〉

呼吸理学療法 における吸引行為 について(要 望)

第31回 総会並びに代議員会資料

第31回 総会並びに代議員会資料

第32回 総会並びに代議員会資料

第32回 総会並びに代議員会資料

平成14年 度全国士会長会議資料

第32回 総会並びに代q員 会資料

平成14年 度全国士会長会議資料

第32回 総会並びに代議員会資料

平成14年 度全国士会長会議資料

第32回 総会並びに代議員会資料

平成14年 度全国士会長会議資料

第32回 総会並びに代議員会資料

平成14年 度全国士会長会議資料

第32回 総会並びに代議員会資料
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灘纈 雛 雛 鎌 繊 難縫麟灘 羅鍵 礁 欝

平成15年1月27日

平成15年7月1日

平成15年8月18日

平成15年10月14日

平成15年11月14日

平成15年ll月14日

看護師などによるALS患 者の

在宅療養支援に関する分科会委

員各位

林野庁計画化森林総合利用

推進班課長補佐

厚生労働大臣・他

社会保障審議会介護保険部会長

厚生労働大臣・他

厚生労働大臣・他

在宅ALS患 者に対 する理学療法士の吸引行為 につい

て(要 望)

森林空間の利用について(お 願 い)

診療報酬のあり方について(お 願い)

介護保険制度 における予 防給付と介護給付に関す る

意見

介護保険に関して(お 願 い)

診療報酬のあり方 について(お 願い)

第32回 総会並びに代議員会資料

第33回 総会並びに代議員会資料

平成15年 度全国士会長会議資料

第33回 総会並びに代議員会資料

平成15年 度全国十会長会議資料

第33回 総会並びに代議員会資料

第33回 総会並びに代議員会資料

第33回 総会並びに代議員会資料

平成16年1月13日

平成16年5月18日

平成16年5月31日

平成16年8月24日

厚生労働大臣・厚生労働省

老人保健課長 ・他

厚生労働省老健局振興課

音楽療法推進議員連盟会長

厚生労働大臣・他

訪問 リハ ビリテー ション ・ステーションの新設につい

て(意 見)

介護保険における福祉用具給付 の判断基準に対する意

見の募集について

音楽療法士法(仮 称)立 法政策要綱(案)に 対 する意

見

診療報酬体系の見直 しについて(意 見)

第33回 総会並びに代議員会資料

第34回 総会並びに代議員会資料

平成16年 度全国十会長会議資料

第34回 総会並びに代議員会資料

平成16年 度全国士会長会議資料

第34回 総会並びに代議員会資料

平成16年 度全国士会長会議資料

平成17年2月22日

平成17年8月5日

平成17年8月15日

平成17年8月16日

平成17年8月19日

自民党社会保障調査会介護委員

会

厚生労働省医療課長

日本運動器 リハビリテーション

学会

日本整形外科学会,日 本 リハビ

リテーション医学会,日 本 リハ

ビリテーション病院 ・施設協会

厚生労働省保険局医療課長

平成17年8月30日 厚生労働省保険局医療課長 ・他

介護予防について

診療報酬体系の見直 しについて(意 見)

「運動器 リハ ビリテーシ ョン医療 に関する合同委員会」

の設置について

「運動器 リハビ リテ ーション料新設要望」 に対す る見

解

安定期の慢性呼吸不全患者に対する呼吸 リハビ リテー

シ ョンの現状報告と将来に対す る要望 〈呼吸管理学会

と連名〉

リハ ビリテーション提供体制の見直 しについて

第34回 総会並びに代議員会資料

平成17年 度全国十会長会議資料

平成17年 度全国士会長会議資料

平成17年 度全国士会長会議資料
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諸団休 ・学会への協賛 ・協力活動

平成7年 度

《後援》

言語療法士協会第10回 学会

中枢神経系疾患患者に対するボバース講習会

第4回 アジアメディカルショー

第8回 生活のくふう作品コンクール

第42回 日本医療社会事業全国大会

共同作業所全国連絡会議全国集会

国際モダンホスピタルショウ

第1回 脊髄損傷研究会

アジア太平洋呼吸理学療法学会第7回 セミナー

第2回 障害者地域リハセンター

日本作業療法士学会

第42回 日本理学療法学会

リウマチのリハビリテーション研修会

第6回 呼吸療法セミナー

第3回 物理療法研究会

《協賛》

公私病院連盟国民健康会議

第17回 研究大会

国際運動計システム比較検討会

日本サーモロジー学会

国際保健福祉機器展

病院設備 ・機器展

第9回 リハ工学カンファレンス

第15回 バイオメカニクス講演会

全国総合 リハビリテーション研究大会'95

国際医療協力フォーラム

第8回 運動生理研究会夏期研修会

国民の健康会議

第18回 総合リハビリテーション研究大会

平成8年 度

《後援》

言語療法士協会第ll回 学会

共同作業所全国連絡会第19回 全国大会

日本作業療法士第30回 学会
'96国際モダンホスピタルショウ

第15回 バイオメカニクス講演会

リウマチのリハビリ研修会

兵庫医科大学肺理学療法セミナー

ノルウェー大使館METセ ミナー

公私病院連盟国民健康会議

《協賛》

第17回 研究大会

国際運動計システム比較検討会

日本サーモロジー学会

国際保健福祉機器展

病院設備 ・機器展

第9回 リハ工学カンファレンス

全国総合リハビリテーション研究大会'95

国際医療協力フォーラム

第8回 運動生理研究会夏期研修会

国民の健康会議

第18回 総合リハビリテーション研究大会

平成9年 度

《後援》

第4回 脊髄損傷研究会

アメリカナショナルサービスドッグセンター元所長

SusanDuncan講 演会

平成8年 度リウマチのリハビリテーション研修会

九州医療器械財団連合会アジアメディカルショー

弘前大学医療技術短期大学第2回 高校生のための

理学療法学科体験入学

第31回 日本作業療法士学会

第46回 日本理学療法学会

第13回 日本言語療法士学会:総 会

大東市長全国在宅ケアサミットIN大 東

日本訪問看護振興財団訪問看護交流会

日本病院会'97国 際モダンホスピタルショウ

第45回 日本医療社会事業全国大会

物理療法研究会
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《協 賛 》

第17回 バイ オ メカニ ク ス講 演 会

大 阪府社 会福 祉協 議 会BARRIERFREE'97

第11回 運動 生理 研 究会夏 期研 修 会

日本 障害 者 リハ ビ リテ ー シ ョン協 会

第19回 総 合 リハ ビ リテ ー シ ョン研 究大 会

国際医療技術交流財団平成8年 度

国際医療協力フォーラム

公和病院連盟 「国民の健康会議」

第15回 バイオメカニズムシンポジウム

平成10年 度

《後援》

第5回 背髄損傷研究会

日本訪問看護振興財団第3回 訪問看護交流会

第7回 兵庫医科大学病院呼吸理学療法セミナー

リウマチ財団平成9年 度

リウマチのリハビリテーション研修会

第4全 国在宅ケアサミット

第32回 日本作業療法士学会

全国病院理学療法協会第47回 日本理学療法学会

「介護する人 ・うける人 ・支える人」

第3回 高校生のための理学療法学科体験入学

第14回 日本言語療法士学会 ・総会

国際リハビリテーション医学会第8回 世界大会

日本医学工学呼吸器分科会久留米セミナー

平成10年 度物理療法研究会

国際モダンホスピタルショウ'98

中国四国メディカルショー'98

平成9年 度日本介護福祉士近畿ブロック研修会

共同作業所21回 全国大会

《協賛》

日本サーモロジー学会

日本リハビリ工学協会第12回 リハ工学カンファレンス

全国公私病院連盟第9回 国民健康会議

西日本国際福祉機器展

第12回 運動生理研究会夏期研修会

歩行分析研究会第19回 定例会

第7回 医療情報連合大会

大阪府社会福祉協議会 機器展示

第1回 ホームヘルスケアジャパン'98

第11回 大阪国際メディカルショー

平1'年 度

《後援》

第48回 日本理学療法学会

日本訪問看護振興財団第4回 訪問看護交流会

共同作業所22回 全国大会

リウマチ財団平成10年 度 リウマチのリハビリ

テーション研修会

第5回 全国在宅ケアサミット

第33回 日本作業療法士学会

第11回 呼吸療法セミナー

日本ボバース講習会講習会議

(社)日 本医療社会事業協会全国大会 ・学会

全国痴呆症高齢者宅老所 ・グループホーム研究

交流フォーラム'99

第13回 国際電気生理運動学会議

第6回 アジアメディカルショー

国際モダンホスピタルショウ'99

第4回 高校生のための理学療法学科体験入学

日本ボバース研究会

物理療法研究会

全国病院理学療法協会第48回 日本理学療法学会

《協賛》

日本サーモロジー学会第18回 熱画像検査法講習会

第13回 リハ工学カンファレンス

第10回 国民の健康会議

第2回 国際福祉健康産業展～ウェルフェア'99～

生体機構制御研究会

第13回 運動生理研究会夏期研修会

第25回 国際福 祉機 器展H.C.R.'98

第7回 日本FES研 究 会 ・学術 会

第27回 日本病 院設 備学 会 「HOSPEXJ.98」

第16回 バイ オ メカニ ズム ・シンポ ジ ュウム

BARRIERFREE99(国 際総 合福 祉機 器展)
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平X12年 度

《後援》

第5回 訪問看護交流会

第34回 作業療法士学会

国際モダンホスピタルショウ

第48回 日本医療社会事業全国大会

第12回 呼吸療法セミナー

日本物理療法学会

日本学術会議第8回 アジア学術会議

第49回 日本理学療法学会

(社団 全国病院理学療法協会)

リハビリテーションケア合同研究大会 岩手2000

成人片麻痺ボバース講習会

第12回 大阪国際メディカルショー

共同作業所全国連絡会第23回 全国大会

全国宅老所 ・グループホーム研究

交流フォーラム2000

徒手的理学療法研究会第1回 研修会

第5回 高校生のための理学療法学体験入学

「5職種(資 格)合 同介護支援専門員 リーダー研修」

《協賛》

日本 リハビリテーション工学協会

国際総合福祉機器展

第15回 リハ工学カンファレンス

西日本国際福祉機器展

第11回 日本 リハビリテーション工学協会

車いすSIG講 習会

第20回 医療情報学連合大会

日本サーモロジー学会第19回 臨床熱画像検査法講習会

第21回 バイオメカニズム学術講演会

第6回 全国在宅ケアサミットin高浜

第28回 日本医療福祉設備学 「HOSPEXJAPAN99」

共作連第23次 国会請願署名 ・募金運動

第26回 理学療法科学学会学術大会

第14回 夏期研修会(理 学療法科学学会)

「ホームヘルスケア西日本2000」

平X13年 度

《後援》

地域 リハ支援体制推進セミナー(福 岡)

徒手的理学療法研究会第1回 技術講習会

第2回PNF講 習会

第1回 バリアフリー住宅改善学会

日蘭交流400周 年記念地域医療保健福祉

国際コンフェレンチ

第50回 日本理学療法学会

精神病者監護法制定100周 年 ・精神衛生法施行

50周 年記念フォーラム

共作連第24次 国会請願署名 ・募金運動

三重県地域 リハビリテーション研修会

理学療法士義肢装具士合同セミナー

第35回 日本作業療法学会

全国宅老所 ・グループホーム研究フォーラム2001

第49回 日本医療社会事業全国大会

第7回 日本摂食 ・嚥下 リハ学会

地域 リハ支援体制推進セミナー(関 東)

地域 リハ支援体制推進セミナー(南 九州)

第40回 全国国保地域医療学会

第1回 日本PNF研 究会学術集会

福祉まちづくり研究会第3回 全国大会

第6回 訪問看護交流会

平成12年 度リウマチケア研修会

第7回 アジアメディカルショー

成人片麻痺ボバース講習会

徒手的理学療法研究会第3回 学術研修会

国際モダンホスピタルショウ2001

日本PNF研 究会主催第4・5回PNF講 習会

臨床理学療法研究会設立5周 年記念講演会

日本物理療法学会

共作連第24回 全国大会

《協 賛 》

第27回 国際福祉 機器 展HCR2000

第29回 日本 医療 福祉 設備 学 会 併 設

(HOSPEXJAPAN2000)

バ リア フ リー2001

第4回 国際福 祉健 康産 業展

第12回 国民 の健 康 会議

第22回 バイオメカニズム学術講演会

第22回 臨床歩行分析研究会定例会

第13回 日本リハ工学協会車いすSIG講 習会

理学療法科学学会研修会

第17回 バイオメカニズム ・シンポジウム
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平成14年 度

《後援》

地域 リハ支援体制推進セミナー(中 国ブロック大会)

リハ合同大会 ・札幌2002

徒手的理学療法研究会

平成13年 度 リウマチ研修会

第19回 日本感覚総合障害研究大会

第6・7回PNF講 習会

介護体験記 「介護予防」募集企画

成人片麻痺ボバース講習会

第51回 日本理学療法学会

第22回 日本医療社会事業学会

日本PNF研 究会主催PNF講 習会

ボバース概念小児領域8週 間講習会

国際モダンホスピタルショウ

日本福祉のまちづくり学会第5回 全国大会

全国宅老所 ・グループホーム,グ ループハウス

研究交流フォーラム

第3回 日本言語聴覚士協会学術集会

地域リハ支援体制推進セミナー(九 州ブロック)

第8回 日本摂食 ・嚥下リハビリテーション学会

学術大会

第7回 訪問看護 ・在宅ケア研究交流集会

介護支援専門員のフォローアップ研修

第6回 日本在宅ケア学会

地域リハ支援体制セミナー(四 国ブロック大会)

日本PNF研 究会主催第2回 学術集会

第2回 介護保険推進全国サミットin加賀

第36回 日本作業療法学会

第50回 日本医療社会事業全国大会

地域 リハ支援体制推進セミナー(宮 城)

日本PNF研 究会主催第3回 学術集会

第20回 全国失語症者のつどい東京大会

ノーベル賞100周 年記念国際フォーラム

日本物理療法学会

きょうされん第25回 全国大会

《協 賛 》

第1回 日本 生 活支援 工 学大 会

第28回 国際福 祉機 器 展H.C.R.2001

第30回 日本 医療福 祉 設備学 会 併 設HOSPEXJAPAN

第16回 リハ工 学 カ ンフ ァ レンス

在 宅ケ ア 「第7回 全 国の集 いin東 京」

バ リア フ リー2002

第13回 国民 の健康 会A

第5回 国際 福祉 健康 産業 展

第2回 理学療法科学学会春期研修会

第20回 臨床熱画像検査法講習会

第21回 医療情報学連合大会

第23回 臨床歩行分析研究定例会

第3回 西日本国際福祉機器展

きょうされん第25次 国会請願署名 ・募金運動

第15回 日本リハ工学会車いすSIG講 習会

第16回 理学療法科学学会夏期研修会

平X15年 度

《後援》

脳卒中週間(日 本脳卒中協会)

モンゴル障害者交流ワーキングキャンプ

地域 リハビリテーション支援体制推進セミナー

(北陸ブロック)

福祉用具の日推進事業

第17回 医療研究集会

管理運営研修会

「リハビリテーション部門のマネージメント」

在宅ケアを支える診療所全国ネットワーク

第8回 全国の集いin仙 台

成人片麻痺ボバース講習会(大 阪コース)

第52回 日本理学療法学会

成人片麻痺ボバース講習会

(山梨,諏 訪,順 天堂各コース)

ボバース概念小児領域8週 間講習会

国際モダンホスピタルショウ

全国宅老所 ・グループホーム研究交流フォーラム

2003

バイオフィリアリハビリテーション学会第7回 大会

地域リハビリテーション支援事業推進セミナー

(熊本ブロック)

第37回 日本作業療法学会

平成15年 度 リュウマチのケア研修会

第3回 介護保険推進全国サミットin東松山

第8回 訪問看護 ・在宅ケア研究交流集会

平成14年 度リウマチのケア研修会

日本徒手的理学療法研究会技術講習会

第51回 日本医療社会事業全国大会

第23回 日本医療社会事業学会

日本ペインリリース研究会 ・技術講習会

平成15年 度日本物理療法学会

第4回 日本言語聴覚士協会学術集会
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《協賛》

第21回 臨床熱画像検査法講習会

第29回 国際福祉機器展HCR2002

第18回 バイオメカニズム ・シンポジウム

第22回 医療情報学連合大会 学術大会

第31回 日本医療福祉設備学会併設

「HOSPEXJAPAN2002」

第20回 私立医科大学理学療法学会

第24回 臨床歩行分析研究会定例会

第14回 「国民の健康会議」

第17回 日本リハ工学協会車いすSIG講 習会

第6回 国際福祉健康産業展

第9回 日本FES研 究会学術集会

第24回 バイ オ メカニ ズム学 術講 演 会

ホ ーム ヘル スケ ア西 日本2002

第23回 バイ オ メカニ ズ ム学 術講 演 会

第17回 リハ工 学 カ ンフ ァ レンス

第4回 西 日本 国際福 祉機 器展

公益 法人 協 会創 立30周 年 記念事 業

第26回 全 国請 願署 名 募金 運動

バ リア フ リー2003

SIG姿 勢保持 講 習会in沖 縄

2003車 いす シーテ ィン グ展

第18回 リハ工学 カ ン ファ レンス

平成16年 度

《後 援 》

きょ うされん第26回 全 国大 会

ボバ ー スア プロ ーチ 国際認 定基 礎講 習会

日本 の福祉 の まちづ くり学 会第6回 全 国大 会

第4回 介 護保 健推 進全 国 サ ミッ トinお おむ た

第31・32・33回 失 語症 セ ミナ ー

第53回 日本理学 療法 学 会

成人 片麻痺 ボバ ース講 習会(Hl6大 阪 コー ス)

福 祉 用具 プラ ンナー ステ ップア ップ講習 会

成人 片麻 痺 ボバ ース講 習会(山 梨,順 天 堂 コ ース)

平成16年 度 日本 ペ イ ン リ リー ス技 術 講習 会

国際 モ ダ ンホス ピ タル シ ョウ

日本 シーテ ィ ング コンサル タン ト協 会 セ ミナ ー

ボ バー スア プ ローチ 国際認 定基 礎講 習会

Hl6年 度脳 卒 中週 間 ポス ター

NPO法 人 福祉 ・住 環境 人材 開 発 セ ンター

1周 年 記念 講演

脳卒中週間

平成15年 度PNF講 習会

第21回 日本感覚統合障害研究大会

第21回 日本私立医科大学理学療法学会

第9回 訪問看護 ・在宅ケア研究交流集会

第6回 日本病院脳神経外科学会

第38回 日本作業療法学会

ボバース概念小児領域8週 間講習会

第52回 日本医療社会事業全国大会

第44回 臨床呼吸機能講習会

きょうされん第27回 全国大会in兵 庫

バイオフィリアリハビリテーション学会第8回 大会

第5回 日本言語聴覚学会

日本徒手的理学療法研究会技術講習会

《協賛》

第30回 国際福祉機器展

第5回 西日本国際福祉機器展

第15回 国民の健康会議

第19回 日本リハビリテーション工学協会

車いすSIG講 習会

第27次 国会請願署名 ・募金運動キャンペーン

(きょうされん)

第10回 日本FES研 究会学術公演会

「PHYDICAJAPAN2004」 日本理学療法器材工業会

第1回KIDSフ ェスタin山 梨

健康と医療フォーラム(日 本経済新聞社)

第2回 国際肩関節 ・バイオメカニクス研究会

第25回 臨床歩行分析研究会定例会

バリアフリー2004(国 際総合福祉機器展)

第34回 理学療法科学学術大会

第7回 国際福祉健康産業展
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平X17年 度

《後援》

日本デイケア学会第9回 年次大会

日本物理療法学会

第27回 総合リハビリテーション研究大会

日本介護福祉会第ll回 全国大会

第5回 介護保険推進全国サミットinおばなざわ

日本福祉のまちづくり学会 第7回 全国大会

糖尿病療養勉強会(岐 阜大学医学部付属病院)

第22回 日本感覚統合障害研究会

日本チェアスキー協会第6回 指導員研修会

第39回 日本作業療法学会

大阪大学エキステンション・大阪大学高度医療教育講座

国際モダンホスピタルショウ2005年

全国介護支援専門員連絡協議会第1回 研究大会

第53回 日本医療社会事業全国大会,

第25回 日本医療社会事業学会

成人片麻痺ボバース講習会

リハビリテーション・ケア合同研究大会大阪2005

慶応義塾大学病院主催講習会(H17-8-6)

日本福祉のまちづくり学会第8回 全国大会

平成16年 度 リウマチ研修会

PNF講 習会及び学術集会

福祉用具の日推進事業

第22回 日本私立医科大学理学療法学会

第2回 日本神経疾患医療福祉従事者学会

第7回 日本在宅医学学会大会

2005年 度成人片麻痺ボバース講習会

バイオフィリアリハビリテーション学会第9回 大会

ボバースアプローチ国際認定基礎講習会

第45回 臨床呼吸機能講習会

学術研究会(日 本徒手的理学療法研究会)

第6回 日本言語聴覚士協会総合 ・日本言語聴覚学会

日本ペインリリース主催技術講習会

2005年 成人片麻痺ボバース講習会

平成17年 度リウマチ研修会

《協賛》

第25回 バイオメカニズム学術講演会

第19回 リハ工学カンファレンス

第33回 日本医療福祉設備学会,

HOSPEXJAPAN2004

SIG姿 勢保持講習会2004in札 幌

第24回 医療情報学連合大会

(第5回 医療情報学学術大会)

理学療法科学学会夏期研修会

第26回 臨床歩行分析研究会定例会

福祉工学シンポジウム2004

バ リア フ リー2005

第28次 国会 請願署 名 ・募 金運 動 キ ャンペ ー ン

(き ょう され ん)賛 同

第21回 日本 リハ ビ リテ ー シ ョン工 学協 会

車 いすSIG講 習会

第8回 国際福 祉健 康産 業展 ～ ウ ェル フェア2005

第32回 国際福 祉機 器 展

第31回 国際福 祉機 器 展

第6回 西 日本 国際福 祉機 器展

日本健 康科 学学 会20周 年 記念 シンポ ジ ウム

第16回 「国民 の健 康 会議」

第19回 バ イオ メカニ ズ ム ・シ ンポ ジウム

第5回SICEシ ステ ム イ ンテ グ レー シ ョン部 門

講演 会

在 宅 ケア2005(日 本 経営 協 会)

第26回 バ イオ メカニ ズ ム学 術 講演 会
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日本理学療法士協会略年表

蕪 雛 醗難鰹縫灘灘 鐘雛灘慰欝襲熱 鶴麟

昭和35年 医学的 リハ ビリテーシ ョンが予防および治療 と並ぶ医療の重要部 門として 新安保条約 に全学連 と

力説す る(厚 生白書) 警官隊が激突

カラーテ レビ本放送開

始

36 厚生省WHOの 技術援助 計画 による作業療法,理 学療法顧 問を招へい し, ソ連 が世界初の有人宇

短期講習と勧告を発した。 リハビリテーション技術者養成の必要性について, 宙飛行に成功
初めて述べ る(厚 生白書) ベ ル リン,一 夜 に して

世 界作 業療 法士 連盟 のSpackman女 史,Willard女 史来 日 東西 の壁

ニ ュ ー ヨー ク大 学Dasco博 士来 日,PT,OT養 成 の必要 を説 く

服部一郎氏(九 州労災理学診療部長)PTの 養成 についてのカリキュラムを
"理療"に 発表 す る

37 整肢療 護園 に療育技術 者養成所付 設機能療法 士,職 能療 法士養成 コース 堀江 謙 一,ヨ ッ トで太

(2ヵ 月)始 まる 平洋横断に成功

6 厚 生省 リハ ビ リテ ー シ ョン研 究会 「医学 的 リハ ビ リテ ー シ ョ ンに 関す る現 状 マ リ リ ン ・モ ン ロ ー,

と対策」 を報告 謎の死

10 イリノイ大学作業療法部Drothy大 森女史,国 立身体障害者更正指導所に顧問

として赴任,5週 間講習

高木,水 野,稗 田,小 池氏 らによる 「機能療法及び職能療法に関す る研究」

の発表(昭 和36年 度厚生科学研究補助金)

国立別府病 院,中 村裕氏,同 病院 内に理学療法士養成所 を付設すべ き旨の

建議を行 う

38 3 医療制度調査会が医学的 リハ ビリテーションの専門技術者 の資格制度を答申 日米テ レビ初中継

す る
ケネデ ィー大統領暗殺

5 国立療養所東京病院附属 リハビリテーション学院開設

6 理学療法士 ・作業療法士身分制度打合せ会が厚生大 臣の諮問機関として発足

する

12 理学療法士 ・作業療法士身分制度打合せ会,厚 生大 臣に意見書提出

39 2 大阪府立盲学校高等部専攻科開設 東京オ リンピック開催

5 東京教育大学(現 筑波大学)附 属盲学校高等部専攻科開設 巨人,王 貞治が年間本

8 国家試験受験資格取得講習会始まる(厚 生省認定)
塁打55本 を記録

40 4 徳島県立盲学校高等部専攻科開設 新潟水俣病表面化

6 理学療法士,作 業療法士法公布(法 律第137号) プロ野球 ドラフ ト制導

入

41 2 第1回 理学療法士 ・作業療法士国家試験施行(PTl83名,OT20名 合格) ビー トル ズ来 日

4 日本理学療法士協会設立について厚生省 と交渉

九州 リハビリテーション大学校開設

5 理学療法士協会設立について有志会合(日 本肢体不自由児協会にて)

6 協会について厚生省医事課 と交渉(矢 郷弥太郎,保 田良彦,松 村秩,遠 藤文雄,

田口順子出席)

7 日本理学療法士協会創立

創立総会 が国立療養所 東京病 院附属 リハ ビリテーシ ョン学院で開催 され る

(会 長:遠 藤 文雄,副 会長:保 田 良彦,岩 本敬,会 員110名,協 会 事 務所 を

同学 院 にお く,清 瀬市 梅 園1-2-7)

8 協会の準機関誌発行について医学書院と交渉

9 協 会 ニ ュー ス創刊

理学療法士 ・作業療法士養成施設指導要領(医 発1099号)通 知

10 第1回 日本理学療法士学会(学 会長:遠 藤文雄,会 場:東 京大学)

第1回 全国研修会(研 修会長:駒 沢治夫,会 場:東 京大学)
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難 霧 難欝纒購纏灘鐵醗鍵顯灘穫蒙 灘麟

昭和42年 1

5

6

8

10

「理学療法と作業療法」創刊(医 学書院,協 会準機関誌)

第5回 世界理学療法連盟の学会総会開催(メ ルボル ン)遠 藤会長,武 富理事

出席,わ が協会の加盟について打診

第2回 日本理学療法士学会(会 長:岩 本敬,会 場:大 阪大学)

第2回 総会にて(会 長)遠 藤文雄,(副 会長)岩 本敬,江 原定吉選出

兵庫県士会創立(士 会長:平 川教次),最 初 の士会発足

第2回 全 国研修 会(研 修会長:小 池信雄,会 場:慶 応 義塾大学,テ ーマ:

ファシ リテーシ ョン)

日本 の総人 口1億 人 を

突 破

「マ ツ ダ:コ ス モ ス ポ

ーツ ,ト ヨ タ:コ ロナ

を発表 」

43

5

9

10

高知 リハビリテーション学院開設

第3回 日本理学療法士学会(会 長:矢 郷弥太郎,会 場:東 医健保会館ホール)

第3回 総会(会 長)遠 藤文雄,(副 会長)宮 腰正雄,岩 本敬選出

「PT・OT職 制確立の要望書」提出

第3回 全国研修会(研 修会長:川 畑光雄,会 場:大 阪市立大学,テ ーマ:痛 み)

各都道府県単位で研修会,集 談会盛んになる

東京府中で3億 円強奪

事件発生

日本 が ドイツ を抜 き

GNP世 界第2位

44 4

6

10

11

東京都立府 中リハビリテーション学院開設

第4回 日本理学療法士学会(会 長:平 川教次,会 場:兵 庫県民会館)

第4回 総会(会 長)松 村秩,(副 会長)関 川博,伊 藤直栄選出

第4回 全国研修会(研 修会長:野 本卓,会 場:順 天堂大学,テ ーマ:脳 卒中)

「PT・OT国 家試験委員任命 に関す る要望書」提出

アポロll号 月面着陸

大学紛争安田講堂陥落

45 3

4

6

7

9

11

行岡医学技術専門学校 リハビリテーション科開設

国立療養所東京病院附属 リハ ビリテーション学院に教育改革紛争お こる

卒業式ボイコット,全 学集会

第6回 世界理学療法連盟学会総会開催(ア ムステル ダム)松 村会長以下10名

の代表団参加

第1回 代議員総会開催,協 会の事務所東京警察病院に移転

医療 関係者審議会PT・OT部 会 はPT・OT教 育 について厚生 ・文部大 臣に

意見答申

第5回 日本理学療法士学会(会 長:山 口二郎,会 場:福 島市民センター)

第5回 全国研修会(研 修会長:野 々垣嘉男,会 場:名 古屋市立大学,テ ーマ:

ファシリテーション ・テクニ ック)

大阪で日本万国博覧会

開催

赤軍派,よ ど号ハイジ

ャック

三島由紀夫,自 衛隊市

ヶ谷駐屯地で割腹自殺

46 1

3

5

6

11

「PT・OT国 家試験 の特例措置の延長反対に関す る要望書」提出

特例措置 による国家試験 の受験資格,議 員立法によ り3年 間延長(49年3月

末迄)

第1回PT・OT学 校養成施設連絡協議会開催(日 本 リハビ リテーション医学

会開催と併行)

東京都と特別養護老人ホームPT派 遣事業について契約を結ぶ

第6回 日本理学療法士学会(会 長:谷 岡淳,会 場:東 京文化会館)

第6回 総会(会 長)野 本卓,(副 会長)矢 郷弥太郎,関 川博選出

第6回 全 国研修会(研 修会長:鈴 木達司,会 場:東 京女子医科大学,テ ーマ:

PTに おけるリスク管理)

全 日空機 と自衛隊機が

岩手県上空で衝突,旅

客機の162人 全員死亡
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昭和47年 1

2

3

6

7

9

10

11

社 団法人の許可(厚 生省)

理学療法士,作業療法士学校養成施設指定規則の一部改正(カ リキュラム改訂)

指導要領通知(医 発第422号)

第7回 日本理学療法士学会(会 長:和 才嘉昭,会 場:戸 畑文化ホール)

第1回 社団法人日本理学療法士協会総会(会 長:野 本卓)

第1回 現職者講習会開始(治 療計画 の作成 東京)

「医療関係者審議会PT・OT部 会委員の委員委嘱に関する要望書」提 出

第7回 全国研修会(研 修会長:梅田晃昌,会場:岡 山衛生会館,テ ーマ:リウマチ)

「PT・OTの 国家試験受験資格の法改定の請願」提 出

連合赤軍浅間山荘事件

沖縄返還

札幌冬季オ リンピック

開催。70mジ ャ ンプ

で日本 メダル独 占

ミュンヘンオ リンピッ

ク開催。日本男子体操

4連 覇

48 4

6

7

9

11

社会医学技術学院(現 専門学校社会医学技術学院)開 設

第8回 日本理学療法士学会(会 長:浅 野達雄,会 場:大 阪大学)

第2回 総会(会 長)矢 郷弥太郎,(副 会長)関 川博,鈴 木正彦選出

国立療養所近畿 中央病院附属 リハビリテーション学院開設

理学療法士,作 業療法士学校養成施設授業科 目内容通知(医 発529号 一2)

「都立保健大学開校促進の要望書」提出

矢郷会長急逝

第8回 全国研修会(研 修会長:奈良勲,会場:東京都養育院,テーマ:痺痛の解消)

巨人V9達 成

中東戦争の影響で 日本

オイル ショック

49 3

4

5

6

9

PT・OTの 国家試験特例措置終 る

川崎 リハ ビリテーション学院開設

「臨床理学療法」創刊(協 会機関誌)

第9回 日本理学療法士学会(会 長:古 川良三,会 場:名 古屋市民会館)

第3回 総会空席だった会長に松村秩就任

第7回 世界理学療法連盟(モ ン トリオール)の 総会にて 日本理学療法士協会

の正式加盟認めらる

第9回 全国研修会(研 修会長:伊 藤 日出男,会 場:秋 田県厚生連 由利組合

総合病院,テ ーマ:農 村 における脳卒 中)

国立理学療法士会創立(会 長)鈴 木正彦

ルパング島で小野田少

尉発見

巨人,長嶋茂雄引退 「我

が 巨人軍は永久 に不滅

です。」

50 1

5

7

8

9

11

第1回 理学療 法士,作 業療法士養成施設等長期講習会(厚 生省 主催 東京

地 区,九 州地区)以 下PT・OT長 期講習会とい う

第10回 日本理学療法士学会(会 長:後 藤宣久,会 場:東 京国立教育会館)

第4回 総会(会 長)松 村秩(副 会長)関 川博,鈴 木正彦選 出

「日本理学療法士協会十年史」発刊

第2回PT・OT長 期講習会(大 阪地 区)

第2回PT・OT長 期講習会(東 京地 区)

第10回 全国研修 会(研 修会長:宮 風 隆夫,会 場:京 都教育文化 センター,

テーマ:関 節症)

PT・OT短 期講習会(切 断 ・義肢 岡山)

「サーテ ィフィケー ト・コースに対する反対声明書」提出

第1回 臨床実習指導者研修会(東 京)

ベ トナム戦争終結

広島東洋カープ優勝

51 6

7

9

10

11

第ll回 日本理学療法士学会(会 長:浜 島良知,会 場:仙 台市民会館)

「リハビリテーション」講習会を賛助会員に対して行 う(東 京)

第11回 全国研修会(研 修会長:古賀友弥,会 場:明石市民会館,テ ーマ:歩行)

国立大学理学療法士会発足(会 長)細 田多穂

第3回PT・OT長 期講習会(北 海道地区)

第2回 全国臨床実習指導者研修会(東 京)

ロッキー ド事件で田中

角栄元総理大 臣逮捕

モン トリオールオ リン

ピック開催
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昭和52年 1

2

4

5

6

11

12

第3回PT・OT長 期講習会(東 京地 区)

第3回PT・OT長 期講習会(大 阪地区)

国立犀潟療養所附属 リハビリテーション学院開設

清恵会第二医療専門学院開設

「臨床実習の手引 き」教育部発行

第12回 日本理学療法士学会(会 長:山 内孝彦,会 場:札 幌市民会館)

第6回 総会(会 長)松 村秩(副 会長)関 川博,浅 野達雄選出

理学療法士,作 業療法士専門委員 会 「臨床実習などについて」 医療関係者

審議会PT・OT部 会の答 申

第12回 全国研修会(研 修 会長:下 畑博正,会 場:九 州 リハ ビリテーション

大学校,テ ーマ:早 期 リハビリテーションの重要性 と諸問題)

第3回 全国臨床実習指導者研修会(東 京)

スペ ース シ ャ トル 「エ

ンタ ープ ライ ズ号」 初

飛行

巨人,王 貞 治通 算756

号 ホ ーム ラ ン世 界新 記

録

53 1

2

4

5

10

第4回PT・OT長 期講習会(東 京地 区)

第4回PT・OT長 期講習会(大 阪地 区)

高知 医療学院開設

第13回 日本理学療法士学会(会 長:中 屋久長,会 場:高 知県民文化ホール)

日本理学療法士協会 「倫理規定」制定

第7回 総会 年会費7,000円 に値上 げ

第13回 全国研修会(研 修会長:細 田多穂,会 場:順 天堂大学,テ ーマ:評 価)

ピンクレデ ィー大旋風

巨人,江 川卓 ドラフ ト

問題

54 1

2

4

5

6
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第5回PT・OT長 期講習会(東 京地 区)

第5回PT・OT長 期講習会(大 阪地 区)

金沢大学医療技術短期大学部開設

国立療養所東名古屋病院附属 リハビリテーション学院開設

国立善通寺病院附属 リハビリテーション学院開設

愛媛十全医療学院開設

東京衛生学園専門学校開設

第14回 日本理学療法士学会(会 長:谷 島朝生,会 場:神 奈川県立音楽堂)

第8回 総会(会 長)松 村秩(副 会長)関 川博,浅 野達雄選出

群馬県士会創立,全 国47士 会になる

第14回 全国研修会(研 修会長:武富由雄,会場:大 阪大学,テ ーマ:評価partH)

第1回 国立大学理学療法士学会(東 京)

国立大学共通1次 試験

スター ト

ソ連 アフガニスタン侵

攻

55 1

4

5

6
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第6回PT・OT長 期講習会(東 京地 区,中 部地区)

岩手 リハビリテーション学院開設

国立仙台病院附属 リハ ビリテー ション学院開設

弘前大学医療技術短期大学部開設

アジア理学療法士連盟結成(台 北)

厚生省医療関係者審議会委員 に松村秩氏が理学療法士 としてはじめて就任

第15回 日本理学療法士学会(会 長:高 橋長,会 場:広 島市公会堂)

第9回 総会にて会費10,000円 に値上げ 会館建設基金積立開始

会員数2,003名

「理学療法士及び理学療法従事者の現状 と問題に関する意見書」提出

理学療法白書委員会発足(委 員長:福 屋靖子)

日仏PT国 際セ ミナー(東 京)

第15回 全国研修会(研 修会長:竹 谷春逸,会 場:浜 松市民会館,テ ーマ:o

フォローアップを考える)

日本理学療法士協会設立15周 年記念式典開催(ホ テル ・ニューオークラ

東京)

日本モスクワオ リンピ

ック不参加

ジョンレノン凶弾に倒

れ る

山口百恵,芸 能界引退
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昭和56年 1

4

5

6
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第2回 アジア理学療法連盟学会 ・総会(バ ンコク)

第7回PT・OT長 期講習会(東 京地区)

第7回PT・OT長 期講習会(大 阪地区)

国立療養所箱根病院附属 リハビリテーション学院開設

長崎 リハビリテーション学院開設

西 日本 リハビリテーション学院開設

熊本 リハビリテーション学院開設

北海道大学 医療技術短期大学部開設

第16回 日本理学療法士学会(会 長:宮 風隆夫,会 場:京 都市立京都会館)

第10回 総会(会 長)松 村秩(副 会長)関 川博,浅 野達雄選出

診療報酬改正 運動療法 「複雑なもの」160点 →300点 「簡単なもの」80点

→120点 と大幅改定

第16回 全国研修会(研 修会長:福 田修,会 場:北 大クラーク会館,テ ーマ:

合併症)

中国残留 日本孤児,初

来 日

チャールズ皇太子 ダイ

アナ妃 と結婚

57 1

4

5

10

第8回PT・OT長 期講習会(東 京地区,宮 城地 区)

神戸大学医療技術短期大学部開設

京都大学医療技術短期大学部開設

国立呉病院附属 リハビ リテーション学院開設

中部 リハビリテーション学院開設

愛知医療学院開設

宮崎リハビリテーション学院開設

第17回 日本理学療法士学会(会 長:貫 田正秀,会 場:秋 田市文化会館)

第9回 世界理学療法連盟学会,総 会(ス トックホルム)理 事国に当選

第17回 全 国研修会(研 修会長:吉 田和 昭,会 場:名 大豊田講堂,テ ーマ:

難病 と理学療法)

羽田沖で日航機墜落

東京赤坂,ホ テルニュ
ージヤパン火災

58 1

4

5
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第9回PT・OT長 期講習会(東 京地区,京 都地区)

藍野医療技術専門学校開設

埼玉 リハビリテーション専門学校開設

信州大学医療技術短期大学部開設

札幌医科大学衛生短期大学部開設

第18回 日本理学療法士学会(会 長:関 川博,会 場:東 京国立教育会館)

第12回 総会(会 長)松 村秩(副 会長)関 川博,浅 野達雄選出

第18回 全国研修会(研 修会長:鈴 木一,会 場:仙 台市民会館,テ ーマ:評 価

と記録)

小池勝明氏が飯田賞奨励賞を授賞

東京デ ィズニーラン ド

オープン

ソ連軍戦闘機 大韓航

空機撃墜

59 1

4

5

9

第10回PT・OT長 期講習会(東 京地 区)

機関誌名変更,「臨床理学療法」を 「理学療法学」へ

第10回PT・OT長 期講習会(大 阪地 区)

群馬大学医療技術短期大学部開設

名古屋大学医療技術短期大学部開設

岐阜 リハビリテーション専門学院開設

福井医療技術専門学校開設

第19回 日本理学療法士学会(会 長:奈 良勲,会 場:金 沢市文化ホール)

第19回 全国研修会(研 修会長:松本英雄,会 場:松本市民会館,テ ーマ:老化)

第2回 アジア理学療法連盟学会 ・総会,ソ ウルにて開催

ロサ ンゼル ス オ リン ピ

ック開 催(柔 道,山 下

泰裕 優 勝 カ ール ・ル

イ ス,陸 上 で4冠)

「怪 人21面 相」グ リコ ・

森永 事件
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第ll回PT・OT長 期講習会(東 京地 区,大 阪地区)

診療報酬改正

運動療法 「複雑なもの」300点 →320点 「簡単な もの」120点 →130点

臨床実習指導者研修会(教 育部主催,高 知共済会館)

長崎大学医療技術短期大学部開設

第20回 日本理学療 法士学 会(会 長:西 本東彦,会 場:大 阪府青少年会館,

中央青年センター,行 岡医学技術専門学校)

第14回 総会(会 長)松 村秩(副 会長)浅 野達雄,田 口順子選出

会費ll,000円 に値上 げ

昭和60年 国家試験合格者発表 受験者771名 合格者729名

第3回WCPT理 事会(ブ ラジル ・サンパウロ市)に 国際渉外部長森永敏博出

席

「理学療法白書1985」 発刊

「診療報酬改定 に関する要望書」 を提 出

理学療法士の身分,資 格に関する公開質問状を提出

第20回 全 国研修会(研 修会長:中屋久長,会 場:高知県民文化ホール,テ ーマ:

理学療法の治療効果)

全国士会長,理 事会合同会議開催

日航 ジヤンボ機 墜落

御巣鷹 山に激突,520

名死亡

科学万博 「つ くば博」

開催

21年 ぶ りに阪神 タイ

ガース優勝
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会員登録用コンピュータ購入

第12回PT・OT長 期講習会(東 京地区)

第12回PT・OT長 期講習会(名 古屋地区)

東京都衛生局発行の 「機能訓練 マニュアル」に東京士会が協力,こ の後各県で

同様のマニュアルが続々発行され る

鹿児島大学医療技術短期大学部開設

東京都立医療技術短期大学開設

日本理学療法士協会会員名簿発行

診療報酬改正 運動療法 「複雑なもの」320点 →330点

老健法による 「老人運動療法料」の設定

第21回 日本理学療法士学会(学 会長:下 畑博正,会 場:九 州厚生年金会館,

テーマ:関 節メカニズムと運動療法)

第21回 全国研修会(研 修会長:大内二男,会 場:川崎市産業文化会館,テ ーマ:

PTの ための最新医学)

臨時総会開催

日本理学療法士協会 ・日本作業療法士協会設立20周 年記念式典開催

第1回 教育研究会(卒 前教育部主催,東 京都立医療技術短期大学)

ソ連,チ ェル ノブイリ

原発事故

中野浩一,世 界 自転車

選手権10連 覇
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第13回PT・OT長 期講習会(東 京地区,大 阪地 区)

第5回 臨床実習指導者講習会(卒 前教育部主催,宮 城)

第6回 臨床実習指導者講習会(卒 前教育部主催,熊 本)

「日本理学療法士協会二十年史」発刊

第2回 教育研究会(卒 前教育部主催,神 戸大学医療技術短期大学部)

第22回 日本理学療法士学会(学 会長:武 富 由雄,会 場:神 戸 ワール ド記念

ホール,テ ーマ:日 本における理学療法の独創性)

第16回 総会(会 長)松 村秩(副 会長)紀 伊克 昌,菊 地延子選出

協会組織の改正

WCPT理 事会(オ ース トラ リア ・シ ドニー)に 森永理事出席

協会事務所の購入 ・移転

事務局次長 に渡辺豊吉氏採用

第22回 全国研修会(研 修会長:高 柳朔司,会 場:熊 本市民会館,テ ーマ:

理学療法の有効性)

第7回 臨床実習指導者講習会(広 島)

第8回 臨床実習指導者講習会(石 川)

バブル最盛期
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第14回PT・OT長 期講習会(東 京地区,大 阪地区)

第1回 地域 リハビリテーション研修会(老 人福祉部主催,東 京都養育院)

厚生省医療関係者審議会委員 に遠藤文雄氏選出

診療報酬改正 早期運動療法加算の開始

第3回 教育研究会(卒 前教育部主催,愛 媛県看護協会)

第23回 日本理学療法士学会(学 会長:渡 辺敏弘,会 場:愛 媛県民文化会館,

テーマ:医 療機関以外での理学療法)

日本理学療法士協会会員名簿発行

第3回ACPT総 会 ・学会開催(学 会長:松 村秩,会 場:京 王プラザホテル,

テーマ:ア ジアにおける理学療法の進歩 と発展のための協力体制について)

第23回 全国研修会(研 修会長:錦 織清,会 場:島 根県民会館,テ ーマ:痛 み

に対する理学療法の可能性)

第1回 士会役員講習会(士 会組織強化部主催,島 根県民会館)

ソウルオ リンピック開

催(柔 道,斎 藤仁が金

メダル)

平成元年 1
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第15回PT・OT長 期講習会(東 京地区,大 阪地 区)

第2回 地域 リハ ビリテーション研修会(老 人福祉部主催,東 京都養育院)

WCPT理 事会(ジ ンバブエ)に 森永理事出席

第9回 臨床実習指導者講習会(卒 前教育部主催,神 奈川 リハビ リテーション

病院)

第4回 教育研究会(卒 前教育部主催,岩 手 リハビリテーション学院)

第24回 日本理学療法士学会(学 会長:清 水宏一一,会場:岩 手県民会館他,

テーマ:理 学療法 と福祉社会)

第18回 総会(会 長)奈 良勲(副 会長)黒 川幸雄,中 屋久長選出

「理学療法学」総索引集発行

第24回 全国研修会(研 修会長:奥村建明,会 場:徳 島県郷土文化会館,テ ーマ:

理学療法の領域 と可能性)

第2回 士会役員講習会(士 会組織強化部主催,徳 島ワシン トンホテル)

「地域理学療法マニュアル」発刊

昭和天皇崩御

中国天安門事件

ベル リンの壁崩壊

美空ひばり死去
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第16回PT・OT長 期講習会(東 京地区,大 阪地 区)

第3回 地域 リハビ リテーション研修会(老 人福祉部主催,大 東市立総合文化

センター)

秋 田大学医療技術短期大学部開設

干葉県医療技術大学校開設

柳川 リハビリテーション学院開設

沖縄 リハビリテーション学院開設

診療報酬改正6ヵ 月を境 とした期間区分での点数格差

第5回 教育研究会(卒 前教育部主催,北 海道医師会館)

第25回 日本理学療法士学会(学 会長:福 田修,会 場:北 海道厚生年金会館,

テーマ:四 半世紀の歩み)

日本学術会議が本協会を学術研究団体として認める

第4回ACPT学 会(学 会 長:JHarjono,会 場:HotelIndonesia,テ ーマ:

PhysicalTherapyTowardHealthforAll,Jakarta)

第25回 全国研修会(研 修会長:馬 場久夫,会 場:広 島国際会議場,テ ーマ:

理学療法の専門性)

第3回 士会役員講習会(士 会組織強化部主催,広 島国際会議場)

細 田多穂氏が飯 田賞奨励賞を授賞

「理学療法学」が郵政省から学術刊行物の指定を受ける

高知県理学療法士会が法人化

協会事務局 パソコンネッ トワーク開局

会員の休業補償制度の発足

平成天皇,即 位の礼

礼宮様,川 嶋紀子様御

成婚
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第17回PT・OT長 期講習会(東 京地 区,大 阪地区)

第4回 地域 リハビリテーション研修会(老 人福祉部主催,兵 庫県民会館)

第1回 健康増進研修会(健 康増進部主催,川 崎産業振興会館)

第12回 臨床実習指導者研修会(卒 前教育部主催,野 崎病院)

第1回 障害児福祉部研修会(障 害児福祉部主催,石 川県立教育会館)

第1回 老人保健施設研修会(PT・OT協 会主催,セ ン トラルプラザ)

「理学療法白書1990」 発刊

筑波技術短期大学視覚障害関係学科開設

北海道理学療法士会が法人化

福岡県理学療法士会が法人化

第6回 教育研究会(卒 前教育部主催,倉 敷市立美術館)

第26回 日本理学療法士学会(学 会長:古 米幸好,会 場:倉 敷市民会館他,

テーマ:科 学か らのメス)

第20回 総会(会 長)奈 良勲(副 会長)黒 川幸雄,中 屋久長選出

「地域 リハ ビリテーション講義と報告」発刊

理学療法士協会会員名簿発行

第26回 全 国研修会(研 修会長:江 沢省司,会 場:市 川市文化会館,テ ーマ:

運動療法における装具を考 える)

第4回 士会役員講習会(士 会組織強化部主催,市 川市文化会館)

沖縄県理学療法士会が法人化

バブルの崩壊

湾岸戦争勃発

長崎,雲 仙普賢岳大規

模火砕流発生
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第18回PT・OT長 期講習会(東 京地区,大 阪地 区)

第5回 地域 リハ ビリテーシ ョン研修会(老 人福祉部主催,札 幌医科大学)

山口県理学療法士会が法人化

老人保健施設研修会(老 人福祉部主催,板 橋 区おとしより保健福祉セ ンター ・

大東市保健 医療福祉センター)

第2回 健康増進研修会(健 康増進部主催,愛 知医科大学)

第2回 障害児福祉部研修会(障 害児福祉部主催,山 口大学医学部)

石川県理学療法士会が法人化

東北医療福祉専門学校開設

藤 リハビリテーション学院開設

藤 田保健衛生大学 リハビリテーション専門学校開設

広島大学医学部保健学科開設

岡山健康医療技術専門学校開設

診療報酬改正 用語の変更 「運動療法」→ 「理学療法」1日 につき複雑12人,

簡単36人 まで

第27回 日本理学療法士学会(学 会長:奥 村愛泉,会 場:長 崎市公 会堂他,

テーマ:移 動と理学療法)

第7回 理学療法教育研究会(卒 前教育部主催,長 崎)

岸正美氏が黄綬褒章を授章

協会ニュース(第156号)よ り 「理学療法学」(19巻4号)の 綴 じ込みとなる

田口順子氏が国際功労賞 を授賞

第6回 地域 リハビリテーション研修会(老人福祉部主催,富山県教育文化会館)

第27回 全 国研修会(研 修会長:木 下賢治,会 場:和 歌 山県県民文化会館他,

テーマ:呼 吸と理学療法)

第5回 士会役員講習会(士 会組織強化部主催,紀 の国会館)

山下隆明氏が飯 田賞奨励賞を授賞

第13回 臨床実習指導者研修会(卒 前教育部主催,国 立療養所東名古屋病院

附属 リハビリテーション学院)

第1回 障害者福祉部研修会(障 害者福祉部主催,大 阪府立 障害者交流促進

センター)

第3回 障害児福祉部研修会(障 害児福祉部主催,行 岡医学技術専門学校)

バルセロナオ リンピッ

ク開催(マ ラソン有森

裕子,銀 メダル)

毛利衛,日 本人初 スペ
ースシャ トル乗組員で

宇宙へ

PKO(国 連平 和 維 持

活動)で 自衛隊派遣
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第19回PT・OT長 期講習会(東 京地区,名 古屋地区)

第3回 健康増進研修会(健 康増進部主催,ス ポーツ医 ・科学研究所)

東京都理学療法士会が法人化

老人保健施設職員特別研修会(老 人福祉部主催,す みだ女性 センター ・大東

市保健医療福祉センター)

第1回 在宅訪問 リハビリテーション講習会(厚 生省主催,病 院管理研究所 ・

朝日生命天六 ビル)

早稲田医療技術専門学校開設

関西医療学園専門学校開設

徳島医療福祉専門学校開設

土佐 リハビリテーション大学校開設

大分 リハビリテーション専門学校開設

第28回 日本理学療法士学会(学 会長:田 口順子,会 場:パ シフィコ横 浜,

テーマ:国 際的視野に立った理学療法)

第22回 総会(会 長)奈 良勲(副 会長)黒 川幸雄,中 屋久長選出

1999年WCPT学 会の日本開催が決定

第8回 理学療法教育研究会(卒 前教育部主催,横 浜市健康福祉総合センター)

茨城県理学療法士会が法人化

第14回 臨床実習指導者研修会(卒前教育部主催,弘前大学 医療技術短期大学他)

広島県理学療法士会が法人化

第28回 全 国研修会(研 修会長:高 橋寛,会 場:大 分文化会館他,テ ーマ:

理学療法の課題と展望)

第6回 士会役員講習会(士 会組織強化部主催,別 府市つるみ荘)

宮崎県理学療法士会が法人化

奈良県理学療法士会が法人化

皇太子様,小 和 田雅子

様御成婚

Jリ ーグ誕生

北海道南西沖地震,奥

尻島に大津波
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第20回PT・OT長 期講習会(東 京地区,名 古屋地 区)

老人保健施設職員特別研修会(老 人福祉部主催,北 とぴあ ・大東市保健 医療

福祉セ ンター)

第7回 地域 リハビリテーション研修会(老 人福祉部主催,宜 野湾市市民会館)

第1回 身体障害者 スポーツ指導者養成 講習会(障 害者福祉部主催,大 阪市

身体障害者スポーツセンター)

第4回 健康増進研修会(健 康増進部主催,広 島市立安佐市民病院)

第2回 在宅訪問 リハ ビリテーシ ョン講習会(厚 生省主催,病 院管理研究所 ・

行岡医学技術専門学校)

第4回 障害児福祉部研修会(障 害児福祉部主催,広 島県立生涯学習センター)

熊本県理学療法士会が法人化

国際医学技術専門学校開設

神戸医療技術専門学校開設

YMCA米 子 医療福祉専門学校 開設

北里大学医療衛生学部開設

大阪府立看護大学医療技術短期大学部開設

「新人教育 プログラム教本」発刊

診療報酬改正

第29回 日本理学療法士学会(学 会長:伊 藤日出男,会 場:青 森市文化会館他,

テーマ:障 害予防と理学療法)

第9回 理学療法教育研究会(卒 前教育部主催,食 糧会館)

和歌山県理学療法士会が法人化

岩手県理学療法士士会が法人化

関西空港オープン

中華航空機 名古屋空

港着陸寸前に墜落
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平成6年 10 第29回 全国研修会(研 修会長:高 木武二,会 場:群 馬県民会館他,テ ーマ:

臨床運動学 と理学療法)

第7回 士会役員講習会(士 会組織強化部主催,上 毛会館)

11 青木主税氏が飯田賞奨励賞を授賞

第21回PT・OT長 期講習会(名 古屋地区)

第15回 臨床実習指導者研修会(卒 前教育部主催,リ ハビリテーションセンター

鹿教湯病院)

第8回 地域 リハビリテーション研修会(老 人福祉部主催,ル ブラ王山)

12 日本理学療法士協会会員名簿発行

7 1 第21回PT・OT長 期講習会(東 京地 区) 阪 神 淡 路 大 震 災,

第5回 障害児福祉部研修会(障 害児福祉部主催,広 島大学医学部)
6,308人 の犠牲 者

老人保健施設職員特別研修会(老 人福祉部主催,北 とぴあ ・大東市保健 医療
オウム真理教,地 下鉄

福 祉 セ ンター)
サ リン事件

第2回 身体 障害者 スポーツ指導者養成講習会(障 害者福祉部主催,大 阪市
Windows95発 売

身体障害者スポーツセンター) 野茂英雄投手,大 リー

2 第5回 健康増進研修会(健 康増進部主催,広 島県立身体障害者センター)
グ移籍

第3回 在宅訪問 リハ ビリテーシ ョン講習会(厚 生省主催,病 院管理研究所 ・

行岡医学技術専門学校)

4 国際医療福祉大学保健学部開設

茨城県立医療福祉大学保健医療学部開設

吉備国際大学保健科学部開設

川崎医療福祉大学医療技術科理学療法専攻開設

神戸大学医学部保健学科理学療法専攻開設

広島県立保健福祉短期大学開設

専門学校 日本福祉 リハビリテーション学院開設

北海 道千 歳 リハ ビ リテ ーシ ョン学 院開 設'

北都保健福祉専門学校開設

山形医療技術専門学校開設

晴 陵 リハ ビ リテ ー シ ョン学 院 開設

新潟 リハビリテーション専門学校開設

関西女子医療技術専門学校開設

阪奈中央 リハビリテーション学院開設

医療福祉専門学校緑生館開設

長崎医療技術専門学校開設

鹿児島医療福祉専門学校開設

6 埼玉県理学療法士会が法人化

第30回 日本理学療法士学会(学 会長:細 田多穂,会 場:国 立教 育会館他,

テ ーマ:21世 紀へ の理学療 法 プラ ンニ ング)

第24回 総会(会 長)奈 良勲(副 会長)黒 川幸雄,中 屋久長選出

13回WCPT総 会(ワ シントン)に てアジア代表理事に奈良会長が決定

13回WCPT学 会で 日本 よ り62題(1,208題)の 発表

ヨルダンPT協 会 より本協会へ友好の楯が授与される

7 理学療法士週間(パ イロッ ト13)実 施

10 日本理学療法士協会 ・日本作業療法士協会設立30周 年記念式典開催(会 場:

東海大学校友会館)

第30回 全 国研 修会(研 修会 長:渡 辺洋 介,会 場:沖 縄 コンベ ンシ ョンセ ンター他,

テーマ:高 齢化 に対する理学療法)

11 第22回PT・OT長 期講習会(大 阪地区)



153

灘 難 '鰯膿 魏懸灘欝灘綴 欝灘繋 灘難繋

平成8年 1

2

3

4

5

7

8

10

11
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第22回PT・OT長 期講習会(東 京地 区)

老人保健施設職員特別研修会(全 国老人保健施設協会主催,北 とぴあ ・大東

市立市民会館)

第3回 身体障害者スポーツ指導者養成講習会(保 健福祉部主催,埼 玉会館)

第9回 地域 リハビリテーション研修会(保 健福祉部主催,埼 玉会館)

第4回 在宅・訪問 リハビリテーション講習会(東 京地 区,名 古屋地 区,厚 生省

主催)

第2回 理学療法士 ・作業療法士地域保健 ・福祉講習会(岩 手 ・石川 ・東京 ・

福岡地 区)

「理学療法白書1995」 発刊

「日本理学療法士協会三十年史」発刊

診療報酬改正

新潟県理学療法士会が法人化

岡山県理学療法士会が法人化

日本福祉大学高浜専門学校開設

吉田学園リハビリテーション専門学校開設

金沢大学医学部保健学科開設

山ロコ ・メディカル学院開設

滋賀 医療技術専門学校開設

城西 医療技術専門学校開設

常葉学園医療専門学校開設

静岡医療科学専門学校 開設

仙台医療技術専門学校 開設

専門学校東都 リハビリテーション学院開設

富山医療福祉専門学校 開設

第31回 日本理学療法士学会(会 長:野 々垣嘉男,会 場:名 古屋国際会議場,

テーマ:理 学療法の基礎)

第ll回 教育研究会(教 育部,矢 神製作所)

「理学療法週間'96」 実施

大阪府理学療法士会が法人化

第31回 全国研修会(研 修会長:中 島敏和,会 場:山 口市民会館,テ ーマ:

理学療法評価の再考)

第7回 士会役員講習会(山 口)

滋賀県理学療法士会が法人化

第23回PT・OT長 期講習会(大 阪地区)

大分県理学療法士会が法人化

ア トランタオ リンピッ

ク開催(マ ラソン,有

森裕子銀メダル 「自分

をほめてあげたい」)

0-157学 校給食で児童

感染

9 1

2

3

老人保健施設職員特別研修会(保 健福祉部,東 京,大 阪)

第23回PT・OT長 期講習会(東 京地区)

第1回 ケアマネージメン ト講習会(保 健福祉部,東 京,大 阪)

第4回 身体障害者 スポーツ指導者養成講習会(保 健福祉部,大 阪)

第10回 地域 リハ ビリテーション研修会(保 健福祉部,和 歌山)

第5回 在宅 ・訪問リハビリテーション講習会(東 京地 区,名 古屋地 区,厚 生省

主催)

第3回 理学療法士 ・作 業療法士地域保健 ・福祉講習会(岩 手,石 川,東 京,

福岡地区)

サ ッカー日本代表チー

ム,W杯 出場決定

神戸児童殺傷事件,犯

人 は15歳 の少年
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平成9年 4 香川県理学療法士会が法人化

河wp」医療技術専門学校開設

群馬大学医学部保健学科開設

四国 リハ ビ リテー シ ョン学 院開設

多 摩 リハ ビ リテー シ ョン学 院開設

日本 リハビリテーション専門学校開設

豊田学園医療福祉専門学校開設

5 第32回 日本理 学 療法 士 学 会(会 長:関 勝 夫,会 場:大 宮 ソニ ック シテ ィー,

テーマ:保 健 ・福祉への理学療法士の展開)

第26回 総会(会 長)奈 良勲(副 会長)黒 川幸雄,中 屋久長選出

専門理学療法士制度

第12回 教 育 研究 会(教 育 部,大 宮 ソニ ック シテ ィー)

7 「理学療法士週間'97」 実施

9 第6回ACPT学 会(ク ア ラル ン プール)

10 第32回 全国研修会(研 修会長:藤 縄理,会 場:新 潟市民会館,テ ーマ:理 学

療法技術)

11 第24回PT・OT長 期講習会(大 阪地区)

12 介護支援専門員(ケ アマネージャー)養 成講習会(保 健福祉部,東 京)

介護保険法成立

10 1 第24回PT・OT長 期講習会(教 育部,東 京地区) 長野冬季オ リンピック

老人保健施設職員特別研修会(保 健福祉部,東 京,大 阪) (ジャンプ団体優勝)

第5回 身体障害者 スポーツ指導者講習会(保 健福祉部,大 阪)
映画界 の巨匠,黒 澤明

監督死去
2 第6回 在 宅 ・訪 問 リハ ビ リテ ー シ ョン講 習会(教 育部,東 京,名 古屋,厚 生省

主催)

3 第11回 地域 リハ ビ リテ ー シ ョン研修 会(保 健 福祉 部,秋 田)

地域保健 ・福祉活動指導者育成講習会(日 本公衆衛 生協会主催,東 京地 区,

福岡地 区)

岐阜県理学療法士会が法人化(計24士 会)

「理学療法白書1997」 発刊

サ ンビレッジ国際医療福祉専門学校開設

東京福祉専門学校開設

箕面学園福祉保育専門学校開設

リハ ビ リテ ー シ ョン カ レッジ島根 開設

横浜 リハビリテーション専門学校開設

茅 ヶ崎 リハ ビリテーション専門学校開設

郡山健康科学専門学校開設

首都大学東京健康福祉学部開設

千葉医療福祉専門学校開設

帝京医療福祉専門学校開設

島根 リハビリテーション学院開設

名古屋大学医学部保健学科開設

6 第33回 日本理学療法士学会(会 長:森永敏博,会 場:京都国際会議場,テ ーマ:

健康科学 としての理学療法士)

日本理学療法士協会会館竣工

第13回 教育研究会(教 育部,京 都)

介護支援専門員受験対策講習会(東 京,福 岡)

第2回 介護支援専門員養成講習会(保 健福祉部,大 阪)
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平成10年 7 「理学療法士の需給計画 に関する要望書」 を厚生省 に提 出

理学療法週間(46都 道府県士会)実 施

第19回 臨床実習指導者講習会(教 育部,栃 木)

愛媛県理学療法士会が法人化(計25士 会)

9 「理学療法士養成新設校 に係 わる管下団体の意見尊重 に関する要望書」 を各

都道府県知事に提出

母子保健福祉研修会(保 健福祉部,大 阪)

10 第33回 全 国研 修 会(研 修 会長:御 厨 征 一郎,会 場:米 子 コンベ ンシ ョンセ ン ター,

テーマ:運 動療法における最新の基礎 医学)

第9回 士会役員講習会(組 織部,鳥 取)

診療報酬改定

11 「呼吸障害に対する理学療法の診療報酬改定に関する協力依頼」を関連学会に

提出

第6回 海外技術協力セミナー(国 際部,東 京)

12 第7回 賛助会員講習会

JPTA(JoumaloftheJapanesePhysicalTherapyAssociation)発 行 開 始

11 1 厚生省健康政策局 より理学療法士養成施設の学生定員を遵守する旨の通達 全 日本 プ ロ レス,ジ ャ

「特別養護老人ホームなどにおける作業療法士 ・理学療法士の配置要望書」 を
イアン ト馬場死去

厚生大臣に提出 東京都知事に石原慎太

老人保健施設職員特別講習会(保 健福祉部,東 京,大 阪)
郎就任

住宅改造ア ドバイザー研修会(保 健福祉部,東 京)

第25回PT・OT養 成施設等教員養成長期講習会(教 育部,東 京地区)

身体障害者スポーツ指導者講習会(保 健福祉部,大 阪)

3 第12回 地域 リハ ビリテーション研修会(保 健福祉部,福 島)

第7回 在宅訪問 リハビリテーション講習会(教育部,東京,名古屋,厚生省主催)

鹿児島県理学療法士会が法人化(計26士 会)

4 新指定規則(理 学療法教育関連 カリキュラムの大綱化)施 行

理学療法効果 に関するプロジェク トの発足(PT効 果検討委員会)

九州保健福祉大学開設

ユマニテク医療専門学校開設

埼玉県立大学保健医療福祉学部開設

鹿児島大学医学部保健学科開設

青森県立保健大学健康科学部開設

東北文化学園大学医療福祉学部開設

5 第13回 世界 理学 療法 連盟 学 会(会 長:奈 良勲,会 場:パ シフ ィコ横 浜,テ ー マ:

文化 を超 えて,天 皇皇后両陛下御臨席,参 加国76ヵ 国,参 加登録者5,735名)

第34回 日本理学療法士学会(同 上)

第28回 総会(会 長)奈 良勲(副 会長)黒 川幸雄,中 屋久長選出

第14回 教育研究会(教 育部,広 島)

6 介護支援専門員受験対策研修会(東 京)

7 理学療法週間(47都 道府県士会)実 施一TVに て放映される

8 「理学療 法関連診療報酬改定要望書」「介護報酬に関す る要望書」「介護保険

制度 に関す る要望書」 を厚生大臣 ・厚生省 に提 出

10 第20回 臨床実習指導者研修会(教 育部,東 京)

第26回PT・OT養 成施設等教員長期講習会(教 育部,大 阪)

11 第7回 海外技術協力セ ミナー(国 際部,東 京)

12 第8回 賛助会員講習会
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住宅改修ア ドバイザー研修会(保 健福祉部,東 京)

第6回 身体障害者スポーツ指導者講習会(保 健福祉部,大 阪)

第26回PT・OT養 成施設等教員長期講習会(教 育部,東 京)

第8回 在宅訪問 リハビリテーション講習会(教育部,東京,名古屋,厚生省主催)

母子保健福祉研修会(保 健福祉部,東 京)

介護支援専門員研修会(保 健福祉部,東 京)

第12回 地域 リハビリテーション研修会(保 健福祉部,熊 本)

PT効 果検討委員会が 「維持期の理学療法検討班報告書」提出

診療報酬改定

地域保健 ・福祉活動指導者育成講習会(日 本公衆衛生協会主催,東 京地 区,

福岡地区)

鹿児島医療技術専門学校開設

東京YMCA医 療福祉専門学校開設

マロニエ医療福祉専門学校開設

メディカルカレッジ青照館開設

関東 リハビリテーション専門学校開設

県立広島大学保健福祉学部開設

広島医療保健専門学校開設

埼玉医療福祉専門学校開設

山形県立保健医療大学保健医療学部開設

専門学校金沢 リハビリテーションアカデミー開設

大阪リハビリテーション専門学校開設

大阪医専開設

徳島健祥会福祉専門学校開設

奈良 リハビリテーション専門学校開設

第35回 日本理学療法士学会(会 長:内 匠正武,会 場:鹿 児島市民文化ホール,

テーマ:理 学療法の効果判定)

理学療法週間(47都 道府県士会)実 施

第35回 全国研修会(研 修会長:松 永義博,会 場:香 川県県民ホール,テ ーマ:

理学療法における最新の評価 と治療)

第21回 臨床実習指導者研修会(教 育部,東 京)

第27回PT・OT養 成施設等教員長期講習会(教 育部,大 阪)

住宅改修ア ドバイザー研修会(保 健福祉部,東 京)

第6回 身体障害者スポーツ指導者講習会(保 健福祉部,大 阪)

雪印乳業,食 中毒事件

で操業停止

シ ドニーオ リンピック

開催(高 橋尚子,マ ラ

ソンで金メダル,田 村

亮子,柔道で金メダル)

三宅島大噴火

13 1

2

3

4

第27回PT・OT養 成施設等教員長期講習会(教 育部,東 京)

介護支援専門員研修会(保 健福祉部,東 京)

第12回 全国地域 リハビリテーション研修会(保 健福祉部,熊 本)

第9回 在宅訪問 リハビリテーション講習会(教 育部,東 京,厚 生労働省主催)

母子保健福祉研修会(保 健福祉部,東 京)

第9回 在宅訪問リハビリテーション講習会(教 育部,九 州,厚 生労働省主催)

介護支援専門員研修会(保 健福祉部,東 京)

「理学療法白書2000」 発刊

アール医療福祉専門学校開設

麻生 リハビリテーション専門学校開設

関西総合 リハビリテーション専門学校開設

帝京平成大学専門学校開設

福岡国際医療福祉学院開設

小泉純一郎新内閣発足

「9・ll米国同時テロ」

(貿易 センタービル崩

壊)

イチローが大 リーグの

新人王に

日本にて狂牛病発見
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平成13年 4 藤華医療技術専門学校開設

玉野総合医療専門学校開設

弘前大学医学部保健学科開設

江戸川医療専門学校開設

札幌 リハビリテーション専門学校開設

沼南 リハ ビ リテ ー シ ョン学 院 開設

新潟医療福祉大学医療技術学部開設

神戸医療福祉専門学校三田校開設

前橋医療福祉専門学校開設

長野医療技術専門学校開設

日本工学院専門学校開設

5 第36回 日本理学療法学術大会(会 長:佐 々木久登,会 場:広 島国際会議場,

テ ー マ:21世 紀 の理学 療法)

第30回 総会(会 長)奈 良勲(副 会長)黒 川幸雄,中 屋久長選出

第16回 教育研究会(教 育部,広 島)

7 理学療法週間

9 石川県理学療法士連盟発足

10 第36回 全国研修 会(研 修会長:山 田道広,会 場:佐 賀文化会館,テ ーマ:

テ クニ カル スタ ンダ ー ド)

11 第11回 臨床実習指導者研修会(教 育部,東 京)

第9回 海外研修協力セ ミナー(国 際部)

12 介 護 フ ォー ラム(神 戸)

「臨床実習教育の手引き」(第4版)発 刊

14 1 第28回PT・OT養 成施設等教員長期講習会(東 京地 区) ソル トレー ク冬季 オ リ

介護支援専門員研修会(保 健福祉部,東 京)
ンピック開幕

平成13年 度身体障害者 スポーツ指導者養成講習会(大 阪)
日韓 合 同サ ッ カー ワー

ル ドカ ッ プ開催

2 第10回 在宅訪問 リハビリテーション講習会(東 京地 区)
ノーベル賞受賞(小 柴

母子保健福祉研修会(保 健福祉部,東 京) 昌俊 氏 ・田 中耕一 氏)

3 第10回 在宅訪 問リハビリテーション講習会(九 州地 区)

「ケア マ ネー ジメ ン トマニ ュアル 」発 刊

4 診療報酬改定

CAC医 療技術専門学校開設

神村学園医療福祉専門学校開設

専門学校穴吹 リハビリテーションカ レッジ開設

第 一 リハ ビ リテ ー シ ョン専 門学校 開設

帝京大学福岡医療技術専門学校開設

松江医療福祉専門学校開設

横浜YMCA学 院専門学校開設

秋田大学医学部保健学科開設

昭和大学保健医療学部開設

星城大学 リハビリテーション学部開設

専門学校東京医療学院開設

太田医療技術専門学校開設

大阪医療福祉専門学校開設

大阪物療専門学校開設

長崎大学医学部保健学科開設

帝京平成大学健康メデ ィカル学部開設
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平成14年 4 日本医療福祉専門学校開設

福岡 リハビリテーション専門学校開設

名古屋医療福祉専門学校開設

琉球 リハビリテーション学院開設

両国 リハビリテーション専門学校開設

鈴鹿医療科学大学保健衛生学部開設

6 秋田県理学療法士会が法人化

7 理学療法週間

兵庫県理学療法士会が法人化

第37回 理学療法学術大会(会 長:石井俊夫,会 場:静 岡コンベンションアーツ

セ ン ター 「グ ラン シッ プ」,テ ーマ:医 療 環境 の変 化 と理学 療法)

第17回 教育研究会(教 育部,静 岡)

8 PT・OT協 会合同第10回 海外技術協力記念セ ミナー(国 際部)

10 第37回 全国研修会(研 修会長:高 橋穂,会 場:山 形国際交流プラザ,テ ーマ:

理学療法と隣接学際領域との連携)

11 第28回PT・OT養 成施設等教員長期講習会(大 阪地 区)

「訪問理学療法マニュアル」発刊(保 健福祉部)

12 介 護 フ ォー ラム(東 京)

15 1 第29回PT・OT養 成施設等教員長期講習会(東 京地区) スペ ース シ ャ トル 「コ

介護支援専門員研修会(保 健福祉部,東 京)
ロンビァ」空中分解

「理学療法士のための老人施設 リハビリテーションの実際」発刊 米軍イラクと開戦

2 第11回 在宅訪問リハビリテーション講習会(東 京地 区)
重症急性呼吸気症候群

(SARS)ア ジ ア を 中

母子保健福祉研修会(保 健福祉部,東 京) 心に流行する

3 第ll回 在宅訪 問リハビリテーション講習会(九 州地 区)

平成14年 度身体障害者スポーツ指導者養成講習会(大 阪)

「理学療法白書2002」 発刊

「理学療法診療記録 ガイ ドライン」(冊子版,CD版)発 刊

4 アイシーケア専門学校開設

北九州 リハビリテーション学院開設

畿央大学健康科学部開設

久留米 リハビリテーション学院開設

京都大学医学部保健学科開設

健康科学大学健康科学部開設

山口医療福祉専門学校開設

信州大学医学部保健学科開設

神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部開設

仙台 リハ ビリテーション専門学校 開設

専門学校福嶋 リハ ビリテーション学院開設

大阪府立大学総合 リハビ リテーション学部開設

第一医療 リハ ビリテーション専門学校開設

中部大学技術医療専門学校開設

東北メディカル学院開設

臨床福祉専門学校開設
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平成15年 5 第38回 理学療法学術大会(会 長:中 澤住夫,会 場:長 野市 ビッグハ ッ ト,

テーマ:科 学的根拠に基づ く理学療法)

第32回 総会(会 長)中 屋久長(副 会長)日 下隆一,丸 山仁司選出

「奈良勲 メッセージ集」発刊

7 第25回 臨床実習指導者研修会開催(富 山地区)

8 第1回 国際教育セ ミナーの開催

9 第38回 全 国研修会(研 修 会長:金 子操,会 場:栃 木県総合文化セ ンター,

テーマ:理 学療法士の資質)

第18回 教育研究会開催(会 場:栃 木県総合文化センター)

11 PT・OT協 会合同第11回 海外技術協力記念セ ミナー(国 際部)

12 障害者スポーツ指導者養成講習会(大 阪)

第26回 臨床実習指導者研修会開催(大 阪)

16 2 第27回 臨床実習指導者研修会開催(東 京地 区) アテネオ リンピック開

訪問 リハビリテーションに関する講習会開催(職 能局,大 阪)
催(競 泳 ・北 島康介,

体操団体金メダル)
4 彰栄 リハビリテーション専門学校開設 スマ トラ沖地震,津 波

小倉 リハビリテーション学院開設 による死者は5万 人以

上
下 関 リハ ビ リテ ー シ ョン学院 開設

日本 プロ野球選手会が

専門学校九州 リハビリテーション大学校開設 初 の ス トライキ

関西学研医療福祉学院開設

宮崎保健福祉専門学校開設

国際医療福祉専門学校開設

聖 隷 ク リス トフ ァー大学 リハ ビ リテ ー シ ョン学 部 開設

専門学校星城大学 リハビリテーション学院開設

藤田保健衛生大学衛生学部開設

八千代 リハビリテーション学院開設

北海道大学医学部保健学科開設

藍野大学医療保健学部開設

5 第39回 理 学療 法学 術大 会(会 長:半 田健壽,会 場:仙 台 国際 セ ンター,テ ー マ:

糖尿病 に対する理学療法 の近未来 に向けたス トラテジー)

7 第28回 臨床実習指導者研修会開催(富 山地区,教 育局)

9 住宅改修ア ドバイザー研修会(社 会局,東 京)

10 第1回 全国公益事業担当者会議の開催(社 会局,奈 良)

第39回 全 国研 修会(研 修会 長:門 脇明 仁,会 場:三 井 ガーデ ンホ テル,テ ー マ:

生活支援に向けた内部障害系理学療法)

第19回 教育研究会開催(教 育局)

11 回復期 リハビリ病棟研修会(職 能局,東 京)

介護フオローアツプ研修会

12 障害者 スポーツ指導者養成講習会(社 会局,大 阪)

第29回 臨床実習指導者研修会開催(教 育局,大 阪地区)

「新人教育プログラム教本」(第7版)発 刊
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平成17年 1 介護保険関連理学療法研修会開催(職 能局,後 楽園会館) 愛知万博(愛 ・地球博)

2 母子保健福祉研修会 「健やか親子21協 賛事業」(社 会局,東 京) 開催

厚生労働省指定 福祉用具専門相談員指定講習会(社 会局,東 京)
スマ トラ島西沖のイン

ド洋 でM8.7の 地震 発

第30回 臨床実習指導者研修会開催(教 育局,東 京地 区) 生

4 あいち福祉医療専門学校開設開設 兵庫県尼崎市でJR福

近畿 リハ ビ リテ ー シ ョン学 院 開設 知 山線の上 りの快速が

黒潮医療専門学校開設
脱線事故。死者は100

名を超 える
医学アカデ ミー開設

関西医科専門学校開設

群馬パース大学保健科学部開設

国際医療福祉大学 リハビリテーション学部開設

四條畷学園大学 リハビリテーション学部開設

常葉学園静岡 リハビリテーション専門学校開設

神戸学院大学総合 リハビリテーション学部開設

西はりま医療専門学校開設

専門学校白寿医療学院開設

帝京大学福岡医療技術学部開設

富士 リハ ビリテーション専門学校 開設

目白大学保健医療学部開設

履正社学園コミュニテ ィ ・スポーツ専門学校開設

朝 日リハ ビリテーション専門学校開設

5 第40回 理学療法学術大会(会 長:林 義孝,会 場:大 阪国際会議場(グ ラン

キ ュー ブ大 阪),テ ーマ:臨 床 的感 性 か らの想像)

第34回 総会(会 長)中 屋久長(副 会長)日 下隆一,丸 山仁司選出

10 第40回 全国研修会(研 修会長:保 村譲一,会 場:名 古屋国際会議場,テ ーマ:

動 作 の探求 一座 る ・立 つ ・歩 く一)
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日本理学療法士協会設立準備委員会

大塚

遠藤

渡辺

池田

遠藤

宮腰

田原

後藤

武富

欣壮

文雄

京子

政隆

芳郎

正雄

澄彦

宣久

由雄

浜島 良知

松村 秩

駒沢 治夫

保田 良彦

赤坂 潤

松沢 博

保坂 昭二

新藤 信子

糸田刀1、忠、義

山口 二郎

田口 順子

渡辺 昭二

山崎 忠、

山崎 勉

大内 二男

野本 卓

岩本 敬

萩原新八郎

大角嘉代子

谷岡 淳

岡安 利夫

江原 定吉

神林 直二

矢郷弥太郎

浅野 達雄

(敬称略)
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事務局の変遷

〈協会顧問〉

相沢 健雄(税 理士)

村田 稔(弁 護士)

大谷 藤郎

高木 邦格

谷 修一

山上 賢一(弁 護士)

昭和56年 度～

昭和57年 度～平成13年 度

昭和61年 度～平成13年 度

平成9年 度～

平成14年 度～

平成15年 度～

〈協会相談役 〉

保田 良彦

宮腰 正雄

池田 政隆

関川 博

松村 秩

浅野 達雄

鈴木 正彦

奈良 勲

首藤 茂香

～平成2年 度

～平成4年 度

～平成4年 度

平成3年 度～平成4年 度

平成3年 度～平成14年 度

平成5年 度～

平成7年 度～平成14年 度

平成15年 度～

平成15年 度～

〈協会事務局員 〉

秋山とも子

大原 政子

長谷川久子

渡辺 豊吉(事 務局次長)

鈴木ゆかり

星野 英子

大橋 益美

国井 麻里

滝沢 剛博(事 務長)

榊原 晶子(主 任)

田村 和子

湯本 育子

古澤 靖弘(事 務長)

竹原 緑

千葉由加里

藤田真由美

大川まき子

森本 歩(理 学療法士)

昭和53年 度～昭和55年 度

昭和55年 度～平成11年 度

昭和60年 度～昭和61年 度

昭和62年 度～平成10年 度

平成4年 度～平成5年 度

平成4年 度～平成6年 度

平成7年 度～平成10年 度

平成9年 度～平成10年 度

平成10年 度～平成11年 度

平成10年 度～平成13年 度

平成11年 度～平成15年 度

平成10年 度～

平成11年 度～

平成ll年 度～

平成12年 度～

平成15年 度～

平成16年 度～

平成17年 度～

〈事務局所在地 〉

昭和41年7月17日

昭和45年7月

昭 和53年1月

昭 和60年4月

昭 和61年11月

昭 和62年8月1日

平 成10年6月28日

東京都北多摩郡清瀬町梅園1-2-7

国立療養所東京病院附属 リハビリテーション学院内

東京都千代田区富士見2-10-41

東京警察病院理学療法室内

東京都千代田区富士見2-4-12野 本ビル301号

東京都新宿区住吉町107ウ ィン四谷810号

住居表示変更 東京都新宿区住吉町2番18-810

東京都江東区東陽2-5-18-602

東京都渋谷区千駄ヶ谷3-8-5
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財務変遷

年度
一・般 会 計

予算 決算
会員数 入会金 会費 学会決算 研修会決算

昭和61年 度

昭和62年 度

昭和63年 度

平成 元 年度

平成2年 度

平成3年 度

平成4年 度

平成5年 度

平成6年 度

平成7年 度

平成8年 度

平成9年 度

平成10年 度

平成11年 度

平成12年 度

平成13年 度

平成14年 度

平成15年 度

平成16年 度

66,528,263

72,283,887

83,561,437

95,714,185

104,930,019

119,082,367

133,128,427

152,347,938

160,325,011

176,257,836

193,764,690

196,114,527

212,158,641

248,049,413

273,206,366

323,523,640

353,754,770

371,190,338

428,781,344

70,697,131

145,756,855

87,501,226

98,218,027

109,058,448

123,906,865

142,241,876

156,293,908

166,048,118

180,581,1.24

196,535,835

200,257,555

223,063,075

250,416,827

276,560,533

331,458,142

351,269,462

385,136,044

441,872,091

5,005

ii・

6,770

7,599

8,540

9,405

10,297

11,274

12,258

13,489

14,942

16,534

18,496

20,731

23,321

26,047

28,787

31,809

35,172

3,000

3,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

11,00020,867,334

11,00025,524,717

11,00025,364,649

11,00026,366,645

11,00031,324,647

11,00028,013,966

11,00037,967,865

11,00039,978,833

1.1.,00032,536,716

11,00043,487,272

11,00063,644,587

11,00050,644,093

11,00050,955,291

11,000*217,024,570

11,00058,764,639

11.,00057,916,689

11,00056,175,953

11,00059,252,664

11,00058,803,362

9,874,971

11,217,305

12,430,295

14,192,051

16,837,447

19,419,003

19,110,372

18,983,538

19,712,058

14,854,395

19,034,443

29,157,473

21,795,326

25,172,062

29,608,663

26,471,875

20,490,008

34,010,617

*:WCPT

年度
特別会計(積 立て)

会館建設の部 協会基金 学会奨励金 特別積立金 学会協会基金

昭和61年 度

昭和62年 度

昭和63年 度

平成 元 年度

平成2年 度

平成3年 度

平成4年 度

平成5年 度

平成6年 度

平成7年 度

平成8年 度

平成9年 度

平成10年 度

平成11年 度

平成12年 度

平成13年 度

平成14年 度

平成15年 度

平成16年 度

22,506,172

1,868,485

0

0

0

0

7,000,000

18,000,000

30,050,000

43,350,000

32,615,926

10,315,405

10,280,958

17,727,009

2,510,167

31,805,409

697,256

46,039,690

14,895,497

3,273,212

3,322,762

3,356,466

3,311,941

3,361,033

4,891,473

6,524,733

6,040,721

8,599,503

9,382,275

10,456,341

11,060,411

12,280,049

13,375,781

1,954,000

9,604,000

1.1.,333,403

17,983,403

25,761,403

26,417,618

31,172,618

41,409,094

26,161,293

18,495,323

26,760,323

52,290,551

64,623,099

67,505,388

69,376,017

89,376,536

21,699,985

22,700,216

22,700,216

24,987,461

27,750,130

28,325,841

28,867,162

40,877,517

47,938,899

31,907,695

32,151,879

37,893,699

特別会計について

※特別積立金 は平成元年度 より,平 成3年 までは 「引当金」であった。

※ 「会館建設積立金」 は昭和62年 度の事務局購入にあて られ,平 成4年 度より 「会館建設の部」として復

活している。

※平成5年 度より,「学会奨励金」 と 「協会基金」は合算 され 「学会協会基金」 となってい る。
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役員一覧

獲懸騰 鎌粥 欝 薦獲 綴載 鰹 織 難幾 鐵 駿 一灘 蔭雛 獺雛籔一鱒醗 灘 灘 一懸簾

欝 叢 松村 秩 奈良 勲 奈良 勲 奈良 勲 奈良 勲
'翻饗織

紀伊 克昌 黒川 幸雄 黒川 幸雄 黒川 幸雄 黒川 幸雄

菊地 延子 中屋 久長 中屋 久長 中屋 久長 中屋 久長

難 難 浅野 達雄 浅野 達雄 浅野 達雄 鈴木 正彦 首藤 茂香

遠藤 文雄 遠藤 文雄 鈴木 正彦 首藤 茂香 滝野 勝昭

鈴木 正彦 鈴木 正彦 福田 修 福田 修 福田 修

難 馨 大内 二男 旭 輝男 菊地 延子 旭 輝男 旭 輝男

工藤 俊輔 伊藤 二郎 工藤 俊輔 居村 茂幸 磯崎 弘司

小池 勝明 菊地 延子 小池 勝明 遠藤 敏 居村 茂幸

富田 昌夫 工藤 俊輔 滝野 勝昭 工藤 俊輔 遠藤 敏

奈良 勲 小池 勝明 田口 順子 小池 勝明 工藤 俊輔

半 田 一登 田口 順子 中山 彰一 滝野 勝昭 小池 勝明

福屋 靖子 富田 昌夫 半田 一登 中 山 彰 一・ 中 山 彰 一・

藤沢しげ子 中 山 彰 一・ 藤沢しげ子 永原 久栄 永原 久栄

古川 良三 半 田 一登 古川 良三 半田 一登 半 田 一登

森永 敏博 藤沢しげ子 村井 貞夫 丸山 仁司 牧田 光代

山崎 国治 古川 良三 山田 純生 山田 純生 丸山 仁司

横山 隆幸 森永 敏博 山本 和儀 山本 和儀 山田 純生

灘簾鰻繍 麟膿 鰯翻 灘 雛 撲顯鎌 欝翻 饗難鐵灘繊灘鎌載醗醗 雛繊彗灘繍灘磯

饗 織 奈良 勲 奈良 勲 奈良 勲 中屋 久長 中屋 久長

繊簾簾 黒川 幸雄 黒川 幸雄 黒川 幸雄 日下 隆一 日下 隆一

中屋 久長 中屋 久長 中屋 久長 丸山 仁司 丸山 仁司

難:;::: 首藤 茂香 首藤 茂香 首藤 茂香 福田 修 旭 輝雄

滝野 勝昭 福田 修 福田 修 八木 範彦 福田 修

福田 修 望月 圭 一 望月 圭一 望月 圭一 八木 範彦

懸 饗 磯崎 弘司 磯崎 弘司 居村 茂幸 井上 保 井上 保

居村 茂幸 居村 茂幸 内山 靖 居村 茂幸 居村 茂幸

遠藤 敏 遠藤 敏 遠藤 敏 内山 靖 内山 靖

工藤 俊輔 工藤 俊輔 小川 克巳 遠藤 敏 小川 克巳

鈴木 重行 日下 隆 一 日下 隆一 小川 克巳 黒川 幸雄

永原 久栄 菅原巳代治 工藤 俊輔 黒川 幸雄 菅原巳代治

中 山 彰一 鈴木 重行 菅原巳代治 鈴木 重行 鈴木 重行

半 田 一登 中 山 彰 一・ 鈴木 重行 中 山 彰一 中山 彰一

平木 治朗 半田 一登 中 山 彰 一・ 半 田 一登 西村 敦

牧田 光代 平木 治朗 西村 敦 藤原 孝之 林 義孝

丸山 仁司 牧田 光代 半 田 一登 両角 昌実 藤原 孝之

山田 純生 丸山 仁司 丸山 仁司 柳澤 健 柳澤 健
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代議員一覧

平成8年 度代議員

〈北海道〉 高橋 正明 ・ 乾 公美

星 文彦 ・伊藤 俊 一

〈青 森〉 石川 孝幸 ・伊藤 和 夫

〈秋 田〉 伊藤 清明 ・願法 廣典

〈岩 手〉 佐藤 幹城 ・佐 々木俊 一

〈宮 城〉 安藤 等 ・渡辺 好孝

〈山 形〉 菊池昭栄知 ・縮井 純 一

〈福 島〉 五十嵐 進 ・山口 和之

〈茨 城〉 大内 厚 ・石川 公久

〈栃 木〉 金子 操 ・加藤 祝也

〈群 馬〉 川田 高明 ・高木 武 二

〈埼 玉〉 川井 伸夫 ・高橋 高治

関 勝夫

〈千 葉〉 宮前 信彦 ・井田興三郎

渡辺 京子

〈東 京〉 北 目 茂 ・田代 文子

高田 治実 ・高橋 輝雄

溝 呂木 忠 ・新保 松雄

〈神奈川〉 秋田 裕 ・井上 保

隆島 研吾 ・萩原 利 昌

〈新 潟〉 藤縄 理 ・深川 新市

〈富 山〉 荻島 久裕 ・村 田登 志夫

〈石 川〉 谷 口 克郎 ・荒木 茂

〈福 井〉 佐 々木 伸一 ・奈須 田鎮雄

〈山 梨〉 長沢 寿昭 ・谷村英 四郎

〈長 野〉 中沢 住 夫 ・原 田 聡 昭

深町 秀彦

〈静 岡〉 大川 達也 ・渡部 文裕

坂 口 光 晴

〈岐 阜〉 宮 沢 薫 ・ 林 寛

〈愛 知〉 勝田 治己 ・小林 孝誌

青木 一治 ・野崎 正幸

〈三 重〉 大西 昇一一・高 山 文博

〈京 都〉 森永 敏博 ・鈴木 康三

〈滋 賀〉 今 井 至 ・砂川 勇

〈奈 良〉 門脇 明仁 ・仲川 安弘

〈和歌山〉 木 下 賢治 ・高 田 常一一

〈大 阪〉 紀伊 克昌 ・西本 勝夫

西村 敦 ・ 林 義孝

上田 陽之 ・平木 治朗

〈兵 庫〉 篠原 英記 ・神沢 信行

八木 範彦 ・得平 司

〈岡 山〉 大河 俊博 ・永富 史子

〈広 島〉 佐 々木久登 ・梶村 政 司

富樫 誠二

〈鳥 取〉 御厨征一郎 ・山崎 和朗

〈島 根〉 戸 山 茂 ・岩田 章史

〈山 口〉 砥上 恵幸 ・笠木 栄治

〈徳 島〉 廣 田 茂美 ・ 畑 伸明

〈高 知〉 山本 双一 ・板場 英行

町 田 英人

〈香 川〉 松永 義博 ・鍋坂 信夫

〈愛 媛〉 赤松 満 ・浅山 修

安 岡 郁彦

〈福 岡〉 橋元 隆 ・高橋精一郎

中村 一平 ・中江 誠

〈長 崎〉 東 山 敬 ・田原 弘幸

山下潤一郎

〈熊 本〉 日野 邦彦 ・小川 克 巳

坂崎 浩一

〈大 分〉 原 田 禎二 ・河野 礼治

〈佐 賀〉 山田 道廣 ・田中 信廣

〈宮 崎〉 米 田 睦男 ・田原 公彦

〈鹿児 島〉 内匠 正武 ・吉元 洋一

村 山 芳博

〈沖 縄〉 渡辺 洋介 ・仲間 理

平成9年 度代議員

〈北海道〉 宮本 重範 ・ 乾 公美

星 文彦 ・伊藤 俊 一一

〈青 森〉 石川 孝幸 ・伊藤 和 夫

〈秋 田〉 菅原 巳代治 ・願法 廣典

〈岩 手〉 佐藤 浩哉 ・佐 々木俊 一

〈宮 城〉 山上 弘義 ・渡辺 好孝

〈山 形〉 菊池昭栄知 ・多 田 利信

〈福 島〉 五十嵐 進 ・山口 和之

〈茨 城〉 橋本 充 ・関口 春美

〈栃 木〉 金子 操 ・加藤 祝也

〈群 馬〉 川田 高明 ・吉 田 剛

〈埼 玉〉 川井 伸夫 ・高橋 高治

関 勝夫

〈千 葉〉 宮前 信彦 ・井 田興三郎

渡辺 京子

〈東 京〉 細田 多穂 ・柳澤 健

高田 治実 ・高橋 輝雄

福光 英彦

〈神奈川〉 秋田 裕 ・井上 保

隆島 研吾 ・萩原 利 昌

〈新 潟〉 藤縄 理 ・内山 孝夫

〈富 山〉 荻島 久裕 ・島倉 聡

〈石 川〉 灰田 信 英 ・後藤 伸介

〈福 井〉 佐 々木伸 一 ・奈須 田鎮雄

〈山 梨〉 長 沢 寿昭 ・谷村英 四郎

〈長 野〉 中沢 住 夫 ・原 田 聡 昭

深 町 秀彦

〈静 岡〉 高橋 洋 ・菊池 和也

坂 口 光 晴

〈岐 阜〉 宮 沢 薫 ・ 林 寛

〈愛 知 〉 勝 田 治己 ・岡西 哲夫

近藤 泰二 ・野崎 正幸

〈三 重〉 大西 昇一 ・高 山 文博

〈京 都〉 森永 敏博 ・鈴木 康三

〈滋 賀〉 今 井 至 ・藤川 孝満

〈奈 良〉 門脇 明仁 ・仲川 安弘

〈和歌 山〉 木下 賢治 ・高 田 常一

〈大 阪〉 紀伊 克 昌 ・西本 勝夫

西村 敦 ・ 林 義孝

上 田 陽之

〈兵 庫〉 篠原 英記 ・神沢 信行

八木 範彦 ・桿平 司

〈岡 山〉 大河 俊博 ・永富 史子

森安 真

〈広 島〉 佐 々木久登 ・梶村 政司

富樫 誠二

〈鳥 取〉 御厨征一郎 ・山崎 和朗

〈島 根〉 戸 山 茂 ・岩田 章史

〈山 口〉 砥上 恵幸 ・笠 木 栄治

〈徳 島〉 野村 充彦 ・ 鶯 春夫

〈高 知〉 山本 双一 ・板場 英行

町 田 英人

〈香 川〉 松永 義博 ・鍋坂 信 夫

〈愛 媛〉 赤松 満 ・浅山 修

安 岡 郁彦

〈福 岡〉 橋元 隆 ・高橋精 一郎

中村 一平 ・中江 誠

〈長 崎〉 東 山 敬 ・田原 弘幸

山下潤一郎

〈熊 本〉 日野 邦彦 ・小川 克 巳

坂崎 浩 一

〈大 分〉 原 田 禎二 ・河野 礼 治

〈佐 賀〉 山田 道廣 ・田中 信 廣

〈宮 崎〉 米 田 睦男

山之 口美喜生

〈鹿児 島〉 内 匠 正武 ・吉元 洋 一

村 山 芳博

〈沖 縄〉 渡辺 洋介 ・仲 間 理
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平成10年 度代議員

〈北海道〉 宮本 重範 ・ 乾 公美

星 文彦 ・伊藤 俊 一

〈青 森〉 石川 孝幸 ・伊藤 和 夫

〈秋 田〉 菅原 巳代治 ・小 田嶋尚人

〈岩 手〉 佐藤 浩哉 ・佐 々木俊 一

〈宮 城〉 山上 弘義 ・渡辺 好孝

〈山 形〉 菊池昭栄知 ・多田 利信

〈福 島〉 五十嵐 進 ・山口 和之

〈茨 城〉 橋本 充 ・関口 春 美

〈栃 木〉 金子 操 ・加藤 祝也

〈群 馬〉 川田 高明 ・吉 田 剛

〈埼 玉〉 大黒 篤 ・今井 基次

高橋 高治

〈千 葉〉 宮前 信彦 ・井田興三郎

渡辺 京子

〈東 京〉 細田 多穂 ・柳澤 健

高田 治実 ・高橋 輝雄

溝呂木 忠

〈神奈川〉 秋田 裕 ・井上 保

隆島 研吾 ・萩原 利 昌

〈新 潟〉 藤縄 理 ・内山 孝 夫

〈富 山〉 荻島 久裕 ・島倉 聡

〈石 川〉 灰田 信英 ・後藤 伸介

〈福 井〉 佐々木伸 一 ・奈須 田鎮雄

〈山 梨〉 古屋 正樹 ・谷村英 四郎

〈長 野〉 中沢 住 夫 ・原 田 聡 昭

深町 秀彦

〈静 岡〉 高橋 洋 ・菊池 和也

坂 口 光 晴

〈岐 阜〉 西脇 雅 ・ 林 寛

〈愛 知〉 勝 田 治己 ・保村 譲一・

近 藤 泰二 ・野崎 正幸

〈三 重〉 大西 昇 一 ・高 山 文博

〈京 都〉 森永 敏博 ・鈴木 康三

〈滋 賀〉 今 井 至 ・藤川 孝満

〈奈 良〉 門脇 明仁 ・下 出 好夫

〈和歌 山〉 木 下 賢治 ・高 田 常一

〈大 阪〉 紀伊 克 昌 ・西本 勝夫

西村 敦 ・ 林 義孝

上 田 陽之

〈兵 庫〉 篠原 英記 ・沖 山 努

立花 孝 ・桿平 司

〈岡 山〉 大 河 俊博 ・永富 史子

森安 真

〈広 島〉 佐 々木久登 ・梶村 政司

富樫 誠二

〈鳥 取〉

〈島 根〉

〈山 口〉

〈徳 島〉

〈高 知〉

〈香 川〉

〈愛 媛〉

〈福 岡〉

〈長 崎〉

〈熊 本〉

〈大 分〉

〈佐 賀〉

〈宮 崎〉

〈鹿児 島〉

〈沖 縄〉

御厨征一・郎 ・山崎 和朗

戸 山 茂 ・岩田 章史

砥上 恵幸 ・笠木 栄治

野村 充彦 ・ 鶯 春夫

山本 双一 ・板場 英行

町 田 英人

松永 義博 ・鍋坂 信夫

赤松 満 ・浅山 修

安 岡 郁彦

橋元 隆 ・高橋精一郎

中村 一平 ・中江 誠

東 山 敬 ・田原 弘幸

山下潤一郎

日野 邦彦 ・小川 克 巳

坂崎 浩一

原 田 禎二 ・河野 礼治

山田 道廣 ・田中 信廣

榊 広光 ・ 東 明

内匠 正武 ・吉元 洋一

村 山 芳博

渡辺 洋介 ・仲間 理

平X11年 度代議員

〈北海道〉 宮 本 重範 ・伊藤 俊一

湯元 均 ・太 田 誠

〈青 森〉 石川 孝幸 ・伊藤 和夫

〈秋 田〉 菅原 巳代治 ・小 田嶋尚人

〈岩 手〉 佐藤 浩哉 ・小笠原健治

〈宮 城〉 渡辺 好孝 ・永井 淳一

〈山 形〉 高橋 穂 ・多 田 利信

〈福 島〉 五十嵐 進 ・山口 和之

〈茨 城〉 橋本 充 ・関口 春美

〈栃 木〉 金子 操 ・加藤 祝也

〈群 馬〉 川 田 高明 ・吉 田 剛

〈埼 玉〉 大黒 篤 ・今井 基次

高橋 高治

〈千 葉〉 宮 前 信彦 ・井 田興三郎

渡辺 京子

〈東 京〉 高橋 輝 雄 ・柳澤 健

高田 治実 ・福光 英彦

新保 松 雄

〈神奈川〉 秋 田 裕 ・井上 保

隆島 研吾 ・萩原 利 昌

〈新 潟〉 深川 新市 ・内山 孝夫

〈富 山〉 島倉 聡 ・塚本 彰

〈石 川〉 灰 田 信英 ・片 田 圭一・

〈福 井〉 佐 々木伸一 ・奈須 田鎮雄

〈山 梨〉 谷村英 四郎 ・古屋 正樹

〈長 野〉 原 田 聡 昭 ・深町 秀彦

神戸 治

〈静 岡〉 坂 口 光 晴 ・風間 章好

山田 洋一一

〈岐 阜〉 林 寛 ・西脇 雅

〈愛 知〉 勝 田 治 己 ・保村 譲一

近藤 泰二 ・野崎 正幸

〈三 重〉 大西 昇一 ・高 山 文博

〈京 都〉 森永 敏博 ・鈴木 康三

〈滋 賀〉 今井 至 ・山崎 敦

〈奈 良〉 門脇 明仁 ・下 出 好夫

〈和歌 山〉 高 田 常一 ・佐藤 和敏

〈大 阪〉 紀伊 克 昌 ・ 林 義孝

上 田 陽之 ・西本 勝夫

西村 敦

〈兵 庫〉 桿平 司 ・立花 孝

沖 山 努 ・篠原 英記

〈岡 山〉 岩 田 清治 ・泉水 光輝

〈広 島〉 佐 々木久登 ・梶村 政司

〈鳥 取〉

〈島 根〉

〈山 口〉

〈徳 島〉

〈高 知〉

〈香 川〉

〈愛 媛〉

〈福 岡〉

〈長 崎〉

〈熊 本〉

〈大 分〉

〈佐 賀〉

〈宮 崎〉

〈鹿児 島〉

〈沖 縄〉

富樫 誠二

山崎 和朗 ・豊田 博

戸 山 茂 ・岩田 章史

砥上 恵幸 ・笠木 栄治

野村 充彦 ・ 鶯 春夫

板場 英行 ・山本 双一

町 田 英人

松永 義博 ・鍋坂 信夫

赤松 満 ・浅山 修

安岡 郁彦

橋元 隆 ・高橋精 一郎

中村 一平 ・中江 誠

塩塚 順 ・田原 弘幸

山下潤一郎

日野 邦彦 ・小川 克 巳

坂崎 浩一一

原 田 禎二 ・河野 礼治

山田 道廣 ・田中 信 廣

東 明 ・外山 憲治

内 匠 正武 ・吉元 洋一

村 山 芳博

渡辺 洋介 ・仲 間 理
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平成12年 度代議員

〈北 海道〉 宮本 重範 ・伊藤 俊一

湯元 均 ・太田 誠

〈青 森〉 石川 孝幸 ・伊藤 和夫

〈秋 田〉 高橋 仁美 ・願法 廣典

〈岩 手〉 佐藤 浩哉 ・小笠原健治

〈宮 城〉 渡辺 好孝 ・永井 淳一一

〈山 形〉 高橋 穂 ・多 田 利信

〈福 島〉 五十嵐 進 ・山口 和之

〈茨 城〉 橋本 充 ・関口 春美

〈栃 木〉 金子 操 ・加藤 祝也

〈群 馬〉 川田 高明 ・吉 田 剛

〈埼 玉〉 大黒 篤 ・今井 基次

高橋 高治

〈千 葉〉 宮前 信彦 ・井 田興三郎

渡辺 京子

〈東 京〉 高橋 輝雄 ・柳澤 健

高田 治実 ・滝野 勝 昭

新保 松雄

〈神奈川〉 秋田 裕 ・井上 保

隆島 研吾 ・萩原 利 昌

〈新 潟〉 深川 新市 ・内山 孝 夫

〈富 山〉 島倉 聡 ・塚本 彰

〈石 川〉 灰田 信英 ・片田 圭一

〈福 井〉 佐 々木伸一 ・奈須田鎮雄

〈山 梨〉 谷村英 四郎 ・古屋 正樹

〈長 野〉 原 田 聡昭 ・深町 秀彦

神戸 治

〈静 岡〉 坂 口 光晴 ・風間 章好

山田 洋一

〈岐 阜〉 林 寛 ・西脇 雅

〈愛 知〉 勝 田 治 己 ・保村 譲一

近藤 泰二 ・野崎 正幸

〈三 重〉 大西 昇一一・高 山 文博

〈京 都〉 森永 敏博 ・鈴木 康三

〈滋 賀〉 今井 至 ・山崎 敦

〈奈 良〉 門脇 明仁 ・本村 清二

〈和歌山〉 高田 常一 ・佐藤 和敏

〈大 阪〉 紀伊 克昌 ・ 林 義孝

上田

西村

〈兵 庫〉 得平

沖山

〈岡 山〉 岩田

〈広 島〉 佐々木久登 ・梶村

陽之 ・西本 勝夫

敦

司 ・立花 孝

努 ・坂本 親宣

清治 ・泉水 光輝

政 司

〈鳥 取〉

〈島 根〉

〈山 口〉

〈徳 島〉

〈高 知〉

〈香 川〉

〈愛 媛〉

〈福 岡〉

〈長 崎〉

〈熊 本〉

〈大 分〉

〈佐 賀〉

〈宮 崎〉

〈鹿 児島〉

〈沖 縄〉

富樫 誠二

山崎 和朗 ・豊 田 博

戸山 茂 ・岩 田 章史

砥上 恵幸 ・笠木 栄治

野村 充彦 ・ 鶯 春夫

板場 英行 ・山本 双 一

町田 英人

松永 義博 ・鍋坂 信 夫

赤松 満 ・浅山 修

安岡 郁彦

橋元 隆 ・高橋精 一郎

中村 一平 ・中江 誠

塩塚 順 ・田原 弘幸

山下潤一郎

小川 克 巳 ・坂崎 浩一

立石 英夫

原 田 禎二 ・河野 礼治

山田 道廣 ・田中 信廣

東 明 ・外山 憲治

内匠 正武 ・吉元 洋一

村 山 芳博

渡辺 洋介 ・仲間 理

平成13年 度代議員

〈北 海道〉 水本善 四郎 ・伊藤 俊一

湯元 均 ・太 田 誠

〈青 森〉 伊藤 和夫 ・後藤 明教

〈秋 田〉 高橋 仁美 ・願法 廣典

〈岩 手〉 佐藤 浩哉 ・佐 々木重利

〈宮 城〉 渡辺 好孝 ・ 星 文彦

〈山 形〉 高橋 穂 ・平 山 正義

〈福 島〉 五十嵐 進 ・山口 和之

〈茨 城〉 佐藤 弘行 ・大 内 厚

〈栃 木〉 金子 操 ・加藤 祝也

〈群 馬〉 高橋 哲也 ・吉 田 剛

〈埼 玉〉 大黒 篤 ・前 園 徹

高橋 高治

〈千 葉〉 吉田 久雄 ・井 田興三郎

西山 晴彦

〈東 京〉 高橋 輝雄 ・柳澤 健

滝野 勝昭 ・新保 松雄

福光 英彦

〈神奈川〉 秋田 裕 ・井上 保

長澤 弘 ・萩原 利 昌

〈新 潟〉 深川 新市 ・内山 孝夫

〈富 山〉 塚本 彰 ・川合 宏

〈石 川〉 片田 圭一 ・荒木 茂

〈福 井〉 佐 々木伸一 ・奈須 田鎮 雄

〈山 梨〉 谷村英 四郎 ・住 吉 司

〈長 野〉 原 田 聡昭 ・深町 秀彦

神戸 治

〈静 岡〉 風 間 章好 ・石井 俊 夫

渡部 文裕

〈岐 阜〉 林 寛 ・西脇 雅

〈愛 知〉 勝 田 治 己 ・保村 譲一・

近藤 泰二 ・野崎 正幸

〈三 重〉 高 山 文博 ・工藤敬一郎

〈京 都〉 森永 敏博 ・並河 茂

〈滋 賀〉 今井 至 ・山崎 敦

〈奈 良〉 門脇 明仁 ・本村 清二

〈和歌 山〉 高 田 常一 ・佐藤 和敏

〈大 阪〉 紀伊 克 昌 ・上田 陽之

中林 健一・・西村 敦

井上 悟

〈兵 庫〉 桿平 司 ・立花 孝

沖 山 努 ・坂本 親宣

〈岡 山〉 岩 田 清治 ・泉水 光輝

国安 勝 司

〈広 島〉 佐 々木久登 ・梶村 政司

富樫 誠 二

〈鳥 取〉

〈島 根〉

〈山 口〉

〈徳 島〉

〈高 知〉

〈香 川〉

〈愛 媛〉

〈福 岡〉

〈長 崎〉

〈熊 本〉

〈大 分〉

〈佐 賀〉

〈宮 崎〉

〈鹿児 島〉

〈沖 縄〉

山崎 和朗 ・豊 田 博

戸 山 茂 ・岩 田 章史

砥 上 恵幸 ・杉 山 英樹

野村 充彦 ・ 鶯 春 夫

板 場 英行 ・山本 双一

清岡 学

松永 義博 ・鍋坂 信夫

浅山 修 ・藤原 雅 弘

田頭 勝之

橋元 隆 ・高橋精 一郎

中村 一平 ・吉野 茂

塩塚 順 ・田原 弘幸

山下潤一郎

小川 克 巳 ・坂 崎 浩一

立石 英夫

原田 禎二 ・河野 礼治

山田 道廣 ・田中 信 廣

東 明 ・外山 憲治

内匠 正武 ・村山 芳博

梅本 昭英

仲間 理 ・溝田 康司
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平X14年 度代議員

〈北海道〉 水本善 四郎 ・伊藤 俊一

湯元 均 ・太田 誠

〈青 森〉 伊藤 和夫 ・後藤 明教

〈秋 田〉 高橋 仁美 ・願法 廣典

〈岩 手〉 佐藤 浩哉 ・佐々木重利

〈宮 城〉 渡辺 好孝 ・ 星 文彦

〈山 形〉 高橋 穂 ・平山 正 義

〈福 島〉 山 口 和之 ・関根 忠男

〈茨 城〉 佐藤 弘行 ・大 内 厚

〈栃 木〉 金子 操 ・加藤 祝也

〈群 馬〉 高橋 哲也 ・吉 田 剛

〈埼 玉〉 今井 基次 ・前 園 徹

佐々木和人

〈千 葉〉 吉田 久雄 ・井 田興三郎

西山 晴彦

〈東 京〉 高橋 輝 雄 ・柳澤 健

新保 松 雄 ・福光 英彦

野本 彰

〈神 奈川〉 神 内 拡行 ・秋田 裕

長澤 弘 ・萩原 利 昌

〈新 潟〉 深川 新市 ・内山 孝夫

〈富 山〉 川合 宏 ・堀尾 欣三

〈石 川〉 荒木 茂 ・片田 圭一

〈福 井〉 佐々木伸一 ・奈須 田鎮雄

〈山 梨〉 谷村英四郎 ・住吉 司

〈長 野〉 原田 聡昭 ・深 町 秀彦

友松 崇悟

〈静 岡〉 石井 俊 夫 ・風 間 章好

内田 成 男

〈岐 阜〉 林 寛 ・西脇 雅

〈愛 知〉 勝 田 治己 ・保村 譲一

星野 茂 ・平野 孝行

〈三 重〉 高山 文博 ・工藤敬一郎

〈京 都〉 森永 敏博 ・並河 茂

〈滋 賀〉 並河 孝 ・前川 昭次

〈奈 良〉 門脇 明仁 ・本村 清二

〈和歌 山〉 高 田 常一 ・佐藤 和敏

〈大 阪〉 上 田 陽之 ・ 林 義孝

中川 法一 ・井上 悟

奥 田 邦 晴

〈兵 庫〉 桿平 司 ・立花 孝

沖 山 努 ・坂本 親宣

〈岡 山〉 岩 田 清治 ・国安 勝司

森 剛士

〈広 島〉 富樫 誠二 ・梶村 政司

沖 田 一彦

〈鳥 取〉 山崎 和朗 ・豊 田 博

〈島 根〉 戸 山 茂 ・岩 田 章史

〈山 口〉 砥上 恵幸 ・杉 山 英樹

〈徳 島〉 野村 充彦 ・ 鶯 春 夫

〈高 知〉 板場 英行 ・山本 双一

清 岡 学

〈香 川〉 松永 義博 ・鍋坂 信夫

〈愛 媛〉 浅 山 修 ・藤原 雅弘

田頭 勝之

〈福 岡〉 橋元 隆 ・高橋精一郎

吉野 茂 ・明 日 徹

〈長 崎〉 塩塚 順 ・大山 盛樹

井 口 茂

〈熊 本〉 坂崎 浩一 ・大島 正道

森重 康彦

〈大 分〉 原田 禎二 ・河野 礼治

〈佐 賀〉 溝上 昭宏 ・野 方 徳 浩

〈宮 崎〉 東 明 ・外 山 憲治

〈鹿児島〉 内 匠 正武 ・村 山 芳博

梅本 昭英

〈沖 縄〉 溝田 康司 ・立津 統

平成15年 度代議員

〈北海道〉 水本善 四郎 ・伊藤 俊 一

湯元 均 ・太田 誠

〈青 森〉 伊藤 和夫 ・後 藤 明教

〈秋 田〉 高橋 仁美 ・願 法 廣 典

〈岩 手〉 佐藤 浩哉 ・佐 々木重 利

〈宮 城〉 渡辺 好孝 ・ 星 文彦

〈山 形〉 高橋 穂 ・平 山 正 義

〈福 島〉 山 口 和之 ・関根 忠 男

〈茨 城〉 佐藤 弘行 ・気仙 裕

〈栃 木〉 金子 操 ・加藤 祝也

〈群 馬〉 高橋 哲也 ・吉 田 剛

〈埼 玉〉 安藤 正志 ・前 園 徹

佐々木和人

〈干 葉〉 吉田 久雄 ・井 田興三郎

西山 晴彦

〈東 京〉 高橋 輝 雄 ・新保 松雄

福光 英彦 ・野本 彰

高田 治実

〈神奈川 〉 神 内 拡行 ・秋 田 裕

長澤 弘 ・萩原 利 昌

〈新 潟〉 深川 新市 ・内山 孝夫

〈富 山〉 川合 宏 ・堀尾 欣三

〈石 川〉 荒木 茂 ・片 田 圭一

〈福 井〉 佐々木伸一一・奈須 田鎮雄

〈山 梨〉 谷村英四郎 ・磯野 賢

〈長 野〉 原田 聡昭 ・深町 秀彦

友松 崇悟

〈静 岡〉 風間 章好 ・石井 俊夫

内田 成 男

〈岐 阜〉 愼林 優 ・西脇 雅

〈愛 知〉 勝 田 治己 ・保村 譲一

星野 茂 ・平野 孝行

〈三 重〉 高山 文博 ・工藤敬一郎

〈京 都〉 森永 敏博 ・並河 茂

〈滋 賀〉 並 河 孝 ・前川 昭次

〈奈 良〉 門脇 明仁 ・本村 清二

〈和歌 山〉 高 田 常 一 ・佐藤 和敏

〈大 阪〉 上 田 陽之 ・ 林 義孝

中川 法一 ・井上 悟

大工谷新 一・

〈兵 庫〉 桿平 司 ・立花 孝

沖 山 努 ・坂本 親宣

〈岡 山〉 岩 田 清治 ・国安 勝司

森 剛士

〈広 島〉 富樫 誠二 ・梶村 政司

沖 田 一彦

〈鳥 取〉 酒井

〈島 根〉 戸 山

〈山 口〉 砥上

〈徳 島〉 野村

〈高 知〉 板場

清 岡

〈香 川〉 松永

〈愛 媛〉 浅 山

田頭

〈福 岡〉 橋元

吉野

〈長 崎〉 塩塚

井 口

〈熊 本〉 坂崎

森重

〈大 分〉 原 田

〈佐 賀〉 溝上

〈宮 崎〉 東

〈鹿児 島〉 内 匠

梅本

〈沖 縄〉 溝田

桂太 ・上本 学

茂 ・岩 田 章史

恵 幸 ・杉 山 英樹

充彦 ・ 鶯 春 夫

英行 ・山本 双一

学

義博 ・鍋坂 信夫

修 ・藤原 雅弘

勝之

隆 ・高橋精一郎

茂 ・明 日 徹

順 ・大山 盛樹

茂

浩一 ・大島 正道

康彦

禎二 ・河野 礼治

昭宏 ・野方 徳浩

明 ・外 山 憲治

正武 ・村 山 芳博

昭英

康司 ・立津 統
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平成16年 度代議貝

〈北海道〉 水本善 四郎 ・伊藤 俊一

湯元 均 ・太 田 誠

〈青 森〉 伊 藤 和夫 ・相馬 光明

〈秋 田〉 高橋 仁 美 ・願法 廣典

〈岩 手〉 佐藤 浩哉 ・佐 々木重利

〈宮 城〉 渡辺 好孝 ・ 星 文彦

〈山 形〉 多田 利信 ・高橋 俊章

〈福 島〉 山口 和之 ・関根 忠男

〈茨 城〉 佐藤 弘行 ・大 曽根 賢一

〈栃 木〉 金子 操 ・加藤 祝也

〈群 馬〉 高橋 哲也 ・吉田 剛

〈埼 玉〉 安藤 正志 ・前園 徹

佐 々木和人

〈千 葉〉 吉 田 久雄 ・井田興三郎

西 山 晴彦

〈東 京〉 高橋 輝雄 ・福光 英彦

山本 康稔 ・高田 治実

野本 彰

〈神奈川〉 神 内 拡行 ・秋 田 裕

長澤 弘 ・萩原 利 昌

〈新 潟〉 深川 新市 ・内山 孝夫

〈富 山〉 川合 宏 ・堀尾 欣三

〈石 川〉 荒木 茂 ・片 田 圭一・

〈福 井〉 佐 々木伸一 ・奈須田鎮雄

〈山 梨〉 谷村英 四郎 ・古屋 正樹

〈長 野〉 深 町 秀彦 ・市川 彰

瓜尾 昌恵

〈静 岡〉 石井 俊 夫 ・風 間章好

内田 成男

〈岐 阜〉 愼林 優 ・西脇 雅

〈愛 知〉 勝 田 治己 ・保村 譲一

加 藤 文之 ・星野 茂

高山 文博 ・工藤敬一郎

森永 敏博 ・並河 茂

並河 孝 ・前川 昭次

本村 清二 ・尾 崎 文彦

〈三 重〉

〈京 都〉

〈滋 賀〉

〈奈 良〉

〈和歌 山〉 佐藤 和敏 ・ 林

〈大 阪〉 上 田 陽之 ・ 林

中川 法一 ・井上

大工谷新一

〈兵 庫〉 桿平 司 ・岩井

間瀬 教史 ・沖山

〈岡 山〉 岩 田 清治 ・国安

森 剛士

〈広 島〉 梶村 政 司 ・沖田

久保 高行

積司

義孝

悟

信彦

努

勝司

一彦

〈鳥 取〉 酒井

〈島 根〉 戸 山

〈山 口〉 砥上

〈徳 島〉 野村

〈高 知〉 板場

清 岡

〈香 川〉 松永

〈愛 媛〉 浅 山

田頭

〈福 岡〉 橋元

吉野

〈長 崎〉 塩塚

井口

〈熊 本〉 坂 崎

森重

〈大 分〉 原田

〈佐 賀〉 溝上

〈宮 崎〉 東

〈鹿児 島〉 内 匠

梅本

〈沖 縄〉 溝田

桂太 ・上本 学

茂 ・岩田 章史

恵幸 ・杉山 英樹

充彦 ・ 鶯 春夫

英行 ・山本 双一

学

義博 ・鍋坂 信夫

修 ・藤原 雅弘

勝之

隆 ・高橋精一郎

茂 ・明 日 徹

順 ・大 山 盛樹

茂

浩一 ・大 島 正道

康彦

禎二 ・河野 礼治

昭宏 ・野方 徳浩

明 ・外 山 憲治

正武 ・村 山 芳博

昭英

康司 ・立津 統
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各部各委員会 部長 ・委員長の変遷

平成6年 度 平成7年 度(組 織改正)

事務局

総務部

財務部

調査資料部

理学療法白書委員会

30周 年記念史委員会

地域事業推進部

士会組織強化部

国内渉外部

理学療法士ガイドライン検討委員会

30周年記念行事委員会

国際渉外部

学術誌部

学術資料部

研究開発部

卒前教育部

卒後教育部

生涯学習システム検討委員会

広報部

PT週 間推進委員会

宣伝部

健康増進部

老人福祉部

障害児福祉部

障害者福祉部

谷 浩明

久保 晃

萩原 利昌

沼田 憲治

菊地 延子

佐々木久登

細田 多穂

黒川 幸雄

居村 茂幸

望月 圭一・

田口 順子

伊東 元

神内 拡行

嶋田 智明

高木 昭輝

冨田 昌夫

奈良 勲

馬場 久夫

山田 純生

磯崎 弘司

浦辺 幸夫

山本 和儀

川村 光俊

奥田 邦晴

事務局

総務部

財務部

調査資料部

組織部

ニュース編集部

社会局

谷 浩明

久保 晃

萩原 利昌

井上 保

堀田 真一

選挙管理委員会

表彰審査委員会

組織検討委員会

財政基盤委員会

法規検討委員会

定款 ・細則審議委員会

会館建設委員会

理学療法業務推進委員会

診療報酬委員会

学会評議員会

学会評議員選考委員会

渉外部

理学療法業務推進部

広報部

保健福祉部

国際部

診療報酬部

学術局

中屋 久長

辛島 修二

両角 昌実

備酒 伸彦

中山 孝

沖 広剛

学会部

研修部

生涯学習部

教育部

研究開発部

学術誌部

委員会

宮本 重範

冨田 昌夫

吉元 洋一

高木 輝夫

嶋田 智明

伊東 元

高田 治実

高橋 輝雄

辛島 修二

佐々木伸一

鶴見 隆正

山本 康稔

牧田 光代

宇都宮 学

吉尾 雅春

半田 健壽

武富 吉雄

選挙管理委員会

学会評議員会

学会評議員選考委員会

表彰審査委員会

倫理委員会

白書委員会

特別委員会

高田 治実

半田 健壽

武富 由雄

高橋 輝雄

山下 隆昭

沼田 憲治

会館建設委員会

30周年記念史委員会

PT週 間推進委員会

定款細則審議委員会

30周 年記念行事委員会

WCPT準 備委員会

士会法人化推進委員会

新介護システム等特別対策委員会

佐々木久登

菊地 延子

橋元 隆

吉尾 雅春

望月 圭一

奈良 勲

細田 多穂

中屋 久長



平成8年 度

事務局

総務部

財務部

調査資料部

組織部

ニュース編集部

社会局

谷 浩明

久保 晃

萩原 利昌

井上 保

堀田 真一

渉外部

理学療法業務推進部

広報部

保健福祉部

国際部

診療報酬部

学術局

中屋 久長

辛島 修二

両角 昌実

備酒 伸彦

中山 孝

沖 広剛

学会部

研修部

生涯学習部

教育部

研究開発部

学術誌部

委員会

宮本 重範

冨田 昌夫

吉元 洋一

高木 輝夫

嶋田 智明

伊東 元

選挙管理委員会

学会評議員会

学会評議員選考委員会

表彰審査委員会

倫理委員会

白書委員会

特別委員会

高田 治実

半田 健壽

武富 由雄

高橋 輝雄

山下 隆昭

沼田 憲治

会館建設委員会

PT週 間推進委員会

定款細則審議委員会

WCPT準 備委員会

士会法人化推進委員会

新介護システム等特別対策委員会

建築委員会

佐々木久登

橋元 隆

吉尾 雅春

奈良 勲

細田 多穂

中屋 久長

中屋 久長
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平成9年 度

事務局

総務部

財務部

調査資料部

組織部

ニュース編集部

社会局

谷 浩明

久保 晃

萩原 利昌

井上 保

堀田 真一

渉外部

理学療法業務推進部

広報部

保健福祉部

国際部

診療報酬部

学術局

中屋 久長

辛島 修二

両角 昌実

吉川 和徳

田口 順子

真鍋 清則

学会部

研修部

生涯学習部

教育部

研究開発部

学術誌部

委員会

宮本 重範

冨田 昌夫

吉元 洋一

潮見 泰蔵

嶋田 智明

伊東 元

選挙管理委員会

学会評議員会

学会評議員選考委員会

表彰審査委員会

倫理委員会

白書委員会

特別委員会

高橋 高治

半田 健壽

細田 多穂

高橋 輝雄

山下 隆昭

沼田 憲治

会館建設委員会

PT週 間推進委員会

定款細則審議委員会

WCPT準 備委員会

士会法人化推進委員会

新介護システム等特別対策委員会

建築委員会

佐々木久登

橋元 隆

吉尾 雅春

奈良 勲

細田 多穂

中屋 久長

中屋 久長
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平成10年 度

事務局

総務部

財務部

調査資料部

組織部

ニュース編集部

社会局

谷 浩明

久保 晃

萩原 利昌

井上 保

堀田 真一

渉外部

理学療法業務推進部

広報部

保健福祉部

国際部

診療報酬部

学術局

中屋 久長

辛島 修二

両角 昌実

吉川 和徳

田口 順子

真鍋 清則

学会部

研修部

生涯学習部

教育部

研究開発部

学術誌部

委員会

宮本 重範

冨田 昌夫

吉元 洋一・

潮見 泰蔵

嶋田 智明

伊東 元

選挙管理委員会

学会評議員会

学会評議員選考委員会

表彰審査委員会

倫理委員会

白書委員会

特別委員会

隆島 研吾

半田 健壽

細田 多穂

高橋 輝雄

山下 隆昭

沼田 憲治

会館建設委員会

PT週 間推進委員会

定款細則審議委員会

WCPT準 備委員会

士会法人化推進委員会

新介護システム等特別対策委員会

佐々木久登

橋元 隆

吉尾 雅春

奈良 勲

細田 多穂

中屋 久長

平成11年 度

事務局

総務部

財務部

調査資料部

組織部

ニュース編集部

社会局

谷 浩明

久保 晃

鈴木 俊明

井上 保

堀田 真一

渉外部

理学療法業務推進部

広報部

保健福祉部

国際部

診療報酬部

学術局

中屋 久長

大塚 彰

両角 昌実

佐々木和人

田口 順子

真鍋 清則

学会部

研修部

生涯学習部

教育部

研究開発部

学術誌部

委員会

高柳 清美

冨田 昌夫

吉元 洋一

潮見 泰蔵

嶋田 智明

伊東 元

選挙管理委員会

学会評議員会

学会評議員選考委員会

表彰審査委員会

倫理委員会

白書委員会

特別委員会

隆島 研吾

半田 健壽

細田 多穂

高橋 輝雄

高橋精一郎

沼田 憲治

PT週 間推進委員会

定款細則審p委 員会

士会法人化推進委員会

PT効 果検討委員会

橋元 隆

吉尾 雅春

細田 多穂

黒川 幸雄



平X12年 度

事務局

総務部

財務部

調査資料部

組織部

ニュース編集部

社会局

谷 浩明

久保 晃

鈴木 俊明

井上 保

堀田 真一

渉外部

理学療法業務推進部

広報部

保健福祉部

国際部

診療報酬部

学術局

中屋 久長

大塚 彰

両角 昌実

佐!木 和人

田口 順子

真鍋 清則

学会部

研修部

生涯学習部

教育部

研究開発部

学術誌部

委員会

高柳 清美

冨田 昌夫

吉元 洋一・

潮見 泰蔵

嶋田 智明

伊東 元

選挙管理委員会

学会評議員会

学会評議員選考委員会

表彰審査委員会

倫理委員会

白書委員会

特別委員会

富樫 誠二

半田 健壽

細田 多穂

高橋 輝雄

高橋精一郎

沼田 憲治

PT週 間推進委員会

定款細則審議委員会

士会法人化推進委員会

PT効 果検討委員会

橋元 隆

吉尾 雅春

細田 多穂

黒川 幸雄
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平X13年 度

事務局

総務部

財務部

調査資料部

組織部

ニュース編集部

社会局

谷 浩明

久保 晃

鈴木 俊明

井上 保

堀田 真一

渉外部

理学療法業務推進部

広報部

保健福祉部

国際部

診療報酬部

学術局

中屋 久長

大塚 彰

金沢 義智

牧田 光代

田口 順子

真鍋 清則

学会部

研修部

生涯学習部

教育部

研究開発部

学術誌部

委員会

高柳 清美

冨田 昌夫

吉元 洋一

潮見 泰蔵

嶋田 智明

伊東 元

選挙管理委員会

学会評p員 会

学会評議員選考委員会

表彰審査委員会

倫理委員会

白書委員会

特別委員会

富樫 誠二

半田 健壽

細田 多穂

高橋 輝雄

高橋精一郎

沼田 憲治

PT週 間推進委員会

定款細則審議委員会

士会法人化推進委員会

PT効 果検討委員会

役員選挙方法検討委員会

訪問リハ対策委員会

橋元 隆

吉尾 雅春

細田 多穂

黒川 幸雄

中屋 久長

中屋 久長



176

平成14年 度

事務局

総務部

財務部

調査資料部

組織部

ニュース編集部

社会局

谷 浩明

久保 晃

鈴木 俊明

井上 保

堀田 真一

渉外部

理学療法業務推進部

広報部

保健福祉部

国際部

診療報酬部

学術局

中屋 久長

大塚 彰

金沢 義智

牧田 光代

田口 順子

真鍋 清則

学会部

研修部

生涯学習部

教育部

研究開発部

学術誌部

委員会

高柳 清美

冨田 昌夫

吉元 洋一

潮見 泰蔵

嶋田 智明

伊東 元

選挙管理委員会

学会評議員会

学会評議員選考委員会

表彰審査委員会

倫理委員会

白書委員会

特別委員会

原田 聡昭

半田 健壽

細田 多穂

高橋 輝雄

高橋精一・郎

沼田 憲治

PT週 間推進委員会

定款細則審議委員会

士会法人化推進委員会

PT効 果検討委員会

役員選挙方法検討委員会

訪問リハ対策委員会

法規検討委員会

橋元 隆

吉尾 雅春

細田 多穂

黒川 幸雄

中屋 久長

中屋 久長

中屋 久長

平X15年 度(組 織改正)

事務局

事務部

組織部

福利厚生部

ニュース編集部

職能局

黒澤 和生

原田 禎二

中村 岳雪

佐野 裕子

業務推進部

医療保険部

介護保険部

社会局

西村 敦

山本 康稔

金谷さとみ

公益事業推進部

広報部

調査部

国際部

学術局

久富ひろみ

内山田悟朗

荻島 久裕

高橋 哲也

学術大会部

学術誌部

専門領域研究部

理学療法基礎系研究部会

神経系理学療法研究部会

骨 ・関節系理学療法研究部会

内部障害系研究部会

生活環境支援系理学療法研究部会

物理療法研究部会

教育管理系理学療法研究部会

教育局

星 文彦

伊東 元

半田 健壽

木村 貞治

吉尾 雅春

磯崎 弘司

久保 晃

林 義孝

嶋田 智明

保村 譲一

教育部

生涯学習部

研修部

委員会

潮見 泰蔵

青木 一治

網本 和

選挙管理委員会

表彰委員会

倫理委員会

白書委員会

特別委員会

原田 聡昭

高橋 輝雄

江西 一成

沼田 憲治

40周 年記念式典委員会

40年 史編集委員会

法規検討委員会

滝野 勝昭

黒川 幸雄

大塚 彰



平成16年 度

事務局

事務部

組織部

福利厚生部

ニュース編集部

職能局

黒澤 和生

原田 禎二

中村 岳雪

佐野 裕子

業務推進部

医療保険部

介護保険部

社会局

西村 敦

山本 康稔

金谷さとみ

公益事業推進部

広報部

調査部

国際部

学術局

久富ひろみ

内山田悟朗

荻島 久裕

高橋 哲也

学術大会部

学術誌部

専門領域研究部

理学療法基礎系研究部会

神経系理学療法研究部会

骨 ・関節系理学療法研究部会

内部障害系研究部会

生活環境支援系理学療法研究部会

物理療法研究部会

教育管理系理学療法研究部会

教育局

星 文彦

伊東 元

半田 健壽

木村 貞治

吉尾 雅春

磯崎 弘司

久保 晃

林 義孝

嶋田 智明

保村 譲一・

教育部

生涯学習部

研修部

委員会

潮見 泰蔵

青木 一治

網本 和

選挙管理委員会

表彰委員会

倫理委員会

白書委員会

特別委員会

大工谷新一

高橋 輝雄

江西 一成

沼田 憲治

40周 年記念式典委員会

40年 史編集委員会

法規検討委員会

褥創対策委員会

滝野 勝昭

黒川 幸雄

大塚 彰

廣瀬 秀行
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平成17年 度

事務局

事務部

組織部

福利厚生部

ニュース編集部

職能局

黒澤 和生

両角 昌実

中村 岳雪

佐野 裕子

業務推進部

医療保険部

介護保険部

社会局

今井 公一

山本 康稔

金谷さとみ

公益事業推進部

広報部

調査部

国際部

学術局

久富ひろみ

内山田悟朗

伊藤 俊一

高橋 哲也

学術大会部

学術誌部

専門領域研究部

理学療法基礎系研究部会

神経系理学療法研究部会

骨 ・関節系理学療法研究部会

内部障害系研究部会

生活環境支援系理学療法研究部会

物理療法研究部会

教育管理系理学療法研究部会

教育局

星 文彦

長澤 弘

半田 健壽

木村 貞治

吉尾 雅春

磯崎 弘司

松永 篤彦

大峯 三郎

嶋田 智明

保村 譲一・

教育部

生涯学習部

研修部

委員会

荻島 久裕

青木 一治

網本 和

選挙管理委員会

表彰委員会

倫理委員会

白書委員会

特別委員会

大工谷新一▲

高橋 輝雄

山本 双一^

沼田 憲治

40周 年記念式典委員会

40年 史編集委員会

法規検討委員会

褥創対策委員会

教育施設評価検討委員会

10万人プロジェクト委員会

滝野 勝昭

黒川 幸雄

大塚 彰

廣瀬 秀行

居村 茂幸

藤原 孝之
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都道府県士会長の変遷

鐙

諜

翻

蕪

纏

獺

講

磁

欝

鰯

籔

蒙

懸

繍

潟

繍

幾

難

梨

懸

瞬

簗

繍

塗

灘

繋

織

幽

織

慧

轡

鍵

灘

譲

鐵

織

獺

鯛

綴

醗

驚

講

懸

灘

灘

鶴

翻

蕪

馨

難

灘

難

灘

鍵

鐵

鵜

難

繊

叢

鱗
職
織

叢

顯

難

欝

羅

霧

鐵

叢

灘

醸

懸
}

雛

繕

鐘

叢

滋

難

鶏

畿

凝

鰯

灘

騰

講

鐵

繕

繍蘭

灘

饗

鵜

懸

熊

難

難

欝

灘

灘

難幾灘嚢鐵

福田 修

石川 孝幸

菅原巳代治

佐藤 幹城

半田 健壽

駒沢 治夫

竹村 和

岡安 利夫

谷岡 俘

高木 武二

関 勝夫

宮前 信彦

細田 多穂

井上 保

渡辺 紀子

福江 明

前田 真一

今川 達男

長沢 寿昭

金井 敏男

大川 達也

宮沢 薫

青木 賢次

稲本 武

森永 敏博

砂川 勇

門脇 明

木下 賢治

紀伊 克昌

八木 範彦

森 剛士

佐々木久登

御厨征一郎

錦織 清

砥上 恵幸

野村 充彦

中屋 久長

松本 隆之

赤松 満

橋元 隆

東山 敬

小川 克巳

高橋 寛

田中 耕作

米田 睦男

内匠 正武

渡辺 洋介

譲鱗 灘灘

福田 修

石川 孝幸

菅原巳代治

佐藤 幹城

安藤 等

菊池昭栄知

竹村 和

橋本 充

谷岡 俘

高木 武二

関 勝夫

宮前 信彦

細田 多穂

井上 保

藤縄 理

福江 明

前田 直一

今川 達男

長沢 寿昭

中沢 住夫

大川 達也

宮沢 薫

勝田 治己

稲本 武

森永 敏博

砂川 勇

門脇 明

木下 賢治

紀伊 克昌

八木 範彦

森 剛士

佐々木久登

御厨征一郎

錦織 清

砥上 恵幸

野村 充彦

中屋 久長

松本 隆之

赤松 満

橋元 隆

東山 敬

小川 克巳

高橋 寛

山田 道廣

米田 睦男

内匠 正武

渡辺 洋介

講撲灘綴獲

福田 修

石川 孝幸

菅原巳代治

佐藤 幹城

安藤 等

菊池昭栄知

大河原和夫

橋本 充

金子 操

川田 高明

関 勝夫

宮前 信彦

細田 多穂

井上 保

藤縄 理

福江 明

前田 真一一

奈須田鎮雄

長沢 寿昭

中沢 住夫

大川 達也

宮沢 薫

勝田 治己

稲本 武

森永 敏博

今井 至

門脇 明

木下 賢治

紀伊 克昌

八木 範彦

森 剛士

富樫 誠二

山崎 和朗

戸山 茂

砥上 恵幸

野村 充彦

中屋 久長

松永 義博

赤松 満

橋元 隆

東山 敬

小川 克巳

原田 禎二

山田 道廣

米田 睦男

内匠 正武

渡辺 洋介

繊繕鍵醸

宮本 重範

石川 孝幸

菅原巳代治

佐藤 浩哉

渡辺 好孝

菊池昭栄知

大河原和夫

萩谷 俊英

金子 操

川田 高明

大黒 篤

宮前 信彦

細田 多穂

井上 保

藤縄 理

福江 明

灰田 信英

奈須田鎮雄

谷村英四郎

中沢 住夫

高橋 洋

宮沢 薫

勝田 治己

稲本 武

森永 敏博

今井 至

門脇 明

木下 賢治

紀伊 克昌

八木 範彦

森 剛士

富樫 誠二

山崎 和朗

戸山 茂

砥上 恵幸

野村 充彦

中屋 久長

松永 義博

赤松 満

橋元 隆

東山 敬

小川 克巳

原田 禎二

山田 道廣

米田 睦男

内匠 正武

仲間 理

灘灘 麟嚢幾 難購 繍難鐵

宮本 重範

石川 孝幸

菅原巳代治

佐藤 浩哉

渡辺 好孝

菊池昭栄知

山口 和之

萩谷 俊英

金子 操

川田 高明

大黒 篤

宮前 信彦

細田 多穂

井上 保

藤縄 理

福江 明

灰田 信英

奈須田鎮雄

谷村英四郎

中沢 住夫

高橋 洋

林 寛

勝田 治己

稲本 武

森永 敏博

今井 至

門脇 明

木下 賢治

紀伊 克昌

八木 範彦

森 剛士

富樫 誠二

山崎 和朗

戸山 茂

砥上 恵幸

野村 充彦

中屋 久長

松永 義博

赤松 満

橋元 隆

塩塚 順

小川 克巳

原田 禎二

山田 道廣

榊 広光

内匠 正武

仲間 理

宮本 重範

石川 孝幸

菅原巳代治

佐藤 浩哉

渡辺 好孝

高橋 穂

山口 和之

萩谷 俊英

金子 操

川田 高明

大黒 篤

宮前 信彦

高橋 輝雄

井上 保

深川 新市

荻島 久裕

灰田 信英

奈須田鎮雄

谷村英四郎

原田 聡昭

高橋 洋

林 寛

勝田 治己

稲本 武

森永 敏博

今井 至

門脇 明

木下 賢治

紀伊 克昌

八木 範彦

森 剛士

富樫 誠二

山崎 和朗

戸山 茂

砥上 恵幸

野村 充彦

中屋 久長

松永 義博

赤松 満

橋元 隆

塩塚 順

小川 克巳

原田 禎二

山田 道廣

東 明

内匠 正武

仲間 理
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鐵

諜

繍

鑛

繊

簸

灘

載

講

鑛

灘

繋

雛

翻

　覇

繭

辮

難

難

懸

瞬

鑓

繍

鑑

灘

難

鑓

繭

籔

鐵

灘

鶴

繊

繊

隠

織

繍

繍

緩

鰯

灘

講

灘

繋

鎌

霧

縄

灘

、

漿

雛

鑛

雛

懸

灘

馨

鍵

灘

鵜

難

緩

欝

難

懸

叢

纈

籔

鍵

織

鵜

灘

繋

懸

騰

繋

嚢

禁

滋

諜

翻

畿

簸

翻

鐵

鷺

鶴

磁

灘

漁繭

灘

饗

藷

雛

熊

灘

難

獲

欝

騨

羅載 羅灘磯 鐵 顯 籔蕪獲 羅繊繕 糞薩 羅繊 嚢欝醸 轟鱗 纒 難幾 醗繊 羅霧難獲

宮本 重範

石川 孝幸

高橋 仁美

佐藤 浩哉

渡辺 好孝

高橋 穂

山口 和之

萩谷 俊英

金子 操

川田 高明

大黒 篤

吉田 久雄

高橋 輝雄

井上 保

深川 新市

荻島 久裕

灰田 信英

奈須田鎮雄

谷村英四郎

原田 聡昭

石井 俊夫

林 寛

勝田 治己

稲本 武

森永 敏博

今井 至

門脇 明

木下 賢治

上田 陽之

八木 範彦

岩田 清治

富樫 誠二

山崎 和朗

戸山 茂

砥上 恵幸

野村 充彦

中屋 久長

松永 義博

浅山 修

橋元 隆

塩塚 順

小川 克巳

原田 禎二

山田 道廣

東 明

内匠 正武

仲間 理

水本善四郎

伊藤 和夫

高橋 仁美

佐藤 浩哉

渡辺 好孝

高橋 穂

山口 和之

佐藤 弘行

金子 操

高橋 哲也

今井 基次

吉田 久雄

高橋 輝雄

井上 保

深川 新市

荻島 久裕

荒木 茂

奈須田鎮雄

谷村英四郎

原田 聡昭

石井 俊夫

林 寛

勝田 治己

大西 昇

森永 敏博

今井 至

門脇 明

木下 賢治

上田 陽之

八木 範彦

岩田 清治

富樫 誠二

山崎 和朗

戸山 茂

砥上 恵幸

野村 充彦

中屋 久長

松永 義博

浅山 修

橋元 隆

塩塚 川頁

小川 克巳

原田 禎二

山田 道廣

東 明

内匠 正武

溝田 康司

水本善四郎

伊藤 和夫

高橋 仁美

佐藤 浩哉

渡辺 好孝

高橋 穂

山口 和之

佐藤 弘行

金子 操

高橋 哲也

今井 基次

吉田 久雄

高橋 輝雄

神内 籏行

深川 新市

荻島 久裕

荒木 茂

奈須田鎮雄

谷村英四郎

原田 聡昭

石井 俊夫

林 寛

勝田 治己

大西 昇

森永 敏博

並河 孝

門脇 明

木下 賢治

上田 陽之

八木 範彦

岩田 清治

富樫 誠二

山崎 和朗

戸山 茂

砥上 恵幸

野村 充彦

中屋 久長

松永 義博

浅山 修

橋元 隆

塩塚 順

小川 克巳

原田 禎二

溝上 昭宏

東 明

内匠 正武

溝田 康司

水本善四郎

伊藤 和夫

高橋 仁美

佐藤 浩哉

渡辺 好孝

高橋 穂

山口 和之

佐藤 弘行

金子 操

高橋 哲也

安藤 正志

吉田 久雄

高橋 輝雄

神内 援行

深川 新市

荻島 久裕

荒木 茂

奈須田鎮雄

谷村英四郎

原田 聡昭

石井 俊夫

林 寛

保村 譲一一

大西 昇

森永 敏博

並河 孝

門脇 明

木下 賢治

上田 陽之

八木 範彦

岩田 清治

梶村 政司

豊田 博

岩田 章史

砥上 恵幸

野村 充彦

板場 英行

松永 義博

浅山 修

橋元 隆

塩塚 順

森重 康彦

原田 禎二

溝上 昭宏

東 明

内匠 正武

溝田 康司

水本善四郎

伊藤 和夫

高橋 仁美

佐藤 浩哉

渡辺 好孝

高橋 穂

山口 和之

佐藤 弘行

金子 操

高橋 哲也

安藤 正志

吉田 久雄

高橋 輝雄

神内 憤行

深川 新市

荻島 久裕

荒木 茂

佐々木伸一

谷村英四郎

原田 聡昭

石井 俊夫

西脇 雅

保村 譲一

大西 升

森永 敏博

並河 孝

門脇 明

高田 常一

上田 陽之

桿平 司

岩田 清治

梶村 政司

豊田 博

岩田 章史

砥上 恵幸

野村 充彦

板場 英行

松永 義博

藤原 雅弘

橋元 隆

塩塚 順

森重 康彦

原田 禎二

溝上 昭宏

外山 憲治

内匠 正武

溝田 康司

水本善四郎

伊藤 和夫

高橋 仁美

佐藤 浩哉

渡辺 好孝

多田 利信

山口 和之

佐藤 弘行

金子 操

高橋 哲也

安藤 正志

吉田 久雄

高橋 輝雄

神内 撞行

深川 新市

塚本 彰

荒木 茂

佐々木伸一

谷村英四郎

深町 秀彦

石井 俊夫

西脇 雅

保村 譲一

大西 昇

森永 敏博

並河 孝

尾崎 文彦

高田 常一

上田 陽之

桿平 司

岩田 清治

梶村 政司

豊田 博

岩田 章史

砥上 恵幸

野村 充彦

板場 英行

松永 義博

藤原 雅弘

橋元 隆

塩塚 順

森重 康彦

原田 禎二

溝上 昭宏

外山 憲治

梅本 昭英

溝田 康司
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都道府県士会員数の変遷

雛雛灘

難

繋

懇

欝

繊

霧

離

雛

群

織

蕪

叢

鎌

鑛

懸

麟

礁

講

灘

欝

瀦

懸

繋

鱒雛 難

懸

鍵

羅

霧

灘

懸

灘

醸

繋

鎌

鐵

雛

鑛

懲

顯

灘

灘

鐡

翻

難

繍

鍵

灘

繋

鍵

霧雛灘

鑛

籔

綱

鐵

欝

鶏

麹

獄

繊

獲

糞

懸

灘

灘

鎌

懲

鍵

纒

雛

灘

灘

灘

糠

翻

講

灘

欝

綴

翻

磯
戸難

灘

饗

欝

騰鑛欝

纐 霧

纏欝 織

欝

霧鰯欝鎌

576

155

121

163

182

92

141

137

97

159

408

353

1,092

・ii

214

131

192

150

130

294

341

215

741

1.32

256

131

125

178

1,080

648

272

374

74

78

163

172

・ ・

147

307

697

297

368

190

94

195

291

218

102

13,863

譲戦 灘1

614

168

133

184

208

111

159

164

117

184

460

408

1,186

730

234

140

209

146

133

328

371

249

783

162

292

142

121

201

1,169

635

297

421

80

92

173

204

324

168

344

800

348

415

221

113

219

323

265

38

14,942

羅幾 藝難 譲嚢繊 鋤遜難 繋戴麟鍵難 譲獲戴灘譲難 懸議灘籔諜 蓑欝難獲蓬霧譲獲 灘戴 導懇難 蕪幾 鞍覆難

660

179

148

208

232

129

170

195

124

207

497

423

1,257

790

265

146

229

159

154

353

403

274

・ ・

194

316

147

132

231

1,259

708

324

477

94

101

200

247

360

187

392

925

385

450

247

136

240

357

179

157

758

197

152

217

244

137

192

212

140

232

558

505

1,338

873

300

159

242

181

155

398

465

303

・・i

226

357

165

154

252

1,409

.・

364

553

115

122

224

285

399

193

i・

1,025

439

495

269

155

272

419

304

142

16,53418,496

881

212

165

226

278

154

232

250

189

269

619

573

1,493

989

336

171

257

192

166

439

505

339

1,106

264

411

189

185

:1

1,570

・・

i・

6.10

138

141

256

319

433

212

462

1,193

510

545

297

182

305

i・

350

17

1,075

233

179

244

294

180

262

・ ・

217

318

726

667

1,652

1,111

375

190

280

216

196

487

582

375

1,248

300

450

208

210

309

1,728

1,017

i・

712

151

160

292

342

472

234

i・ ・

1,336

564

613

330

211

331

567

373

1,244

251

199

260

337

205

297

332

265

358

814

770

1.,842

1,215

439

217

300

240

211

533

649

423

1,377

337

509

242

240

337

1,925

1,110

546

776

173

176

319

370

512

267

534

1,487

633

・・

370

260

355

649

431

29

1,447

278

216

286

373

246

322

387

297

399

960

.・.
…

2,046

1,365

i…

231

330

275

250

577

712

451

1,523

365

549

263

271

371

2,099

1,213

・ ・

848

183

203

351

394

552

301

569

1,630

681

722

414

291

380

×02

480

26

1,651

308

238

303

421

272

357

440

320

434

1,111

1,024

2,272

1,531

541

250

353

293

295

651

795

475

1,680

403

618

290

324

406

2,258

1,316

616

895

193

234

374

450

594

328

625

1,824

727

・ ・

448

325

413

783

525

37

1,849

325

244

342

453

299

410

530

363

i・

1,272

1,175

2,517

1,714

601

275

376

321

327

709

904

532

1,842

i・

goo

319

383

431

2,504

1,442

65.0

964

206

243

413

i・・

631

362

663

1,999

798

857

513

362

450

880

563

37

20,72923,28926,04728,78731,80935,172

※合 計 は,海 外 他 を含 む。
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難灘懸幽 馨獺難 織灘
平成7年 度(福 田 修)

第46回 北海道理学療法士学会

平成8年 度(福 田 修)

第47回 北海道理学療法士学会

平成9年 度(宮 本重範)

第48回 北海道理学療法士学会

平成10年 度(宮 本重範)

第49回 北海道理学療法士学会

平成11年 度(宮 本重範)

第50回 北海道理学療法士学会

平成12年 度(宮 本重範)

第51回 北海道理学療法士学会

平成13年 度(水 本善四郎)

第52回 北海道理学療法士学会

平成14年 度(水 本善四郎)

第53回 北海道理学療法士学会

平成15年 度(水 本善四郎)

第54回 北海道理学療法士学会

平成16年 度(水 本善四郎)

第55回 北海道理学療法士学会

平成17年 度(水 本善四郎)

第56回 北海道理学療法士学会

繋 誕欝 叢滋 灘 灘 鞭 灘

平成7年 度(菅 原 巳代治)

第13回 東北理学療法士学会(青 森)

平成8年 度(菅 原 巳代治)

第14回 東北理学療法士学会(山 形)

平成9年 度(菅 原 巳代治)

第15回 東北理学療法士学会(宮 城)

平成10年 度(菅 原 巳代治)

第16回 東北理学療法士学会(秋 田)

平成11年 度(山 口和之)

第17回 東北理学療法士学会(岩 手)

平成12年 度(山 口和之)

第18回 東北理学療法士学会(青 森)

平成13年 度(佐 藤浩哉)

第19回 東北理学療法士学会(福 島)

平成14年 度(佐 藤浩哉)

第20回 東北理学療法士学会(宮 城)

平成15年 度(高 橋 穂)

第21回 東北理学療法士学会(山 形)

平成16年 度(高 橋 穂)

第22回 東北理学療法士学会(秋 田)

平成17年 度(伊 藤和夫)

第23回 東北理学療法士学会(岩 手)

ブロック学会の変遷

「理学療法と糖尿病」

...,.!〈!〉;〉

.

「地域 ニーズに応 えるため に」

「足一その機能 と動作 にはたす役割」

「変革 す る医療 ・保健 ・福祉 と理学療 法士 へ の

期待」

「環境 一身体の制約を越 える」

「あなた と考 える明 日の理学療法」

「老化 と機能変化」

「万人のスポー ツ」

「健康科学 と予防のための理学療法」

「バ ラ ン ス って?」

「エ ビデ ンス」

蕪 一 鎌

「物理療法のみなお し」

「理学療法の定量化」

「神経筋疾患の理学療法」

「パーキ ンソニ ズムへの実践的対応」

「教育」

「ケア と理学療法」

「21世紀 にお ける理 学療法 の展 望 一理学 療法士

は どうあ るべ きか」

「理学療 法士 間の連 携の あ るべ き姿 一理学 療法

の連携 ・継続性 ・情報網」

灘 灘灘

高田 博光

佐々木 昇

鈴木 宗敏

斎藤 博

花田 隆

栗本 一宏

遠山 英行

成田 芳行

湯元 均

朝野 裕一

長久 武史

灘懇緩

須藤 輝睦

菊池昭栄知

五十嵐俊光

松橋 一義

佐 々木俊 一

封馬 均

山口 和之

渡邉 好孝

「東北 の理学療法 一冬期間の理学療法を考 える」 早坂 健次

「理学療 法にお ける安全性」

「理学療法と行動変容」

伊藤 清明

佐藤 浩哉
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驚 蒙 羅 犠 雛 鑛顛 蠣 麟 磯 纐

平成7年 度(井 上 保)

第14回 関東甲信 越 ブロック理学療法士学会(山 梨)

平成8年 度(井 上 保)

第15回 関東甲信 越 ブロック理学療法士学会(神 奈川)

平成9年 度(井 上 保)

第16回 関東 甲信 越 ブロック理学療法士学会(群 馬)

平成10年 度(井 上 保)

第17回 関東 甲信越 ブロック理 学療 法士学会(長 野)

平成11年 度(井 上 保)

第18回 関東 甲信越 ブロック理 学療 法士学会(栃 木)

平成12年 度(井 上 保)

第19回 関東 甲信越 ブロック理 学療 法士学会(茨 城)

平成13年 度(金 子 操)

第20回 関東 甲信越 ブ ロック理 学療 法士学会(新 潟)

平成14年 度(金 子 操)

第21回 関東 甲信越 ブロ ック理 学療 法士学会(埼 玉)

平成15年 度(金 子 操)

第22回 関東 甲信越 ブロ ック理 学療法 士学会(東 京)

平成16年 度(金 子 操)

第23回 関東 甲信越 ブロ ック理学療法 士学会(千 葉)

平成17年 度(金 子 操)

第24回 関東 甲信越 ブロ ック理学療法 士学会(山 梨)

叢 繊 難 灘 灘 繍 灘 滋 醗 纐

平成7年 度(勝 田治己)

第11回 東海北陸地 区理学療法士学会(愛 知)

平成8年 度(勝 田治己)

第12回 東海北 陸地 区理学療法 士学 会(石 川)

平成9年 度(勝 田治己)

第13回 東海北 陸地 区理学療法士学 会(富 山)

平成10年 度(勝 田治 己)

第14回 東海北 陸理学療法士学 会(三 重)

平成ll年 度(勝 田治 己)

第15回 東海北 陸理学療法士学 会(静 岡)

平成12年 度(勝 田治 己)

第16回 東海北 陸理学療法士学会(愛 知)

平 成13年 度(勝 田治 己)

第17回 東海北 陸理学療法学会(石 川)

平 成14年 度(勝 田治 己)

第18回 東海北 陸理学療法学会(岐 阜)

平成15年 度(保 村譲一)

第19回 東海北 陸理学療法学術大会(福 井)

平成16年 度(保 村譲一)

第20回 東海北陸理学療法学術大会(富 山)

平成17年 度(保 村譲一)

第21回 東海北陸理学療法学術大会(三 重)

w

「地域 の中の理学療 法」

「理学療 法 と地 域活 動 一公 的介護保 険 と理 学療

法 士の関わ り」

「スポーツにおけ る理学療 法の展開」

「関節 ・軟部組織 の障害 と理学療 法」

「介護保 険制度 下におけ る理学療 法サー ビス」

「理学療法士 におけ る生涯学習 ・研 究活動」

「理学療法 の最新事情」

「基礎 か ら臨床 一新 たな展 開へ」

「よ り良い関係 を結ぶ ため に一患者様 との信 頼

関係 を作 りあげるには」

「理学療法 の展望」

簾 一 綴

「脳卒 中の機能 障害 を考 える」

「整形疾患 の理学療法 ・新 たな視点」

「理 学療法 士 の役 割 一臨床か ら地 域へ の展 開を

考 える」

「運動療法 の基礎」

「産業 医学 と理学療法」

「脳 と身体機能 を考 える」

「21世紀の理学療法を考 える」

「予防 医学 における理学療法」

「理学療法 の再構築」

「理 学療法 とマネー ジメ ン トー理 学療法 を スム
ー スにす るために」

「運動器障害 に対す る理学療法」

......,

"`<'

長 沢 寿 昭

井 上 保

川 田 高 明

金井 敏男

金子 操

松村 秩

深川 新市

大黒 篤

望月 圭一

吉田 久雄

橋田 薫

:1

宮沢 薫

前 田 真一

福江 明

稲本 武

高橋 洋

勝田 治己

荒木 茂

林 寛

奈須田鎮雄

荻島 久裕

大西 昇一



灘 雛 轟騰 撚 薩 鱈 翻

平成7年 度(紀 伊克 昌)

第35回 近 畿理学療 法士学会(京 都)

平成8年 度(紀 伊克 昌)

第36回 近 畿理 学療 法士学会(大 阪)

平成9年 度(紀 伊克 昌)

第37回 近畿理学療法士学会(兵 庫)

平成10年 度(紀 伊克昌)

第38回 近畿理学療法士学会(和 歌 山)

平成ll年 度(上 田陽之)

第39回 近畿理学療法士学会(滋 賀)

平成12年 度(上 田陽之)

第40回 近畿理学療法士学会(奈 良)

平成13年 度(上 田陽之)

第41回 近畿理学療法士学会(京 都)

平成14年 度(上 田陽之)

第42回 近畿理学療法士学会(大 阪)

平成15年 度(上 田陽之)

第43回 近畿理学療法士学術大会(兵 庫)

平成16年 度(上 田陽之)

第44回 近畿理学療法士学術大会(和 歌 山)

平成17年 度(上 田陽之)

第45回 近畿理学療法士学術大会(滋 賀)

雛 團 灘 灘 製 霧 轍 纐

平成7年 度(富 樫誠 二)

第9回 中国ブロ ック理学療 法士学会(島 根)

平成8年 度(富 樫誠 二)

第10回 中国ブロック理学療法士学会(岡 山)

平成9年 度(富 樫 誠二)

第11回 中国 ブロック理学療法士学会(広 島)

平成10年 度(富 樫誠二)

第12回 中国ブロック理学療法士学会(山 口)

平成11年 度(富 樫誠二)

第13回 中国ブロック理学療法士学会(鳥 取)

平成12年 度(富 樫誠二)

第14回 中国ブロック理学療法士学会(島 根)

平成13年 度(富 樫誠二)

第15回 中国ブロック理学療法士学会(岡 山)

平成14年 度(富 樫誠二)

第16回 中国ブロック理学療法士学会(広 島)

平成15年 度(砥 上恵幸)

第17回 中国ブロック理学療法士学会(鳥 取)

平成16年 度(砥 上恵幸)

第18回 中国ブロック理学療法士学会(山 口)

平成17年 度(梶 村政 司)

第19回 中国ブロック理学療法士学会(島 根)

.°

「20世紀 の足跡 と21世 紀 の展開」

「これか らの リハ ビ リテ ーシ ョン医療 の進む道」

「疾患 ・障害予防 と理学療法」

「日本人 の心体観」

「地域 リハ ビ リテ ーシ ョンへ の理学療法 の展 開」

箋篠一 灘
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灘 欝 霧

森永 敏博

紀伊 克昌

八木 範彦

木下 賢治

今井 至

門脇 明仁

森永 敏博

上田 陽之

八木 範彦

高田 常一

並河 孝

9

戸山 茂

泉水 光輝

富樫 誠二

砥上 恵幸

山崎 和朗

岩田 章史

岩田 清治

隅田 伸男

豊田 博

泉 博則

木村 昌実
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灘繕 灘灘 顯麟 雛 饗

平成7年 度(赤 松 満)

第24回 四国理学療法士学会(愛 媛)

平成8年 度(赤 松 満)

第25回 四国理学療法士学会(香 川)

平成9年 度(野 村充彦)

第26回 四国理学療 法士学会(徳 島)

平成10年 度(野 村 充彦)

第27回 四国理 学療 法士学会(高 知)

平成11年 度(松 永義博)

第28回 四国理学療 法士学会(愛 媛)

平成12年 度(中 屋久長)

第29回 四国理学療 法士学会(徳 島)

平成13年 度(中 屋久長)

第30回 四国理学療法 士学 会(香 川)

平成14年 度(中 屋久長)

第31回 四国理学療法士学 会(高 知)

平成15年 度(浅 山 修)

第32回 四国理学療法士学 会(愛 媛)

平成16年 度(藤 原雅弘)

第33回 四国理学療法士学会(香 川)

平成17年 度(松 永義博)

第34回 四国理学療法士学会(徳 島)

鐵灘 雛 鎌 鎌簗 懲 繊

平成7年 度(米 田睦男)

第17回 九州理学療法士 ・作業療法士合 同学会(福 岡)

平成8年 度(米 田睦男)

第18回 九州理学療法士 ・作業療法士合 同学会(長 崎)

平成9年 度(米 田睦男)

第19回 九州理学療法士 ・作業療法士合 同学会(熊 本)

平成10年 度(米 田睦男)

第20回 九州理学療法士 ・作業療法士合 同学会(佐 賀)

平成11年 度(小 川 克 巳)

第21回 九州理学療法士 ・作業療法士合 同学会(鹿 児 島)

平成12年 度(小 川克 巳)

第22回 九州理学療法士 ・作業療法士合 同学会(大 分)

平成13年 度(内 匠正武)

第23回 九州理学療法士 ・作業療法士合 同学会(宮 崎)

平成14年 度(内 匠正武)

第24回 九州理学療法士 ・作業療法士合 同学会(沖 縄)

平成15年 度(内 匠正武)

第25回 九州理学療法士 ・作業療法士合 同学会(福 岡)

平成16年 度(内 匠正武)

第26回 九州理学療法士 ・作業療法士合同学会(長 崎)

平成17年 度(溝 上昭宏)

第27回 九州理学療法士 ・作業療法士合同学会(熊 本)

「障害の予後」

灘蒙鱒螺鷺

「21世紀 にお ける地域 医療 と理学 療法士 の関わ

り」

「理学療法 の展 望一医療 か ら保 健福祉 分野へ」

「高齢化社 会における理学療法 の課題」

「介護保 険制度 における理学療法士 の関わ り」

「これ か らのADL・QOL考 え る」

「理学療法と生体信号」

麟翻 難

安岡 郁彦

松永 義博

廣田 茂美

大倉 三洋

浅山 修

野村 充彦

松永 義博

「急性期 ・回復期 ・維持期 に求め られ る理学療法」 松木 秀行

「理学療法 におけるク リニ カルパス」

「スポ ーツ領域 にお ける理 学療法 の現状 と今後

の展開」

「脳科学 を探 る」

簾 一 羅

「ど こ に行 く日本 のPT・OT」

「視 点 ・ユ ーザ ー」

「21世 紀 へ ・ ・」

「21世 紀 へPT・OTの 挑 戦 」

「明 日の医療 と福祉を考 える」

「変革 の時代 に生 きよう!一 支 えあ う人 々 とと

もに」

「新たな時代の可能性を求めて」

「海 ・空 かけが えのない人生 に彩 りを」

「暮 らしを支 えるリハ ビリテー ションの展開」

「ア ク テ ィ ブラ イ フ」

「シー ム レス ・サ ポ ー トを 考 え る」

浅山 修

松永 義博

野村 充彦

綴鎌 義

橋元 隆

太田 勝代

小川 克巳

山田 道廣

川本愛 一郎

佐藤 浩二

東 祐二

溝田 康司

志 井 田太 一・

塩塚 順

島崎 一也
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学会評議員選考委員 ・学会評議員の変遷

平成8年 度

学会評議員会

幹事長:半 田 健壽

幹 事:中 山 彰一

評議員:高 橋 正明

溝呂木 忠、

伊藤 直榮

今井 至

富士本隆文

林 義孝

丸山 仁司

藤沢しげ子

滝野 勝明

紀伊 克昌

松永 義博

柳澤 健 宮本 重範

沼田 憲治 深澤 弘

富田 昌夫 田村 茂

岡西 哲夫 森永 敏博

西本 勝夫 古澤 正道

大峰 三郎 中野 裕之

高橋 輝雄

辛島 修二

鈴木 康三

嶋田 智明

山田 道廣

学会評議員選考委員会

委員長:武 富 由雄

委 員:渡 辺 敏弘

奥村 愛泉

福田 修

田口 順子

古米 幸好 伊藤日出男 細田 多穂

野々垣嘉男

平成9年 度

学会評議員会

幹事長:半 田

幹 事:鈴 木

評q員:丸 山

鈴木

星

坂本

鈴木

酒井

健壽

重行

仁司

康三

文彦

雅昭

重行

桂太

中山 彰一

高橋 輝雄

紀伊 克昌

宮本 重範

金子 誠喜

植松 光俊

田中 聡

林 義孝

溝呂木 忠、

西本 勝夫

一

均

健

孝

彰

馬

澤

義

山

封

柳

林

中

宮本 重範 柳澤 健

富田 昌夫 滝野 勝明

古澤 正道 大峰 三郎

進藤 伸一 半田 健壽

灰田 信英 高橋 洋

山下 隆昭 高木 昭輝

千住 秀明 前田 哲男

学会評議員選考委員会

委員長:武 富 由雄

委 員:福 田 修

細田 多穂

田口 順子

渡辺 俊弘

伊藤日出男 野1垣 嘉男 関 勝夫

平成10年 度

学会評議員会

幹事長:半 田

幹 事:鈴 木

評議員:丸 山

鈴木

星

灰田

酒井

健壽

重行

仁司

康三

文彦

信英

桂太

彰
麟
蝸
均
洋
聡

山

橋

伊

馬

橋

中

中

高

紀

封

高

田

林 義孝

溝呂木 忠、

西本 勝夫

進藤 伸一・

植松 光俊

千住 秀明

宮本 重範

富田 昌夫

古澤 正道

坂本 雅昭

山下 隆昭

前田 哲男

明

郎

喜

輝

健

勝

三

誠

昭

澤

野

峰

子

木

柳

滝

大

金

高
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学会評議員選考委員会

委員長:細 田 多穂

委 員:福 田 修 田口

森永 敏博

順子 伊藤日出男 野々垣嘉男 関 勝夫

平成11年 度

学会評議員会

幹事長:半 田

幹 事:柳 澤

評議員:高 橋

前田

紀伊

鈴木

坂本

健壽

健 鈴木 重行 林 義孝

洋 金子 誠喜 高橋 輝雄

哲男 溝呂木 忠 山下 隆昭

克昌 千住 秀明 古澤 正道

康三 封馬 均 進藤 伸一

雅昭 高木 昭輝 田中 聡

星 文彦 中山

滝野 勝昭 丸山

酒井 桂太 西本

植松 光俊 灰田

宮本 重範 大峯

冨田 昌夫

彰一

仁司

勝夫

信英

三郎

学会評議員選考委員会

委員長:細 田 多穂

委 員:田 口 順子

野々垣嘉男

関 勝夫 森永 敏博

奈良 勲

伊藤日出男 福田 修

平成12年 度

学会評議員会

幹事長:半 田

幹 事:鈴 木

評議員:丸 山

鈴木

封馬

高橋

千住

健壽

重行 中山 彰一

仁司 高橋 輝雄

康三 紀伊 克昌

均 進藤 伸一

洋 植松 光俊

秀明 前田 哲男

林 義孝

溝呂木 忠

西本 勝夫

坂本 雅昭

高木 昭輝

宮本 重範

星 文彦 柳澤 健

富田 昌夫 滝野 勝昭

古澤 正道 大峰 三郎

金子 誠喜 灰田 信英

酒井 桂太 田中 聡

学会評議員選考委員会

委員長:細 田 多穂

委 員:福 田 修 田口

森永 敏博 奈良

順子

勲

伊藤日出男 野々垣嘉男 関 勝夫

平成13年 度

学会評議員会

幹事長:半 田

幹 事:鈴 木

評q員:宮 本

酒井

紀伊

植松

田中

健壽

重行

重範

桂太

克昌

光俊

聡

中山 彰一

丸山 仁司

板場 英行

金子 誠喜

坂本 雅昭

吉元 洋一

林 義孝

藤原 孝之

大峯 三郎

若山 佐一

冨田 昌夫

滝野 勝昭

星 文彦

封馬 均

溝呂木 忠

福井 勉

灰田 信英

白石 成明

柳澤 健

黒木 裕士

高橋 輝雄

千住 秀明

篠原 英記
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学会評議員選考委員会

委員長:細 田 多穂

委 員:田 口 順子

奈良 勲

伊藤日出男 野々垣嘉男

内匠 正武 佐々木久登

関 勝夫 森永 敏博

平成14年 度

学会評議員会

幹事長:半 田 健壽

幹 事:鈴 木 重行

評議員:宮 本 重範

酒井 桂太

紀伊 克昌

植松 光俊

田中 聡

中山 彰一

丸山 仁司

板場 英行

金子 誠喜

坂本 雅昭

吉元 洋 一

柳澤 健

藤原 孝之

大峯 三郎

若山 佐一

冨田 昌夫

滝野 勝昭

林 義孝

封馬 均

溝呂木 忠

福井 勉

灰田 信英

白石 成明

星 文彦

黒木 裕士

高橋 輝雄

千住 秀明

篠原 英記

学会評議員選考委員会

委員長:細 田 多穂

委 員:田 口 順子 伊藤 日出男

奈良 勲 内匠 正武

野々垣嘉男 関 勝夫 森永 敏博

佐々木久登 石井 俊夫

学会評議員会 ・学会評議員選考委員会は平成14年 度の組織改定にともなって廃止 と

なった。

学術大会長の位置付けと職権に拠 る範囲を明確にし,そ の実務的支援組織 としての機

能を学術大会部と専門領域研究部に,理 学療法学およびその周辺領域を含む相対的な学

術 ・教育についての舵取 りとしての機能を学術 ・教育評議会に持たせることにより,従

来,学 会評議員会が担ってきた機能をさらに高い視点での機能と活動に具体化させられ

るよう配慮 した。 また,こ の機能分化 により学術 ・教育に関する将来的展望 と今 日的課

題とを,そ れぞれ集中的に検討 ・実践することが可能となる。以上を目的に学会評議員

会は学術 ・教育評議会並びに学術局学術大会部に移行 し,発 展的に廃止 となった。

平 成15年 度 学術 ・教 育 評 議 会

(平成16年3月30日 開催 報告:中 山彰一 ・居村茂幸)

協会内部委員

外 部 委 員

今川 忠男 金子 誠喜 嶋田 智明 武富 由雄

鶴見 隆正 細田 多穂 宮本 重範 山田 純生

後藤 修司 土肥 信之 中野 隆

田口 順子

平成16年 度学術 ・教育評議会

記録なし
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日本理学療法学術大会の変遷

鷹数 薩懲難 灘 一 簾 難 欝懸 醗纏醗 饗灘繕 数 ,灘懇数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

昭 和41年(1966年)

昭和42年(1967年)

昭和43年(1968年)

昭和44年(1969年)

昭和45年(1970年)

PT管 理 と運営

整形外科のPTを 中心 と して

切断

ジス トロフ ィー

片マ ヒ

遠藤 文雄 東京

岩本 敬 大阪

矢郷彌太郎 東京

平川 数次 兵庫

山口 二郎 福島

60

100

300

500

goo

0

5

26

35

49

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

昭和46年(1971年)

昭和47年(1972年)

昭和48年(1973年)

昭和49年(1974年)

昭和50年(1975年)

臨床教 育

コ ミュニケーシ ョン

理学療法士 の壁

リハ ビリテーシ ョン工学

理学療法10年 の歩み

谷岡 淳 東京

和才 嘉昭 福岡

浅野 達雄 大阪

古川 良三 愛知

後藤 宜久 東京

550

600

goo

500

750

35

48

52

60

71

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

昭和51年(1976年)

昭和52年(1977年)

昭 和53年(1978年)

昭 和54年(1979年)

昭 和55年(1980年)

守ろ う,福 祉 医療を,理 学療法士で

地域 医療 と理学療法

地域 における高齢者の理学療法

ゴール セッテ ィングを考 える

社会 のニ ー ドと理学療法

浜島 良知 宮城

山内 孝 北海道

中屋 久長 高知

谷島 朝生 神奈川

高橋 長 広島

1,000

526

808

1,186

1,200

101

121

120

76

101

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

昭 和56年(1981年)

昭 和57年(1982年)

昭 和58年(1983年)

昭 和59年(1984年)

昭 和60年(1985年)

接点 の理学療法

理学療法士の志向性

理学療法"学"の 確立

理学療法"学"の 確立

21世 紀社会一理学療法士か らの提言

宮風 隆夫 京都

貴田 正秀 秋田

関川 博 東京

奈良 勲 石川

西本 東彦 大阪

1,300

1,000

1,200

1,000

1,655

153

146

178

162

183

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

昭和61年(1986年)

昭和62年(1987年)

昭和63年(1988年)

平成元 年(1989年)

平成2年(1990年)

関節メカニズムと運動療法

日本における理学療法の独創性

医療機関以外での理学療法

理学療法と福祉社会

四半世紀の歩み

下畑 博正 福岡

武富 由雄 兵庫

渡辺 俊弘 愛媛

清水 宏一 岩手

福田 修 北海道

1,555

1,600

1,828

1,433

1,603

184

216

262

270

405

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

平成3年(1991年)

平成4年(1992年)

平成5年(1993年)

平成6年(1994年)

平成7年(1995年)

科学か らのメス

移動 と理学療法

国際的視野 に立 った理学療法

障害予防 と理学療法

21世 紀へ の理学療法 プラ ンニング

古米 幸好 岡山

奥村 愛泉 長崎

田口 順子 神奈川

伊藤日出男 青森

細田 多穂 東京

2,234

1,968

2,030

1,680

2,031

360

433

454

481

526

第31回

第32回

第33回

第34回*

第35回

平 成8年(1996年)

平 成9年(1997年)

平 成10年(1998年)

平 成ll年(1999年)

平 成12年(2000年)

理学療法の基礎

保健 ・福祉への理学療法プランニング

健康科学としての理学療法

文化を超えて

理学療法の効果判定

野々垣嘉男 愛知

関 勝男 埼玉

森永 敏博 京都

奈良 勲 神奈川

内匠 正武 鹿児島

2,028

2,661

2,522

7,106

2,570

523

562

642

252

801

第36回

第37同

第38回

第39回

第40回

平 成13年(2001年)

平 成14年(2002年)

平 成15年(2003年)

平 成16年(2004年)

平 成17年(2005年)

21世 紀の理学療 法一 臨床 ・教育 ・研究の展望一

医療環境 の変化 と理学療法

科学 的根拠 に基づ く理学療法

病気,障 害,そ して健康一 理学療法学 の近未来 に向けて一

臨床 的感性 からの創造

佐々木久登

石井 俊夫

中澤 住夫

半田 健壽

林 義孝

広島

静岡

長野

宮城

大阪

2,479

2,592

2,500

2,782

5,300

i

837

865

1,059

1,242

*第34同 はWCPT(世 界理学療法連盟学会),全 国研修会 と同時開催

**学 会の名称 は,第35回 までは 日本理学療法 士学会,第36回 以 降は日本理学療法学術 大会
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学術大会開催地及びテーマと参加者数

第38回 長野

科学的根拠に基づ く理学療法
2,500名

第33回 京都

健康科学としての理学療法

2,522名

第36回 広 島

21世 紀 の 理 学 療 法
一 臨 床 ・教 育 ・研 究 の展 望一

2,479名

第35回 鹿児島
理学療法の効果判定

2,570名

4

第31回 愛知

理学療法の基礎
2,028名

病気,障 害,そ して健康
一理学療法学の近未来 に向けて一

2,782名

第32回 埼玉
保健 ・福祉への理学療法

プランニング

2,661名

第34回 神奈川

文化を超えて
7,106名

第37回 静岡

医療環境の変化と理学療法
2,592名
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全国研修会の変遷

圏数 醐縷難 灘 一 難 懸懲幾鑓 翻羅繕 滲難醗 数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

昭和41年(1966年)

昭和42年(1967年)

昭和43年(1968年)

昭和44年(1969年)

昭和45年(1970年)

PT部 門管理

フアシ リテーシ ョン

痛 み

脳卒 中

フアシ リテ ーションテ クニ ック

駒沢 治夫 東京

小池 信雄 東京

川畑 光雄 大阪

野本 卓 東京

野々垣嘉男 愛知

30

80

150

120

380

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

昭 和46年(1971年)

昭 和47年(1972年)

昭 和48年(1973年)

昭 和49年(1974年)

昭 和50年(1975年)

理学療法 にお けるリス ク管理

リウマチ

痺痛 の解消

農村 にお ける脳卒 中

関節症

鈴木 達司 東京

梅田 晃昌 岡山

奈良 勲 東京

伊藤日出男 秋田

宮風 隆夫 京都

140

400

200

140

237

第ll回

第12回

第13回

第14回

第15回

昭 和51年(1976年)

昭和52年(1977年)

昭和53年(1978年)

昭和54年(1979年)

昭和55年(1980年)

歩行

早期 リハ ビリテーシ ョンの重要性 と諸問題

評価

評価partH

フ ォローア ップを考 える

古賀 友弥 兵庫

下畑 博正 福岡

細田 多穂 東京

武富 由雄 大阪

竹谷 春逸 静岡

333

293

719

898

399

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

昭和56年(1981年)

昭和57年(1982年)

昭和58年(1983年)

昭和59年(1984年)

昭和60年(1985年)

合併症

難病と理学療法

評価と記録

老化

理学療法における治療効果

福田

青田

鈴木

松本

中屋

多

昭

看

口
H

禾

英雄

久長

北海道

愛知

宮城

長野

高知

370

828

599

662

1,271

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

昭和61年(1986年)

昭和62年(1987年)

昭和63年(1988年)

平成元年(1989年)

平成2年(1990年)

PTの ための最新医学

理学療法の有効性

痛みに村する理学療法の可能性

理学療法の領域と可能性

理学療法の専門性

大内 二男 神奈川

高柳 朔司 熊本

錦織 清 島根

奥村 建明 徳島

馬場 久夫 広島

902

1,339

1,220

1,202

1,392

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

平成3年(1991年)

平成4年(1992年)

平成5年(1993年)

平成6年(1994年)

平成7年(1995年)

運動療法における装具を考える

呼吸と理学療法

理学療法の課題と展望

臨床運動学と理学療法

高齢化に対応する理学療法

江沢 省司 千葉

木下 賢治 和歌山

高橋 寛 大分

高木 武二 群馬

渡辺 洋介 沖縄

1,280

1,168

1,180

1,306

1,060

第31回

第32回

第33回

第34回*

第35回

平 成8年(1996年)

平 成9年(1997年)

平 成10年(1998年)

平 成11年(1999年)

平 成12年(2000年)

理学療法評価の再考

理学療法技術

運動療法における最新の基礎医学

文化を超えて

理学療法における最新の評価と治療

中島 敏和 山口

藤縄 理 新潟

御厨征一郎 鳥取

奈良 勲 神奈川

松永 義博 香川

1,285

1,374

1,253

7,106

1,321

第36回

第37回

第38回

第39回

第40回

平成13年(2001年 〉

平成14年(2002年)

平成15年(2003年)

平成16年(2004年)

平成17年(2005年)

テクニカル スタンダー ド

理学療法 と隣接領域 との連携

理学療法士 の資質 一人 間性 ・知識 ・技術 一

生活支援 に向 けた理学療 法 一専門性 を活かす視点 一

動作 の探求 一座 る ・立 つ ・歩 く一

山田 道贋

高橋 穂

金子 操

門脇 明

保村 譲一

佐賀

山形

栃木

奈良

愛知

2,000

1,284

1,221

2,001

2,005

*第34回 はWCPT(世 界理学療法学会)と 同時開催



191

全国研修会開催地及びテーマと参加者数

第32回 新潟
理学療法技術

1,374名

第31回 山口

理学療法評価の再考
1,285名

第36回 佐 賀

テ クニ カル ス タ ン ダー ド

2,000名

第33回 鳥取

運動療法における

最新の基礎医学

1,253名

第35回 香川
理学療法における

最新の評価と治療
1,321名

第40回 愛 知

動 作 の探 求
一 座 る ・立 っ ・歩 く一

2,005名

第39回 奈良

生活支援に向けた理学療法
一専門性を活かす視点一

2,001名

第37回 山形
理学療法と隣接領域との連携

1,284名

第38回 栃木

理学療法士の資質
一人間性 ・知識 ・技術一

1,221名

第34回 神奈川

文化を超 えて
7,106名
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厚生労働省等主催の長期講習会等の変遷
(平成7～9年 度 はリハビリテーション医学会主催,平 成10～16年 度は医療研修推進財団主催)

編 雛 繋懸 鐵 鰯懲 欝

第22回 理学療法士 ・作業療法士養成施設等長期講習会 東京

第22回 理学療法士 ・作業療法士養成施設等長期講習会 大阪

第4回 在宅訪 問 リハ ビリテー ション講習会 東京

第4回 在宅訪 問 リハ ビリテー ション講 習会 名古屋

灘 犠 灘難 灘

第23回 理学療法士 ・作業療法士養成施設等長期講習会 東京

第23回 理学療法士 ・作業療法士養成施設等長期講習会 大阪

第5回 在宅訪 問 リハビ リテーシ ョン講 習会 東京

第5回 在宅訪 問 リハビ リテーシ ョン講習会 名古屋

難 織 藝灘購

第24回 理学療 法士 ・作業療 法士養成施設等長期講習会 東京

第24回 理学療 法士 ・作業療 法士養成施設等長期講習会 大阪

第6回 在宅訪問 リハビ リテ ーシ ョン講習会 東 京

第6回 在宅訪問 リハビ リテ ーシ ョン講習会 名古屋

撫 繊 翻 漿 灘

第25回 理学療法 士 ・作業療 法士養成施設 等長期講習会 東 京

第25回 理学療法士 ・作業療法 士養成施設 等長期講習会 大 阪

第7回 在宅訪問 リハ ビリテー ション講習会 東京

第7回 在宅訪問 リハ ビリテー ション講習会 名古屋

綴 織 翻 灘鐵

第26回 理学療法士 ・作業療法士養成施設等長期 講習 会 東京

第26回 理学療法士 ・作業療法士養成施設等長期 講習会 大 阪

第8回 在 宅訪 問 リハ ビリテー ション講習会 東京

第8回 在 宅訪 問 リハ ビリテー ション講習会 名古屋

鞭 繊 織 難 灘

第27回 理学療法士 ・作業療法士養成施設等長期講習会 東京

第27回 理学療法士 ・作業療法士養成施設等長期講習会 大阪

第9回 在宅訪 問 リハ ビリテー ション講習会 東京

第9回 在宅訪 問 リハ ビリテーシ ョン講 習会 九州

鰭 鰻 難 灘 耀

第28回 理学療法士 ・作業療法士養成施設等長期講習会 東京

第28回 理学療法士 ・作業療法士養成施設等長期講習会 大阪

第10回 在宅訪問 リハ ビ リテー ション講習会 東京

第10回 在宅訪問 リハ ビリテー ション講習会 九州

纒 雛 騰 蕪 繋

第29回 理 学療 法士 ・作業療法士養成施設等長期講習会 東京

第29回 理 学療 法士 ・作 業療法士養成施設等長期講習会 大阪

第ll回 在宅訪 問 リハ ビリテーシ ョン講 習会 東 京

第11回 在宅訪 問 リハビ リテーシ ョン講 習会 九州

懇 織 難 難犠

第30回 理学療法士 ・作業療法 士養成施 設等長期講習会 東 京

第30回 理学療法士 ・作業療法 士養成施 設等長期講習会 大 阪

第12回 在宅訪 問 リハ ビリテー ション講 習会 東京

第12回 在宅訪 問 リハ ビリテーシ ョン講 習会 九州

繋 繊 難繊難繊

第31回 理学療法士 ・作業療法士養成施設等長期講習 会 東京

第31回 理学療法士 ・作業療法士養成施設等長期講習 会 大 阪

在 宅訪 問 リハ ビリテー ション講習会 はHl5(第12回)を もって終 了 とな る。

繋獺磁
PT350T29

PT350T27

PT260T13

PT260T14

PT380T32

PT550T19

PT300T16

PT300T15

PT310T34

PT390T26

PT300T15

PT310T15

PT390T26

PT490T13

PT300T15

PT300T15

PT380T25

PT460T26

PT300T16

PT300T15

PT320T31

PT460T19

PT300T15

PT310T15

PT370T26

PT380T26

PT300T15

PT300T15

PT330T32

PT400T21

PT300T15

PT300T16

PT34

PT33

PT30

PT31

OT33

0T31

0T16

0T15

PT340T33

PT320T31
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各部 ・各委員会主催の講習会等の変遷

雛獲 墾難繊

士会役員講習会

老人保健施設職員特別研修会

老人保健施設職員特別研修会

障害児福祉部研修会

身体障害者スポーツ指導者養成講習会

第9回 地域リハビリテーション研修会

第3回 海外技術協力セミナー

第10回 教育研究会

第16回 臨床実習指導者研修会

組織部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

国際部

教育部

教育部

灘縫灘 欝 灘繊

沖縄

東京

大阪

広島

大阪

埼玉

東京

富山

擁繊 難難澱

士会役員講習会

新介護システム研修会

老人保健施設職員特別研修会

老人保健施設職員特別研修会

ケアマネジメント研修会

ケアマネジメント研修会

障害児に関わる研修会

身体障害者スポーツ指導者養成講習会

第10回 地域リハビリテーション研修会

第4回 海外技術協力セミナー

第11回 教育研究会

第17回 臨床実習指導者研修会

組織部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

国際部

教育部

教育部

山口

東京

東京

大阪

東京

大阪

広島

大阪

和歌山

京

島

東

広

100

57

200

70

100

40

1,500

灘灘 魏灘幾

士会役員講習会

老人保健施設職員特別研修会

老人保健施設職員特別研修会

介護支援専門員養成講習会

身体障害者スポーツ研修会

第ll回 地域リハビリテーション研修会

第5回 海外技術協力セミナー

第12回 教育研究会

第18回 臨床実習指導者研修会

組織部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

国際部

教育部

教育部

新潟

東京

大阪

東京

大阪

秋田

玉

井

奇

百田

↓
♪

⊥ス
ー

106

250

100

31

400

15

灘懇 彌 饗繊

士会役員講習会

老人保健施設職員特別研修会

老人保健施設職員特別研修会

介護支援専門員養成講習会

身体障害者スポーツ研修会

第12回 地域リハビリテーション研修会

住宅改造アドバイザー研修会

第1回 母子保健福祉講習会

介護支援専門員受験対策講習会

介護支援専門員受験対策講習会

第6回 海外技術協力セミナー

第13回 教育研究会

第19回 臨床実習指導者研修会

第7回 賛助会員講習会

組織部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

国際部

教育部

教育部

東京

鳥取

東京

大阪

大阪

大阪

福島

東京

大阪

東京

福岡

東京

京都

栃木

200

12

30

1,100

66

25
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懸繕 難 難繊

第10回 士会役員講習会

介護支援専門員研修会

身体障害者スポーツ指導者養成講習会

第13回 地域リハビリテーション研修会

住宅改造アドバイザー研修会

第2回 母子保健福祉講習会

介護支援専門員試験対策研修会

第7回 海外技術協力セミナー

第14回 教育研究会

第20回 臨床実習指導者研修会

組織部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

国際部

教育部

教育部

鵬磯灘1灘 鎌 数

東京

東京

大阪

熊本

東京

東京

東京

東京

広島

東京

44

30

571

82

77

63

47

29

轍織 醗 難繊

士会役員講習会

介護支援専門員研修会

ケアマネージャー試験対策研修会

身体障害者スポーツ指導者養成講習会

障害者スポーツ研修会

住宅改造アドバイザー研修会(基 礎コース)

住宅改造アドバイザー研修会(応 用コース)

第3回 母子保健講習会

福祉用具相談員研修会

第8回 海外技術協力セミナー

JANNET(日 本障害者団体国際分野連合会)研 修会

第15回 教育研究会

第21回 臨床実習指導者研修会

組織部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

国際部

国際部

教育部

教育部

東京

東京

大阪

広島

東京

東京

東京

東京

東京

東京

85

21

12

28

34

82

65

42

48

礁擬 総 難 灘

士会役員講習会

介護 フォーラム(PT・OT・ST協 会合同主催)

介護支援専 門員研修会

ケアマネージャー試験対策研修会

ケアマネージャー試験対策研修 会

身体 障害者 スポーツ指 導者養成講 習会

障害者 スポーツ研修 会

住宅改造 ア ドバイザー研修 会

住宅 改造 ア ドバイザー研修 会

第4回 母子保健講 習会

福祉 用具相談員研修 会

第9回 海外技 術協 力セ ミナー

JANNET(日 本障害者 団体 国際分野連合会)研 修会

JANNET(日 本障害者 団体 国際分野連合会)研 究会

第16回 教育研究会

第22回 臨床実習指導者研修会

組織部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

国際部

国際部

国際部

教育部

教育部

兵庫

東京

東京

大阪

新潟

東京

東京

東京

東京

東京

東京

100

242

33

37

25

18

86

50

42

32

42

難 灘 麟 難 灘

士会役員講習会

士会役員講習会

第2回 介護 フォー ラム(PT・OT・ST協 会合 同主催)

第5回 母子保健講習会

身体障害者 スポー ツ指導者講習会(中 級)

住宅改造ア ドバ イザ ー研修会

住宅改造ア ドバ イザ ー研修会

住宅改造ア ドバイザ ー研修会

組織部

組織部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

東京

山形

東京

東京

大阪

東京

東京

東京

169

71

60

66

98
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YO."

ケアマネージャーフォローア ップ講 習会

福祉用具相談員養成研修会

訪 問理学療法研修会

第10回 記念海外技術協力セ ミナ ー(OT協 会と合 同開催)

第17回 教育研究会

第23回 臨床実習指導者研修会

第24回 臨床実習指導者研修会

保健福祉部

保健福祉部

保健福祉部

国際部

教育部

教育部

教育部

騨縷灘 蒙難羅 数

東京82

東京60

宮崎20

静岡

富山

東京

36

50

難 灘 講 灘幾

士会役員講習会

回復期 リハ ビリテーシ ョン病棟研修 会(PT・OT・ST協 会合 同主催)

回復期 リハ ビリテーシ ョン病棟研修 会(PT・OT・ST協 会合 同主催)

訪 問 リハ ビリテーシ ョン管理者研修 会

介護予 防研修会

老人施設研修会

住宅改造 ア ドバイザー研修会

住宅改造 ア ドバイザー研修会

介護 フォーラム(PT・OT・ST協 会合同主催)

介護 フオローアツプ研修会

障害者 スポーツ指導者養成講習会

母子保健福祉研修会(健 やか親子21協 賛事業)

第1回 国際教育 セ ミナー

第11回 海外技術協 力セ ミナー

第18回 教育研究会

第25回 臨床実習指導者研修会

第26回 臨床実習指導者研修会

第27回 臨床実習指 導者研修会

組織部

業務推進部

業務推進部

介護保険部

介護保険部

介護保険部

公益事業推進部

公益事業推進部

公益事業推進部

公益事業推進部

公益事業推進部

公益事業推進部

国際部

国際部

教育部

教育部

教育部

教育部

栃木

東京

東京

宮崎

東京

東京

東京

東京

埼玉

東京

大阪

東京

栃木

富山

大阪

東京

251

254

60

82

100

27

12

30

34

60

25

蘇裁 難 難 叢

士会役員講習会

組織運営 セ ミナ ー

回復期 リハビ リテ ーシ ョン病棟研修会(PT・OT・ST協 会合同主催)

回復期 リハビ リテ ーシ ョン病棟研修会(PT・OT・ST協 会合同主催)

介護保険 関連理学療法研修会

第3回 介護 フォーラム(PT・OT・ST協 会合 同主催)

介護 フオローア ツプ研修会

介護 フォローア ップ研修会

障害者 スポーツ指導者養成講習会

母子保健福祉研修会(健 やか親子21協 賛事業)

福祉用具専門相談員指定講習会(厚 生労働省指定)

第2回 国際教育セ ミナー

第12回 海外技術協力 セ ミナー

第19回 教育研究会

第28回 臨床実習指 導者研修会

第29回 臨床実習指導者研修会

第30回 臨床実習指 導者研修会

組織部

組織部

業務推進部

業務推進部

介護保険部

公益事業推進部

公益事業推進部

公益事業推進部

公益事業推進部

公益事業推進部

公益事業推進部

国際部 ・教育部

国際部

教育部

教育部

教育部

教育部

奈良

宮城

東京

東京

東京

北海道

大阪

東京

東京

奈良

富山

大阪

東京

137

117

250

2,349

27

26
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現職者講習会の変遷

鰯 難 棚 簾 一 難 縫灘繕 饗鍾購懸
254

255

256

257

258

259

260

26.1

262

263

264

265

266

267

…

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

284

285

…

287

288

289

H7.6

H7.6

H7.7

H7.7

H7.7

H7.7

H7.8

H7.8

H7.8

H7.8

H7.8

H7.8

H7.8

H7.9

H7.9

H7.9

H7.9

H7.9

H7.11

H7.11

H7.11

H7.11

H8.1

H8.2

H8.2

H8.2

H8.2

H8.2

H8.2

H8.2

H8.2

H8.2

H8.3

H8.3

H8.3

H8.3

リフテ ィング

小児水 中運動療法

成人片麻痺 の評価 と治療

脊髄損傷 の評価 と治療

理学療法 にお ける リスク管理

脳性 まひ児 の評価 と理学療法 の実 際

脊柱 のマニ ュアル セラピー

肺理学療法

中枢神経疾患 に対す る理学療法

成人片麻痺 の評価 と治療

四肢 のマニ ュアル セラピー

運動学

成人片麻痺 の評価 と治療

理学療法領域 にお ける研究方法

水中運動療法

肺理学療法 の実際

PNF基 礎 ・臨床編

成人片麻痺 の評価 と治療

筋電図 による神経 ・筋機能 の評価

成人片麻痺 の評価 と治療

肩 の運動学 と理学療法

関節モ ビライゼ ーシ ョンー四肢 一

脳性麻痺児 の評価 と治療

PNF(応 用編)

呼吸理学療法 の実際

痙縮 に対す る運動学 的治療法

成人片麻痺 の評価 と治療

心疾患 の運動療法

成人片麻痺 の評価 と治療

PNF基 礎編

運動負荷心電 図講習会

地域 リハビ リテ ーシ ョン

未熟児 に対す る理学療法

腰痛患者 に対す る教育的 アプローチ

スポーツ医学

「早期理学療法 とBLS」 一理論 と実際 一

神奈川

東京

東京

大阪

神奈川

大阪

岐阜

愛知

愛媛

大阪

北海道

福井

東京

東京

神奈川

長野

和歌山

新潟

愛知

広島

兵庫

熊本

東京

埼玉

大阪

愛知

静岡

神奈川

秋田

青森

東京

宮崎

石川

石川

大阪

千葉

21

14

44

18

41

20

36

21

12

30

34

28

24

25

15

22

22

17

25

22

40

33

24

28

35

25

26

27

25

22

17

25

16

39

30

40

290

291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

H8.7

H8.7

H8.7

H8.7

H8.7

H8.7

..

・ ・

.…

.…

・ ・

・.

.・

H8.9

H8.9

H8.9

小児水中運動療法

成人片麻痺の評価と治療

脊髄損傷の理学療法

脳性まひ児の評価と理学療法の実際

理学療法におけるリスク管理

肺理学療法

成人片麻痺の評価と治療

中枢神経疾患に対する評価と治療

四肢のマニュアルセラピー

運動学

肺理学療法の実際

脊柱のマニュアルセラピー

理学療法領域における研究方法

水中運動療法

慢性関節リウマチ

PNF基 礎 ・臨床編

東京

東京

神奈川

大阪

神奈川

愛知

大阪

愛媛

岐阜

福井

長野

北海道

東京

神奈川

高知

和歌山

19

34

20

20

41

22

30

14

34

26

22

33

14

14

10

23
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羅 鎌 縣馨 雛 一 灘 雛灘難 饗灘騰 数

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

H8.9

H8.9

H8.10

H8.10

H8.10

H8.10

H8.11

H8.--

H8.12

H8.12

H8.12

H8.12

H9.1

H9.1

H9.1

H9.1

H9.2

H9.2

H9.2

H9.2

H9.2

H9.3

H9.2

H9.3

筋電 図による神経 ・筋機能 の評価

PNF基 礎編

片麻痺 の評価 と治療

上肢 のマニュアルセラ ピー

関節 モ ビライゼーシ ョンー脊柱 一

PNFの 理論 と臨床 的応用

肩 の運動学 と理学療法

成人片麻痺 の評価 と治療

地域 リハ ビリテーシ ョン

早期理学療法 とBLS一 理論 と実際 一

リフテ ィング法

運動負荷心電 図講 習会

脳性麻痺児 の評価 と治療

プログラム学習 によ る歩行訓練

痙縮 に対 する運動学 的治療法

PNF(基 礎編)

呼吸理学療法 の実 際

片麻痺 の評価 と治療 ～基礎編 ～

心疾患 の運動療法

成人片麻痺 の評価 と治療

脳卒 中片麻痺患者 の評価 と治療

スポーツ医学

腰痛患者 に対 する教育 的アプローチ

未熟児 に対 する理学療法

愛知

青森

新潟

愛媛

熊本

佐賀

兵庫

広島

宮崎

千葉

神奈川

東京

東京

山形

愛知

埼玉

大阪

秋田

神奈川

静岡

埼玉

大阪

石川

石川

21

22

20

30

34

23

40

20

29

31

10

16

27

19

29

32

40

30

26

26

19

27

35

16

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345

346

347

i・

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

H9.6

H9.6

H9.7

H9.7

H9.7

H9.7

H9.8

H9.8

H9.8

H9.8

H9.8

H9.8

H9.9

H9.9

H9.9

H9.9

H9.9

H9.10

H9.10

H9.10

H9.10

H9.11

H9.11

H9.11

H9.11

H9.--

H9.12

H10.1

H10.1

H1.0.1

H10.2

小児水 中運動療法

成人片麻痺 の評価 と治療

脊髄損傷 の理学療法

理学療法 における リスク管理

脳性 まひ児 の評価 と理学療法 の実 際

肺理学療法

水 中運動療法

脊柱 ・骨盤 のマニ ュアルセラピー

運動学

成人片麻痺 の評価 と治療

肺理学療法 の実際

四肢 のマニ ュアル セラピー

理学療法領域 にお ける研究方法

PNF基 礎 ・臨床編

筋電 図による神経 ・筋機能 の評価

PNF基 礎編

徒手的理学療法1

徒手的理学療法2

マニ ュアル セラピー1(下 肢)

PNFの 理論 と臨床的応用

成人片麻痺 の評価 と治療

関節モ ビライゼ ーシ ョンー脊柱 一

リフテ ィング法

プログラム学習 による歩行訓練法

肩の運動学 と理学療法

地域 リハ ビ リテー シ ョン

運動負荷心電図講習会

脳性麻痺児の評価 と治療

痙縮 に対す る運動学的治療法

脳卒中片麻痺患者 の評価 と治療

PNF(臨 床編)

東京

東京

大阪

神奈川

大阪

愛知

神奈川

岐阜

福井

大阪

長野

北海道

東京

和歌山

愛知

青森

新潟

新潟

栃木

佐賀

広島

熊本

神奈川

山形

兵庫

宮崎

東京

東京

愛知

埼玉

埼玉

12

40

26

45

20

25

6

37

27

30

22

33

9

22

16

21

40

50

36

26

21

30

13

9

39

24

38

21

25

19

24



198

翻 難 ・翻 簾 一 驚 翻縷灘 馨纐 懇数

361

362

363

364

365

366

367

368

369

H10.2

H10.2

H10.2

H10.2

H10.2

H10.3

H10.3

H10.3

H10.3

片麻痺 の評価 と治療 一臨床編 一

成人片麻痺 の評価 と治療

呼吸理学療法 の実際

心疾患の運動療法

腰痛患者 に対す る教育的 アプローチ

未熟児 に対す る理学療法

BLSの 理論 と実技

下肢 のマニ ュアルセ ラピー

スポーツ医学

秋田

静岡

大阪

神奈川

石川

石川

千葉

愛媛

大阪

30

29

39

31

47

16

14

40

30

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

380

381

382

383

384

385

i・

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

H10.7

H10.7

H10.7

H10.7

H10.7

H10.7

H10.7

H10.7

H10.8

H10.8

H10.8

H10.8

H10.8

H10.8

H10.9

H10.9

H10.10

H10.10

H10.10

H10.11

H10.11

H10.11

H10.12

H11.1

H11.1

H11.1

H11.1

H11.1

H11.1

H11.2

H11.2

H11.2

H11.2

H11.2

H11.2

H11.2

H11.2

H11.2

H11.3

H11.3

H11.3

H11.3

水中運動療法 の実際

理学療法 にお ける リスク管理

PNFの 理論 と臨床的応用

PNF基 礎編

脳性 まひ児 の評価 と理学療法 の実際

肺理学療法

脊髄損傷 の理学療法 の実際

成人片麻痺 の評価 と治療

成人片麻痺 の評価 と治療

運動学

四肢 のマニ ュアルセ ラピー 評価 と治療手技

下部体幹 のマニ ュアルセ ラピー

肺理学療法 の実際

脊柱 のマニ ュアルセ ラピー

筋電図 による神経 ・筋機能 の評価

PNF基 礎編

マニ ュアルセ ラピー(腰 椎 ・下肢)

マニ ュアルセ ラピー 四肢

プログラム学習 による歩行訓練法

リフテ ィング法

成人片麻痺 の評価 と治療

肩 の運動学 と理学療法

運動負荷心電図講習会

腰部 ・骨盤 ・下肢 の評価 ・治療

頸部 ・肩周囲 の評価 と治療

成人片麻痺 の評価 と治療

神経モ ビライゼ ーシ ョン 基礎 コース

神経モ ビライゼ ーシ ョン 応用 コース

痙縮 に対す る運動学的治療法

神経モ ビライゼ ーシ ョン 基礎 コース

呼吸理学療法 の実際

PNF基 礎 コース

認知運動療法

脳卒 中片麻痺患者 の評価 と治療

脳性麻痺児 の評価 と治療

心筋梗塞患者 の運動療法

地域 リハ ビ リテ ーシ ョン

成人片麻痺 の評価 と治療

未熟児 に対す る理学療法

腰痛患者 に対す る教育的 アプローチ

スポーツ医学

BLSの 理論 と実技

神奈川

神奈川

佐賀

和歌山

大阪

愛知

兵庫

東京

大阪

福井

岐阜

愛媛

長野

北海道

愛知

青森

栃木

熊本

山形

神奈川

広島

兵庫

東京

新潟

長崎

茨城

高知

岐阜

愛知

長野

大阪

埼玉

静岡

埼玉

東京

神奈川

宮崎

秋田

石川

石川

大阪

千葉

16

56

27

24

20

25

20

29

32

26

35

36

24

25

13

24

24

38

11

20

Zo

40

25

41

41

20

40

44

29

40

43

28

32

20

30

20

27

30

17

42

30

19

412

413

414

415

H11.6

H11.7

H11.7

H11.7

小児水中運動療法

成人片麻痺の評価と治療

脳性まひ児の評価と理学療法の実際

理学療法とリスク管理

東京

東京

大阪

神奈川

14

30

20

40
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灘 嚢灘 難 鑛 一 雛 翻縷麹 饗纐灘数

416

417

i・

419

420

421

422

423

424

425

426

427

i・

429

430

431

432

433

434

435

436

437

i・

439

//,

441

442

443

iii

445

iii

447

448

ii・

450

451

452

453

454

455

H11.7

H11.8

H11.8

H11.8

H11.8

H11.8

H11.8

H11.8

H11.8

H11.8

H11.9

H11.9

H11.9

H11.9

H11.9

H11.10

H11.10

H11.10

H11.10

H11.10

H11.10

H11.10

H11.11

H11.11

H11.11

H12.1

H11.12

H12.1

H12.1

H12.2

H12.2

H12.2

H12.2

H12.2

H12.2

H12.2

H12.3

H12.3

H12.3

H12.3

四肢 関節及 び軟部組 織のモ ビライゼー ション

肺理学療法 の実 際

肺理学療法

成人片麻痺 の評価 と治療

脊柱 のマニュアルセラ ピー

臨床 動作 分析

四肢 のマニュアルセラ ピー

運動学

上部体 幹のマニ ュアルセ ラピー

徒手的理学療 法 四肢の評価 ・治療

下肢のスポーツ外傷 とアス レテ ィック リハ ビ リテ ーシ ョン

脊髄 損傷の理学療法の実際

中枢神経疾患の理学療法

PNF基 礎編

マニ ュアルセ ラピー 腰椎 ・下肢

筋膜のマニ ピュレー ション

PNF基 礎編

徒手的理学療法 脊柱 の評価 と治療

表面筋電図 による神経 ・筋機能 の評価

PNF一 基礎 一

マニ ュアルセ ラピー(中 級 レベル)

肩の運動学 と理学療法

成人片麻痺の評価 と治療

リフテ ィング法

運動負荷心電図講習会

脊柱のモ ビライゼ ーシ ョン 基礎 コース

地域 リハ ビ リテ ーシ ョン

痙縮 に対す る運動学的治療法

成人片麻痺 の評価 と治療

心疾患の運動療法

PNFコ ース

認知 リハ ビ リテ ーシ ョンと認知運動療法

呼吸理学療法 の実際

脳卒中片麻痺患者 の評価 と治療

脳性麻痺児 の評価 と治療

成人片麻痺 の評価 と治療

NICUに お ける理学療法

腰痛患者 に対す る教育 的アプローチ

BLSの 理論 と実技

スポーツ医学

福岡

長野

愛知

大阪

岐阜

山形

北海道

福井

愛媛

長野

佐賀

大阪

愛媛

青森

栃木

石川

和歌山

新潟

愛知

栃木

熊本

兵庫

広島

神奈川

東京

高知

宮崎

愛知

茨城

神奈川

埼玉

静岡

大阪

埼玉

東京

秋田

石川

石川

千葉

大阪

36

22

25

40

36

33

40

26

27

24

26

40

17

20

32

40

24

22

16

26

31

41

20

24

16

32

Zo

30

19

25

25

34

48

22

21

30

16

34

17

32

456

457

i・

459

460

461

462

463

464

465

466

467

468

469

470

H12.7

H12.7

H12.7

H12.7

H12.7

H12.7

H12.8

H12.8

H12.8

H12.8

H12.8

H12.8

H12.9

H12.9

H12.9

脊髄損傷 の理学療法

長)脳 性麻痺児 の評価 と理学療法 の実 際

理学療法 にお ける リスク管理

脊柱 のマニ ュアル セラピー

長)肺 理学療法 の実際

長)肺 理学療法

運動学

長)成 人片麻痺 の評価 と治療

スポーツ外傷 に対す る理学療法 アプローチ

四肢 のマニ ュアル セラピー

成人片麻痺 の評価 と治療

脊柱 ・肋骨 のモ ビライゼーシ ョン

水 中運動療法

PNF臨 床編

臨床動作分析

神奈川

大阪

神奈川

北海道

長野

愛知

福井

大阪

佐賀

岐阜

東京

福岡

神奈川

青森

山形

27

20

44

38

26

31

25

37

31

38

30

39

18

19

30
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鐵 霧灘 翻 雛 一・驚 翻灘雛 灘繍饗数

471

472

473

474

475

476

477

i・

479

480

481

.・

i・

484

i・

i…

i・

..

489

490

491

492

493

494

495

496

497

498

H12.9

H12.10

H12.10

H12.11

H12.11

H12.11

H12.11

H12.11

H12.12

H13.1

H13.1

H13.1

H13.1

H13.1

H13.1

H13.2

H13.3

H13.2

H13.2

H13.3

H13.2

H13.2

H13.2

H13.2

H13.3

H13.3

H13.3

H13.2

PNF臨 床編

下肢 のマニ ュアルセラピー

表面筋電 図による神経 ・筋機能 の評価

PNF基 礎

リフティング法

中枢神経疾患 に対す る理学療法

成人片麻痺 の評価 と治療

肩 の運動学 と理学療法

長)運 動負荷心電 図講習会

痙縮 に対す る運動学的治療法

脊柱 のモ ビライ ゼーシ ョン 基礎 コース

徒手的理学療法(頸 部 ・肩 甲帯 ・肩 の評価 と治療)

徒手的理学療法(脊 柱の評価 と治療 上級 コース)

成人片麻痺の評価 と治療

スポーツ外傷 に対す る評価 と理学療法(基 礎編)

長)脳 性麻痺児 の評価 と治療

マニ ュアルセ ラピー

脳卒中片麻痺患者 の評価 と治療

成人片麻痺の評価 と治療

理学療法 にお ける救急時の対応

マ ッケ ンジー法入門

心疾患の運動療法

徒手的理学療法(腰 部 ・骨盤 ・下肢 の評価 と治療)

認知 リハ ビリテー ションと認知運動療法

NICUに おけ る理学療法

腰痛患者に対す る教育的ア プローチ

スポーツ医学

呼吸理学療法の実際

和歌山

愛媛

愛知

栃木

神奈川

愛媛

広島

兵庫

東京

愛知

高知

新潟

石川

茨城

熊本

東京

栃木

埼玉

秋田

千葉

埼玉

神奈川

長野

静岡

石川

石川

大阪

大阪

32

25

10

28

34

19

20

40

16

27

34

42

26

28

37

24

17

29

30

36

10

30

44

37

16

38

32

44

499

500

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

521

522

523

524

525

H13.7

H13.7

H13.7

H13.7

H13.7

H13.7

H13.7

H13.7

H13.8

H13.8

H13.8

H13.8

H13.8

H13.8

H13.8

H13.9

H13.9

H13.9

H13.10

H13.10

H13.11

H13.11

H13.11

H13.11

H13.11

H13.11

H13.10

長)脳 性麻痺児の評価 と治療

小児水中運動療法

長)脳 性 麻痺 児の評価 と理学療法の実際

長)肺 理学療 法

理学療 法におけ るリス ク管理

徒手的理 学療 法 一四肢の評価 ・治療 一

長)肺 理 学療 法の実際

四肢 のマニュアルセラ ピー

脊柱 のマニュアルセラ ピー 一評価 と治療手技 一

長)成 人 片麻 痺の評価 と治療

運動学

SP(模 擬患者)を 用 いたスポーツ外傷 ・障害 の評価 と治療

徒 手的理 学療 法MulliganConcept

徒 手的理学療 法MulliganConcept

成人片麻痺 の評価 と治療

脊髄損傷 の理 学療法 の実 際

PNF基 礎編

PNF臨 床編

徒手 的理学療法(筋 膜 のマニ ピュレー ション)

上肢 のマニュアルセラ ピー

肩 の運動学 と理学療法

中枢神経疾患 に対 する理学療法

表面筋電 図によ る神経 ・筋機能 の評価

PNF基 礎

成人片麻痺 の評価 と治療

リフティング法

マニュアルセラ ピー(腰 椎 と下肢)

東京

東京

大阪

愛知

神奈川

新潟

長野

北海道

岐阜

大阪

福井

佐賀

福岡

埼玉

東京

兵庫

和歌山

青森

石川

愛媛

兵庫

愛媛

愛知

栃木

広島

神奈川

栃木

30

21

20

32

43

45

24

32

38

44

27

34

52

51

30

25

32

17

40

33

40

29

23

27

20

31

20
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翻 雛輔 醗 一雛 翻難纏 饗繍懸数

526

527

528

529

530

531

532

533

534

535

536

537

538

539

540

541

542

543

544

H13.12

H14.1

H14.1

H14.2

H14.2

H14.2

H14.2

H14.2

H14.2

H14.2

H14.2

H14.2

H14.3

H14.3

H14.3

H14.3

H14.3

H14.3

H1.4.3

長)運 動負荷心電図講習会

臨床動作分析

スポー ツ外傷 に対す る評価 と理学療法(基 礎編)

痙縮 に対す る運動学的治療法

健康増進 の方 向性 と今 日的課題

問題解決学 の臨床応用 一脳卒 中片麻痺患者 に対す る評価 と診療計画 一

成人片麻痺 の評価 と治療

Palpation(触 診)と 軟部組織 に対 す るアプ ローチ

認知 リハビ リテーシ ョンと認知運動療法

呼吸理学療法 の実際

NICUに おける理学療法

成人片麻痺 の評価 と治療

腰痛患者 に対 する教育 的アプローチ

スポーツ医学

心疾患 の運動療法

理学療法 におけ るリスク管理 とその対応

生態学 的概念 に基 づいた運 動療 法

徒手 的理学療 法一脊柱 の評価 と治療(基 礎)一

マ ッケ ンジー法入門

東京

山形

熊本

愛知

山口

埼玉

茨城

岐阜

静岡

大阪

石川

秋田

石川

大阪

神奈川

千葉

和歌山

長野

埼玉

25

30

37

28

65

22

35

40

44

49

16

29

41

33

39

41

26

50

36

545

546

547

548

549

550

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

561

562

563

564

565

566

567

・i

569

570

571

572

573

574

575

576

577

578

579

580

H14.5

H14.7

H14.7

H14.7

H14.7

H14.7

H14.8

H14.8

H14.8

H14.8

H14.8

H14.8

H14.8

H14.8

H14.8

H14.8

H14.8

H14.9

H14.9

H14.9

H14.9

H14.10

H14.10

H14.10

H14.10

H14.10

H14.10

H14.10

H14.11

H14.11

H14.11

H14.11

H14.11

H14.12

H14.12

H15.1

リハ部 門におけ る管理運営 の知 識 と技術

PNF基 礎

徒手的理学療 法 一脊柱の評価 ・治療(基 礎)一

長)呼 吸理 学療 法

理学療 法におけ るリス ク管理

脊柱のマニ ュアルセ ラピー

四肢のマニ ュアルセ ラピー 評価 と治療手技

徒手的理学療法 一頚椎 ・上部胸椎 ・肩 甲帯 一

長)成 人片麻痺の評価 と治療

運動学

徒手的理学療法MulliganConceptUppcrQuarter

徒手的理学療法MulliganConceptLowerQuarter

水中運動療法の実際(基 礎編)

成人片麻痺の評価 と治療

長)肺 理学療法 の実際

脳 の機能解剖学お よび運動学 か らみ た片麻痺 の理学療法

脊髄損傷者 の理学療法 の実際

モ ビライゼ ーシ ョン ・スタビライゼーシ ョン

PNF基 礎編

臨床動作分析

呼吸理学療法 の理論 と実際

PNF基 礎編

モ ビライゼーシ ョン

触診 と軟部組織 に対す るアプローチ

筋骨格系疾患 の外来整形理学療法

表面筋電 図による神経 ・筋機能 の評価

中枢神経疾患 に対 する理学療法

マニ ュアルセラピー

肩 の運動学 と理学療法

成人片麻痺 の評価 と治療

リフティング法

長)脳 性麻痺児 の評価 と理学療法 の実 際

PNF基 礎

運動負荷心電 図講 習会

生態学 的概念 に基 づいた運動療法

理学療法 における リスク管理 とその対応

千葉

愛媛

長野

愛知

神奈川

北海道

岐阜

佐賀

大阪

福井

石川

石川

神奈川

東京

長野

三重

神奈川

鹿児島

和歌山

山形

京都

青森

愛媛

岐阜

石川

愛知

愛媛

栃木

兵庫

広島

神奈川

大阪

栃木

東京

和歌山

千葉

30

13

46

34

49

17

38

30

45

26

39

40

20

32

24

32

38

30

33

30

45

23

31

40

47

12

25

28

40

20

36

20

31

26

31

33
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難 鯛 癬 一 蕪 翻縷灘 繋灘膿 籔

581

582

583

584

585

・・

587

・ ・

589

590

591

592

593

594

595

596

597

598

H15.1

H15.1

H15.1

H15.1

H15.1

H15.2

H15.2

H15.2

H15.2

H15.2

H15.2

H15.2

H15.2

H15.3

H15.3

H15.3

H15.3

H15.3

徒手的理学療法 一頚椎 ・胸椎 の評価 ・治療 一

徒手的理学療法 一腰椎 ・骨盤 の評価 ・治療 一

成人片麻痺 の運動療法

スポーツ外傷 に対す る評価 と理学療法(基 礎編)

痙縮 に対す る運動学的治療法

問題解決学の臨床応用 一脳卒 中片麻痺患者 に対す る評価 と診療計画 一

認知 リハ ビ リテ ーシ ョンと認知運動療法

現場で実践 されてい る健康増進

呼吸理学療法の実際

スポーツ医学

NICUに おけ る理学療法

成人片麻痺の評価 と治療

長)脳 性 麻痺 児の評価 と治療

腰痛 患者 に対 す る教 育的ア プローチ

クライン フォーゲルバ ッハの運動学

障害予防の理 学療 法

高次脳機能 障害 と理 学療 法

リハ ビリテーシ ョン部門におけ る管理運営の知識 と技術

埼玉

新潟

茨城

熊本

愛知

埼玉

静岡

山口

大阪

大阪

石川

秋田

東京

石川

岩手

石川

埼玉

千葉

27

30

35

35

30

10

42

37

48

25

16

29

30

44

33

20

30

23

599

600

601

602

603

604

605

606

607

608

609

610

611

612

613

614

615

616

617

618

619

620

621

622

623

624

625

626

627

628

629

630

631

632

633

634

635

H15.7

H15.7

H15.7

H15.7

H15.7

H15.7

H15.8

H15.8

H15.8

H15.8

H15.8

H15.8

H15.8

H15.8

H15.8

H15.8

H15.9

H15.9

H15.9

H15.9

H15.9

H15.10

H15.10

H15.10

H15.10

H15.10

H15.10

H15.11

H15.11

H15.11

H15.11

H15.11

H15.11

H15.11

H15.11

H15.11

H15.12

PNF基 礎

PNF基 礎

スポーツ外傷 に対 す る評価 と理 学療 法(基 礎編)

理学療法 における リスク管理

四肢 のマニュアルセラ ピー 一評価 と治療 手技 一

痺痛抑制 とIDス トレッチング

脊柱 ・骨盤 のマニュアルセラ ピー

徒手的理学療法 一下部胸椎 ・腰椎 ・骨盤帯 一

長)呼 吸理学療法

長)成 人片麻痺 の評価 と治療

運動学

徒手的理学療法MulliganConceptUpperQuarter

成人片麻痺 の評価 と治療

長)肺 理学療法 の実際

徒手的理学療法MulliganConceptLowerQuarter

脳の機能解剖学お よび運動学 か らみた片麻痺 の理学療法

小児水中運動療法

モ ビライゼー シ ョン ・スタビライゼーシ ョン

呼吸理学療法 の理論 と実際

PNF臨 床編

臨床動作分析

PNF臨 床編

臨床での徒手的理学療法 一腰部基礎編 一

マニ ュアルセ ラピー(頚 椎)

脊髄 損傷の理学療法

筋骨 格系疾 患の段階的評価 と対応

肩 の運動学 と理学療法

頚 ・胸椎部 のマニ ュアルセ ラピー

リフテ ィング法

長)脳 性麻痺 児の評価 と理学療 法の実際

中枢神経疾 患に対 す る理学療 法

徒手 的理学療法 一軟部組織 モ ビライゼー ション

成人片麻痺 の評価 と治療

触診 と軟部組織 に対 す るアプ ローチ

生態学 的概念 に基 づいた運動療 法

マニ ュアル セラ ピー(腰 椎 ・下肢)

運動負荷心電 図講 習会

栃木

愛媛

熊本

神奈川

北海道

愛知

岐阜

佐賀

愛知

大阪

福井

埼玉

東京

長野

大阪

三重

東京

鹿児島

京都

和歌山

山形

青森

石川

栃木

大阪

石川

兵庫

愛媛

神奈川

大阪

愛媛

石川

広島

岐阜

和歌山

栃木

東京

32

23

30

48

32

50

40

30

32

50

26

47

32

24

60

34

21

32

46

29

42

15

42

20

34

38

42

37

36

20

28

43

20

35

36

28

20
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鎌翻 雛 一 鷺 翻縷難 饗繍懇数

636

637

…

639

640

641

642

643

644

645

646

647

648

649

650

651

652

653

H16.1

H16.1

H16.1

H16.1

H16.2

H16.2

H16.2

H16.2

H16.2

H16.2

H16.2

H16.2

H16.3

H16.3

H16.3

H16.3

H16.3

H16.3

理学療法 における リスク管理 とその対応

成人片麻痺 の運動療法

スポーツ医学

痙縮 に対 する運動学 的治療法

呼吸理学療法 の実 際

スポーツ障害 の理 学療法

認知神 経 リハ ビリテー ションと認知 運動療法

健康増 進の効果について

長)脳 性 麻痺 児の評価 と治療

NICUに おけ る理学療 法

成人 片麻痺の評価 と治療

障害予防の理学療法

高次脳機能障害 と理学療法

クライ ンフォーゲルバ ッハの運動学

腰痛患者 に対す る教育的ア プローチ

リハ ビ リテー シ ョンにお ける管理運営 の知識 と技術

徒手的理学療法 一腰椎 ・骨盤 の評価 と治療

糖尿病 の運動療法 と合併症 の管理

千葉

茨城

大阪

愛知

大阪

埼玉

静岡

山口

東京

石川

秋田

石川

埼玉

岩手

石川

千葉

新潟

香川

36

34

44

24

52

53

46

36

35

16

30

26

30

46

41

20

34

40

654

655

656

657

…

659

660

661

662

663

664

665

666

667

668

669

670

671

672

673

674

675

676

677

678

679

680

681

…

683

684

685

・i・

…

・ii

689

690

H16.5

H16.6

H16.7

H16.7

H16.7

H16.7

H16.7

H16.7

H16.8

H16.8

H16.8

H16.8

H16.8

H16.8

H16.8

H16.8

H16.8

H16.8

H16.8

H16.8

H16.9

H16.9

H16.9

H17.2

H16.9

H16.9

H16.9

H16.9

H16.10

H16.10

H16.10

H16.10

H16.10

H16.10

H16.10

H16.10

H16.10

神経系 モビ リゼ ーシ ョン

関節モ ビ リゼ ーシ ョン(下 肢)

水 中運動療法 の実際

理学療法 にお ける リスク管理

脊椎 ・骨盤 のマニ ュアルセラ ピー 一評価 と治療 手技 一

長)呼 吸理学療法

成人片麻痺 の評価 と治療

徒手 的理学療法 一四肢 一

長)成 人片麻痺 の評価 と治療

運動学

四肢 のマニュアルセラ ピー 評価 と治療 手技

痺痛抑制 とIDス トレッチ ング

徒手 的理学療 法 一軟部組織 モ ビライゼー ション(筋 膜 リリース)

スポーツ外傷 に対 す る評価 と理学療法(基 礎編)

長)肺 理学療 法の実際

徒手的理学療 法MulliganConceptLowerQuarter

PNF応 用編

脳の機能解剖学お よび運動学か らみ た片麻痺の理学療法

PNF基 礎

徒手的理学療法 一神経組織の評価 と治療

関節モ ビリゼー ション(上 肢)

徒手的理学療法MulliganConceptUpPerQuarter

脊髄損傷の理学療法の実際

臨床動作分析

呼吸理学療法の理論 と実際 一急性呼吸不全 を中心 に一

触圧覚刺激法

モ ビライゼ ーシ ョン ・スタビライゼーシ ョン

PNF一 基礎編 一

マニ ュアルセ ラピー(頸 椎)

臨床で の徒手的理学療法 一頸部基礎編

中枢神経疾患 に対す る理学療法

マニ ュアルセ ラピー

リフテ ィング法

触診 と軟部組織 に対す るアプローチ(脊 椎編)

下肢 の運動学 と理学療法

臨床 での徒手 的理学療法 一腰部基礎編

PNF基 礎編

栃木

栃木

神奈川

神奈川

北海道

愛知

東京

佐賀

大阪

福井

岐阜

愛知

石川

熊本

長野

埼玉

栃木

三重

愛媛

埼玉

栃木

大阪

兵庫

山形

京都

愛知

鹿児島

青森

栃木

石川

愛媛

愛媛

神奈川

岐阜

京都

和歌山

和歌山

12

26

22

48

38

32

30

30

46

26

40

80

44

44

24

55

11

34

21

40

24

45

23

40

50

33

32

17

18

33

10

37

36

40

36

26

31
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翻 難灘 灘 癬 一1懇 翻羅灘 繋翻懇数
691H16.10

692H16.10

693H16.10

694H16.10

695H16.11

696H16.11

697H16.11

698H16.11

699H16.11

700H16.12

701H16.12

702H17.1

703H17.1

704H17.1

705H17.1

706H17.2

707H17.2

708H17.2

709H17.2

710H17.2

711H17.2

712H17.2

713H17.3

714H17.3

715H17.3

716H17.3

717H17.3

718H17.3

筋骨格系 疾患の段階的評価 と対応

脊椎 の分節 的安定性 のための運動療 法

理学療法 におけ るリスク管理 とその対応

肩 の運動学 と理学療法

成人片麻痺 の評価 と治療

長)脳 性麻痺児 の評価 と理学療法 の実 際

表面筋電 図を用 いた運動機能評価 の実践

PNF一 基礎編 一

マニ ュアル セラピー(腰 椎)

運動負荷心電図講習会

長)脳 性麻痺児 の評価 と治療

成人片麻痺の運動療法

スポ ーツ医学

統計学 一基礎～分散分析 一

痙縮 に対す る運動学的治療法

スポーツ障害の理学療法

認知神経 リハ ビリテー ションと認知運動療法

呼吸理学療 法の実際

NICUに おけ る理 学療 法

障害予防の理 学療 法

リハ ビリテー ション部門管 理運営のためのマネー ジメン トシステム

成人片麻痺 の評価 と治療

高次脳機能 障害 と理 学療法

腰痛患者 に対 する教育 的アプローチ

クラインフォーゲルバ ッハの運動学

徒手 的理学療法 一頚 ・肩 ・上肢痛 の評価 と治療

糖尿病 の運動療法 と合併症 の管理

生態心理学的概念 に基づ いた運動療法

石川

栃木

千葉

兵庫

広島

大阪

愛知

栃木

栃木

東京

東京

茨城

大阪

埼玉

愛知

埼玉

静岡

大阪

石川

石川

千葉

秋田

埼玉

石川

岩手

新潟

香川

和歌山

46

27

32

40

25

20

17

34

33

23

33

35

33

43

29

59

43

53

16

16

27

28

45

46

45

38

36

36

719

720

721

722

723

724

725

726

727

728

729

730

731

732

733

734

735

736

737

738

739

740

741

742

743

744

745

H17.6

H17.7

H17.7

H17.7

H17.7

H17.7

H17.7

H17.7

H17.7

H17.7

H17.7

H17.8

H17.8

H17.8

H17.8

H17.8

H17.8

H17.8

H17.8

H17.8

H17.8

H17.8

H17.8

H17.8

H17.9

H17.9

H17.9

神経系 モビ リゼーシ ョン

重)下 肢切断 の理学療

関節モ ビ リゼ ーシ ョン(下 肢)

成人片麻痺の下肢装具類を用 いた歩行 の3-Dア プローチ法

DNICア プローチ とIDス トレッチ ング

理学療法 にお ける リスク管理

四肢のマニ ュアルセ ラピー 一評価 と治療手技 一

神経筋促通治療法(PNF治 療 法)の 導入

長)呼 吸理学療法

運動学

徒手的理学療 法 一筋膜 リリース ー

長)成 人片 麻痺 の評価 と治療

脊柱 ・骨盤 のマニュアルセラ ピー 評価 と治療手技

スポーツ理学療法

徒手 的理学療法 の評価 と治療

運動器 を中心 と した解剖 セ ミナー

長)肺 理学療法 の実 際

徒手 的理学療法MulliganConceptUpperQuarter

成人片麻痺 の評価 と治療

脳 の機能解剖学 および運動学 か らみた片麻痺 の理学療法

PNF基 礎

膝 関節疾患 の理学療法

徒手的理学療法MulliganConcept:LowerQuarter

徒手的理学療法 ・応用編1慢 性腰痛 の評価 と治療

関節モ ビ リゼ ーシ ョン(上 肢)

神経筋促通治療法(PNF治 療法)の 動作への応用

徒手的理学療法 一神経組織 の評価 と治療 一

栃木

神奈川

栃木

高知

愛知

神奈川

北海道

山梨

愛知

福井

石川

大阪

岐阜

広島

佐賀

埼玉

長野

埼玉

東京

三重

愛媛

熊本

東京

埼玉

栃木

静岡

大阪

30

25

30

23

45

49

30

39

29

26

40

44

40

44

28

43

24

34

40

34

21

59

42

22

32

34

30
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746

747

1・

749

Aso

751

752

753

754

755

756

757

758

759

760

761

762

763

764

765

766

767

・i

769

770

771

772

773

774

775

776

777

778

779

780

781

782

783

784

785

…

787

・.

789

790

H17.9

開 催 中 止

H17.9

H17.9

H17.9

H17.9

H17.9

H17.9

H17.10

H17.10

H17.10

H17.10

H17.10

H17.10

H17.10

H17.10

H17.10

H17.10

H17.10

H17.10

H17.11

H17.11

H17.11

H17.11

H17.11

H17.12

H17.12

H17.12

H17.12

H18.1

H18.1

H18.1

H18.1

H18.1

H18.1

H18.2

H18.2

H18.2

H18.2

H18.2

H18.2

H18.2

H18.3

H18.3

H18.3

小児水中運動療法

運動学か らみた神経筋促通治療法(PNF治 療 法)の 使い方 ・考 え方

臨床動作分析

リフテ ィング

呼吸理学療法の理論 と実際 一急性呼吸不全 を中心 に一

PNF基 礎 ・応 用編

触圧覚刺激法

PNF一 臨床編 一

マニ ュアルセ ラピー(頸 椎)

NICUに お ける理学療法

臨床で の徒手的理学療法 一胸部基礎編

触診 と軟部組織 に対す るアプローチ(四 肢編)

重)下 肢 の運動学 と理学療法

マニ ュアル セラピー 一症状局在化 テス ト(頚 部 ・胸部 ・上肢)一

筋骨格系疾患 の段 階的評価 と対応

脊髄損傷者 の理学療法 の実 際

環境適応 と運動 障害 一生態心理学 的概念 に基 づいた運 動療法 一

臨床 での徒手 的理学療法 一腰骨盤帯 と股 関節領域 応 用編

脊椎 の分節 的安定性 のための運動療法

成人片麻痺 の下肢装具類 を用 いた歩行 の3-Dア プローチ法

肩 の運動学 と理学療法

成人片麻痺 の評価 と治療

重)理 学療法 におけ るリスク管理 とその対応

表面筋電 図を用 いた運 動機能 評価 の実践

マニュアルセラ ピー(腰 椎)

高 次脳機 能 と理 学療 法

中枢神 経疾患に対す る理学療 法

運動負荷心電図講習会

生態心理学的概 念に基づいた運動療法

成人片麻痺の運動療 法

スポーツ医学

リハ ビリテー ション部門管理運営のための知識 と演習

統計学

痙縮 に対す る運動学的治療法

スポーツ障害の理学療法

認知神経 リハ ビ リテー ションと認知運動療法

重)呼 吸理学療法の実際

重)NICUに お ける理学療法

障害予防の理学療法

長)脳 性麻痺児の評価 と治療

成人片麻痺の評価 と治療

腰痛患者 に対す る教育的 アプローチ

クライ ンフォーゲルバ ッハの運動学

徒手的理学療法 一四肢 の評価 と治療 の基礎 一

糖尿病 の運動療法 と合併症 の管理

東京

栃木

山形

神奈川

京都

和歌山

愛知

青森

栃木

長野

石川

岐阜

京都

愛媛

石川

神奈川

静岡

和歌山

栃木

高知

兵庫

広島

千葉

愛知

栃木

埼玉

愛媛

東京

和歌山

茨城

大阪

千葉

埼玉

愛知

埼玉

静岡

大阪

石川

石川

東京

秋田

滋賀

岩手

新潟

香川

20

40

36

50

32

33

17

29

15

43

40

40

30

43

40

46

26

34

50

40

24

37

29

33

65

22

26

35
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協会出版物一覧

平成7年 度

平成8年 度

平成9年 度

平成10年 度

平成11年 度

平成12年 度

平成13年 度

平成14年 度

平X15年 度

平成16年 度

学術誌 「理学療法学」

理学療法士にな りたいあなたに

学術誌 「理学療法学」

「起きましょう,座 りましょう」

新人教育プログラム教本 改訂版

理学療法士の世界

学術誌 「理学療法学」

会員名簿

理学療法白書1997

学 術 誌 「理 学 療 法 学 」

JPTA(JournaloftheJapanesePhysicalTherapyAssociation)

新 人 教 育 プ ロ グ ラ ム教 本 改 訂 版

「ベ ッ ドの 中 か らは じめ ま し ょ う」

学 術 誌 「理 学 療 法 学 」

英 文 誌JPTA(JoumaloftheJapanesePhysicalTherapyAssociation)

「い き い き と 暮 ら し ま し ょ う」

学 術 誌 「理 学 療 法 学 」

英 文 誌JPTA(JoumaloftheJapanesePhysicalTherapyAssociation)

会員 名 簿

「す す ん で外 へ で か け ま し ょ う」

「家 庭 で で き る リハ ビ リテ ー シ ョン」

臨床 実 習 の手 引 き 第4版

学 術 誌 「理 学 療 法 学」

英 文 誌JPTA(JoumaloftheJapanesePhysicalTherapyAssociation)

理 学 療 法 白書2000

ケ ア マ ネ ジ メ ン トマ ニ ュ ア ル(再 版)

「理 学 療 法 士 はあ な た の生 活 を 支 援 し ます 」

学 術 誌 「理 学 療 法 学 」

英 文 誌JPTA(JoumaloftheJapanesePhysicalTherapyAssociation)

理 学 療 法 白書2002

新 人 教 育 プ ロ グ ラ ム教 本 第5版

理 学 療 法 士 の た め の老 人 施 設 リハ ビ リテ ー シ ョン の実 際

訪 問理 学 療 法 マニ ュ アル

学 術 誌 「理 学 療 法 学 」

英 文 誌JPTA(JoumaloftheJapanesePhysicalTherapyAssociation)

会 員 名 簿

健 康 増 進 マニ ュ アル

新 人 教 育 プ ロ グ ラ ム教 本 第6版

奈 良 勲 元 協 会 長 メ ッセ ー ジ集

理 学 療 法 診 療 記 録 ガイ ドライ ン(冊 子 版,CD版)

「理 学 療 法 っ て な ん だ ろ う」

学 術 誌 「理 学療 法 学」

英 文 誌JPTA(JoumaloftheJapanesePhysicalTherapyAssociation)

新 人 教 育 プ ロ グ ラム 教 本 第7版

注:協 会規定集など発行部数の少ないもの,報 告書関係は除外しています。
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調査 ・報告書一覧

翻 駿 饗鑛繕織嚢蒸 欝載獲 難 懸

H7.調 査資料部

H7.調 査資料部

H7.ニ ュース編集部

H7.国 際部

H7.診 療報酬部

H7.生 涯学習部

H7,学 会評議員会

H7.白 書委員会

H7.30年 史編集委員会

H7.PT週 間推進委員会

平成6年 度就職者調査

平成7年 度養成校志願者数・入学者数調査

パソコン通信を利用 したネ ットワーク化 の調査 と研究

CBR第3次 派遣報告書

定点病院・施設 アンケー ト調査

生涯学習システムに関す るアンケー ト調査

1999年WCPT以 後の学会開催計画についてのアンケー ト調査

理学療法士実態調査報告

十会の対外活動調査報告書

モデル事業実状況報告書

理学療法学23(4)

第25回 総会・代議員会資料

理学療法学22(5)

第25回 総会・代議員会資料

第25回 総会・代議員会資料

第25回 総会・代議員会資料

第25回 総会・代議員会資料

第25回 総会・代議員会資料

第25回 総会・代議員会資料

第25回 総会・代議員会資料

第25回 総会・代p員 会資料

H8.調 査資料部

H8.調 査資料部

H8.理 学療法業務推進部

H8.国 際部

H8.診 療報酬部

H8.研 修部

H8.PT週 間推進委員会

H8.新 介護システム等特別対策委員会

平成8年 度養成校志願者数・入学者数調査

平成7年 度求人就職調査

4年制大学卒業者出現に伴う人事院規則の改正に関する調査

CBR第4次 派遣報告書

定点病院・施設アンケー ト調査

教材ビデオ作製のためのアンケート調査

モデル事業実状況報告書

調査報告書

第26回 総会・代q員 会資料

第26回 総会・代議員会資料

第26回 総会・代議員会資料

第26回 総会・代議員会資料

第26回 総会・代議員会資料

第26回 総会・代議員会資料

第26回 総会・代議員会資料

第26回 総会・代議員会資料

H9.

H9.

H9.

H9.

H9.

H9.

H9.

H9.

H9.

H9.

H9.

調査資料部

調査資料部

調査資料部

組織部

保健福祉部

診療報酬部

学会評議員会

PT週 間推進委員会

士会法人化推進委員会

新介護システム等特別対策委員会

新介護システム等特別対策委員会

平成8年 度求人就職調査

平成8年 度卒業生就職調査

平成9年 度養成校志願者数・入学者数調査

福利厚生事業(保 険)に 関する調査

理学療法行政従事者実態調査

医療機関の実態調査

学会組織・名称・役割等についてのアンケー ト調査

モデル事業実状況報告書

公益法人役員等組織構成調査

訪問理学療法対策班調査報告書

理学療法士需要調査班報告書

第27回 総会・代議員会資料

第27回 総会・代議員会資料

第27回 総会・代議員会資料

第27回 総会・代議員会資料

第27回 総会・代議員会資料

第27回 総会・代議員会資料

第27回 総会・代議員会資料

第27回 総会・代議員会資料

第27回 総会・代議員会資料

第27回 総会 ・代議員会資料

第27回 総会 ・代議員会資料

H10.調 査資料部

HlO,理 学療法業務推進部

HlO.広 報部

HlO.保 健福祉部

HlO.保 健福祉部

HlO.保 健福祉部

H10.保 健福祉部

HlO.国 際部

HlO.診 療報酬部

HlO.教 育部

HlO.学 会評議員選考委員会

H10.白 書委員会

平成9年 度卒業生就職調査

理学療法士領域に関わる認定制度 についての報告書

広報活動の効果に関するアンケー ト調査

理学療法行政従事者実態調査報告書

障害者福祉 における理学療法のあり方検討委員会報告書

虚弱高齢者等の予防的リハビリテーシ ョン指針検討委員会報告

ケアマネジメン トマニュアルに関するアンケー ト調査

青年海外協力隊OBOGア ンケー ト調査報告書

医療機関の業務調査

臨床実習施設並びに養成施設に関するア ンケー ト調査

学会評議員選考 に関す るアンケー ト調査

97年 白書に関するアンケー ト調査

第28回 総会 ・代議員会資料

第28回 総会 ・代議員会資料

第28回 総会 ・代議員会資料

第28回 総会 ・代議員会資料

第28回 総会 ・代議員会資料

第28回 総会 ・代議員会資料

第28回 総会・代議員会資料

第28回 総会・代議員会資料

第28回 総会・代議員会資料

第28回 総会・代議員会資料

第28回 総会・代議員会資料

第28回 総会・代議員会資料
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HlO.PT週 間推進委員会

HlO.十 会法人化推進委員会

モデル事業実状況報告書

法人化十会と未法人化十会への実施状況のアンケート調査

第28回 総会・代議員会資料

第28回 総会・代議員会資料

Hll.調 査資料部

Hll.調 査資料部

Hll.組 織部

Hll.理 学療法業務推進部

Hll.理 学療法業務推進部

Hll.学 会評議員選考委員会

Hll.PT週 間推進委員会

Hll.十 会法人化推進委員会

Hll.PT効 果検討委員会

H11.第13回WCPT学 会長

Hll.診 療報酬部

Hll.倫 理委員会

平成10年 度卒業生就職調査

平成11年 度求人就職調査

協会組織改正に関するアンケート調査

病院以外で勤務している理学療法士の実態調査

理学療法隣接職種の調査

学会評議員選考に関するアンケー ト調査

モデル事業実施状報告書

未法人化士会の法人化のための問題点の調査

維持期の理学療法検討班報告書

第13回 世界理学療法連盟学会報告

理学療法施設基準と診療報酬体系

セクシャル・ハラスメントに関する項目についての答申

第29回 総会・代議員会資料

第29回 総会・代議員会資料

理学療法学26(5)

第29回 総会・代議員会資料

第29回 総会・代議員会資料

第29回 総会・代議員会資料

第29回 総会・代議員会資料

第29回 総会・代議員会資料

第29回 総会・代議員会資料

第29回 総会・代議員会資料

第29回 総会・代議員会資料

第29回 総会・代議員会資料

Hl2.調 査資料部

Hl2.調 査資料部

Hl2.理 学療法業務推進部

Hl2.理 学療法業務推進部

Hl2.診 療報酬部

Hl2.診 療報酬部

Hl2.広 報部

H12.学 会部

Hl2.研 修部

H12.学 会評議員会

H12.倫 理委員会

Hl2.倫 理委員会

H12.白 書委員会

H12,PT週 間推進委員会

Hl2.士 会法人化推進委員会

Hl2.PT効 果検討委員会

H12.PT効 果検討委員会

H12.PT効 果検討委員会

平成11年 度卒業生就職調査

平成10,ll年 度求人状況調査

呼吸療法士,糖 尿病療養指導士 などの状況 と これか らの理学

療法(士)の あり方に関す るアンケー ト調査

医療機関以外で理学療法業務を展開 してい る理学療法十の実態

調査

医療保険制度 ・診療報酬の改定による影響の調査

理学療法施設基準に関する調査

理学療法士志願動機に関す る協会広報部のアンケー ト調査

各士会,ブ ロック学会データによる各学会の研究傾向調査

ビデオライブラリー貸出利用実績調査

「訓練」という用語についての調査

倫理規定部分改定案答申

セクシャル・ハラスメン トに関するアンケー ト調査

理学療法実態調査

モデル事業実状況報告書

未法人化士会の法人化のための問題点の調査

CVA効 果検討班報告書

保健福祉分野効果検討班報告書

理学療法効果検討について

理学療法学27(3)

第30回 総会・代議員会資料

第31回 総会・代議員会資料

理学療法学27(7)

第31回 総会・代議員会資料

第31回 総会・代議員会資料

理学療法学27(8)

第30回 総会・代議員会資料

第30回 総会・代議員会資料

第30回 総会・代議員会資料

第30回 総会・代議員会資料

第30回 総会・代議員会資料

第30回 総会・代議員会資料

第30回 総会・代議員会資料

第30回 総会・代議員会資料

第30回 総会・代議員会資料

第30回 総会・代議員会資料

第30回 総会・代議員会資料

第30回 総会・代議員会資料

第30回 総会・代p員 会資料

第30回 総会・代議員会資料

第30回 総会・代議員会資料

H13.調 査資料部

Hl3.調 査資料部

H13.組 織部

H13,理 学療法業務推進部

H13.理 学療法業務推進部

H13.学 会部

H13.研 修部

H13,教 育部

H13.PT週 間推進委員会

平成12年 度求人状況調査

平成12年 度卒業生就職調査

潜在理学療法十活用 に関す る報告

第1回 専門理学療法士認定 に関す るアンケー ト調査

第2回 専門理学療法士認定 に関す るアンケー ト調査

十会 ・ブロック学会でのオンライン登録 に関す る調査

ビデオライブラリー貸出利用実績調査

全国理学療法士養成施設 に対する調査

モデル事業実状況報告書

理学療法学30(2)

第31回 総会・代議員会資料

第31回 総会・代議員会資料

第31回 総会・代議員会資料

第31回 総会・代議員会資料

第31回 総会・代議員会資料

第31回 総会・代議員会資料

第31回 総会・代議員会資料

第31回 総会・代議員会資料

第31回 総会・代議員会資料
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糊 麗 懇灘縫褻灘 難 難灘欝灘懇 編載騰 難 懸

H13.士 会法人化推進委員会

H13.PT効 果検討委員会

H13.PT効 果検討委員会

未法人化士会の法人化のための問題点の調査

CVA効 果検討班報告書

保健福祉分野効果検討班報告書 第32回 総会 ・代議員会資料

第31回 総会 ・代議員会資料

第31回 総会 ・代議員会資料

第31回 総会 ・代q員 会資料

H14.調 査資料部

H14.調 査資料部

H14.調 査資料部

H14.研 修部

Hl4.教 育部

H14.組 織部

H14.理 学療法業務推進部

H14.理 学療法業務推進部

Hl4.診 療報酬部

H14.倫 理委員会

H14.倫 理委員会

H14.倫 理委員会

Hl4.PT週 間推進委員会

Hl4.定 款細則審議委員会

H14.士 会法人化推進委員会

Hl4.士 会法人化推進委員会

H14.士 会法人化推進委員会

Hl4.PT効 果検討委員会

H14.PT効 果検討委員会

H14.訪 問 リハ対策委員会

平成13年 度,14年 度求人状況調査

平成13年 度卒業生就職調査

理学療法士志願者の動向調査

ビデオライブラリー貸出利用実績調査

全国理学療法士養成施設に対する調査

日本理学療法学術大会規定案答申

第3回 専門理学療法士認定に関するアンケート調査

専門理学療法士認定に関するアンケート報告書

平成14年 度診療報酬改定による影響調査

論文倫理に関する答申

就職倫理に関する答申

養成校の新設ならびに実習施設申請時の名義貸しに関する答申

モデル事業実状況報告書

日本理学療法学術大会規定案に関する審議および答申

未法人化士会の法人化のための問題点の調査

法人士会運営と問題点の調査

法人十会の行政との関わりについてのアンケー ト調査

CVA効 果検討班報告書

保健福祉分野効果検討班報告書

訪問リハ従事者,ケ アマネージャーへのアンケート調査

理学療法白書2002

第32回 総会 ・代議員会資料

理学療法白書2002

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

第32回 総会 ・代議員会資料

Hl5.国 際部

Hl5.組 織部

H15.福 利厚生部

H15.業 務推進部

Hl5,介 護保 険部

Hl5.調 査部

Hl5.調 査部

H15.調 査部

H15.調 査部

H15.教 育部

NGOで の理学療法士活動実態調査 協会ニュースNo.216

社会・職能評議会及び学術・教育評議会運用内規作成に関する

検討と答申

各種保険制度の状況調査

養護学校への医療職配置におけるモデル事業情報収集:一 例と
して大阪府教育委員会の取り組み調査

介護保険施設・事業所における理学療法の実態調査

平成15年 度全国求人調査

平成15年 度就職先調査

理学療法十の社会的認知度調査

理学療法士の外部評価調査

全国理学療法士養成施設に対する調査

第33回 総会・代議員会資料

第33回 総会・代議員会資料

第33回 総会・代議員会資料

第33回 総会・代議員会資料

第33回 総会・代議員会資料

第33回 総会・代議員会資料

第33回 総会・代議員会資料

第33回 総会・代議員会資料

第33回 総会・代議員会資料

Hl6.組 織部

Hl6.介 護保険部

H16,公 益事業推進部

Hl6.調 査部

Hl6.調 査部

H16.調 査部

Hl6.調 査部

H16.国 際部

都道府県士会法人化に関するアンケート調査

高齢者の 「起きあがり」「立ち上がり」能力と自己効力を高める

ケアに関する調査研究(平 成16年 度老人保健事業推進費等補助

金事業)

公益事業に関する各士会への調査

平成15年 度全国求人調査

平成15年 度就職先調査

理学療法士の社会的認知度調査

理学療法士の外部評価調査

海外研修生(奨 学金給費生)受 け入れ施設の調査

第34回 総会・代議員会資料

第34回 総会・代議員会資料

第34回 総会・代議員会資料

第34回 総会・代議員会資料

第34回 総会・代議員会資料

第34回 総会・代p4員会資料

第34回 総会・代議員会資料

第34回 総会・代議員会資料

注:協 会機関誌,協 会ニ ュース,総 会 ・代議員会資料 より,各 部 ・各委員会 の調査 ・報告を調べた もの。備考欄に,総 会 ・代議員会資料 とあ るもの は,協 会ニ ュース・

機関誌 に掲載 されて いないが,そ の年度 に調査等 を行 ったことが総会 ・代議員 会資料 に報告 されているものを示す。
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協会賞 ・協会栄誉賞受賞者一覧

〈協 会 賞 〉

第1回(昭 和57年 度)

浅見 敏克

井上 三郎

梅田 晃昌

江原 定吉

河村 東一一

後藤 宣久

須藤泰三郎

高橋 長

濱島 良知

松為 信二

山口 二郎

山野 久和

(山 形)

(大 阪)

(岡 山)

(東 京)

(愛 知)

(東 京)

(大 阪)

(広 島)

(宮 城)

(神奈川)

(福 島)

(大 阪)

第2回 《昭和58年 度》

片寄 章二

川畑 光雄

楠 一義

鈴木 達司

関川 博

中野 幸吉

西村 岩男

平川 教次

糸田ノll、忠義

松原 正勝

丸茂 周二

森 一正

山内 孝彦

若月 督司

渡部 平八

(茨 城)

(大 阪)

(福 岡)

(東 京)

(東 京)

(広 島)

(静 岡)

(兵 庫)

(福 岡)

(大 分)

(長 野)

(岡 山)

(北海道)

(神奈川)

(北海道)

第3回(昭 和59年 度》

池田 政隆

内山清之輔

大塚 欣壮

加藤 照芳

斎藤 章二

種村 タネ

出路 成晴

宮腰 正雄

保田 良彦

綿貫 吉一

(東 京)

(神奈川)

(北海道)

(埼 玉)

(東 京)

(新 潟)

(鳥 取)

(東 京)

(東 京)

(兵 庫)

12名

15名

10名

第4回(昭 和60年 度》

斎藤 友吉

斎藤 和平

山田 長一

吉田 実

和才 嘉昭

(埼 玉)

(北海道)

(宮 城)

(愛 知)

(福 岡)

第5回(昭 和61年 度)

岡安 正夫

篠原 三吉

鈴木 正彦

筒井 国夫

馬場 久夫

三橋 保雄

(東 京)

(神奈川)

(埼 玉)

(福 岡)

(広 島)

(兵 庫)

第6回(昭 和62年 度)

浅野

杉本

鈴木

寺内

古川

松澤

谷島

山北

雄

夫

達

春

正

文郎

正

朝生

雅一

(大 阪)

(岐 阜)

(宮 城)

(東 京)

(岐 阜)

(東 京)

(神奈川)

(東 京)

第7回(昭 和63年 度》

伊藤 浦安

伊藤 求

今井袈裟人

上田 信一

高橋 輝雄

田口 順子

恒川 俊彦

中島 敏和

中村 秀文

星 虎男

村瀬 和夫

本巣 昌弘

山上 弘義

渡辺 一雄

(岐 阜)

(長 野)

(長 野)

(大 阪)

(東 京)

(神奈 川)

(愛 知)

(山 口)

(山 梨)

(東 京)

(愛 媛)

(東 京)

(宮 城)

(埼 玉)

5名

6名

8名

14名

第8回 《平成元年度》

池内 峰雄

大東 章

金子 實

斎藤 禮達

清水 宏一・

首藤 茂香

津澤 保

満谷 清

吉田 和昭

(北海道)

(宮 城)

(北海道)

(鹿児島)

(岩 手)

(大 阪)

(静 岡)

(福 岡)

(愛 知)

第9回(平 成2年 度)

今井 章夫

大内 二男

岡山 宏

奥村 欽哉

神林 直二

岸 政美

後藤 末男

小林 秀範

篠原 英二

下畑 博正

高木 輝彦

館山 博文

早川 博

松本 英雄

宮風 隆夫

村井 貞夫

渡辺 敏弘

(石 川)

(神奈川)

(大 阪)

(大 阪)

(新 潟)

(群 馬)

(広 島)

(福 岡)

(東 京)

(福 岡)

(長 崎)

(青 森)

(岩 手)

(長 野)

(京 都)

(神奈川)

(愛 媛)

第10回(平 成3年 度》

駒沢 治夫

鈴木 賢治

滝沢 恭子

津田正太郎

中島 靖夫

野上 貞夫

渡辺 昭二

(山 形)

(福 島)

(神奈川)

(京 都)

(京 都)

(大 分)

(東 京)

9名

17名

7名



第 個 回(平 成4年 度)

大久保速夫

岡野 武夫

川名 隆治

小林 和正

五島 稔

佐々木良一

住吉 啓治

武市 信行

田羽多 猛

姫野 和彦

古川 良三

松尾 國城

松沢 博

山岸 毅

横山 隆幸

喜田 義次

吉村 正一

渡邊 功

(広 島)

(東 京)

(千 葉)

(愛 知)

(千 葉)

(福 井)

(山 梨)

(愛 媛)

(長 崎)

(長 崎)

(愛 知)

(高 知)

(神奈川)

(岩 手)

(群 馬)

(大 阪)

(群 馬)

(岐 阜)

X12回(平 成5年 度》

大河原和夫

小田 省三

古賀 友彌

清水 啓

立木 嘉蔵

塚野 信

二重作 勲

西本 東彦

藤本 欽也

松村 嘉綱

(福 島)

(大 阪)

(兵 庫)

(千 葉)

(長 崎)

(埼 玉)

(福 岡)

(大 阪)

(山 梨)

(栃 木)

第13回(平 成6年 度)

鉄
蒙

薩

男
鹸
娚
宏
鷺

郷
司
勉
礁
寛

寺

谷

坂

村

田

宮

本

藤

馬

富

中

良

屋

沼

川

本

嵜

本

山

川

貴

神

杉

須

相

武

田

奈

福

藤

増

松

山

山

矢

(奈 良)

(岩 手)

(千 葉)

(石 川)

(青 森)

(島 根)

(兵 庫)

(宮 城)

(愛 知)

(茨 城)

(東 京)

(埼 玉)

(長 崎)

(神奈川)

(大 阪)

(鹿児 島)

18名

10名

16名

第14回(平 成7年 度)

酒井喜代司

角谷 亮蔵

田村美枝子

五十嵐俊光

南 紀喜

楠 和佐子

水上 信明

加藤 榮一

梅村 正一

旭 輝雄

清岡 正租

錦織 清

吉竹 正博

(北海道)

(青 森)

(秋 田)

(宮 城)

(福 島)

(埼 玉)

(東 京)

(岐 阜)

(愛 知)

(大 阪)

(兵 庫)

(島 根)

(福 岡)

第15回(平 成8年 度》

齋藤 博

兼田 昭

佐藤 幹城

大内 廣孝

大塚 富雄

菊地 延子

西川 浩

今川 達男

稲本 武

平岡八州麿

高柳 朔司

吉村 敏行

(北海道)

(青 森)

(岩 手)

(福 島)

(群 馬)

(東 京)

(富 山)

(福 井)

(三 重)

(兵 庫)

(福 岡)

(長 崎)

第16回(平 成9年 度)

三浦 時男

竹村 和

岡安 利夫

遠藤 文雄

関 勝夫

大宗 謙昭

長澤 壽昭

宮沢 薫

野々垣嘉男

井出

渡邉

砂川

畑

吉田

博

隆

勇

重樹

登

(青 森)

(福 島)

(茨 城)

(群 馬)

(埼 玉)

(新 潟)

(山 梨)

(岐 阜)

(愛 知)

(京 都)

(京 都)

(滋 賀)

(大 阪)

(兵 庫)

13名

12名

14名

211

第17回(平 成10年 度)11名

葛西 清徳

佐藤 啓躬

高木 武二

細田 多穂

君嶋 武司

大川 達也

中島 鈴夫

紀伊 克昌

早川 義貞

竹下 保男

奥村 建明

(青 森)

(福 島)

(群 馬)

(東 京)

(神奈川)

(静 岡)

(愛 知)

(大 阪)

(兵 庫)

(島 根)

(徳 島)

第18回(平 成11年 度)13名

宮本 重範

松本 幸也

深澤 弘

谷岡 淳

江原 晧吉

渡辺 京子

滝野 勝昭

佐藤 弘一

川面 幸男

御厨征一郎

松本 隆之

野元 勝彦

副島 正道

(北海道)

(青 森)

(福 島)

(栃 木)

(埼 玉)

(千 葉)

(東 京)

(長 野)

(京 都)

(鳥 取)

(香 川)

(長 崎)

(佐 賀)

第19回(平X12年 度》10名

大畠 純一・

石川 孝幸

篠原 久子

溝侶 木 忠

望月 圭一一

谷 口 克郎

荒田 征爾

渡辺登喜男

郷田 英機

宮原 勝彦

(北海道)

(青 森)

(群 馬)

(埼 玉)

(東 京)

(石 川)

(岐 阜)

(京 都)

(兵 庫)

(長 崎)

第20回(平X13年 度》8名

高橋 善雄

佐藤 フヨ

齋藤 康弘

高橋 高治

小澤 正明

藤林 英樹

藤井 和子

北野 嘉孝

(北海道)

(秋 田)

(青 森)

(埼 玉)

(東 京)

(兵 庫)

(富 山)

(高 知)
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第21回(平 成14年 度)12名

伊藤日出男

伊藤 清明

根立 千秋

大内 厚

藤沢しげ子

中山 彰一

福光 英彦

島田 勝英

森永 敏博

佐々木久登

東山 敬

大西 芳輝

(青 森)

(秋 田)

(宮 城)

(茨 城)

(栃 木)

(埼 玉)

(東京都)

(神奈川)

(京 都)

(広 島)

(長 崎)

(鹿児島)

第22回(平X15年 度》17名

石橋 朝子

境 晴四郎

江澤 省司

柳澤 健

高橋 正明

深川 新市

高綱 義博

黒川 幸雄

岡西 哲夫

小野 宏子

稲垣 稔

西森 久晃

木村 徳久

大峯 三郎

大原 泰基

田中 耕作

瑞慶山伸子

(北海道)

(栃 木)

(千 葉)

(東 京)

(神奈川)

(新 潟)

(新 潟)

(新 潟)

(愛 知)

(京 都)

(兵 庫)

(高 知)

(福 岡)

(福 岡)

(大 分)

(佐 賀)

(沖 縄)

第23回(平 成16年 度》21名

福田

安藤

緑川

塚田

鶴見

前田

伊藤

竹谷

松田

勝田

木下

上田

岡本

田中

上田

大倉

安岡

修

等

正人

勇

隆正

眞一

直榮

春逸

宣昭

治己

賢治

陽之

信男

潤

正信

三洋

郁彦

高橋精一郎

田原 弘幸

山口 拓 明

佐 々木順一・

(北海道)

(宮 城)

(福 島)

(埼 玉)

(神奈川)

(石 川)

(山 梨)

(静 岡)

(静 岡)

(愛 知)

(和歌 山)

(大 阪)

(兵 庫)

(広 島)

(徳 島)

(高 知)

(愛 媛)

(福 岡)

(長 崎)

(熊 本)

(鹿児島)

〈協会栄誉賞 〉

平1'年 度

藤本 聡

平成14年 度

小森 隆司

(徳 島)

(岐 阜)
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賛助会員の変遷
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酒井 医療株式会社

ミナ ト医科学株式会社

OG技 研株式会社

タイガー医療器株式会社

アルケア株式会社

パシフ ィックサプライ株式 会社

多比 良株 式会社

株式会社 日本 アビ リテ ィーズ社

伊藤超音波株式会社

株式会社東京 プ レス

パラマウン トベ ッ ド株式会社

株式会社種橋 医療器

有 限会社 ピック ・メディカル

株式会社 エバ企画 開発室

矢崎化工株式会社

株式会社 日本 メディクス

日本 シグマ ックス株式会社

東京海上火災保険株式会社

中村 ブ レース株式会社

三井海上火災保険株式会社

日本火災海上保険株式会社

有 限会社 アイペ ック

ジャパンチャタヌ ガ株式会社

ヘ ン リー ・ジャパン株式会社

アップ リカヒューマンウェル株式会社

工 一ザ イ株式会社

株式会社 ウエ ヤマ

株式会社 医学書院

モス ・ワール ド株式会社

医歯薬 出版株式会社

日本光電株式会社

ハラキ ン株式会社

青 山環境デザ イン研究所

株式会社 イースタン ・エ ージェンシー

株式会社 アス ミック

エ コール協議会

株式会社共 同医書 出版社

株式会社ニ ューファ ミリー

株式会社 アマノ

有限会社 医道 の日本社

株式会社キ ネシオ

ジャパ ンライム株式会社

ジ ョンソン ・エ ン ド ・ジョンソン株式会社

株式会社 医療福祉総合研究所

株式会社文光堂

株式会社アテ ックインターナ ショナル

オ ッ トーボ ックジャパ ン株式会社

株式会社 メ リコ

ア コー ドイ ンターナ ショナル株式会社

イ ンター リハ株式会社

株式会社 シー ・エス ・デ ィ

A:A会 員,B:B会 員,C:C会 員
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40周 年記念式典 運営委員会

蹴 ・'鐡盤葦㈱葺灘懸1-…"… …
撒___灘 購灘描'

離
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踏
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縛
磯
雛
聾
磯
羅
藤
畷
繭
璽
厳'螺
録
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菰 響
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桑
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劇
響
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》

響
識

轍

駆
纏

雛囎

轡
難
欝
繕

講
耀

燃1

社団法人日本理学療法士協会

40周 年記念式典実行委員会

委員長 瀧野 勝昭

社団法人日本作業療法士協会

40周 年記念式典実行委員会

委員長 松房 利憲

運営委員(両 協会員,50音 」励

相川 智

岩瀬 義昭

江口 英範

岡本 豊

葛山 智宏

菅原巳代治

坂本 雄

高田 治実

寺村 誠治

長屋 崇

野村 純平

日垣 一男

松谷 繁

村田 千夏

柳澤 健

米本 絹子

青木 香子

内山 靖

榎本 康子

岡村 大介

加藤 宗規

小泉 圭介

佐藤 正一

高見澤一樹

富永 孝之

中山 彰一

野本 彰

比留間ちづ子

松房 利憲

森川 順子

山崎 由佳

亘理 克治

飯野 麻子

薄 直弘

大熊 明

小川 克巳

香山 明美

河渕 緑

佐藤 治夫

高橋 輝雄

豊田 輝

奈良 篤史

長谷川公子

福澤 亜弾

丸山 仁司

森川 亘

山田千鶴子

石川 朗

内田 達二

大倉 三洋

小川 智美

神田 太郎

小林 毅

澤田 雄二

瀧野 勝昭

長井 陽海

西村 敦

早川 昭

藤本 英明

三澤 一登

森下 元賀

山田 良一・

伊藤 宣雄

内田 学

太田 睦美

荻原 喜茂

日下 隆一・

小林 正義

塩田 紀章

田辺美樹子

永富 史子

新妻 晶

早川 宏子

藤原 孝之

三沢 幸司

森島 健

山根 寛

井上 保

梅川 充子

大塚 太

甲斐みどり

棚澤 直美

小林祐紀子

庄司 博

田村 孝司

永富 孝之

西野 歩

原口 晋一

星 克司

水上 直紀

両角 昌実

山本 伸一

居村 茂幸

梅崎 成子

大丸 幸

片岡 愛子

黒川 幸雄

小宮 幹晃

鈴木 重行

鶴見 隆彦

中村 春基

沼倉 智美

林義 孝

星 文彦

宮井 恵次

八木 範彦

与那嶺 司
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編集後記

平成16年 度 ・17年 度 に亘 る日本理学療法士協会の40周 年記念事業の一環として

発行され る記念誌 「40年史」 の編集作業が終了するに当たって,横 田編集副委員長

の並/な らぬ企画能力 ・事務能力の発揮が完成への大きな力となったことを申し上げ,

深 く感謝いたします。そして編集委員の皆様には煩雑で詳細な資料作 りなどに忍耐強

く取 り組んで頂いた点を明記して,そ の努力に感謝を申し上げます。 また記念誌出版

事業と対の記念式典関係 の作業に当たられた40周 年記念式典委員会の瀧野委員長を

はじめとする委員の皆様のご活躍に対 しても感謝申し上げます。 また編集発刊 にあた

って,協 会理事会のご理解がござい ました点につきましても感謝申し上げます。更に

「30年史」の編集発刊も担当してして下さいましたアイペックには,協 会を長年支援

していただいている 「信念 ・信頼」か ら,精 一杯良いものを作 りたいとの強い動機に

より 「40年史」完成 に向け,急 ピッチで作業を一・気に進捗 させていただいたことに

対 して流石という感嘆の言葉と感謝の意を表すに相応 しく,広 田社長,担 当の中村さ

んに改めて感謝申し上げます。

内容的には,グ ラビアで見る40年 の概史,資 料 としての価値,「30年 史」以後10

年間の主だった活動などがその柱とな ります。十分なスペースではあ りませんので,

内容的に制限され ましたが,今 残 して日の目を当ててお くのが望 ましいグラビアを幾

っか掘 り起こしました。懐かしい方々の初々しい姿に胸打たれるものがあるかと思い

ます。若い会員諸氏がこんな別世界があったのか,そ こに原点があったのかと思う風

景も垣間見れます。感慨 に耽ってみてはいかがですか。

「30年史」か ら10年 間はまさに激動そのものであったことが,資 料編の図表等か

ら読み取って頂ければ編集子として喜ばしい限 りです。

ご執筆をいただいた関係諸氏に対 しましては,ご 多忙の中ご高配賜 り大変あ りがと

うございました。

最後になりましたが,こ の 「40年史」 が,こ れからの10年 の礎石になって,日 本

における理学療法が更にしっか りと質量共に発展することを祈念 して,こ こに発刊の

喜びをかみしめながら,編 集後記とします。

平成18年5月31日

日本理学療法士協会40年 史編集委員会

委員長 黒川幸雄
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